
発行：明治大学付属明治高等学校・中学校同窓会　総明会
〒182-0033 東京都調布市富士見町4-23-25

明治大学付属明治高等学校内
TEL 042-444-9100

http://www.meiji-soumeikai.com
編集：平成改元会（平成元年卒）

総明会　会報委員会
アートディレクター：島村武史（昭和59年卒）

印刷：ふじ・プリント
2016（平成28）年10月1日発行

２
０
１
６
年
総
明
会
会
報

と
も
に
つ
く
れ
！ 

あ
ら
た
な
誇
り
〜
伝
承
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革
新
〜 





写真：中西祐介/アフロスポーツ
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M
O

跳べ、銀河まで！
明治高校出身のアスリートが五輪の舞台で躍動する、
その名は棟朝銀河（平成25年卒）。
現在慶應義塾大学在学中の22才。
2015年世界選手権で下馬評を覆して
五輪への切符をつかむと、
5月の上海でのワールドカップでは3位。
急激な上昇カーブを描く
棟朝の跳躍の視界に
見えているものは？

取材：水野　勇、田中潤二
　文：田中潤二

棟
朝
銀
河

特 別 企 画



　

北
京
・
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
入
賞
を
経
験

し
て
い
る
3
選
手
に
次
ぐ
、
次
世
代
の
選

手
と
い
う
位
置
づ
け
で
挑
ん
だ
世
界
選

手
権
。
五
輪
選
考
を
兼
ね
た
こ
の
試
合

で
、
勝
ち
抜
い
て
五
輪
切
符
を
も
ぎ
取
っ

た
の
は
棟
朝
。
若
手
の
ホ
ー
プ
は
一
気
に

表
舞
台
へ
。

　

演
技
の
出
来
栄
え
、
難
度
、
高
さ
と
い

う
３
要
素
の
合
計
点
で
競
う
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
競
技
、
棟
朝
の
武
器
は
難
度
だ
。
高

難
度
の
技
を
演
技
に
織
り
込
む
ア
グ
レ
ッ

シ
ブ
な
跳
躍
で
、高
校
2
年
時
に
日
本
最

高
の
難
度
点
を
記
録
。
そ
の
3
年
後
に

自
己
記
録
を
更
新
。
高
度
な
演
技
構
成

に
よ
る
難
度
は
世
界
で
も
最
高
レ
ベ
ル
。

　

4
年
後
の
東
京
五
輪
に
つ
い
て
、棟
朝

は
こ
う
述
べ
る
。「
も
ち
ろ
ん
五
輪
で
の

結
果
は
大
き
な
目
標
。
で
も
地
元
と
い
う

意
識
は
な
い
」

記
憶
に
残
る
よ
う
な
跳
躍
を

　

五
輪
で
の
結
果
と
同
様
に
、
目
指
す
も

の
は
自
ら
の
武
器
を
磨
く
こ
と
。
世
界
最

高
難
度
の
演
技
へ
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ

る
。

　
「
結
果
で
覚
え
て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、

記
憶
に
残
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
み
た

い
。
メ
ダ
ル
だ
け
で
は
若
干
、
物
足
り
な

い
。『
と
ん
で
も
ね
ぇ
技
す
る
や
つ
が
昔

い
た
な
ぁ
』、
と
言
わ
れ
る
存
在
に
な
り

た
い
」。

　

棟
朝
の
跳
躍
は
明
大
明
治
の
歴
史
に

記
録
と
し
て
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
。
我
々

の
脳
裏
に
永
遠
に
焼
き
付
け
る
記
憶
を

作
る
挑
戦
が
続
く
。

写真：田中潤二
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特 別 企 画 跳べ、銀河まで！

棟朝銀河 （むねとも・ぎんが）

1994年4月7日生まれ、東京都
西東京市出身。明治大学付属
明治中学校、高等学校から慶應
義塾大学環境情報学部へ。高
校1年時にジュニア世界選手権
で銅メダル。2015年、初出場
となったデンマーク・オーデンセ
世界選手権でリオ五輪の出場
切符を獲得すると、2016年に
はワールドカップ上海大会で3
位を記録する。2020年東京五
輪での活躍に期待ががかかる。
169cm、63kg

Prof i le

特 別 企 画 跳べ、銀河まで！

棟朝銀河 （むねとも・ぎんが）

1994年4月7日生まれ、東京都
西東京市出身。明治大学付属
明治中学校、高等学校から慶應
義塾大学環境情報学部へ。高
校1年時にユースオリンピック
で銅メダル。2015年、初出場
となったデンマーク・オーデンセ
世界選手権でリオ五輪の出場
切符を獲得、2016年リオデジャ
ネイロ五輪は4位とメダルまで
あと一歩。2020年東京五輪で
のメダル獲得に期待がかかる。
169cm、63kg

Prof i le
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柳
谷

　孝

土
屋 

恵
一
郎

リ
オ
の
借
り
は
東
京
で
返
す
！

　

も
の
ご
こ
ろ
付
い
た
と
き
か
ら
始
め
た
体
操

競
技
、
そ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
一
環
で
取
り
組

ん
で
い
た
の
が
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
だ
っ
た
。

小
学
3
年
時
に
ル
ー
ル
も
わ
か
ら
な
い
中
で

出
場
し
た
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
で
優
勝
。

小
学
5
年
時
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
選
手

の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
た
こ
と
で
、
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
一
本
に
競
技
を
絞
っ
て
世
界
を

目
指
し
た
。

　

高
校
1
年
時
の
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
、
リ
オ
五
輪
の
代
表
獲
得
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
表
彰
台
と
、
競
技
レ
ベ
ル

は
世
界
の
ト
ッ
プ
に
肩
を
並
べ
た
。
難
度
と
高

さ
は
世
界
最
高
峰
、あ
と
必
要
な
の
は
演
技
の

出
来
栄
え
だ
け
。

　
「
演
技
点
は
少
し
意
識
す
る
だ
け
で
、
今
の

3
倍
は
良
く
で
き
る
。
け
れ
ど
、
難
度
は
短
期

間
で
は
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、

難
度
に
こ
だ
わ
っ
て
や
っ
て
き
た
」、棟
朝
は
現

在
の
自
分
を
こ
う
評
価
し
た
。

　

五
輪
直
前
、難
度
に
加
え
て
安
定
感
も
増
し

て
き
た
。
成
長
と
勢
い
に
確
か
な
手
ご
た
え
を

感
じ
な
が
ら
迎
え
た
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
、
現
地

特 別 企 画 跳べ、銀河まで！

時
間
8
月
13
日
。
予
選
を
7
位
で
通
過
し
て

迎
え
た
決
勝
演
技
は
３
回
宙
返
り
を
５
回
行

う
も
の
で
、
成
功
す
れ
ば
予
選
ト
ッ
プ
の
高
磊

（
中
国
）に
次
ぐ
難
度
点
「
18
・
0
」を
獲
得
で

き
る
。

　

棟
朝
の
跳
躍
は
最
後
ま
で
美
し
い
放
物
線

を
描
い
た
。
そ
の
得
点
は
５
９
・
５
３
５
、
大

舞
台
で
高
得
点
を
マ
ー
ク
。
し
か
し
結
果
は
４

位
、出
来
栄
え
を
評
価
す
る
演
技
点
が
伸
ば
せ

ず
、わ
ず
か
０
・
６
４
０
点
届
か
ず
、メ
ダ
ル
の

壁
に
跳
ね
返
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

棟
朝
は
こ
う
振
り
返
る
、「
自
分
の
力
を
出

し
切
っ
て
の
４
位
で
は
な
い
の
で
、
演
技
に
だ

い
ぶ
悔
い
が
残
る
」と
。

　

五
輪
で
の
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
の
日
本
選

手
の
成
績
は
、
北
京
・
ロ
ン
ド
ン
と
も
に
４
位

と
、
あ
と
一
歩
メ
ダ
ル
に
届
か
ず
に
い
た
。
リ

オ
で
の
メ
ダ
ル
獲
得
は
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
界

の
悲
願
と
な
っ
て
い
た
が
、
ま
た
し
て
も
わ
ず

か
に
届
か
な
か
っ
た
。

　
「
今
、自
分
の
中
に
沸
い
て
く
る
も
の
は
色
々

あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
悔
し
さ
は
東
京
五
輪
で

の
メ
ダ
ル
に
絶
対
に
繋
げ
ま
す
」

　

東
京
五
輪
で
、
悲
願
の
扉
を
開
け
る
戦
い

は
、す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。

リオ五輪、トランポリン決勝の演技を終えた棟朝銀河。
中田大輔コーチ（左）は、思わずガッツポーズを見せたが、
悲願のメダル獲得には僅かに及ばなかった

写真：日刊スポーツ/アフロ

60ページへ続く 6



柳
谷

　孝

土
屋 

恵
一
郎

総 明 会
総明会の会名は、初代校長の鵜澤總明先生のお名前をいただき、かつ明治
中学校・高等学校同期会と同窓生の総体の連帯を意味するものとして昭和
59年開催の第20回総会で命名されました。現在は、「總明会」という表記
が正式であることを認識しつつ、日本における漢字表記の基準である略字
＝標準字体（新字体）を採用し、「総明会」と表記しています。

◎目 次

 カラーグラビア  跳べ、銀河まで！  棟朝銀河

第52回総明会総会・懇親会のご案内
総明会会長挨拶

校長挨拶

 特集1  明大明治今昔物語 ～今明かされる、明治の文化・風習の変遷！

 特別企画１  27年後の訓示 ～今だから、今こそ聞きたい恩師の言葉

幹事学年特別広告企画

 特別企画２  紫紺通信 ～明治にまつわる話題・情報が満載！

 特集２  What is 総明会？ ～嗚呼45才、なぜ今、幹事学年

平成28年度学校報告

OB・OG活動報告

平成28年度総明会活動報告

平成28年度総明会 理事・役員・評議員一覧

前年度・次年度・本年度 幹事学年挨拶

第52回総明会 御寄付者一覧

総明会 会則

編集後記
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43

49

59

67

85

101

161

162

178

181

183

189
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日時：	平成28年11月20日（日）
	 総　会　午後4時30分から
	 懇親会　午後5時30分から（受付開始	午後5時）

場所：	セルリアンタワー東急ホテル　B1F及びB2F
	 〒150-8512	東京都渋谷区桜丘町26-1
	 TEL.03-3476-3000（代表）
	 https://www.ceruleantower-hotel.com/

第52回
総明会 総会・懇親会のご案内

昨年の懇親会の写真

Brand-New Pride
ともにつくれ！あらたな誇り

～「伝承と革新」～
幹事学年も平成卒に。
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拝啓
　仲秋の候、明治大学付属明治高等学校・中学校卒業生の皆様におかれましては、
益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
　さて、早いもので、本年の総会・懇親会をご案内する季節となりました。
　今年は私たち平成元年卒「平成改元会」が幹事学年を務めさせていただきます。
どうぞよろしくお願い申し上げます。
　昭和64年1月7日、昭和最後の日。翌1月8日、新元号「平成」が発表されました。
　そんな年号が変わるという人生でも稀な経験をした年に私たちは明治大学付属明
治高等学校を卒業したことから、 我々の同期会の名称を元号が変わった年にちな
み、元号を改める会「平成改元会」とすることにしました。
　今年は幹事学年が遂に平成卒になるということから、

 「Brand-New Pride ともにつくれ！あらたな誇り～「伝承と革新」～」

をテーマとし、伝統を重んじつつ、次世代にまで続くあらたな誇りをつくることを目指
して活動してまいりました。
　年に一度、同窓の仲間とお酒を酌み交わし、あの時代、あの頃に戻った気分でお楽し
みください。
　どうぞ、同期の方にお声をかけていただき、また家族の皆様もご一緒に渋谷にお集
まりいただきたく、ご案内申し上げます。

敬具
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※なお、一旦納付された会費につきましては、お返し
できません。予め了承ください。当日欠席された場
合も、同様にご返金できません。貴重な浄財といた
しまして、総明会活動に利用させていただきます。

※誠にお手数ながら、ご出席頂ける場合には、同封の
はがきにて又は、総明会ホームページよりご連絡を
お願いいたします。

　なお、出席のお知らせをいただいていない方でも、直
前に出席可能になった方など、ご連絡をいただかな
くても出席可能ですのでお気軽にお運びください。

　総明会ホームページ：
　http://www.meiji-soumeikai.com

P 会費のご案内 p

今年もあります！	便利な事前納付！お得です！

今年も会費事前納付制度を実施いたします。当日のお支払いにくらべ、
1,000円割引させていただきます。ぜひ、ご利用ください。
事前納付のお振込み先につきましては、下記をご覧ください。

一般会員（昭和50年から平成16年までのご卒業） 10,000円 >  9,000円
シニア会員（昭和49年以前のご卒業） 8,000円 >  7,000円
ヤング会員（平成17年から24年までご卒業の社会人）	 6,000円 >  5,000円
学生会員（大学生・大学院生）	 3,000円 >  2,000円
ご同伴者（上記会員が同伴する会員以外の方） 5,000円 >  4,000円

当日払い　　　　事前納付

p 会費 事前納付振込先
10月31日（月）までに納付をお願いいたします。
入金確認のため、氏名の前に卒業年を入れてく
ださい。ATMでの振込名義の変更は可能です。

  例： 昭和年代卒業の方：61 メイジ コウタ　
   平成年代卒業の方：ヘイ 10メイジ チュウタ

個人名義の同行口座間のATMおよびインター
ネットバンキングを利用した振込は無料です。
ATMご利用の場合、時間外手数料が発生する
ケースもございます。

m ゆうちょ銀行 振替口座
記号：00120-0
番号：265323
名義：第52回総明会総会懇親会
名義カナ： ダイゴジュウニカイソウメイカイ
 ソウカイコンシンカイ

o 三菱東京UFJ銀行
支店名：五反田支店 (店番 537)
預金種類：普通預金
口座番号：0496048
名義：第52回総明会総会懇親会
　　　横島  高之
名義カナ：ダイゴジユウニカイソウメイカイ
　　　　　ソウカイコンシンカイ
　　　　　ヨコシマ  タカユキ

第
五
十
二
回	

総
会	

式
次
第（
案
）

一
、 

開
会
の
辞

二
、 

会
長
挨
拶

三
、 

議
長
選
出

四
、 

書
記
選
出

五
、 

議
事
進
行

　
　

 

第
一
号
議
案  

会
務
報
告

　
　

 

第
二
号
議
案  

会
計
報
告

　
　

 

第
三
号
議
案  

監
査
報
告

　
　

 

第
四
号
議
案  

そ
の
他

六
、 

閉
会
の
辞
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三菱東京ＵＦＪ銀行・東京海上日動火災保険・みずほフィナンシャルグループ・三菱
ＵＦＪ信託銀行・伊藤忠商事・三井物産・三井住友銀行・全日本空輸・住友商事・三
菱商事・損害保険ジャパン日本興亜・日本航空・豊田通商・三井住友信託銀行・丸紅・
りそなグループ・三井住友海上火災保険・ジェイティービー・サントリーグループ・大
和証券グループ・電通・オリエンタルランド・日本生命保険・野村證券・博報堂・日
本放送協会・資生堂・日本郵船・第一生命保険・東日本旅客鉄道・日本郵政グループ・
明治グループ・三井不動産・ジェーシービー・住友生命保険・花王・双日・グリコグループ・
三越伊勢丹グループ・三菱地所・キリン・森永製菓・日清製粉グループ・森ビル・味
の素・講談社・森永乳業・ＳＭＢＣ日興証券・エイチ・アイ・エス・明治安田生命保険・
髙島屋・大日本印刷・ベネッセコーポレーション・川崎汽船・東レ・商船三井・フジテ
レビジョン・コーセー・トヨタ自動車・あいおいニッセイ同和損害保険・ユニ・チャー
ム・ワコール・東芝・コクヨ・凸版印刷・集英社・あおぞら銀行・アサヒビール・東日
本電信電話・日立製作所・カゴメ・東京急行電鉄・富士フイルム・パナソニック・三
菱電機・武田薬品工業・東宝・日清食品グループ・阪急電鉄・キユーピー・ハウス食
品・毎日放送・パソナ・積水ハウス・旭化成グループ・日本テレビ放送網・朝日新聞
社・オリックスグループ・日本旅行・星野リゾートグループ・第一三共・デンソー・野
村総合研究所・小学館・読売新聞社・ＴＢＳテレビ・近畿日本ツーリスト・三菱重工業・
小田急電鉄・ＮＴＴドコモ・東京地下鉄・阪急交通社・ネスレ日本・ＳＣＳＫ・ミキハ
ウス・ＮＴＴデータ・日本通運・帝国ホテル・東急エージェンシー・山崎製パン・みず
ほ証券・キッコーマン・アステラス製薬・三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券・川崎重
工業・豊田自動織機・キヤノン・テレビ東京・ＷＯＷＯＷ・ＮＴＴコミュニケーションズ

 総明会 総会・懇親会 事前企画  その❶

就職への近道は『総明会』
～就活生のための有名企業OB・OG紹介～

時間：午後3時～5時
場所：セルリアンタワー東急ホテル  B1F特設会場

明治高校・中学校OB・OGによる明治高校・中学校OB・OGのための
有名企業OB・OG紹介、カジュアルOB・OG訪問です。

先輩方が就職支援、業界の実態を解説する超・大型企画です。
ぜひこの機会を、お見逃しなく!

明高明中OB・OGなら事前連絡で誰でも参加可能です。
皆様の先輩方には、すごい会社のすごい肩書きの人が、たくさんいます。
三菱商事とか、丸紅とか、東レとか、パナソニックとか、積水ハウスとか、

富士通とか、東芝とか、マイクロソフトとか、
三菱東京UFJ銀行とか、三井住友海上火災保険とか…

管理職だってゴロゴロいます!
　この機会に就職説明会では聞けないぶっちゃけ話も

どんどん気軽に聞いちゃいましょう!
興味のある人は是非以下のフォームにて登録をお願いします！

https://kaigenkai.org/e16/
なお、詳細については後日、メールにてご案内さしあげる関係上、

登録するメールアドレスは、PCからのメールも受信できるアドレスをご登録ください。
キャンセルはいつでも可能です。遠慮なく幹事学年

info@kaigenkai.org
までご連絡下さい。　

9



 総明会 総会・懇親会 事前企画  その❷

あの愛のムチをもう一度!!
あの伝説の授業がやってくる、

総会・懇親会当日限りの特別企画。
恩師の授業をもう一度受けたい、

高校時代に味わった愛のムチをもう一度味わいたいなどなど、
高校時代に戻った気分で盛り上がりましょう！

時間： 1時限目　午後3時15分～3時45分（予定）
 2時限目　午後4時～4時30分(予定）
場所： セルリアンタワー東急ホテル  B1F特設会場

もう一度授業を受けたい先生やもう一度の味わいたい愛のムチなど
ご意見があれば、是非以下までメールにてご連絡ください。

info@kaigenkai.org
※現在、講義をしていただく先生方とスケジュールを調整中です。
※会場の都合上、満席の場合にはご入場いただけない可能性もございますので、
　予めご了承ください。

白熱教室
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 総明会 懇親会企画

平成12年卒 金森駿介が来る!
明治にちなんだマジックがみられるかも!?

主な経歴
2007年	10月	 Magic	Castle(Academy	of	Magical	Arts	Inc.)レギュラーメンバーシップ取得
2008年	 1月	 Magic	Castle	Scout	Caravan	2008	1$コインロール部門ギネス記録更新
2009年	 3月	 Magic	Castle	Scout	Caravan	2009	50￠コインロール部門ギネス記録更新
2010年	 8月	 Magic	Masters	Open	2010	Technical	Award	総合優勝
2011年	 8月	 Japan	Greatest	Magic	Convention	ゲスト出演
	 8月	 Magic	Masters	Open	2011	Central	Tournament	優勝
	 9月	 Magic	Masters	Open	2011	World	Tournament	ベスト8
	 9月	 Japan	Cup	2011	第3位
2012年	 3月	 Magic	Castle	“Palace	of	Mystery”出演
	 8月	 Magic	Masters	Open	2012	World	Tournament	準優勝
2013年	 8月	 Magic	Masters	Open	2013	World	Tournament	ベスト4

PROFILE

　人数、シチュエーションに応じさまざま
な種類のマジックを幅広くこなすオールラ
ウンダーマジシャン。
　英語でのショーも得意としており、アメ
リカ・Magic	Castleにて日本を代表する
マジシャン、マギー司郎氏の代演として
高評価を得る。
　技術面においても定評があり、特にコ
インマジックのテクニックの一つ｢コイン
ロール｣ではアメリカ人マジシャンが持つ
ギネス記録を大幅に更新する快挙を成
し遂げる。

2012年には東京で開かれた国際コンベ
ンションの一つ｢Magic	Masters	Open	
2012｣にて総合準優勝に輝く。
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「
若
い
人
の
参
画
を
」「
母
校
と
交
流
」

「
財
政
基
盤
の
確
立
」を
実
現
す
る

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
・
中
学
校
同
窓
会

総
明
会
会
長

吉
田	

耕
太
郎

　

昨
年
の
第
51
回
総
明
会
総
会

に
お
い
て
、会
長
の
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
吉
田
耕
太
郎
で
す
。

　

不
器
用
、
浅
学
の
若
輩
者
で
あ

り
ま
す
が
、ど
う
か
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、明
治
高
校
を
昭
和
45
年

３
月
卒
業
、中
・
高
・
大
と
応
援
団

に
所
属
し
て
お
り
、
母
校
恩
師
の

導
き
、先
輩
・
後
輩
、そ
し
て
同
期

と
の
繋
が
り
な
ど
の
中
で
「
明
治
」

を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
、こ

こ
に
自
分
が
あ
る
こ
と
は
、「
明
治
」

の
お
か
げ
と
得
心
し
て
お
り
ま
す
。

　

総
明
会
と
の
関
わ
り
は
、
応
援

団
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
中
で
多
少
な

り
と
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、幹
事
学

年
を
務
め
た
向
殿
会
長（
現
・
総

明
会
名
誉
会
長
）
時
代
か
ら
で
し

た
。
当
時
は
、
調
布
へ
の
移
転
問

題
が
あ
り
、
続
く
佐
久
間
会
長
、

尾
島
会
長
時
代
に
は
、
総
明
会
の

充
実
と
発
展
が
は
か
ら
れ
、
母
校

１
０
０
周
年
、
総
明
会
創
設
５
０

周
年
な
ど
の
記
念
事
業
を
務
め
ら

れ
、そ
の
お
手
伝
い
を
し
て
参
り
ま

し
た
。

　

私
は
、会
長
就
任
挨
拶
の
中
で
、

「
若
い
人
の
参
画
」「
母
校
と
交
流
」

「
財
政
基
盤
の
確
立
」を
述
べ
ま
し

た
。
母
校
も
調
布
移
転
と
同
時
に

共
学
と
な
り
、
総
明
会
会
員
に
も

女
性
会
員
が
増
え
て
き
た
こ
と
は

皆
様
ご
存
じ
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

「
Ｍ（
エ
ム
）」の
復
刊
、
法
曹
部
会

（
組
織
委
員
会
所
属
）
の
充
実
な

ど
を
通
じ
、
若
手
会
員
の
活
性
化

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
ら
諸
行
事

を
遂
行
す
る
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
も
頑
張
っ
て
く
れ
て
お
り
ま

す
が
、会
員
の
皆
様
の
暖
か
い
ご
支

援
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
総
明
会
活

動
の
た
め
、
ご
協
力
ご
指
導
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
本
年
の
総
会
は
、
平
成
元

年
卒
「
平
成
改
元
会
」
が
幹
事
学

年
を
務
め
、『Brand-N

ew
 Pride 

と
も
に
つ
く
れ
！
あ
ら
た
な
誇
り

～「
伝
承
と
革
新
」～
』を
掲
げ
て

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
真
に
こ
れ

か
ら
の
総
明
会
に
必
要
な
テ
ー
マ

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

総
会
お
よ
び
懇
親
会
で
、
皆
様

に
お
会
い
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

総
明
会
も
時
代
の
変
化
に
即

応
し
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

総
明
会
の
各
種
行
事
に
は
、
私

共
も
そ
う
で
し
た
が
、
幹
事
学
年

を
経
験
し
て
か
ら
の
参
加
が
大
多

数
で
あ
る
よ
う
で
す
。
卒
業
と
同

時
に
総
明
会
会
員
で
あ
る
の
で
す

か
ら
、
も
っ
た
い
な
い
話
で
す
。
若

い
人
に
も
大
い
に
参
加
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
た
め

の
活
動
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、会
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る

母
校
へ
の
賛
助
で
す
が
、
母
校
と

総
明
会
は
深
く
つ
な
が
る
べ
き
で

あ
り
、
現
役
支
援
と
共
に
、
若
手

会
員
と
の
交
流
と
育
成
を
兼
ね
て

「
調
布
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
」
や
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2016年 総明会会報「紫紺の詩」

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
・
中
学
校

校
長安

藏	

伸
治

「
第
一
級
」
の
学
校
へ

英
検
準
二
級
の
一
次
試
験
を
、

高
校
か
ら
大
学
へ
の
推
薦
は
英

検
二
級
の
合
格
と
T
O
E
I
C

４
５
０
点
の
ク
リ
ア
を
条
件
と

し
て
い
ま
す
。「
全
員
」
が
、
こ

の
条
件
を
満
た
さ
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
の
は
、
教
育
す
る

側
に
も
大
変
な
努
力
が
必
要
で

す
。
こ
れ
ら
を
満
た
し
な
が
ら
、

大
学
進
学
後
は
公
認
会
計
士
や

司
法
試
験
、
国
家
公
務
員
総
合

職
の
合
格
、
各
学
部
の
総
代
や

成
績
優
秀
者
を
多
く
輩
出
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

大
学
に
入
る
た
め
の
学
校
で

は
な
く
、
大
学
進
学
後
、
あ
る
い

は
大
学
卒
業
後
に
評
価
さ
れ
る

「
第
一
級
の
人
物
」
を
育
成
で
き

る
、「
第
一
級
の
学
校
」
へ
と
発

展
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
総
明
会
会
員
皆
さ
ま
の

あ
た
た
か
い
御
支
援
を
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

脳
裏
に
残
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
調
布
に
移
転
後
の
卒
業
生

に
は
、
大
き
な
空
に
囲
ま
れ
た

広
々
と
し
た
人
工
芝
グ
ラ
ン
ド

や
、
教
室
よ
り
も
広
い
1
0
0

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
廊
下
の
あ
る

学
び
舎
、
１
４
０
０
名
収
容
の

鵜
澤
總
明
ホ
ー
ル
で
の
学
校
行

事
な
ど
が
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

総
明
会
会
員
は
年
代
に
よ
り

母
校
に
関
す
る
異
な
る
イ
メ
ー

ジ
を
有
し
な
が
ら
も
、全
員
に
共

通
し
て
流
れ
て
い
る
「
明
治
愛
」

は
不
変
の
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
入
学
直
後
の
新
入
生
歓
迎

会
で
は
、
応
援
指
導
班
の
指
導

　

今
年
の
総
明
会
総
会
は
、
平

成
元
年
に
卒
業
さ
れ
た
「
平
成

改
元
会
」
が
幹
事
学
年
と
し
て

企
画
・
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
新

し
い
時
代
の
新
し
い
力
が
、総
明

会
を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
そ

し
て
平
成
と
、
本
校
は
百
有
余

年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
２
０
０
８
年
の

調
布
市
へ
の
移
転
及
び
共
学
化

は
、
本
校
の
歴
史
に
非
常
に
大

き
な
軌
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　

総
明
会
会
員
の
多
く
は
、
猿

楽
町
の
校
舎
と
あ
の
狭
い
校
庭
、

男
坂
の
急
な
階
段
が
、
ま
さ
に

母
校
の
想
い
出
の
画
像
と
し
て

の
も
と
応
援
歌
、
チ
ャ
ン
ス
パ

タ
ー
ン
メ
ド
レ
ー
、
肩
を
組
ん
で

の
三
番
ま
で
の
校
歌
斉
唱
を
経

験
し
、「
紫
紺
」
の
血
の
注
入
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
く
ら
校
長
が
、
国
公
立
大

学
や
医
歯
薬
系
の
大
学
へ
の
受

験
を
勧
め
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
生

徒
が
明
治
大
学
に
進
学
を
熱
望

す
る
の
は
、
６
年
あ
る
い
は
３
年

間
育
ん
で
き
た
友
と
の
友
情
と

「
M
」
に
対
す
る
深
い
愛
情
が
あ

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
明
治
中
学
な
ら
び
に

明
治
高
校
は
、
受
験
界
か
ら
高

い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

中
学
か
ら
高
校
へ
は
、
全
員
が
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会
　
長 

吉
田
耕
太
郎

　
四
十
五
年
卒
　
獅
子
の
会

副
会
長 

関
谷
　
芳
久

　
四
十
四
年
卒
　
男
坂
倶
楽
部

副
会
長 

井
家
上
哲
史

　
五
十
一
年
卒
　
明
々
会

専
務
理
事 

山
崎
　
秀
樹

　
五
十
年
卒
　
　
明
紫
会

常
務
理
事 

熊
倉
　
章
雄

　
五
十
四
年
卒
　
明
誠
会

事
務
局
長 

平
野
　
一
哉

　
五
十
九
年
卒
　
明
心
会

会
　
計 

吉
武
　
孝
生

　
五
十
年
卒
　
　
明
紫
会

総
明
会

平野　一哉
明心会

昭和59年卒昭和50年卒

吉武　孝生

総明会会長　（昭和45年卒　獅子の会）

〒262-0033　千葉市幕張本郷5-5-30

吉田  耕太郎

明紫会

第52回総明会総会・懇親会
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特集1

今明かされる、明治の文化・風習の変遷！

漫画：薮乃ラン／制作：株式会社ギミック／企画：水野勇
原案：水野勇、福島維規、田中潤二、北條勝彦（平成改元会）／文・構成：田中潤二
Special	Thanks：三浦直人、高橋凌士（共楽会）、土屋弦（平成26年卒）

27年ぶりに訪れた我らが母校は、まるで違う学校のようだった。
広いグラウンドに最新鋭の設備、開放的な教室――、
華やかで煌びやかな学校がそこにはあった。
明るく礼儀正しい生徒たちは、昔のまま健在だったが
そんな彼ら・彼女らが、もう決して味わえない、
あの御茶ノ水の明大明治を体験したら、どう感じるのだろう。
その「ありえない」ことが、誌上で実現！
今の明高生が、時空を超えてタイムスリップ！
平成生まれが昭和な明治にやってきた！

※漫画に出てくるものは、全てフィクションです。
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特集1
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特集1

こ
こ
は
軍
隊
か
？

力
と
力
の
真
剣
勝
負

　

明
治
中
学
・
高
校
に
入
学
す
る

に
は
、
難
し
い
試
験
と
厳
し
い
競
争

を
勝
ち
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

中
学
受
験
者
は
小
学
校
で
、
高

校
受
験
者
は
中
学
校
で
、そ
れ
ぞ
れ

真
面
目
な
優
等
生
だ
っ
た
、
と
い
う

の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
ど
こ
で
何
が

そ
う
さ
せ
る
の
か
？　

ヤ
ン
チ
ャ
な

男
子
に
育
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
ん
な
元
気
な
男
子
と
、正
面
か

ら
向
き
合
う
た
め
だ
ろ
う
か
？　

と
に
か
く
先
生
方
の
気
合
や
迫
力

も
半
端
で
は
な
く
、
と
き
に
刺
す
か

刺
さ
れ
る
か
の
緊
張
感
が
漂
っ
て
い

た
。

　

威
嚇
な
の
か
、
防
衛
の
た
め
な
の

か
、
ム
チ（
黒
板
を
示
す
棒
）
を
振

り
回
す
人
、
竹
刀
を
持
っ
て
授
業
す

る
人
、
扇
子
を
振
り
回
す
人
、
通
信

教
育
で
空
手
を
習
う
人
な
ど
愛
用

の
武
器
を
携
行
し
た
り
、
武
術
の
技

を
磨
い
た
り
し
て
い
て
、
先
生
方
も

日
々
鍛
錬
し
て
い
た
。

　

昭
和
晩
年
、松
枝
先
生
は
体
を
壊

し
、筆
者
が
直
接
指
導
を
受
け
た
頃

に
は
往
時
の
迫
力
は
だ
い
ぶ
衰
え

て
い
た
。
そ
れ
で
も
整
列
中
に
一
切

の
雑
音
が
消
え
た
緊
張
感
は
、決
し

て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

共
学
化
の
た
め
？

時
代
の
流
れ
の
た
め
？

　

当
時
の
校
内
放
送
は
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
で
い
た
。先
生
か
ら「
来

な
さ
い
」「
来
い
」「
出
頭
せ
よ
」と
怒

り
声
で
呼
び
出
さ
れ
、
震
え
上
が
っ

た
も
の
だ（
ほ
か
の
生
徒
は
大
笑
い

だ
っ
た
が
…
…
）。

　

ま
た
、
朝
の
校
門
で
待
ち
構
え
る

生
徒
指
導
の
先
生
方
の
圧
倒
的
な

存
在
感
に
、
制
帽
を
忘
れ
て
し
ま
っ

た
日
に
は
、
恐
ろ
し
く
て
近
づ
け
ず

に
遅
刻
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

そ
ん
な
迫
力
あ
る
先
生
た
ち
の
姿

は
、
も
う
見
る
こ
と
は
な
い
。
共
学

化
の
た
め
だ
ろ
う
か
、
時
代
の
流
れ

だ
ろ
う
か
、そ
れ
と
も
生
徒
が
変
わ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
？　

先
生
方
の
生
徒

決
し
て
忘
れ
な
い

チ
ー
タ
ー
伝
説
の
数
々

　

そ
ん
な
先
生
の
中
で
も
、
ダ
ン
ト

ツ
で
迫
力
が
あ
っ
た
の
が
、「
チ
ー

タ
ー
」こ
と
松
枝
正
弘
先
生
だ
ろ
う
。

　

新
入
生
が
最
初
に
松
枝
先
生
の

洗
礼
を
受
け
る
の
は
入
学
式
だ
。
司

会
進
行
で
あ
る
松
枝
先
生
の
気
合
が

入
っ
た
号
令
に
度
肝
を
抜
か
れ
る
。

「
気
を
つ
け
、
礼
」の
掛
け
声
に
驚
く

生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
、「
恐
ろ
し
い

場
所
に
来
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
？
」
と
疑
念
を
抱
い
た
も
の
だ
っ

た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
気
持
ち
は
雪
の
日

に
頂
点
を
迎
え
る
。「
上
半
身
裸
・

裸
足
で
・
掛
け
声
を
上
げ
な
が
ら
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
」
は
、
明
大
明
治
の
名

物
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
が
、

初
め
て
見
る
も
の
に
は
、
そ
の
光
景

は
恐
怖
に
満
ち
た
も
の
だ
っ
た
。

　

偶
然
に
も
、
こ
の
様
子
を
見
て
し

ま
っ
た
受
験
生
の
父
兄
の
中
に
は
、

願
書
を
出
す
の
を
や
め
た
、
と
い
う

逸
話
が
残
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

と
の
接
し
方
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

女
子
生
徒
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

先
生
た
ち
は
彼
女
た
ち
と
の
接
し

方
を
研
修
し
、現
場
視
察
や
実
習
な

ど
も
行
っ
た
。

　

昭
和
の
時
代
、
最
も
怖
か
っ
た
一

人
で
あ
る
小
西
哲
男
先
生
が「
コ
ニ

タ
ン
」
の
愛
称
で
、
生
徒
と
に
こ
や

か
に
接
し
て
い
た
姿
に
、
腰
を
抜
か

し
た
Ｏ
Ｂ
は
多
か
っ
た
そ
う
だ
。

▶とにかく存在感があった
松枝先生。あれほど緊張感
のある時間を過ごすことは、
もう永久に経験できないか
もしれない。その反動で、ヤ
ンチャをしてしまったという
噂も……
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特集1

倍
率
は
8
・
6
倍
！

ど
れ
だ
け
難
関
？

　
「
1
0
0
番
落
ち
る
」は
、明
治
中

学
出
身
者
が
高
校
進
学
前
に
何
度

も
先
生
か
ら
聞
か
さ
れ
た
言
葉
だ
。

　

昭
和
晩
年
か
ら
平
成
に
か
け
て

の
明
治
高
校
は
、高
校
か
ら
入
っ
て

く
る
生
徒
が
、圧
倒
的
に
成
績
が
良

か
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
平
成
元
年
卒
の
生
徒

が
中
学
受
験
し
た
と
き
の
倍
率
は
約

５
倍
で
、
か
な
り
の
難
関
。
決
し
て

簡
単
で
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、こ
の
学
年
の
高
校
受
験

の
倍
率
は
約
8
.
6
倍
と
、た
い
へ

ん
な
狭
き
門
。

　
「
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
」
と
呼
ば
れ
る

世
代
で
、
人
口
が
多
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
明
治
高
校
へ

の
受
験
は
厳
し
い
競
争
を
勝
ち
抜

く
必
要
が
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
当
時
の
受
験
生
は
、
多

く
は
明
大
明
治
を
第
一
志
望
に
し

て
い
た
の
で
、
合
格
者
は
ほ
ぼ
入
学

し
た
時
代
だ
っ
た
。

も
深
ま
り
、
受
験
で
の
貯
金
も
使
い

果
た
し
、
高
校
３
年
時
に
は
、
マ
ン

ガ
の
よ
う
に
、
す
っ
か
り
馴
染
ん
で

し
ま
う
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

今
は
中
学
出
身
の
ほ
う
が

成
績
が
良
い
!?

　

現
在
の
明
治
高
校
で
は
、当
時
の

時
代
と
は
逆
転
現
象
が
生
ま
れ
て

い
る
。
安
藏
伸
治
校
長
の
話
で
は
、

成
績
上
位
を
占
め
る
の
は
明
治
中

学
出
身
者
が
多
い
と
の
こ
と
だ
。

簡
単
す
ぎ
る
授
業
が

い
け
な
か
っ
た
!?

　

こ
ん
な
難
関
を
越
え
て
き
た

の
だ
か
ら
、
明
治
中
学
出
身
者
が

1
0
0
番
、
成
績
が
下
が
っ
て
し
ま

う
の
は
無
理
も
な
い
。
高
校
か
ら
の

入
学
組
は
、
明
治
中
学
出
身
者
と

の
レ
ベ
ル
の
差
に
、
驚
く
こ
と
も
多

か
っ
た
。

　

そ
れ
ば
か
り
か
、
明
治
中
学
出
身

者
の
態
度
の
デ
カ
さ
や
、
授
業
中
の

ハ
シ
ャ
ぎ
っ
ぷ
り
に
は
、
さ
ら
に
驚

嘆
さ
せ
ら
れ
た
と
か
？
「
こ
れ
が
付

属
校
と
い
う
も
の
か
…
…
」
と
、
思

い
悩
む
者
も
い
た
と
聞
く
。

　

そ
し
て
、
口
を
揃
え
る
の
が
「
高

校
1
年
の
一
学
期
の
授
業
な
ん
て
、

受
験
の
と
き
に
終
わ
っ
て
い
た
。
授

業
簡
単
す
ぎ
、
レ
ベ
ル
低
す
ぎ
」
と

い
う
こ
と
だ
。

　

当
時
の
先
生
曰
く
、「
真
ん
中
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
結
果
」
と
の
こ

と
で
、護
送
船
団
方
式
が
招
い
た
結

果
の
よ
う
だ
。
こ
こ
か
ら
慢
心
が
生

ま
れ
、明
治
中
学
出
身
者
と
の
交
流

どう呼んだ？ 明中生、他中生

　当時は気にしていたわけではないが、
なぜ、あんな排他的な呼び方をしてい
たのだろう？	高校からの入学してきた
者のことだ。
　当時、「新高Ⅰ」「他中生」が一般的
な呼び方だったが、いろいろ年代によっ
て呼び方が微妙に変わっていて、「外中
生」「外部生」など、どこかの傭兵部隊の
ような呼び名も存在した時代もあった。
　現在では「高入生」という呼び方で
統一。ちなみに明中出身者は、「内進生」
という呼び方が一般的だそうだ。
　ところで明治は中学と高校だけだが、
幼稚園や小学校もある青山や慶應はど
う呼ぶのだろう。誰か知っている人い
る？

　

こ
れ
に
つ
い
て
安
藏
校
長
は
さ

ま
ざ
ま
な
分
析
を
し
て
い
て
「
我
々

の
教
育
が
上
が
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
し
、
公
立
中
学
の
教
育
レ
ベ
ル
が

落
ち
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
慎
重
に

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
」と
す
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
明
治
中
学
出

身
者
に
と
っ
て
は
1
0
0
人
が
加

わ
る
こ
と
、
高
校
か
ら
入
学
し
た
者

は
前
に
古
参
!?  

の
1
5
0
人
が

い
る
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
大

い
に
刺
激
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
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特集1

7
回
も
の
試
験
を

乗
り
切
る
た
め
に
―

　

昭
和
終
盤
か
ら
平
成
は
じ
め
、中

学
・
高
校
を
問
わ
ず
に
、
定
期
試
験

は
年
7
回
も
行
わ
れ
て
い
た
。
高
校

3
年
に
至
っ
て
は
、2
学
期
終
了
ま

で
に
7
回
と
い
う
、
と
て
つ
も
な
い

ハ
イ
ペ
ー
ス
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
試
験
を
乗
り
切
る
に

は
、も
ち
ろ
ん
勉
強
す
る
し
か
な
い
。

そ
の
勉
強
法
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、

大
切
な
の
は
、
伝
統
と
友
情
と
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
最
大
限
に
利
用
す
る

こ
と
だ
ろ
う
。

　

伝
統
＝
過
去
問
題
。
友
情
＝

ノ
ー
ト
を
借
り
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

＝
複
写
機
利
用
。
三
種
の
神
器
を

駆
使
し
て
、
多
く
の
男
子
た
ち
が
明

治
大
学
の
門
を
目
指
し
た
。

寝
る
子
は
よ
く
育
つ

は
ず
だ
よ
ね
？

　

こ
れ
ら
三
種
の
神
器
に
頼
ら
ず
、

独
自
の
勉
強
法
で
戦
い
に
挑
む
も

　

最
強
の
勇
者
は
、機
械
に
頼
ら
な

い
「
睡
眠
学
習
」
に
挑
戦
。
そ
の
結

果
は
、想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。

今
で
も
活
躍
中
！

三
種
の
神
器

　

も
ち
ろ
ん
今
の
時
代
も
、
三
種

の
神
器
は
健
在
だ
。
試
験
が
近
づ

く
と
、
調
布
駅
前
の
コ
ン
ビ
ニ
の
コ

ピ
ー
機
に
は
多
く
の
明
中
高
生
が

集
う
。
た
だ
し
、
コ
ピ
ー
機
の
あ
る

店
が
数
軒
な
の
で
、
た
い
へ
ん
な
盛

の
も
珍
し
く
は
な
か
っ
た
。

　

自
ら
の
武
器（
ノ
ー
ト
）
と
実
力

で
の
み
勝
負
す
る
の
は
男
の
中
の
男

で
、
尊
敬
と
友
情
を
集
め
た
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

　

一
方
で
、
さ
ら
な
る
勇
者
は
、
コ

ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
に
よ
り
、
マ

ン
ガ
誌
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
「
睡
眠
学
習
機
」
や
「
D
r
.

キ
ャ
ッ
ポ
ー
」
な
る
、
近
未
来
マ
シ

ン
に
挑
戦
し
た
。そ
の
効
果
た
る
や
、

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
敢

え
て
詳
し
く
は
説
明
し
な
い
。

況
に
な
る
の
が
悩
み
だ
と
い
う
。

　

ち
な
み
に
、
御
茶
ノ
水
に
は
当

時
、「
コ
ピ
ー
屋
」
な
る
も
の
も
存

在
し
、
ノ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
に
困
る
こ

と
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
過
去
問
題
に
つ
い
て
は
、

近
年
は
先
生
の
入
れ
替
え
が
多
か
っ

た
た
め
に（
と
く
に
調
布
移
転
直

後
）、
伝
統
と
い
う
武
器
は
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
と
い
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
や
は
り
最
も

大
切
な
の
は
「
友
情
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

まだ売ってるぞ！ブルワーカー

　雑誌の巻末の、“興味深げ”な通販
広告の巨頭と言えば、「ブルワーカー」
の右に出るものはいないだろう。
　「まったく、カン、タン」に逞しくな
り、モテモテになる夢を、何度見たこと
だろう。
　ちなみに、ブルワーカーは1964年の
発売以来、全世界で900万本以上を販
売。もちろん今でも絶賛販売中。あの
王貞治選手も、このマシンで鍛えてい
た時代もあったとか!?

▲このマンガに誘われて、
　買ったやつ手あげろ～
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特集1

平
均
点
40
点
は

ま
ず
く
な
い
か
？

　

3
学
期
の
期
末
テ
ス
ト
が
終
了

し
、
最
終
的
に
１
教
科
で
も
赤
点

（
40
点
未
満
）と
な
れ
ば
、
悲
し
い
現

実
が
待
っ
て
い
る
。
進
学
で
き
な
い

イ
コ
ー
ル
留
年
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

多
感
な
高
校
生
に
と
っ
て
、留
年

や
推
薦
取
り
消
し
は
厳
し
す
ぎ
る

現
実
だ
が
、
そ
も
そ
も
普
通
に
勉
強

し
て
い
れ
ば
、
な
か
な
か
赤
点
な
ど

取
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

そ
れ
で
も
当
時
、
毎
年
か
な
り
の

赤
点
取
得
者
が
出
て
し
ま
っ
て
い

た
の
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
も
あ
っ

た
。「
と
て
つ
も
な
い
難
解
な
テ
ス

ト
を
出
す
先
生
」
の
存
在
が
あ
っ
た

か
ら
だ（
ど
の
く
ら
い
難
し
い
か
は
、

コ
ラ
ム
内
の
問
題
を
参
考
に
し
て

ほ
し
い
）。

　

あ
る
教
科
で
は
、
ド
ラ
え
も
ん
の

「
の
び
太
」
の
答
案
の
よ
う
な
点
数

が
続
出
。
平
均
点
が
赤
点
に
な
る
と

い
う
、過
酷
な
時
も
あ
っ
た
。

　

進
学
を
勝
ち
取
っ
て
い
た
。

落
ち
て
も
気
に
す
る
な

人
生
は
長
い
ぜ
！

　

な
お
、
不
幸
に
も
留
年
し
た
り
、

大
学
推
薦
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り

し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
自
暴
自
棄
に

な
っ
た
り
、
自
信
を
失
っ
た
り
し
て

は
い
け
な
い
。

　

長
い
人
生
の
中
で
は
、
ほ
ん
の
小

さ
な
出
来
事
だ
。
大
学
に
行
け
ば
、

1
浪
・
１
留
当
た
り
前
。

自
信
を
持
て
ば

軽
く
ク
リ
ア
で
き
る
!?

　

そ
ん
な
過
酷
な
テ
ス
ト
を
潜
り
抜

け
る
に
は
、
綿
密
な
計
画
が
必
要
と

な
る
。

　

当
時
、
試
験
は
7
回
、
つ
ま
り
合

計
で
2
8
0
点
を
取
れ
ば
良
い
こ

と
に
な
る
。
不
安
の
残
る
教
科
は
、

「
あ
と
何
点
必
要
」
と
い
う
こ
と
を

認
識
し
、
と
き
に
は
１
教
科
捨
て

て
、
こ
の
教
科
に
賭
け
る
く
ら
い
の

心
構
え
も
必
要
だ
。

　

そ
し
て
最
も
大
切
な
の
は
、
自
分

が
落
ち
る
イ
メ
ー
ジ
は
決
し
て
持
た

な
い
こ
と
だ
。
ギ
リ
ギ
リ
の
ラ
イ
ン

で
何
度
も
潜
り
抜
け
て
き
た
人
た
ち

の
共
通
す
る
言
葉
は
、「
落
ち
る
イ

メ
ー
ジ
は
ま
っ
た
く
持
っ
て
な
か
っ

た
」
と
い
う
も
の
。
不
安
や
自
信
の

な
さ
は
、
足
元
を
掬
わ
れ
る
も
と
と

な
る
。

　

不
思
議
な
も
の
で
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
シ
ン
キ
ン
グ
な
人
は
、
危
機
的

状
況
に
も
動
じ
ず
に
、
ご
く
普
通
に

この問題解いてみろ！

　最も難解なテストを出す人の1人が、
化学の山脇信彦先生だった。どのくら
い難解か、当時の試験問題から出題し
てみよう！	出来なかったやつ、卒業証
書返せ～。
■問題：物質の活性化エネルギーが今
より小さかったらどうなるか説明せよ。
　答えは27ページで！

▲山脇先生は超難解なテストを出しておきな
がら、最後は辻褄をあわせてくれる、不思議な
優しさのある先生だった

　

ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
っ
た

人
た
ち
の
、
そ
の
後
の
人
生
を
追
い

か
け
る
と
、
意
外
と
大
活
躍
し
て
い

る
。
明
治
よ
り
難
関
大
学
に
行
っ
た

人
、開
業
し
て
社
長
に
な
っ
た
人
、生

徒
会
長
に
な
っ
た
人
な
ど
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
活
躍
し
て
い
る
人
が
目
立
つ
。

　

明
治
中
学
・
高
校
に
入
れ
た
と
い

う
だ
け
で
、
十
分
、
胸
を
張
っ
て
生

き
る
べ
き
な
の
だ
。
赤
点
や
ド
ロ
ッ

プ
ア
ウ
ト
な
ど
、
時
が
立
て
ば
「
男

の
勲
章
」へ
と
変
わ
る
も
の
だ
。
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特集1

短
期
決
戦
を
制
す
る

に
は
一
夜
漬
け
？

　

多
く
の
明
高
生
の
目
標
は
大
学

推
薦
を
勝
ち
取
る
こ
と
。
そ
れ
に
は

定
期
テ
ス
ト
で
規
定
の
点
数
を
ク

リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

で
き
る
人
は
普
段
の
勉
強
で
テ

ス
ト
を
乗
り
切
れ
る
が
、
多
く
は
試

験
直
前
に
慌
て
て
勉
強
を
始
め
た

も
の
だ
っ
た
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
が
停
止
す
る
１
週

間
前
か
ら
、
よ
う
や
く
本
気
モ
ー
ド

に
な
り
、
文
字
通
り
、
寝
る
間
も
惜

し
ん
で
勉
強（
丸
暗
記
）す
る
。

　

そ
し
て
試
験
前
日
は
、「
寝
る
と

忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
！
」
と
い
う
こ

と
で
、
徹
夜
の
ま
ま
挑
戦
す
る
人
も

多
か
っ
た
。

　

し
か
し
こ
の
方
法
が
通
用
す
る

の
は
前
半
戦
の
み
。
慣
れ
な
い
不
規

則
な
生
活
を
す
る
と
、
そ
の
し
わ
寄

せ
は
後
半
戦
に
や
っ
て
来
る
。

　

睡
魔
と
の
戦
い
に
よ
り
、
か
え
っ

て
能
率
が
落
ち
て
し
ま
う
危
険
性

を
は
ら
ん
だ
勉
強
法
で
あ
っ
た
。

休
ん
だ
ほ
う
が

良
か
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
？

　

寝
不
足
に
よ
り
、試
験
期
間
中
に

体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
例
は
、
少
な

く
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
と
き
は
、
無

理
せ
ず
休
む
ほ
う
が
良
い
と
き
も
あ

る
。
試
験
中
に
力
尽
き
て
寝
て
し
ま

い
、
悲
惨
な
点
数
と
な
っ
た
例
も
あ

る
か
ら
だ
。

　

な
お
、
試
験
中
に
寝
て
し
ま
っ
た

場
合
、普
通
は
試
験
監
督
の
先
生
が

叩
き
起
こ
す
が
、「
と
て
も
優
し
い

先
生
」
は
、
マ
ン
ガ
の
よ
う
に
睡
眠

を
妨
げ
る
よ
う
な
行
動
は
取
ら
な

い
。
そ
ん
な
先
生
は
、
テ
ス
ト
に
限

ら
ず
、
授
業
中
も
起
こ
さ
な
い
と
い

う
一
貫
性
を
持
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
テ
ス
ト
を
欠
席
し
た

場
合
は
ど
う
な
る
の
か
？　

過
去

の
点
数
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
配
点

さ
れ
る
、と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　

な
ら
休
ん
だ
ほ
う
が
良
く
な
い

か
？　

と
、今
更
な
が
ら
思
う
。

編
み
出
さ
れ
た
数
々
の

一
夜
漬
け
方
法

　

当
時
、数
々
の
一
夜
漬
け
方
法
が

編
み
出
さ
れ
た
。
例
え
ば
「
レ
ム
睡

眠
法
」は
、
浅
い
眠
り（
レ
ム
睡
眠
）

の
と
き
に
起
き
れ
ば
頭
ス
ッ
キ
リ
、

と
い
う
こ
と
で
計
画
的
短
時
間
睡

眠
を
す
る
も
の
の
、
そ
の
ま
ま
ノ
ン

レ
ム
睡
眠（
深
い
眠
り
）
に
突
入
す

る
危
険
性
の
高
い
方
法
だ
っ
た
。

　

ま
た
、「
単
純
な
運
動
を
行
い
な

が
ら
暗
記
す
る
と
記
憶
に
残
る
」
と

い
う
こ
と
で
、
眠
気
退
散
も
含
め
て

深
夜
に
街
を
歩
き
な
が
ら
覚
え
る

人
も
い
た
が
、
体
力
の
消
耗
が
激
し

い
う
え
に
、
不
審
者
と
し
て
補
導
さ

れ
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
た
。

　

ほ
か
に
も
数
々
の
方
法
が
編
み

出
さ
れ
た
が
、
う
ま
く
い
っ
た
と
い

う
報
告
は
少
な
い
。
ち
な
み
に
、
科

学
的
に
は「
一
夜
漬
け
の
効
果
は
低

い
。
記
憶
は
寝
て
い
る
間
に
定
着
さ

れ
る
」
そ
う
だ
。
も
っ
と
早
く
知
っ

て
れ
ば
潔
く
寝
た
の
に
…
…
。

伝説のDr.キャッポー蘇る！
　Dr.キャッポーを覚えているだろうか？	睡眠学
習器に勝るとも劣らない超時空学習兵器だ！	
手のひらを機械にかざすだけで、α波があなたの
集中力を高め、ポテンシャルを最大限に引き出
し、学習効率をアップさせるという、雑誌の裏表
紙でよく見かけた、アイツである。
　喉から手が出るほど欲しかったあの伝説の

マシン、なんと「ミスターキャッポー」となって
Androidアプリに登場！	しかも、たったの180
円だ。

25
ペ
ー
ジ
の
解
答
：
地
球
が
爆
発
し
て
い
る
。

▲Google	Playで「ミスターキャッポー」で検索！
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特集1

「
棒
倒
志
」が
奏
で
た

男
と
男
の
狂
詩
曲

　

選
手
入
場
前
か
ら
血
気
盛
ん
な

輩
は
、
す
で
に
相
手
を
挑
発
し
て
戦

闘
モ
ー
ド
に
入
る
。

　

入
場
の
際
に
は
、
メ
ガ
ネ
を
か
け

た
者
は
本
部
テ
ン
ト
前
に
静
か
に

置
く
儀
式
を
行
う
。

　

ス
タ
ー
ト
の
号
令
と
共
に
、
男
た

ち
は
一
直
線
に
一
本
の
棒
に
突
撃
。

競
技
と
関
係
な
い
場
所
で
行
わ
れ

る
小
競
り
合
い
。
そ
の
中
に
割
っ
て

入
っ
て
争
い
を
止
め
る
先
生
た
ち
。

討
ち
死
に
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
横
た

わ
る
、名
も
無
き
戦
士
た
ち
。

　

調
布
市
・
つ
つ
じ
ヶ
丘
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
て
い
た
体
育
祭
の
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
は
棒
倒
し
だ
っ
た
こ
と
に

異
論
を
挟
む
も
の
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

草
む
し
り
か
ら
始
ま
る

秋
の
大
イ
ベ
ン
ト

　

学
校
全
体
の
、体
育
祭
に
賭
け
る

思
い
は
半
端
で
は
な
か
っ
た
。

然
と
自
分
の
生
ま
れ
た
季
節
の
応

援
歌
は
習
得
で
き
て
し
ま
っ
た
。

危
険
極
ま
り
な
い

棒
倒
し
競
技
の
行
方

　

な
ぜ
か
他
の
学
年
の
競
技
に
借

り
出
さ
れ
て
、1
日
中
競
技
に
参
加

し
て
い
る
者
が
い
る
一
方
で
、
最
後

ま
で
観
客
の
ま
ま
の
人
も
い
た
。

　

ほ
か
に
も
、
途
中
で
ル
ー
ル
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
長
距
離
走
競
技
、
昆

虫
採
集
に
励
む
人
、
や
た
ら
張
り

　

体
育
祭
数
日
前
に
、
1
日
か
け

て
行
わ
れ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
む

し
り
。
本
番
さ
な
が
ら
行
わ
れ
る
リ

ハ
ー
サ
ル
。
そ
し
て
ピ
タ
リ
と
揃
う

ま
で
延
々
と
繰
り
返
さ
れ
る
入
場
行

進
の
練
習
。

　

生
ま
れ
た
季
節
に
よ
っ
て
四
季

別
に
分
か
れ
て
争
わ
れ
る
シ
ス
テ
ム

は
実
に
秀
逸
で
、四
季
別
に
応
援
歌

を
割
り
当
て
ら
れ
て
何
度
も
練
習

す
る
た
め
に（
春
：
紫
紺
の
歌
、夏
：

血
潮
は
燃
え
て
、秋
：
紫
紺
の
旗
の

下
に
、冬
：
都
に
匂
ふ
花
の
雲
）、自

切
っ
て
い
る
体
育
教
師
た
ち
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
想
い
出
が
蘇
る
。

　

何
も
か
も
が
懐
か
し
い
、
あ
の
体

育
祭
は
、
2
0
0
6
年
の
つ
つ
じ
ヶ

丘
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
売
却
と
共
に
幕
を

閉
じ
た
。
そ
の
後
も
明
治
大
学
・
和

泉
校
舎
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た

時
代
も
あ
っ
た
が
、
棒
倒
し
競
技
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
消
え
て
い
た
。

　

調
布
に
移
転
し
た
今
は
球
技
大

会
に
形
を
変
え
て
、
若
い
パ
ワ
ー
を

ぶ
つ
け
合
っ
て
い
る
。

棒倒志とは？

　天下統一を果たした豊臣秀吉が、全
国の大名たちを集めて競わせたのが始
まりといわれる。
　戦国時代終盤、血気盛んな大名たち
は合戦を求めたが、天下人・秀吉は平和
に解決する手段として考案。
　そそり立つ棒を敵の大将と見立て、棒
を倒す＝大将を討ち取ったものが勝者
という合戦さながらのルールが受けて、
武士の嗜みとして全国に広がった。
　1589年には大阪城で第1回全国大会
が開催された。なお、第1回の優勝者は
真田幸村（信繁）軍で、ここから「真田、
日本一の兵」の言葉が生まれたという説
もある（民明書房刊、『絶・体育競技指
南大全』より）。

▲宮下あきら『民明書房大全』
　集英社より絶賛発売中！
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こ
の
時
代
、携
帯
な
い
か

ら
家
の
電
話
だ
よ
ね
？
、

家
に
直
接
か
け
る
ん
だ

よ
ね
…
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特集1

勢
い
な
ら
負
け
な
い
！

ア
タ
ッ
ク
精
神
抜
群

　
「
女
子
禁
制
」の
明
大
明
治
の
掟
が

破
ら
れ
る
日
―
―
。
血
気
盛
ん
な
男

子
生
徒
に
と
っ
て
、唯
一
に
し
て
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
、そ
れ
が
文
化
祭
だ
。

　

千
代
田
区
猿
楽
町
の
近
く
は
、と

に
か
く
女
子
校
が
多
か
っ
た
。
最
も

近
い「
神
女
」を
は
じ
め
と
し
て
、い

く
つ
女
子
校
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？

　

そ
ん
な
女
子
が
、
大
挙
し
て
押

し
寄
せ
て
く
る
も
の
だ
か
ら
、
健
康

な
男
子
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
も
う
ハ

シ
ャ
が
な
い
ほ
う
が
お
か
し
い
。

　

文
化
祭
前
は
散
髪
し
て
、
ワ
イ

シ
ャ
ツ
に
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
て
身
だ

し
な
み
も
ス
ッ
キ
リ
、
万
全
の
準
備

で
当
日
を
迎
え
る
。

　

周
囲
の
雰
囲
気
と
勢
い
も
手

伝
っ
て
、
ふ
だ
ん
発
揮
さ
れ
な
い
勇

気
と
パ
ワ
ー
が
み
な
ぎ
り
、「
面
識

の
な
い
者
に
対
し
て
、
公
共
の
場
で

連
絡
先
交
換
に
誘
う
行
為
」、
す
な

わ
ち
ナ
ン
パ
に
精
を
出
し
た
も
の

だ
っ
た
。

な
い
。

　

母
親
が
出
る
の
は
ま
だ
良
い
方
、

父
親
が
出
て
切
ら
れ
る
・
問
い
詰
め

ら
れ
る
、
姉
妹
に
な
り
す
ま
し
さ
れ

る
な
ど
、
ナ
ン
パ
以
上
に
困
難
で
、

ド
キ
ド
キ
す
る
瞬
間
だ
っ
た
。

あ
の
と
き
の
勢
い
は
？

2
人
き
り
に
は
滅
法
弱
い

　

さ
ら
に
問
題
は
、
実
際
に
デ
ー
ト

に
誘
っ
て
か
ら
だ
。
20
人
・
30
人
と

声
を
掛
け
て
い
る
の
で
、
も
は
や
名

前
と
顔
が
一
致
し
な
い
。
待
ち
合
わ

ナ
ン
パ
よ
り
も

ド
キ
ド
キ
の
イ
エ
デ
ン
作
戦

　

訪
れ
た
女
子
高
生
た
ち
も
、
お
そ

ら
く
は
「
出
会
い
」
目
的
で
来
て
い

る
の
で
、
電
話
番
号
を
聞
き
だ
す
こ

と
は
決
し
て
難
し
い
こ
と
で
は
な

く
、5
人
・
10
人
当
た
り
前
だ
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
状
況
か
ら
、
こ
こ

か
ら
先
に
進
む
の
は
難
儀
だ
っ
た
。

最
大
の
関
門
が
お
誘
い
コ
ー
ル
だ
。

　

当
時
は
携
帯
も
メ
ー
ル
も
な
い

時
代
。「
家
に
直
に
電
話
」、
通
称
：

家
電（
イ
エ
デ
ン
）し
な
け
れ
ば
な
ら

家電（イエデン）トラブル事件簿

　“家電（イエデン）”してのトラブル
の多かった当時だが、その中でも最高
傑作が以下の事例。
　「父親が出て、正直に『明治高校の
鈴木（仮名）』と名乗ったら、『明治っ
て、中野か明治か？』と聞かれた。御
茶ノ水の明治ですと言ったら、繋いで
くれた」というもの。
　あくまでも予想だが、父親が明高
OBか、兄弟に明高がいたんじゃない
のかな？
　なお、こうしたドキドキイエデンが
なくなるのは、ポケベルの登場まで待
たなければならない。ポケベルが大
流行したのは1993年（平成4年）、も
う少し先の話となる。

▲販売当初、メッセージは数字だけだった
が、やがて短文も送れるようになった。公衆
電話から日本語メッセージを送るには、高度
な暗号技術が必要だった

せ
場
所
で
誰
か
わ
か
ら
な
い
。

　

加
え
て
、
最
も
大
き
な
問
題
は
、

文
化
祭
の
勢
い
は
す
っ
か
り
消
沈

し
て
い
る
こ
と
だ
。
女
性
に
免
疫
の

な
い
シ
ャ
イ
な（
人
が
多
か
っ
た
）明

高
生
は
、
女
子
と
ど
う
話
せ
ば
よ
い

の
か
わ
か
ら
ず
、
盛
り
上
が
り
の
な

い
デ
ー
ト
に
終
始
し
た
。

　

制
服
で
デ
ー
ト
す
る
の
が
夢
だ
っ

た
、
と
い
う
人
が
多
か
っ
た
時
代
。

男
女
が
話
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る
、

今
の
調
布
校
舎
の
様
子
が
ほ
ん
と

う
に
羨
ま
し
い
…
…
。
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特集1

来
な
い
な
ら

こ
っ
ち
か
ら
行
く
ぜ
！

　

明
治
の
文
化
祭
が
本
番
な
ら
、周

囲
の
女
子
校
の
文
化
祭
は
、い
わ
ば

前
夜
祭
や
後
夜
祭
だ
。
男
子
校
に

と
っ
て
知
り
合
い
集
め
の
た
め
の
必

須
の
行
事
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、当
時
の
男
子
禁
制
な
学

校
の
文
化
祭
へ
の
入
場
は
、
決
し
て

簡
単
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
近
親
者
の
み
が
入
手
で
き
る
、

チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　

小
・
中
学
校
で
の
同
級
生
、
姉
や

妹
や
親
戚
な
ど
を
介
し
て
チ
ケ
ッ
ト

を
入
手
。
こ
こ
か
ら
、
す
で
に
祭
り

の
は
じ
ま
り
だ
っ
た
。

　

こ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
だ

け
で
一
躍
ク
ラ
ス
の
人
気
者
と
な

る
ほ
ど
だ
っ
た
。

綿
密
な
作
戦
が

勝
利
を
呼
び
込
む
の
だ
！

　

文
化
祭
に
訪
問
す
る
と
、展
示
物

な
ど
、
そ
っ
ち
の
け
。
ま
っ
し
ぐ
ら

明
治
で
よ
か
っ
た
！

の
だ
ろ
う
か
？

　

何
ご
と
も
、お
お
ら
か
な
時
代
で
、

前
ペ
ー
ジ
で
も
伝
え
た
よ
う
に
、
電

話
番
号
ま
で
で
あ
れ
ば
、
簡
単
に
教

え
て
も
ら
え
た
。

　

こ
れ
は
、「
明
大
明
治
」
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
が
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。

当
時
は
そ
れ
ほ
ど
意
識
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
明
治
は
周
囲
の
女
子
校

に
人
気
が
あ
っ
た
。
女
子
校
の
文
化

祭
か
ら
の
帰
り
道
は
、「
明
治
に
入
っ

て
よ
か
っ
た
な
」
と
み
ん
な
で
同
意

に
声
を
掛
け
、
デ
ー
ト
や
合
コ
ン
に

繋
げ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
。

　

こ
こ
で
、
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
、
決
し
て
高
校
3
年
生

に
声
を
掛
け
て
は
い
け
な
い
こ
と

だ
。
我
々
と
違
っ
て
、
相
手
は
受
験

を
控
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

成
功
率
は
低
い
。
ま
っ
し
ぐ
ら
に
、

高
校
2
年
の
教
室
に
向
か
う
の
が

必
勝
法
の
１
つ
だ
っ
た
。

　

う
っ
か
り
中
学
生
の
教
室
に
行
っ

て
し
ま
い
、
仲
良
く
な
っ
て
し
ま
う

の
も
ご
愛
嬌
。
そ
れ
は
そ
れ
で
、
楽

し
い
時
間
だ
っ
た
。

魂のふれあい、合コン

　合コン、平成元年における定義で
は、思春期のオス・メスの魂のぶつか
り合い、すなわち合魂が転じて合コン
とされる（出典：民明書房）。
　男子校にして異性との交際への最
初にして最大の場であり、この場を創
造できる者（幹事）は、もはや神とし
て尊敬された。

▲あの頃磨いたさまざまな合コン術は、その後ビジ
ネスでも大いに活かされた『大人の合コン力検
定」石原壮一郎（ソフトバンククリエイティブ）

し
な
が
ら
歩
い
た
も
の
だ
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
共
学
だ
っ
た
ら
、
こ

ん
な
苦
労
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
の

だ
が
…
…
。

　

そ
ん
な
思
い
出
の
文
化
祭
訪
問

は
、
今
は
ほ
ぼ
行
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
、
今
は
自
給
自

足
で
き
る
の
だ
か
ら
…
…
。

　

ち
な
み
に
、
文
化
祭
へ
の
来
場
者

は
、
受
験
を
控
え
た
小
学
生
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、

こ
こ
で
は
ナ
ン
パ
が
行
わ
れ
る
こ
と

は
考
え
に
く
い
。
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特集1

明
治
は
モ
テ
た
！

ら
し
い
ぞ
・
・
・

　

突
然
だ
が
、中
学
・
高
校
時
代
に

ラ
ブ
レ
タ
ー
を
も
ら
っ
た
経
験
を

持
っ
て
い
る
者
は
、
ど
の
く
ら
い
い

る
だ
ろ
う
か
？ 
ち
な
み
に
筆
者
は
、

そ
の
よ
う
な
経
験
を
す
る
こ
と
な
く

卒
業
の
日
を
迎
え
る
に
至
っ
た
。

　

そ
ん
な
残
念
な
青
春
時
代
を
尻
目

に
、
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
人

は
何
人
か
い
る
。し
か
も
「
あ
る
」と

い
う
人
の
多
く
は
、１
回
で
は
な
く
複

数
回
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
！

　

学
校
周
辺
に
は
、
た
く
さ
ん
の
女

子
校
が
あ
っ
た
。
同
じ
電
車
で
毎

日
、
顔
を
合
わ
せ
、
気
に
な
っ
た
子

も
い
た
。
向
こ
う
も
認
識
し
て
い
た

は
ず
だ
が
、
そ
れ
以
上
は
何
も
起
き

な
か
っ
た
、と
い
う
の
が
普
通
だ
。

　

し
か
し
、
モ
テ
る
や
つ
は
違
う
。

電
車
の
降
り
際
、校
門
で
待
ち
伏
せ
、

帰
り
の
駅
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ

と
一
緒
に
な
ど
、
な
ん
と
も
羨
ま
し

い
経
験
を
、
複
数
回
し
て
い
る
と
い

う
の
だ
。

ど
れ
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
？　

残

念
な
が
ら
、
同
期
で
そ
の
よ
う
な
人

は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　

男
子
校
ゆ
え
チ
ャ
ン
ス
は
限
ら

れ
て
い
た
が
、
決
し
て
ゼ
ロ
で
は
な

か
っ
た
。
あ
の
頃
、
通
学
の
電
車
で

よ
く
一
緒
に
な
っ
た
、
あ
の
娘
に
渡

し
て
み
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
が
起
き

た
の
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
経
験
を
、
一

度
し
て
お
き
た
か
っ
た
と
思
う
の

は
、筆
者
だ
け
だ
ろ
う
か
？

　

と
こ
ろ
で
、
今
の
時
代
、
ラ
ブ
レ

タ
ー
は
ア
リ
だ
ろ
う
か
？　

大
学

生
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
ま
ず
あ
り

え
な
い
」と
の
こ
と
だ
。

　

イ
マ
ド
キ
は
、
あ
る
と
し
た
ら
、

L
I
N
E
の
ID
や
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
渡
す
、携
帯
電
話
の
番
号
を
渡

す
の
が
健
全
な
方
法
。
ラ
ブ
レ
タ
ー

だ
と
、
ネ
ッ
ト
に
晒
さ
れ
る
リ
ス
ク

が
あ
る
、と
の
こ
と
だ
。

　

う
～
ん
、そ
れ
は
ヤ
バ
い
な
。

　

ず
っ
と
後
で
知
っ
た
こ
と
だ
が
、

明
大
明
治
は
、
か
な
り
の
ブ
ラ
ン
ド

が
あ
り
、
女
子
に
と
っ
て
お
近
づ
き

に
な
り
た
い
学
校
の
最
上
位
ク
ラ

ス
だ
っ
た
ら
し
い
。

逆
に
渡
し
た
こ
と

あ
る
ヤ
ツ
い
る
か
？

　

こ
う
し
た
例
と
は
逆
に
、
ラ
ブ
レ

タ
ー
を
渡
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、

ラブレターは過去のもの？

　ラブレターで思いを伝えるのは、もはや過去の
遺物なのだろうか？
　世相を反映すると言われる歌謡曲を見てみ
ると、『ラブレター』という文字が含まれるタイ
トルの曲は80曲近く登録されていて、『恋文』
も含めれば100曲以上はありそうだ（歌詞検索
J-Lyric.net調べ）。『全裸で書いたラブレター』
『完全犯罪ラブレター』など気になるタイトルも
目につくが、いずれも古いもの。最近の曲では、
やはり存在しないのか？	と思ったが、超イマド
キな人が歌っていた！	あの初音ミクが『文学者
の恋文』というタイトルでリリースしている！歌
詞を紹介することはできないが、恋をした少女が
切ない思いで手紙を綴る描写が歌われており、
今の時代もラブレターの力は失われていないこ
とが理解できる。

▲『文学者の恋文』はアルバム『Nostalgia』
に収録！ボーカロイド初音ミクの切ない気
持ちを共有しよう！　発売：ビーイング
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特集1

こ
れ
ぞ
付
属
校
！

高
大
連
携
進
行
中

　

明
治
大
学
の
正
統
な
息
子
・
娘

で
あ
る
明
大
明
治
。
そ
の
強
力
な
絆

に
よ
っ
て
、
現
在
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

連
携
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

い
わ
ゆ
る
「
高
大
連
携
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す

る
と
、実
に
豊
富
だ
。

　

先
生
の
話
に
よ
る
と
、こ
れ
ら
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
資
格
試
験
や
語
学
教

育
に
は
、圧
倒
的
に
優
位
と
の
こ
と
。

　

大
学
の
教
授
が
高
校
に
講
義
に

来
た
り
、
そ
れ
と
は
逆
に
高
校
生
が

大
学
に
講
義
を
受
講
し
に
い
っ
た

り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、高

校
生
た
ち
の
学
習
意
欲
や
目
的
意

識
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

あ
ん
な
に
近
く
だ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
・
・
・

　

と
こ
ろ
で
、
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

と
い
う
行
事
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、

昭
和
末
期
の
時
代
は
、交
流
ら
し
い

交
流
は
、
ま
っ
た
く
行
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
。

　

た
だ
し
、
個
別
の
交
流
は
、
当
時

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。そ
れ
が「
学

食（
師
弟
食
堂
）利
用
」と
「
生
協
利

用
」だ
っ
た
。

　

生
協
は
、ほ
か
の
書
店
や
文
具
店

よ
り
も
、
ほ
ん
の
少
し
お
買
い
得
な

価
格
で
販
売
さ
れ
て
い
て
、
何
か
と

便
利
。
コ
ピ
ー
機
の
台
数
も
多
く
、

試
験
前
を
中
心
に
利
用
頻
度
は
多

か
っ
た
。

　

ま
た
、
育
ち
盛
り
だ
っ
た
当
時
、

も
っ
と
も
利
用
し
た
の
は
「
師
弟
食

堂
」
だ
ろ
う
。
大
学
進
学
時
に
は
、

す
っ
か
り
飽
き
て
し
ま
う
ほ
ど
お
世

話
に
な
っ
た
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
交
流
は
十

分
に
行
わ
れ
て
い
た
、
と
判
断
し
て

も
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、
実

は
わ
り
と
最
近
だ
。

　

ズ
バ
リ
言
っ
て
し
ま
う
と
、
調
布

に
移
転
し
て
か
ら
本
格
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

不
思
議
な
の
は
、猿
楽
町
校
舎
時

代
、
な
ぜ
何
の
交
流
も
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
？　

徒
歩
２
～
３
分
と

い
う
地
理
的
に
近
い
環
境
に
あ
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
…
…
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
六
大
学
野
球
応
援

師弟食堂に行ってみた

　当時の明大明治にとって最大の「高大連
携プログラム」の場だった師弟食堂。
　かつては小川町校舎（現在の紫紺館）に、
その後は大学会館のB1に存在した。そし
て現在はリバティタワーの17Fに、「スカ
イラウンジ暁」という名前で絶賛営業中だ。
　明治大学の学生食堂は、昔から学生でな
くても自由に食事できる、ということで、早
速、リバティタワー17Fに行ってみた。
　気になったのは、「トリプルカレー（540
円）」と、「トリプルラーメン（610円）」だ。
この衝撃は、行って実際に見るしかない！
　46才のオッサンには、さすがに消化に悪
いと思い手は出せなかったが、ハラペコな若
者には、魅力的なメニューに違いない。

▲トリプルラーメンも衝撃だが、トリプルカレーは、
　あの「まんてんカレー」よりすごいと思うよ！
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特集1

こ
の
日
の
た
め
に

制
帽
は
存
在
し
た
!?

  
制
帽
が
存
在
し
た
昭
和
か
ら
平

成
初
期
の
時
代
、防
衛
大
学
の
よ
う

に
、卒
業
式
終
了
と
同
時
に
制
帽
が

空
に
舞
い
上
が
る
の
は
、
明
治
高
校

卒
業
式
の
風
物
詩
だ
っ
た
。

　

こ
の
卒
業
式
の
制
帽
投
げ
、い
つ

の
頃
か
ら
か
徐
々
に
派
手
に
な
り
、

制
帽
が
宙
を
舞
う
と
同
じ
く
し
て
、

紙
テ
ー
プ
や
紙
ふ
ぶ
き
が
舞
う
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
ん
な
風
景
を
見
た
下

級
生
は
、
翌
年
さ
ら
に
派
手
に
し
よ

う
と
、徐
々
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
。

　

ク
ラ
ッ
カ
ー
が
鳴
り
、
さ
ら
に
爆

竹
が
鳴
り
と
賑
や
か
に
な
り
、
制
帽

投
げ
イ
ベ
ン
ト
は
、
明
高
生
に
と
っ

て
、高
校
生
活
最
後
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
し
た
。

平
成
に
入
り
最
高
潮

行
き
過
ぎ
に
歯
止
め

  

そ
し
て
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成

元
年
の
卒
業
式
で
ピ
ー
ク
を
迎
え

当
量
の
火
薬
が
投
入
さ
れ
た
。
卒

業
生
た
ち
は
、
何
故
か
1
人
１
つ
紙

テ
ー
プ
を
持
っ
て
い
た
。
約
2
5
0

個
の
制
帽
と
、
紙
テ
ー
プ
が
一
斉
に

天
を
舞
う
姿
は
壮
観
だ
っ
た
。
卒
業

生
に
と
っ
て
は
、
最
高
に
「
う
ま
く

い
っ
た
」
卒
業
式
で
、
父
兄
か
ら
の

評
判
も
上
々
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
先
生
方
の
評
価
は
イ
マ

イ
チ
だ
っ
た
よ
う
で
…
…
。こ
の「
事

件
」以
降
、
卒
業
式
は
厳
戒
態
勢
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
く
に
翌
年
は

卒
業
生
入
場
前
に
、
持
ち
物
チ
ェ
ッ

ク
、
ボ
デ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ

た
。
年
々
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
る

こ
と
に
頭
を
痛
め
た
先
生
方
は
、
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
に
、「
卒
業
式

で
爆
竹
を
鳴
ら
さ
な
い
よ
う
に
、
紙

テ
ー
プ
を
投
げ
な
い
よ
う
に
」
と
リ

ハ
ー
サ
ル
時
に
忠
告
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
明
高
生
は
、

「
や
っ
て
は
ダ
メ
」と
い
う
言
葉
を
そ

の
ま
ま
受
け
止
め
る
人
は
少
な
か
っ

た
。
当
時
、校
則
は
厳
し
か
っ
た
が
、

「
お
目
こ
ぼ
し
」
も
多
か
っ
た
時
代

だ
。

　

こ
う
し
た
経
験
と
実
績
を
踏
ま

え
る
と
「
や
っ
て
は
ダ
メ
」は
「
う
ま

く
や
れ
」
と
い
う
意
味
だ
と
理
解
し

て
い
た
。
う
ま
い
具
合
に
や
れ
ば
Ｏ

Ｋ
と
受
け
取
っ
た
高
校
3
年
生
は

大
い
に
知
恵
を
絞
っ
た
。

　

そ
し
て
記
念
す
べ
き
平
成
元
年

の
卒
業
式
で
の
制
帽
投
げ
は
、新
時

代
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
く
!? 
過

去
最
大
に
派
手
に
行
わ
れ
た
。

　

卒
業
式
終
了
時
ど
こ
ろ
か
、卒
業

式
の
真
っ
最
中
に
も
爆
竹
が
暴
発
。

も
ち
ろ
ん
、
卒
業
式
終
了
後
の
制

帽
が
高
く
宙
を
舞
う
と
き
に
も
相

る
念
の
入
れ
様
。
開
催
前
の
体
育

館
は
完
全
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
。
ネ
ズ
ミ

一
匹
近
づ
け
な
い
ほ
ど
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
が
実
施
さ
れ
、
昔
の

卒
業
式
に
戻
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
卒
業
式
の
風
物
詩
も
、

こ
の
年（
平
成
元
年
）
の
9
月
に
制

帽
廃
止
が
決
ま
り
、
徐
々
に
消
え
て

い
っ
た
。
制
帽
を
持
っ
て
い
た
学
年

が
卒
業
し
た
6
年
後
に
は
、完
全
に

消
滅
し
た
。

　

そ
し
て
現
在
で
は
、
ご
く
普
通

に
、
お
ご
そ
か
に
、
卒
業
式
ら
し
い

卒
業
式
が
行
わ
れ
て
い
る
。▶あの平成元年の卒業式のあと、保坂校長

（当時）は校長室で涙を流していたとか？
いやぁ～、うまくやってくれってことだと
思っていました・・・
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強
く
逞
し
く
豪
快
に

泥
臭
く
、お
お
ら
か
な
時
代

　

中
学
・
高
校
生
活
は
人
生
で
一

度
し
か
味
わ
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

我
々
が
明
大
明
治
で
過
ご
し
た
6

年
間
も
し
く
は
3
年
間
は
、
ほ
か
の

中
学
生
・
高
校
生
と
比
べ
る
と
、
ど

う
違
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

気
に
な
っ
て
大
学

や
会
社
の
同
期
に
話

を
聞
く
と
、
彼
ら
は
受

験
を
控
え
て
い
た
か
ら

だ
ろ
う
か
？　

楽
し
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
つ
も
の

は
少
な
く
、
高
校
時
代
の

友
人
関
係
は
希
薄
だ
と
い

う
。

　

高
校
時
代
の
話
を
楽
し

あ
る
が
、
思
い
出
の
中
に
そ
っ
と
し

ま
っ
て
お
く
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

血
が
騒
い
だ
と
き
は
、
そ
っ
と
同
期

で
集
ま
っ
て
、
酒
の
肴
に
す
る
こ
と

で
鎮
め
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
。

話
し
て
気
付
い
た

同
胞
の
匂
い

　

そ
ん
な
思
い
を

胸
に
、
初
め
て
調
布

校
舎
に
訪
れ
る
と
、

そ
の
広
さ
と
開
放

感
に
、
た
だ
た
だ

驚
く
ば
か
り
だ
っ

た
。
ピ
カ
ピ
カ
の

校
舎
、
し
か
も
共
学
。
昔
を
知
る
先

生
方
に
話
を
伺
う
と
、一
様
に
口
を

揃
え
る
「
そ
れ
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ

た
よ
。
や
っ
ぱ
り
共
学
に
な
っ
た
か

ら
ね
」と
。

　

詳
細
を
知
る
た
め
に
、最
近
卒
業

し
た
後
輩
た
ち
か
ら
も
話
を
聞
い

た
。
学
校
行
事
や
名
物
先
生
に
つ

い
て
は
一
致
す
る
も
の
が
少
な
く
噛

み
合
わ
な
か
っ
た
が
、
ふ
だ
ん
の
学

そ
う
に
話
す
我
々
を
、
不
思
議
そ
う

な
目
で
見
る
。あ
の
時
代
の
我
々
は
、

熱
く
・
ヤ
ン
チ
ャ
に
・
全
力
で
高
校

生
活
を
過
ご
し
て
い
た
こ
と
に
、
大

人
に
な
っ
て
気
付
い
た
。

　

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
我
々

の
世
代
は
、
人
が
多
く
、
何
を
す
る

に
し
て
も
競
争
が
激
し
か
っ
た
。
ま

た
『
少
年
ジ
ャ
ン
プ
世
代
』
と
も
言

わ
れ
、「
男
子
は
強
く

逞
し
く
豪
快
に
」
が
謳

わ
れ
て
い
た
時
代
だ
。

実
に
泥
臭
く
、お
お
ら

か
な
時
代
だ
っ
た
。

　

あ
の
時
代
の
、
あ

の
文
化
・
風
習
は
も

う
二
度
と
戻
る
こ

と
は
な
い
だ
ろ
う
。

寂
し
い
気
持
ち
は

校
生
活
の
話
に
な
る
と
、
な
ぜ
か
親

近
感
が
沸
い
た
。
う
ま
く
説
明
で
き

な
い
が
、「
同
じ
匂
い
」
が
し
た
の

だ
。

　

こ
れ
は
打
ち
合
わ
せ
が
全
員
男

子
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う

か
、
そ
れ
と
も
男
子
校

時
代
を
経
験
し
て
い

る
者
が
い
た
か
ら
だ
ろ

う
か
？　
「
ま
っ
た
く
別

の
学
校
」
と
い
う
認
識
と

は
、
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
も

の
だ
っ
た
。

　
「
強
い
も
の
が
生
き
残
る

の
で
は
な
い
。
変
わ
れ
る
者

が
生
き
残
れ
る
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
明
大
明
治
は
、
時
代
に

合
わ
せ
て
変
化
し
生
ま
れ
変
わ
っ

た
が
、
そ
の
D
N
A
は
消
え
て
い
な

い
気
が
す
る
。

　

今
で
も
紫
紺
の
血
は
脈
々
と
引

き
継
が
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

別
の
学
校
に
見
え
て
も

紫
紺
の
血
は
受
け
継
が
れ
る

Editor's Sum
m

ary
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今だから、今こそ
聞きたい恩師の言葉27年後の訓示

今だから、今こそ
聞きたい恩師の言葉27年後の訓示

取材：水野勇、福島維規、田中潤二、北條勝彦、嶋田剛久、小柳貴裕、
　　　鈴木真樹、伊藤貴淳、篠田守建、瀧慎一郎
文・構成：田中潤二／イラスト：鈴木真樹

卒業時に恩師からいただいた訓示を覚えているだろうか？
当時の時代に、当時の我々に送った言葉は、

何らかの形で今までの人生の糧となってきた。
あれから、我々にも先生たちにも27年の月日が流れた。

当時を振り返りながら、今の時代を見据えて
幹事学年の卒業時の担任に、もう一度、訓示をいただいた。

特別企画1
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今だから、今こそ
聞きたい恩師の言葉27年後の訓示

　 特別企画1

　

西
原
春
雄
先
生
は
、
高
校
3
年

間
継
続
し
て
英
語
を
担
当
し
た
た

め
、
我
々
の
学
年
は
共
有
し
た
想
い

出
は
多
い
。
自
由
奔
放
な
我
々
を
、

「
独
立
自
治
」の
精
神
に
則
り
、
一
貫

し
て
生
徒
本
意
の
活
動
を
支
持
し

て
く
れ
た
。

　

5
年
前
に
退
任
、
現
在
69
才
。

悠
々
自
適
な
生
活
を
送
る
今
、我
々

と
の
想
い
出
と
、
人
生
の
訓
示
を
、

以
下
の
よ
う
に
示
し
て
く
れ
た

ノ
リ
が
良
く
派
手
で

打
て
ば
響
い
た
時
代

　

平
成
元
年
と
い
え
ば
、
景
気
が
よ

く
華
や
か
な
時
代
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
生
徒
た
ち
も
何
か
と
派
手

好
き
な
感
じ
だ
っ
た
記
憶
で
す
。

と
い
え
ば
、「
自
分
の
人
生
を
、
ど

う
終
わ
ら
せ
る
か
」に
つ
い
て
で
す
。

少
し
ず
つ
、
引
退
後
の
人
生
も
考
え

始
め
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

45
才
と
い
え
ば
、
人
生
の
折
り
返

し
地
点
を
、
少
し
過
ぎ
た
ぐ
ら
い
の

時
期
、
今
こ
そ
次
の
人
生
を
考
え
る

と
き
で
す
。

　

今
は
会
社
な
ど
で
中
心
メ
ン
バ
ー

と
し
て
働
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
学
ぶ
・
考
え
る
こ
と
と
い
え
ば

仕
事
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
繋
が
る
こ
と
ば

か
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

お

そ
ら
く
、
人
生
の
終
盤
に
つ
い
て
な

ど
思
い
浮
か
ば
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
少
し
ず
つ
で
も
い
い

か
ら
、
準
備
し
て
ほ
し
い
。
例
え
ば

趣
味
で
も
い
い
し
、
家
族
で
も
い
い

　

こ
の
頃
の
生
徒
全
体
に
言
え
た

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
非
常
に

ノ
リ
が
良
く
、
打
て
ば
響
く
感
じ
で

し
た
。
我
々
が
活
躍
の
場
を
提
供
す

る
と
、
そ
れ
に
必
ず
応
え
て
く
れ
る

よ
う
な
、
そ
ん
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま

し
た
。

　

勉
強
し
な
い
生
徒
も
多
か
っ
た

時
代
で
、
ど
う
勉
強
さ
せ
る
か
に
は

苦
心
し
ま
し
た
が
、
大
学
に
進
学
す

る
と
、
ゼ
ミ
や
ク
ラ
ブ
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
と
い
う
報

告
を
受
け
、安
心
し
た
も
の
で
す
。

残
り
の
人
生
の

準
備
を
始
め
る
と
き

　

45
才
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
ぜ
ひ
考

え
・
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
こ
と

―
―
、
人
生
の
終
盤
に
、
じ
っ
く
り

取
り
組
め
る
も
の
を
、
今
か
ら
見
つ

け
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　 

27
年
前
の
訓
示

人
生
の
終
わ
ら
せ
方
を

そ
ろ
そ
ろ
考
え
て
行
動
す
る
時

A
組
　
西
原
春
雄
先
生

The days you have spent with here, 
The memories you have shared with 
us here, Will keep you young and your 
life memorable. Be young and grow, 
MY FRIEND, and discover life is an 
opening blossom―――Deeper color, Wider 
dimension, Opening, Opening.
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今だから、今こそ
聞きたい恩師の言葉27年後の訓示

　　 特別企画1

B
組
　
安
部
友
巳
先
生

今
の
子
供
た
ち
が

「
い
い
国
だ
」と
思
え
る
よ
う
に

　

黒
板
に
最
初
に
書
か
れ
た
文
字

は
「
仁
義
」。
強
面
な
雰
囲
気
で
緊

張
感
漂
う
授
業
だ
っ
た
が
、
そ
の
一

貫
し
た
態
度
に
、
多
く
の
生
徒
が
虜

に
な
っ
た
。

　

厳
し
い
反
面
、心
に
響
く
言
葉
も

多
か
っ
た
あ
の
頃
か
ら
27
年
。
再
び

訪
れ
た
教
室
で
、
安
部
劇
場
は
当

時
の
ま
ま
開
演
。
あ
の
頃
が
フ
ラ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
す
る
よ
う
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
と
な
っ
た
。

勉
強
の
時
間
を
削
っ
て

友
の
為
に
時
間
を
使
っ
て
い
た

　

実
は
君
た
ち
の
学
年
が
、
私
が
最

後
に
ク
ラ
ス
担
任
を
受
け
持
っ
た

学
年
と
な
っ
た
ん
だ
。
諸
君
が
卒
業

し
た
あ
と
、学
年
主
任
や
生
徒
指
導

牲
に
し
て
き
て
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
、
そ
れ
ら
は
必
ず
今
の
時
代
に
も

活
か
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

あ
の
頃
の
あ
の
時
間
は
、ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
的
な
感
覚
や
皮
膚
感
覚
で
、
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
決
し
て
間
違
っ
て
い
な

い
。
す
べ
て
が
い
い
と
は
思
わ
な
い

が
、
あ
の
感
覚
は
ず
っ
と
大
切
に
し

て
い
っ
て
ほ
し
い
。

あ
の
場
所
で
培
っ
た
発
想
を

今
活
か
す
と
き
！

　

45
～
46
才
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
引
退
ま
で
は
最
低
で
も
15
年
く

ら
い
は
あ
る
だ
ろ
う
。
会
社
員
で
あ

れ
ば
、
中
堅
、
も
し
く
は
役
職
に
つ

い
て
い
る
者
も
い
る
だ
ろ
う
。

　

人
生
で
も
仕
事
の
中
で
も
、
い
ろ

い
ろ
潮
目
が
変
わ
っ
て
き
て
、
そ
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
勉
強
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、諸
君
た
ち
は
、そ
れ

に
対
応
す
る
力
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
。
あ
の
３
年
も
し
く
は
６
年
で

主
任
と
続
き
、結
果
と
し
て
最
後
の

ク
ラ
ス
担
任
と
な
っ
た
の
で
、
強
烈

な
印
象
が
残
っ
て
い
る
。

　

諸
君
の
時
代
の
明
高
生
と
言
え

ば
、
打
た
れ
強
さ
と
逞
し
さ
が
あ
っ

た
。
蹴
ら
れ
て
も
踏
ま
れ
て
も
、
何

と
も
な
か
っ
た
よ
う
に
立
ち
上
が
る

よ
う
な
精
神
力
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
仁
義
が
あ
っ
た
。
根
が
悪

い
や
つ
は
い
な
い
の
で
、
悪
さ
を
し

て
も
、
説
教
く
ら
わ
し
て
反
省
さ
せ

れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
は
気
持
ち
を
入
れ

替
え
復
活
し
て
大
学
に
旅
立
っ
て

い
っ
た
。

　

ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、
人
間
力
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
あ
の
時
代
の
体

育
祭
や
文
化
祭
で
、
勉
強
そ
っ
ち
の

け
で
諸
君
が
や
っ
て
き
た
こ
と
、
す

な
わ
ち
友
達
の
た
め
に
自
分
を
犠

必
ず
身
に
つ
け
て
い
る
は
ず
だ
。

　

そ
し
て
君
た
ち
に
は
、こ
の
国
を
、

今
の
子
供
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
と

き
に
「
い
い
国
で
育
っ
た
」
と
思
え

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
下
地

を
作
る
の
が
、
ち
ょ
う
ど
諸
君
た
ち

の
年
代
の
役
目
な
ん
だ
。

　

そ
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
発
想
す

る
人
間
を
育
て
る
た
め
の
、
中
学
・

高
校
時
代
だ
っ
た
は
ず
だ
。
あ
の
場

所
で
培
っ
た
逞
し
さ
を
も
っ
と
磨
い

て
、
対
応
力
を
つ
け
て
、
子
供
や
後

輩
の
た
め
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
い

う
気
持
だ
。

　

こ
れ
が
私
か
ら
の
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」だ
な
。

　 

27
年
前
の
訓
示

　

卒
業
お
め
で
と
う
！　

情
報
化

社
会
に
出
帆
す
る
諸
君
は
、
如
何
な

る
状
況
に
あ
っ
て
も
、
何
事
に
つ
い

て
も
、
す
ぐ
に
○
×
が
つ
け
ら
れ
る

実
力
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

男
と
し
て
の
筋
目
だ
け
は
違
え
な
い

で
生
き
ら
れ
る
力
も
つ
け
て
下
さ
い
。
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今だから、今こそ
聞きたい恩師の言葉27年後の訓示

　 特別企画1

　

我
々
の
学
年
が
、
最
も
長
い
付
き

合
い
と
な
っ
た
の
が
田
中
徹
太
郎

先
生
だ
ろ
う
。
中
学
か
ら
の
者
は
5

年
間
、
高
校
か
ら
は
3
年
間
、
田
中

先
生
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

明
治
高
校
O
B
ゆ
え
の
学
校
愛

と
、男
子
校
ゆ
え
の“
H
な
話
”か
ら

多
く
を
学
ん
だ
我
々
が
、
今
再
び
人

生
後
半
の
教
え
を
請
う
と
、
そ
こ
に

は
大
き
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描

い
た
地
図
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

熱
い
ハ
ー
ト
と

力
強
い
生
命
力
が
あ
っ
た

　

ま
だ
私
も
若
か
っ
た
時
代
で
、
若

気
の
至
り
も
多
か
っ
た
。
思
わ
ず

カ
ッ
と
な
る
と
、
皆
さ
ん
も
負
け
じ

と
対
抗
し
て
き
た
。
本
気
で
ぶ
つ

て
微
笑
ま
し
か
っ
た
。

　

熱
い
ハ
ー
ト
と
力
強
い
生
命
力

が
あ
ふ
れ
て
い
て
、
地
に
足
が
付
い

て
い
た
気
が
し
ま
す
。

こ
の
国
の
方
向
の

先
鞭
を
付
け
る
べ
し
！

　

皆
さ
ん
は
、社
会
の
中
核
で
活
躍

し
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
組
織
を

下
支
え
し
て
い
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い

る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
の
国
の
30
年
後
に
つ
い
て
考

え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
こ
の
国
で
最
も
大
き
な
課
題

は
高
齢
化
で
す
。
皆
さ
ん
が
、
引
退

し
て
い
る
だ
ろ
う
30
年
後
く
ら
い
に

は
高
齢
化
率
が
35
%
を
超
え
る
と

い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

大
き
く
需
要
が
減
っ
た
そ
の
と

き
、
不
足
分
を
海
外
に
出
て
求
め

る
の
か
、
深
化
さ
せ
て
国
内
需
要
を

掘
り
起
こ
す
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選

択
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
方
向
性

を
、
今
皆
さ
ん
の
世
代
が
示
す
と
き

で
す
。ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
作
り
、

か
っ
た
記
憶
も
あ
り
ま
す
。

　

男
子
校
な
ら
で
は
の
、生
意
気
さ

と
気
骨
さ
が
あ
り
、
気
概
に
あ
ふ
れ

て
い
た
時
代
だ
っ
た
、
そ
ん
な
想
い

出
で
す
。

　

今
と
は
生
徒
の
家
庭
層
が
違
っ

て
い
て
、
商
売
さ
れ
て
い
る
家
庭
が

多
か
っ
た
。
私
立
な
の
で
比
較
的
裕

福
に
育
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

「
ボ
ン
ボ
ン
」
と
い
う
の
と
は
違
い
、

お
金
を
派
手
に
使
っ
た
り
、
わ
が
ま

ま
を
言
っ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は

な
か
っ
た
。
き
っ
と
親
の
苦
労
を
見

て
き
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

だ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
仲
間

を
助
け
る
、
い
い
気
風
が
あ
っ
た
。

陰
湿
な
イ
ジ
メ
も
少
な
く
、
生
徒
同

士
で
よ
く
助
け
合
っ
て
い
た
。
友
人

を
大
切
に
し
て
い
る
の
が
傍
か
ら
見

後
輩
を
育
て
る
た
め
の
布
石
を
、
今

打
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　

個
々
の
環
境
や
社
会
的
な
ポ
ス

ト
は
別
問
題
で
す
。
各
々
の
人
生
の

中
で
方
向
性
を
示
し
、そ
の
足
場
を

築
き
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
国
は
今
、衰
退
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う

に
、
先
鞭
を
付
け
る
の
が
皆
さ
ん
の

世
代
の
役
目
で
す
。

　 

27
年
前
の
訓
示

タ
フ
で
あ
れ
。

各
々
の
人
生
の
中
で

次
世
代
の
足
場
作
り
を
！

C
組
　
田
中
徹
太
郎
先
生
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今だから、今こそ
聞きたい恩師の言葉27年後の訓示

　　 特別企画1

　

横
山
晴
之
先
生
は
D
組
の
担
任

を
担
当
。
高
校
3
年
に
進
級
し
て

か
ら
初
の
顔
合
わ
せ
と
い
う
巡
り
合

わ
せ
だ
っ
た
。
大
学
推
薦
が
か
か
っ

た
１
学
年
の
た
め
、
テ
ス
ト
で
点
を

取
る
こ
と
に
血
眼
に
な
っ
て
い
た
1

年
だ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
に
、
横
山

先
生
は
「
こ
こ
は
出
そ
う
な
気
が
す

る
」
な
ど
と
、
ボ
ー
ナ
ス
発
言
を
連

発
。大
い
に
救
わ
れ
た
記
憶
が
あ
る
。

　

い
つ
も
柔
和
な
笑
顔
で
丁
寧
に

授
業
を
進
め
た
横
山
先
生
は
、今
回

の
取
材
で
も
丁
寧
に
受
け
答
え
る

様
子
が
印
象
的
だ
っ
た
。

「
壊
す
」の
が
得
意
な

素
直
で
わ
か
り
や
す
い
生
徒

　

男
子
校
だ
っ
た
時
代
全
般
に
言

せ
ん
が
、
お
互
い
心
の
奥
で
理
解
で

き
て
い
た
気
が
し
ま
す
。

無
理
が
利
か
な
く
な
る
時
期

身
体
と
家
族
を
大
事
に
！

　

私
が
ち
ょ
う
ど
40
代
半
ば
の
年
齢

だ
っ
た
頃
に
、
あ
る
先
輩
の
先
生
か

ら
、「
こ
れ
か
ら
残
り
半
分
の
人
生
、

よ
く
考
え
て
生
き
た
方
が
い
い
。
と

く
に
体
力
と
健
康
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
に
私
が
何
を
し
た
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
に

な
っ
て
み
る
と
、
と
て
も
大
切
な
言

葉
だ
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

月
並
み
な
話
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
健
康
に
は
十
分
に
気
を
遣
っ
て

く
だ
さ
い
。
ど
う
生
き
る
に
し
て
も
、

体
に
異
常
が
な
く
暮
ら
せ
る
と
い
う

の
は
、最
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

仕
事
上
、
今
が
い
ち
ば
ん
活
躍
で

き
る
時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、体
力
的
に
無
理
を
す
る
と
結
局
、

効
率
が
悪
く
な
る
も
の
で
す
。
健
康

あ
っ
て
の
仕
事
と
い
う
こ
と
を
、
よ

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
と
に
か

く
活
発
だ
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
。

活
力
が
み
な
ぎ
っ
て
い
て
、
そ
の
パ

ワ
ー
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
向
か
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
壊
し
て
く

れ
た
な
ぁ
、
と
い
う
想
い
出
が
あ
り

ま
す
。
器
物
だ
け
で
は
な
く
、
規
則

も（
笑
）。

　

良
く
言
え
ば
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
が

あ
る
、
悪
く
言
え
ば
悪
ノ
リ
と
い
う

印
象
も
あ
り
ま
し
た
。
い
た
ず
ら
も

多
く
、
今
と
は
全
然
違
う
苦
労
を
し

た
な
ぁ
、と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
分
り
や
す
い
生
徒
が
多

か
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
。
例
え
ば

悪
さ
を
し
て
ガ
ツ
ン
と
怒
る
と
、
素

直
に
反
省
す
る
の
で
、
本
気
に
な
っ

て
怒
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
若
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま

く
理
解
し
て
お
い
た
方
が
い
い
で

し
ょ
う
。

　

そ
し
て
そ
の
健
康
は
、
自
分
ひ
と

り
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
理

解
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
家
族
を

支
え
る
た
め
に
も
、
健
康
管
理
は
十

分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　 

27
年
前
の
訓
示

　

10
年
後
、
20
年
後
…
…
、
こ
の
卒

業
ア
ル
バ
ム
を
開
い
た
と
き
も
、
明

高
魂
を
忘
れ
ず
に
、
明
治
高
校
O
B

と
し
て
何
事
に
も
全
力
で
誇
り
高
く

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

健
康
あ
っ
て
の
人
生

自
分
と
家
族
の
た
め
に

D
組
　
横
山
晴
之
先
生
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今だから、今こそ
聞きたい恩師の言葉27年後の訓示

　 特別企画1

意
味
で
す
。

　

生
き
て
い
れ
ば
失
敗
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
人
間
関
係
で
悩
ん
だ
り
、

悲
し
い
別
れ
が
あ
っ
た
り
も
す
る
で

し
ょ
う
。

　

で
も
、
起
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
は

変
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。な
ら
ば
、

今
こ
こ
か
ら
、
も
う
一
度
始
め
る
ん

だ
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
欲
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　 

27
年
前
の
訓
示

　

つ
ら
い
時
こ
そ
君
の
真
価
が
問

わ
れ
る
。
信
念
、
良
心
を
い
つ
わ
る

こ
と
な
か
れ
。
思
い
や
り
と
笑
顔
を

忘
れ
る
こ
と
な
か
れ
。

　

山
口
弘
先
生
は
E
組
の
担
任
を

担
当
。
我
々
の
学
年
が
高
校
に
入

学
・
進
学
し
た
と
き
に
新
任
の
先
生

と
し
て
着
任
し
、
翌
年
か
ら
我
々
の

学
年
を
担
当
。
２
年
間
、古
文
の
授

業
を
受
け
た
。

　

年
齢
が
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

友
達
感
覚
で
付
き
合
っ
た
２
年
間
。

そ
の
想
い
出
と
人
生
の
訓
示
を
以

下
の
よ
う
に
語
っ
た
。

発
想
力
が
あ
り

常
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た

　

当
時
、採
用
さ
れ
て
最
初
に
学
校

に
行
く
の
は
前
年
の
卒
業
式
な
の

で
す
が
、
そ
の
卒
業
式
は
、
松
枝
先

生
の
号
令
に
従
い
規
律
が
保
た
れ
、

雑
音
が
一
切
な
い
様
子
を
見
て
圧

　

そ
れ
で
も
、
み
ん
な
が
自
分
の
失

敗
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
、
助
け
あ

い
な
が
ら
過
ご
せ
た
２
年
間
だ
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
生
徒
は
、発
想
が
豊
か
で

遊
び
心
と
冒
険
心
を
常
に
持
っ
て

い
る
人
が
多
か
っ
た
記
憶
で
す
。

　

い
た
ず
ら
を
す
る
に
し
て
も
、
独

自
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
、
感
心
さ
せ

ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
み
ん
な
を
楽

し
ま
せ
る
の
が
得
意
だ
っ
た
人
が
た

く
さ
ん
い
た
、と
い
う
印
象
で
す
。

過
去
は
変
わ
ら
な
い

今
か
ら
は
変
わ
れ
る

　

そ
れ
か
ら
約
30
年
、私
も
職
務
上

や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
色
々
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
７
～
８
年
前
に
出

会
っ
た
言
葉
で
、
今
の
生
徒
に
も
投

げ
か
け
て
い
る
、
こ
ん
な
言
葉
が
あ

り
ま
す
。

　
「
い
ま
か
ら　

こ
こ
か
ら
」

　

相
田
み
つ
を
さ
ん
の
言
葉
な
の
で

す
が
、“
今
そ
し
て
こ
こ
以
外
に
生

き
る
場
所
は
な
い
”
と
い
う
よ
う
な

倒
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

初
め
て
受
け
持
っ
た
学
年
は
皆

さ
ん
の
２
学
年
上
の
高
校
３
年
生

で
し
た
が
、
い
ち
ば
ん
年
が
近
か
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
生

徒
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
奔
放
に
・

自
由
に
送
れ
て
、い
い
形
で
教
員
生

活
を
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
に
、
皆
さ
ん
の
学
年
を

担
当
し
ま
し
た
が
、
初
め
て
担
任
を

受
け
持
っ
て
、生
徒
の
父
兄
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
も
あ
る
と
、
さ
す
が
に

前
年
の
よ
う
に
奔
放
に
は
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
あ
る
生
徒

か
ら
「
先
生
、
先
輩
に
聞
い
て
い
た

ほ
ど
、
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
じ
ゃ
な
い
っ

す
ね
、残
念
」と
言
わ
れ
て
、心
の
中

で「
仕
方
が
な
い
じ
ゃ
ん
」っ
て
思
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た（
笑
）。

「
い
ま
か
ら　

こ
こ
か
ら
」

い
つ
だ
っ
て
、や
り
直
せ
る

E
組
　
山
口
弘
先
生
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萬康広・川上義洋・川口貴之・川路利治・川名英行・閑歳智二郎・菊田政寛・菊池源・菊池玲史・木田敏広・北野浩介・木村賢治・木村正・
木村秀生・木本春樹・岫成之・櫛田忍・久野明・栗原寿生・古賀亮彦・小菅宏信・小関友良・小塚純・後藤恵一・後藤士朗・後藤善勝・小林晃・
小林大輔・小林隆之・小林久嗣・小林太・小林充・小松聡・小室毅郎・小柳貴裕・近藤剛・斎藤邦功・斉藤隆・斉藤昇・斎藤雅信・斎藤充生・
斉藤祐志・坂巻勝裕・佐々木久寿・定谷正春・佐藤真吾・佐藤博・佐藤仁吉・佐野崇・澤村大樹・篠田守建・芝田秀幹・柴山圭一・嶋田憲司・
嶋田剛久・清水康・清水力・下真一郎・白井信吾・白川透・杉山純也・鈴木伯嗣・鈴木篤忠・鈴木大悟・鈴木信宏・鈴木裕之・鈴木真樹・瀬
尾俊二・関完二・仙波享・曽根幹・染谷浄志・高橋洋介・高柳昌央・高山仁秀・田炳喆・滝慎一郎・竹内淳晃・竹内直孝・竹中将記・竹森彰・
田中淳・田中潤二・田中武治・田中直樹・田中博樹・田中裕之・田中康成・田原秀範・田結荘斉治・築城健一・智田幹弥・対馬雅史・辻村
直人・土子邦洋・土田直之・坪井千冬・出店秀明・照田晃司・鳥井一宏・直井康生・中西一成・中野昭博・中村知貴・中村融・西沢隆道・西
原崇・西村義喜・西山和彦・西山賢一・二宮忠輝・野口泰光・野尻栄一・野中耕介・野溝政史・野村貴史・橋本浩平・橋本武彦・長谷川俊樹・
長谷川雅一・馬場秀和・林忠利・原康史・樋口秀光・平田武・平林俊昌・平原男也・廣瀬博一・四手宏尚・廣山真巳・松浦博之・福井一彦・
福岡弘晃・福澤徹徳・福島維規・福本恵・藤松洋光・伏見成司・藤村拓也・古谷裕彦・北條勝彦・前澤英則・正村勝宏・増島康浩・松平盛亮・
松葉瀬広隆・松原弘人・三浦聡・三ヶ島誠次男・三沢貴弘・水野勇・美濃部健太郎・三宅隆之・宮崎慎吾・宮崎勇一・宮本孝光・宮本武志・
村上将・村嶋健児・森生裕次・森川崇之・森田智比呂・矢口直行・矢代収・矢代隆弘・柳田雄介・矢萩淳・山際得道・山口史郎・山口勝・山
下博之・山田健人・山本眞介・山本武史・山本泰輔・油谷敏昌・横島高之・横田直樹・吉井昭・吉川英樹・吉満俊拓・吉田嗣郎・吉田直資・
吉野亮一・四元尚志・米村守・和気眞悟・渡辺隆文・渡邉正嘉・河合直志・松本則之・松本茂峰・草間章宏・三宅博史・田中厚・恵谷稔

突然の招集と共に、集い・笑い・怒り・泣いた、1年間。
たくさんの“野郎ども”が集い、

力を合わせてできあがったその結実に、
強力にサポートした「七人のネ申々」と、

その仲間たちの勇姿は、
我々の記憶に永遠に刻み込まれるだろう。

Brand-New	Prideの
旗の下に

澤村大樹 北條勝彦 伊藤貴淳 水野勇

株式会社 嶋田プランニング
代表取締役　嶋田 剛久  ( 平成改元会・平成元年卒 )
吹奏楽班OB
090-9105-9374  shimakaigenkai@gmail.com

株式会社 嶋田プランニング
代表取締役　嶋田 剛久  ( 平成改元会・平成元年卒 )
吹奏楽班OB
090-9105-9374  shimakaigenkai@gmail.com

セレクト・オーダーメイドジュエリー ショップ ／ 東京

http://abbey.tokyo

abbey
世界でひとつをあなたに

嶋田剛久 大塚太郎 小川和弘

49



生コン・建築資材・
エクステリアの
ご用命はオガワまで

生コン・建築資材・
エクステリアの
ご用命はオガワまで

エクステリアの販売・施工と生コン・建設資材販売

横浜市保土ヶ谷区宮田町2-155-10 tel: 045-332-1411 
fax:045-335-2421 http://ogawa-yokohama.com

弊社施工例

専務取締役
小川和弘
平成改元会

（平成元年卒）





代表取締役　大塚　太郎
平成改元会 ( 平成元年卒 )
代表取締役　大塚　太郎
平成改元会 ( 平成元年卒 )

株式会社大塚楽器製作所
〒１１４－００１２
東京都北区田端新町１－５－７
http://www.ocarina.co.jp

株式会社大塚楽器製作所
〒１１４－００１２
東京都北区田端新町１－５－７
http://www.ocarina.co.jp

楽器一筋９０年
大塚楽器製作所
楽器一筋９０年

大塚楽器製作所

ナ イ ト オ カ リ ナ
NIGHT OCARINANIGHT OCARINA



私
は

ナ
カ
ヤ
ス
し
か

行
か
な
い
の
。

覚
え
て

お
き
な
さ
い
。

そ
れ
は
・・・

と
ぼ
け
な
い
でナ

カ
ヤ
ス
っ
て

知
っ
て
る
わ
ね
？

DIYからPRO仕様までの金物店。朝 6 時からクギ1本でも販売。

中安商店創業
昭和
15年

東京都中野区本町 6-1-1 
03-3381-6495 
北條勝彦 (平成改元会・平成元年卒 )



株式会社 嶋田プランニング
代表取締役　嶋田 剛久  ( 平成改元会・平成元年卒 )
吹奏楽班OB
090-9105-9374  shimakaigenkai@gmail.com

株式会社 嶋田プランニング
代表取締役　嶋田 剛久  ( 平成改元会・平成元年卒 )
吹奏楽班OB
090-9105-9374  shimakaigenkai@gmail.com

セレクト・オーダーメイドジュエリー ショップ ／ 東京

http://abbey.tokyo

abbey
世界でひとつをあなたに







読みやすい、楽しい会報誌発行のために、
みなさんの声を集めています！

アンケートはこちらから！
http://prt.nu/0/soumei

2016年会報誌の表紙について
　2016年の幹事学年からは、いよいよ「平成」の卒業となります。
　元号が変わったことを、最も象徴した瞬間といえば、のちに総理大臣となる小渕恵三
官房長官（当時）が、平成の元号を発表した瞬間だったのではないでしょうか？
　何か新しい時代が始まることを思わせたあの瞬間を表紙にすることの意味は、新時
代の同窓会のあり方、方向性を模索する第一歩を提言することでもあります。
　平成とは、「内外、天地とも平和が達成される」という意味。会員、学校、先生、現役生
徒など、明大明治に関わる人たちすべてに、平和が達成されることを願い、この表紙と
させていただきました。

表紙写真　(c)Kaku Kurita/amanaimages

総明会・会報委員会では、今後の会報の編集のあり方、企画の立案のため
に、アンケートを実施いたします。今後の編集作業の参考とさせていただきま
すので、以下URLからアンケートにご協力をよろしくお願いします。

2016年度総明会会報「紫紺の詩」

アンケートのお願い
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第52回総明会総会・懇親会
総明会顧問 （昭和41年卒・41明友会）
学校法人明治大学 評議員

大田原 健司

総務担当
常務理事

（学）明治大学

総明会元会長

E-mail: masao@g03.itscom.net



明治にまつわる話題・情報が満載！

この1年に明大明治周辺で起きたエトセトラ。
活躍する卒業生、名門復活の胎動、新たな試み―
さまざまなニュースをダイジェストでお送りする。

特別企画2

明治にまつわる話題・情報が満載！
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大田原 健司

総務担当
常務理事

（学）明治大学

総明会元会長

E-mail: masao@g03.itscom.net



　 特別企画2

明
大
明
治
と
の
５
つ
の
物
語

棟
朝
銀
河 

解
体
新
書

文
・
取
材
：
田
中
潤
二（
平
成
元
年
卒
）　　
　
　

ね
。
競
技
を
す
る
上
で
、い
ち
ば
ん
伸

び
る
中
学
・
高
校
時
代
に
、
受
験
勉

強
の
た
め
競
技
を
中
断
と
い
う
こ
と
は

し
た
く
な
かった
。
そ
の
上
で
、学
力
に

つい
て
も
頑
張
れ
る
環
境
だった
」

　

こ
れ
が
小
学
生
時
代
か
ら
世
界
の

頂
点
を
目
指
す
気
持
ち
の
あ
っ
た
棟

朝
選
手
が
、
明
大
明
治
を
選
ん
だ
理

由
だ
。

　

小
学
校
時
代
は
受
験
と
競
技
で

大
忙
し
だった
。
体
操
は
週
６
、ト
ラ
ン

　

母
校
・
明
大
明
治
に
は
器
械
体

操
部
も
な
け
れ
ば
、
練
習
す
る
施
設

も
な
い
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
特
進
制
度

も
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
明
治

に
？　

そ
し
て
ど
の
よ
う
に
育
っ
た

の
か
？　

棟
朝
銀
河
選
手
の
明
治

で
の
6
年
間
に
迫
っ
た
。

❶
明
大
明
治
を
選
ん
だ
理
由

　
「
中
高
大
一
貫
教
育
だ
か
ら
で
す

ポ
リ
ン
は
週
２
、塾
は
週
２
と
い
う
ス
ケ

ジュー
ル
で
、
も
ち
ろ
ん
学
校
も
あ
る
。

土
曜
日
は
す
べて
に
参
加
す
る
と
い
う

ハー
ド
ス
ケ
ジュー
ル
を
こ
な
し
た
。

　

こ
う
し
て
じっ
く
り
競
技
に
取
り
組

め
る
環
境
を
手
に
し
た
棟
朝
選
手
は

「
で
も
結
局
、
大
学
受
験
し
ち
ゃった

ん
で
す
け
ど
」
と
笑
う
。
慶
應
義
塾

大
学
を
選
ん
だ
の
は
「
競
技
の
研
究

と
実
践
が
両
方
で
き
る
」
環
境
だった

か
ら
だ
。

❷
文
武
両
道
こ
れ
極
ま
れ
り

　

明
大
明
治
への
入
学
は
簡
単
で
は

な
い
う
え
に
、
入
学
後
も
言
わ
れ
る
ほ

ど
楽
な
も
の
で
は
な
い
。

　

世
界
の
頂
点
を
目
指
す
競
技
生

活
だった
が
、
学
業
を
お
ろ
そ
か
に
す

る
こ
と
は
な
かった
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
、
勉
強
だ
け
頑
張

る
と
い
う
の
は
、好
き
で
は
な
い
。
選
択

肢
の
幅
が
狭
ま
る
」と
い
う
言
葉
ど
お

り
、
文
武
両
道
を
超
ハ
イ
レベル
で
実

践
し
て
い
た
。

　

成
績
は
だ
い
た
い
10
番
以
内
、中
学

3
年
時
は
学
年
1
位
も
経
験
し
た
と

い
う
。

　
「（
中
学
3
年
時
は
）
頑
張
る
ご
と

に
成
績
も
上
がった
時
期
で
、
両
立
の

ピ
ー
ク
だっ
た
。
こ
の
年
の
夏
の
全
日

本
ジュニア
選
手
権
で
は
最
優
秀
選
手

で
優
勝
、
休
み
明
け
の
テ
ス
ト
で
学
年

1
位
。『
両
方
一
番
キ
タ
ー（
笑
）』、

み
た
い
な
感
じ
で
し
た
」

❸
学
校
で
の
想
い
出

　

授
業
が
終
わ
る
と
、
まっす
ぐ
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
の
練
習
へ
。
そ
ん
な
中
学
・

高
校
生
活
だっ
た
棟
朝
選
手
だっ
た

が
、学
校
生
活
の
中
で
、い
ち
ば
ん
の
想

い
出
は
紫
紺
祭
だ
と
い
う
。

　

競
技
の
た
め
部
活
動
は
で
き
ず
、な

か
な
か
学
校
行
事
に
も
参
加
で
き
な

かった
。
し
か
し
紫
紺
祭
で
は
、み
ん
な

で
準
備
し
て
組
み
立
て
る
こ
と
を
経

験
、普
通
の
中
学
・
高
校
生
ら
し
い
生

活
が
新
鮮
で
楽
し
かった
と
い
う
。

　

そ
し
て
紫
紺
祭
で
は
「
応
援
団
を

見
る
の
が
大
好
き
！
」だった
と
い
う
。

　
「
中
学
の
時
、め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
憧
れ
て

この１年の急成長で、若手のホープから日本のエースと
なった。世界の頂点は射程距離に入った
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い
た
。
当
時
い
ち
ば
ん
上
の
学
年
の
人

で
、
す
ご
く
『
応
援
団
ピッタ
リ
』と
い

う
人
が
い
て
、
カッコ
イ
イ
な
ぁ
と
思
っ

て
見
て
い
た
。
競
技
を
やって
い
な
かっ

た
ら
、た
ぶ
ん
応
援
団
に
入
って
い
た
と

思
う
」と
い
う
ほ
ど
思
い
入
れ
が
あ
る
。

　

ち
な
み
に
棟
朝
選
手
は
、
中
学
1

年
の
み
猿
楽
町
校
舎
に
通
学
し
て
い

る
。「
最
後
の
男
子
校
生
と
し
て
誇

り
を
持
って
い
る（
笑
）」そ
う
だ
。

❹
や
り
残
し
た
こ
と
と

　
将
来
の
夢

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
は
ピ
ー
ク
が
20

代
後
半
か
ら
30
代
前
半
と
い
わ
れ
る
。

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
に
限
ら
ず
、
ア
ス
リ
ー
ト

が
ア
ス
リ
ー
ト
で
い
ら
れ
る
時
間
は
短

く
、“
そ
の
後
”の
人
生
の
ほ
う
が
圧

倒
的
に
長
い
。

　

選
手
と
し
て
の
目
標
は
巻
頭
で
触

れ
た
と
お
り
だ
が
、
人
生
に
お
い
て
は

以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
学
力
も
競
技
も
頑
張
って
き
て
、

今
は
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
は
あ
る
と
思

う
。
自
分
は
今
、こ
の
チ
ャンス
活
か
し

❺
学
校
そ
し
て
後
輩
へ

　

恩
師
で
最
も
想
い
出
に
残
って
い
る

の
が
、
中
学
で
も
高
校
で
も
担
任
だっ

た
元
谷
恒
先
生
だ
と
い
う
。

　
「
入
学
当
初
は
問
題
児
な
ほ
う
だっ

た
と
思
う
。
そ
れ
を
、
元
谷
先
生
に

更
生
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
か（
笑
）。い

ろい
ろ
迷
惑
も
か
け
た
し
、
自
分
が
変

わ
れ
る
キ
ッ
カ
ケ
を
作
っ
て
く
れ
た
先

生
だ
と
思
って
い
る
」

　

そ
ん
な
明
治
中
学
・
高
校
の
在
校

生
に
メッセ
ー
ジ
を
お
願
い
す
る
と
、
以

て
、何
を
選
ん
だ
ら
いい
ん
だ
ろ
う
、と

い
う
の
は
あ
る
。
た
だ
、せっか
く
競
技

に
こ
こ
ま
で
関
わって
き
た
の
で
、競
技

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
こ
と
は
、やって

い
き
た
い
」

　

競
技
も
学
問
も
全
力
投
球
だった

棟
朝
選
手
だ
が
、そ
れ
で
も
、や
り
残

し
た
こ
と
は
あ
る
と
い
う
。

　
「
小
学
生
の
頃
か
ら
普
通
の
人
と

は
違
う
道
を
、
ずっ
と
歩
ん
で
き
た
。

普
通
の
学
校
生
活
―
―
、部
活
いって

少
し
ダ
ベって
、
と
い
う
の
も
、
少
し
は

経
験
し
て
み
た
かった
か
な
」と
笑
う
。

　

と
いい
な
が
ら
、
実
は
棟
朝
選
手
は

部
活
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
る
こ
と

を
告
白
。

　
「
小
学
１
～
２
年
生
ま
で
水
泳
も

やって
い
て
、東
京
都
で
6
位
ぐ
ら
い
ま

で
いっ
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
水
泳
部
の

顧
問
の
故
土
岐（
明
利
）
先
生
が
誘
っ

て
く
れ
て
、
数
回
だ
け
だ
け
ど一
緒
に

泳
が
せ
て
も
らった
」。

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、体
操
、水
泳
、そ
し

て
勉
強
、
ど
れ
も一流
な
の
が
棟
朝
銀

河
の
流
儀
な
の
だ
。

下
の
よ
う
に
語
って
く
れ
た
。

　
「
付
属
校
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
の

学
力
で
大
学
に
行
け
る
。
勉
強
以
外

に
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
熱
中
で
き

る
環
境
は
魅
力
だ
と
思
う
。
僕
の
場

合
は
そ
れ
に
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
を
選

ん
だ
。
今
は
大
学
で
や
る
研
究
が
高

校
で
で
き
た
り
、先
に
単
位
が
取
れ
た

り
で
き
る
。
そ
う
い
う
チ
ャ
ンス
を
しっ

か
り
活
用
し
て
ほ
し
い
。
せっ
か
く
勉

強
だ
け
に
捉
わ
れ
な
い
環
境
に
い
て
、

将
来
につい
て
考
え
る
時
間
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
な
ら
、自
分
の
な
り
た
い
も
の

に
向
かって
、時
間
を
使
って
ほ
し
い
」

棟朝選手の武器の１つが高さ。ジャンプの高さは
8mに達し、着地の衝撃は１トンを越えるという
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　 特別企画2

部
が
誕
生
し
た
の
だ
。

　

誕
生
の
き
っ
か
け
は
、
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
部
O
B
の
井
原
健
三
氏
の
想

い
か
ら
だ
っ
た
。
井
原
氏
は
、
明
治

大
学
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
監
督
で
、
世

界
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
協
会
の
役
員
な
ど
も
歴
任

し
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
太
田
雄
貴
選
手
を

指
導
し
た
経
歴
も
持
つ
。

　
「
明
高
生
を
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
場
さ
せ
た
い
」
と
の
想
い
を
胸

に
、
2
0
1
5
年
3
月
の
終
業
式

に
、明
治
大
学
の
選
手
に
よ
る
模
範

試
技
を
披
露
し
た
こ
と
が
始
ま
り

だ
っ
た
。

　

こ
の
試
技
を
見
た
当
時
の
高
校

2
年
生
3
名（
女
子
生
徒
2
名
、

男
子
生
徒
1
名
）
が
興
味
を
持
ち
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
同
好
会
が
ス
タ
ー
ト

し
た
の
だ
っ
た
。

　

明
治
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
―
、

か
つ
て
そ
の
名
は
全
国
に
轟
い
て

い
た
。
し
か
し
、
時
代
の
変
遷
の
中

で
静
か
に
消
滅
し
て
い
た
。
そ
ん
な

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が
復
活
の
狼
煙

を
あ
げ
て
い
る
。そ
の
胎
動
を
追
う
。

再
び
火
を
灯
し
た

ク
ラ
ブ
O
B
の
情
熱

　

明
治
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
、

戦
後
の
G
H
Q
の
教
育
改
革
で
剣

道
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
発
足

し
た
と
い
う
。
発
足
当
時
は
同
好
会

な
が
ら
選
手
た
ち
が
頑
張
り
を
見

せ
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
国
体
で
優
勝

す
る
こ
と
で
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
へ

と
昇
格
し
た
歴
史
を
持
つ
。

　

そ
し
て
今
再
び
、
そ
の
歴
史
を
追

い
か
け
る
。
今
年
2
0
1
6
年
、
同

好
会
と
し
て
正
式
に
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

井
原
氏
の
意
思
を
引
き
継
ぎ

名
門
復
活
を
目
指
す

　

熱
い
情
熱
を
持
っ
て
い
た
井
原

氏
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
ま
も
な
く

（
2
0
1
5
年
9
月
）
く
も
膜
下
出

血
で
逝
去
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
遺

志
は
、
か
つ
て
の
部
員
た
ち
が
受
け

継
ぐ
。
発
足
当
時
か
ら
関
わ
っ
て
い

た
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
O
B
の
岩
重

哲
雄
氏
ら
が
生
徒
に
帯
同
し
、明
大

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
に
赴
き
基
礎
練

習
に
励
ん
だ
。

　

高
体
連
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会

に
出
場
す
る
た
め
に
、
顧
問
は
発
足

か
ら
関
わ
っ
て
い
た
田
中
徹
太
郎

先
生
が
引
き
受
け
た
。

　

は
じ
め
3
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

同
好
会
は
、硬
式
野
球
部
を
引
退
し

た
3
年
生
2
名
が
秋
に
入
会
。
さ

ら
に
2
0
1
6
年
4
月
に
は
新
た

に
6
名
が
入
会
し
て
現
在
は
9
名
。

さ
ら
に
1
名
が
加
わ
り
、
活
動
も
活

発
化
し
て
き
た
。

　

調
布
の
駅
前
に
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

が
で
き
る
道
場
が
で
き
、
実
践
的
な

練
習
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
練

習
時
の
安
全
管
理
や
費
用
面
で
は

岩
重
氏
ら
Ｏ
Ｂ
が
熱
心
に
支
え
る
。

名
門
復
活
へ
の
胎
動
は
着
実
に
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

　

2
0
1
6
年
5
月
、選
手
た
ち
は

初
め
て
大
会
に
臨
ん
だ
。
結
果
は
全

員
1
回
戦
負
け
だ
っ
た
。
し
か
し
6

月
の
大
会
で
は
3
度
、
勝
利
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

正
式
な
部
活
動
に
な
る
に
は
、
ま

だ
課
題
も
多
い
。
そ
れ
で
も
、
O
B

の
方
々
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
そ

の
歩
み
は
日
々
、強
く
な
っ
て
い
る
。

O
B
た
ち
と
の
二
人
三
脚
で
！

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
同
好
会
発
足

文
：
福
島
維
規（
平
成
元
年
卒
）

活動も活発化！
名門復活に向け部員たちの意気込みも高まる
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　 特別企画2見よ、この凛々しい姿を！共に
歌わんかな、踊らんかな、狂わ
んかな（写真：田勢也子さん提供）

　

史
上
初
の
女
子
応
援
団
長
が
誕

生
し
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
の
が

2
0
1
2
年
。
そ
れ
か
ら
3
年
、
再

び
団
長
は
女
子
の
手
に
―
―
。
2

代
目
女
子
団
長
の
田
勢
也
子（
た
せ

い 

や
こ
）
さ
ん
は
史
上
初
の
女
子

に
よ
る
「
明
高
節
」
を
披
露
。
男
子

顔
負
け
の
迫
力
で
歌
と
舞
を
響
か

せ
た
。

男
子
が
い
な
い
学
年

中
学
2
年
の
揺
動

　

田
勢
さ
ん
の
心
の
中
に
、「
団

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
学
年
内
に
動
揺

は
な
か
っ
た
。
皆
で
団
長
を
目
指
す

気
持
ち
で
い
よ
う
と
話
し
合
っ
た
。

高
校
1
年
の
春
、田
勢
さ
ん
の
団
長

へ
の
歩
み
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
。

志
願
し
て
初
の
明
高
節

女
子
な
ら
で
は
の
口
上
も
！

　

田
勢
さ
ん
は
団
長
に
な
る
に
あ

た
っ
て
、「
私
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
を
や
り
た
い
」
と
考
え
て
い
た
。

そ
の
１
つ
が
、
応
援
団
と
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
を
、
よ
り
融
合
さ
せ
る
こ

と
。
合
同
練
習
を
増
や
し
た
り
、
練

習
見
学
の
機
会
を
増
や
し
た
り
し

て
、
お
互
い
を
尊
重
で
き
る
よ
う
な

組
織
作
り
を
進
め
た
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
が
、
明
高
節

だ
。
田
勢
さ
ん
は
当
時
を
こ
う
振
り

返
る
「
と
て
も
や
ら
せ
て
は
も
ら
え

な
い
だ
ろ
う
、
と
思
っ
て
い
た
。
た

だ
、『
や
っ
て
い
い
』
と
言
っ
て
も

ら
え
る
く
ら
い
練
習
を
し
て
認
め
て

も
ら
い
た
い
」と
。

　

応
援
団
監
督
の
吉
田
耕
太
郎
氏

長
」
の
言
葉
が
最
初
に
よ
ぎ
っ
た
の

は
入
部
し
て
間
も
な
い
中
学
2
年

の
と
き
だ
っ
た
。
3
学
年
上
の
押
田

華
穂
さ
ん
が
、初
代
女
子
団
長
に
選

ば
れ
た
か
ら
だ
。

　

押
田
さ
ん
が
女
子
団
長
に
な
っ

た
キ
ッ
カ
ケ
は
、
同
学
年
に
男
子
が

い
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
田
勢
さ
ん
の

学
年
に
も
男
子
が
い
な
か
っ
た
。
3

年
後
、
同
じ
学
年
の
誰
か
が
、
押
田

さ
ん
と
同
じ
立
場
に
な
る
の
で
は
な

い
か
、と
。

　
「
押
田
さ
ん
の
姿
に
は
憧
れ
て
は

い
た
け
れ
ど
、
自
分
を
重
ね
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ

た
。
本
心
で
は
高

校
か
ら
男
子
が

来
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
た
」。

　

し
か
し
、
そ
の

祈
り
は
届
か
な

に
こ
の
思
い
を
告
げ
た
。
ま
ず
は
練

習
さ
せ
て
欲
し
い
、
指
導
し
て
い
た

だ
き
た
い
、と
。

　

こ
の
熱
意
に
監
督
は
じ
め
多
く

の
O
B
が
応
え
た
。
先
代
の
団
長

を
中
心
に
特
訓
が
始
ま
っ
た
。

　

冒
頭
の
口
上
部
分
は
、女
子
風
に

少
し
ア
レ
ン
ジ
し
た
。
例
え
ば
「
明

高
一
の
色
男
」は「
モ
テ
女
」に
、「
ク

レ
オ
パ
ト
ラ
も
楊
貴
妃
も
」
の
部

分
は
「
光
源
氏
も
キ
ム
タ
ク
も
」
に

な
っ
た
。

　

た
く
さ
ん
の
情
熱
と
努
力
が
認

め
ら
れ
舞
台
へ
。
新
た
な
歴
史
を
刻

ん
だ
。「
歴
代
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
大
切

に
し
て
き
て
、
応
援
団
以
外
の
人
も

思
い
出
深
い
も
の
な
の
で
、
受
け
入

れ
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
心
配
だ
っ

た
。
や
り
終
え
た
あ
と
、
多
く
の
人

に
『
よ
か
っ
た
』
と
い
う
言
葉
を
い

た
だ
き
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え
た
の

だ
と
」

　

今
年
、
明
治
大
学
に
進
学
し
た

田
勢
さ
ん
は
応
援
団
バ
ト
ン
・
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
に
入
部
。
そ
の
情

熱
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

共
に
歌
わ
ん
か
な
！ 

女
子
初
の
明
高
節
の
舞

二
代
目
女
子
団
長 

田
勢
也
子

文
・
取
材
：
田
中
潤
二（
平
成
元
年
卒
）

63



　 特別企画2

勝
を
目
指
す
。

②
明
高
生
を
対
象
に
弁
護
士
に
よ

る
講
演
会
を
実
施
し
法
曹
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル（
写
真
参
照
）。

③
学
校
内
の
メ
イ
ン
廊
下
に
設
置

さ
れ
て
い
る
掲
示
板
の
「
法
曹
部

会
」
専
用
掲
示
部
分
に
法
曹
関

連
記
事
を
掲
示
す
る

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

部
会
の
活
動
は
中
堅
の
40
期
代
・

50
期
代
か
ら
新
進
気
鋭
の
60
期
代

の
弁
護
士
が
中
心
と
な
っ
て
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
若
手
の
弁

護
士
に
広
く
参
加
を
呼
び
掛
け
て

お
り
、具
体
的
な
活
動
の
打
合
せ
と

法
曹
相
互
の
親
睦
を
兼
ね
て
、こ
れ

ま
で
２
か
月
お
き
に
紫
紺
館
で
会

合
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

法
曹
の
方
は
ぜ
ひ
活
動
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
後
輩
を
法
曹
に
導

き
母
校
に
恩
返
し
し
ま
せ
ん
か
。

服部啓一郞先生は「弁護士の『リアル』
と展望」の題目で講演

増
や
せ
！ 

司
法
試
験
合
格
者

総
明
会
法
曹
部
会
発
足

文
：
三
神
光
滋（
昭
和
63
年
卒
）

O
B
の
力
で
灯
せ
！

法
曹
界
へ
の
志

　

総
明
会
の
会
員
に
は
少
な
か
ら

ず
法
曹
が
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
有

志
が
集
い
、２
０
１
５
年
７
月
１
日

に
総
明
会
法
曹
部
会
の
設
立
総
会

を
開
催
し
、
旗
揚
げ
し
ま
し
た
。
総

明
会
組
織
と
し
て
は
組
織
委
員
会

に
属
す
る
部
会
と
な
り
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
法
曹
を
目
指
す
場
合
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
は
法
科
大
学
院
が
あ
り

ま
す
。
著
名
な
大

学
は
法
科
大
学
院

を
設
け
、司
法
試
験

の
合
格
率
や
合
格

者
数
を
競
っ
て
い

ま
す
が
、
最
近
は
淘

汰
さ
れ
廃
校
に
追

い
込
ま
れ
る
大
学

授
が
就
任
。
明
高
生
か
ら
法
曹
希

望
者
を
増
や
す
こ
と
と
、
総
明
会
の

中
で
法
曹
の
縦
横
の
親
睦
を
は
か

り
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
場
を
つ

く
る
こ
と
を
目
的
に
具
体
的
な
活

動
に
取
り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。

高
校
生
模
擬
裁
判

コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
を
！

　　

具
体
的
な
活
動
の
一
端
を
紹
介

し
ま
す
と
、
安
藏
校
長
お
よ
び
「
高

大
連
携
主
任
」
の
関
根
正
人
先
生

と
連
携
し
、

①
日
本
弁
護
士
連
合
会
主
催
で
行

わ
れ
て
い
る
高
校
生
模
擬
裁
判

コ
ン
ク
ー
ル
に
明
高
生
が
参
加

す
る
道
を
指
導
し
、
ひ
い
て
は
優

院
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
残
念
な

が
ら
明
治
大
学
法
科
大
学
院
の
成

績
は
芳
し
く
な
く
、入
学
者
は
定
員

割
れ
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、大
会
社
は
も
ち
ろ
ん
中
小

の
会
社
で
も
、
昨
今
は
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
が
重
視
さ
れ
、法
曹
資
格
者

が
活
躍
す
る
分
野
が
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
ら
が
母

校
で
あ
る
明
治
高
校
に
お
い
て
も

「
法
教
育
」が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
総
明

会
の
会
員
で
あ
る
法
曹
が
力
を
合

わ
せ
て
、
明
高
生
に
法
曹
の
魅
力
を

訴
え
て
法
曹
へ
の
志
の
火
を
灯
そ
う

と
、
有
志
が
集
ま
り
法
曹
部
会
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

会
長
に
は
総
明
会
会
長
で
あ
っ

た
佐
久
間
洋
一
弁
護
士
、顧
問
に
同

じ
く
総
明
会
会
長
で
あ
っ
た
向
殿

政
男
明
治
大
学
理
工
学
部
名
誉
教

久勇介先生は、「企業内弁護士と
いう選択」という演題で講演を
行った

連
絡
先
：
佐
久
間
洋
一
弁
護
士

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sakum
a.y@

sakum
a-law

.com
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　 特別企画2

中学 1年時の集合写真。吉田先生は
A組担任兼学年主任だった

さ
ら
ば「
ダ
オ
」

吉
田
貞
夫
先
生
、天
寿
を
全
う

文
：
田
中
潤
二（
平
成
元
年
卒
）

　

商
業
、
そ
し
て
技
術
の
教
師
と

し
て
、
長
年
、
明
治
中
学
・
高
校
で

教
鞭
を
と
っ
た
吉
田
貞
夫
先
生
が
、

2
0
1
6
年
3
月
、静
か
に
息
を
引

き
取
ら
れ
た
。
91
才
、「
天
寿
を
全

う
」と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

明
治
高
校
Ｏ
Ｂ
で
現
在
副
校
長

の
田
中
徹
太
郎
先
生
と
共
に
、吉
田

先
生
と
の
想
い
出
を
振
り
返
っ
た
。

思
い
出
の「
ダ
オ
道
場
」で

聞
い
た
数
々
の
自
慢
話

　

吉
田
先
生
は
、
か
つ
て
「
商
業
」

と
い
う
教
科
を
担
当
さ
れ
て
い
た
そ

う
だ
が
、幹
事
学
年
の
年
齢
の
生
徒

に
は
技
術
科
の
先
生
と
い
う
想
い

出
し
か
な
い
。

　

当
事
の
愛
称
は
「
ダ
オ
」。
3
号

館
1
階
の
隅
の
技
術
科
教
室
を

我
々
は
「
ダ
オ
道
場
」
と
呼
ん
で
い

　

中
学
1
年
だ
っ
た
当
時
、
我
々

は
そ
の
違
い
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ

た
。
た
だ
、
聴
き
比
べ
で
流
し
た
曲

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
」は
永
遠
に
忘

れ
な
い
。

「
俺
は
長
く
な
い
」

の
予
想
は
大
き
く
外
れ
る

　

そ
ん
な
吉
田
先
生
は
、若
い
頃
結

核
に
な
り
、
片
肺
を
切
除
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
た
め
、
生
前
か
ら
「
俺
は

長
く
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

そ
う
だ
が
、
そ
の
予
想
は
大
き
く
外

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

近
年
は
心
臓
を
悪
く
し
、調
布
校

舎
そ
ば
の
心
臓
で
有
名
な
病
院
に

入
院
し
て
い
た
。
そ
し
て
退
院
の
時

に
は
「
明
治
高
校
に
行
き
た
い
」
と

言
い
、
校
門
で
写
真
を
撮
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
そ
の
際
に
学
校
を
案
内
し
よ
う

と
し
た
も
の
の
、遠
慮
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
」と
、田
中
先
生
は
振
り
返
る
。

　
「
先
日
、奥
様
が
来
校
さ
れ
、明
治

高
校
に
は
感
謝
を
し
て
い
る
と
お
っ

た
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
や
文
鎮
、
ハ

ン
ダ
付
け
に
よ
る
ラ
ジ
オ
制
作
な
ど

を
行
っ
た
ダ
オ
道
場
は
、
想
い
出
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
吉
田
先
生
の
ロ
ー
タ
リ
ー

エ
ン
ジ
ン
論
は
情
熱
に
満
ち
て
い

て
、
今
で
も
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
ジ
ン

の
言
葉
を
聞
く
た
び
に
吉
田
先
生

の
授
業
を
思
い
出
す
。

　

吉
田
先
生
と
い
え
ば
、
と
に
か
く

新
し
い
も
の
好
き
だ
っ
た
。
最
新
の

機
器
が
発
売
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
入

手
し
て
、
そ
れ
を
我
々
に
見
せ
て
嬉

し
そ
う
に
自
慢
す
る
姿
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
い
ち
ば
ん
の
自
慢
伝

説
は
、
C
D
プ
レ
イ
ヤ
ー
購
入
時

だ
。当
時
は
ま
だ
レ
コ
ー
ド
の
時
代
、

吉
田
先
生
は
誰
よ
り
も
早
く
購
入

し
て
、視
聴
覚
室
で
音
質
聴
き
比
べ

大
会
を
開
催
し
た
の
だ
っ
た
。

し
ゃ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
吉
田
先

生
を
ご
存
知
の
先
生
方
と
も
お
会
い

に
な
ら
れ
、
学
校
を
見
学
し
て
頂
き

ま
し
た
」と
田
中
先
生
は
続
け
た
。

　

吉
田
先
生
は
田
中
先
生
が
勤
め

始
め
た
と
き
の
学
年
主
任
だ
っ
た
そ

う
だ
。教
師
と
し
て
の
手
ほ
ど
き
を
、

た
く
さ
ん
受
け
た
と
い
う
。そ
し
て
、

そ
の
人
柄
に
は
何
度
も
魅
了
さ
れ

た
そ
う
だ
。

　

も
う
一
度
、
吉
田
先
生
の
自
慢
話

を
聞
き
た
か
っ
た
な
ぁ
…
…
。
心
よ

り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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漫画：薮乃ラン／制作：株式会社ギミック
原案：水野勇、福島維規、田中潤二／文・構成：田中潤二
Special	Thanks：佐久間洋一（紫讃会）、他たくさんの先輩方

※漫画に出てくるものは、全てフィクションです。

卒業から今日まで、どれほど母校が心の中に去来していただろうか？
多くは、遠い昔の想い出、記憶の片隅に残っている程度だった。
それが突然の招集とともに、この1年が始まった。
今まで何も知らず・意識もしていなかった、総明会の存在。
まだ同窓会など意識することはない在校生が、
もし、幹事学年を味わったら？
タイムスリップで27年後にやってきたときに、彼らの目に映った総明会は？
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突
然
の
連
絡
は
昔
か
ら

良
か
っ
た
試
し
な
し
!?

　

長
年
、
音
信
不
通
だ
っ
た
同
級

生
か
ら
、
突
然
、
連
絡
が
あ
っ
た
と

き
は
気
を
つ
け
た
ほ
う
が
良
い
。
良

く
て
保
険
の
勧
誘
、
悪
け
れ
ば
宗
教

か
マ
ル
チ
商
売
へ
の
お
誘
い
、「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」
の
可
能
性
だ
っ
て
あ

る
。

　

明
大
明
治
O
B
で
45
才
だ
っ
た

と
し
た
ら
、
そ
れ
に
、
も
う
ひ
と
つ

恐
ろ
し
い
こ
と
が
加
わ
る
。
す
な
わ

ち
総
明
会
幹
事
学
年
へ
の
誘
い
だ
。

懐
か
し
さ
も
手
伝
っ
て
、
そ
の
場
の

雰
囲
気
で
参
加
を
約
束
し
て
し
ま

う
と
、
色
々
な
意
味
で
た
い
へ
ん
な

1
年
が
待
っ
て
い
る
。

　

同
級
生
は
も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
恐

れ
て
い
た
先
輩
に
会
う
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
。
45
才
で
最
年
少
と
い
う
奇

妙
な
場
所
は
最
初
は
と
て
も
居
心

地
が
悪
い
。

　

し
か
し
同
期
・
先
輩
方
に
支
援

さ
れ
な
が
ら
の
1
年
間
の
活
動
で
、

我
々
は
明
大
明
治
の
「
人
間
教
育
」

年
だ
っ
た
の
だ
！

　

そ
し
て「
こ
の
後
は
、
指
名
制
と

い
う
形
で
幹
事
学
年
制
が
継
続
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
」
と
明
記
さ
れ

て
お
り
、
昭
和
55
年
か
ら
は
28
年

卒⇒

31
年
卒⇒

30
年
卒⇒

32
年
卒

⇒

36
年
卒⇒

33
年
卒
と
い
う
形
で

指
名
さ
れ
、以
降
は
１
年
後
輩
に
引

き
継
が
れ
る
現
在
の
習
わ
し
が
続

い
て
い
る（
例
外
あ
り
）。

　

つ
ま
り
、
幹
事
学
年
＝
45
才
と

い
う
の
は
結
果
論
で
、「
落

ち
着
く
年
齢
」
と
い
う
説
明

は
、
後
付
け
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

青
春
と
は
心
の
若
さ

も
う
一
度
あ
の
時
代
を

　
「
大
人
の
文
化
祭
」「
人
生

と
人
間
関
係
の
再
構
築
」の

言
葉
に
嘘
は
な
い
だ
ろ
う
。

あ
の
文
化
祭
の
準
備
の
よ

う
な
時
間
の
過
ご
し
方
を
、

ま
さ
か
こ
の
年
齢
で
も
う
一

度
味
わ
う
こ
と
に
な
る
と
は

の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
、
こ
の
濃
い

人
間
関
係
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
母

校
で
育
っ
た
あ
り
が
た
さ
を
知
る
こ

と
に
な
る
。

誰
が
決
め
た
？

45
才
幹
事
学
年
制
度

　

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
45
才
で
幹
事
学

年
な
の
か
？ 

さ
ま
ざ
ま
な
会
合
で

聞
か
さ
れ
て
き
た
言
葉
は
、「
45
才

だ
と
仕
事
も
子
育
て
も
一
段
落
す

る
頃
だ
か
ら
」と
い
う
も
の
だ
が
、現

実
は
45
才
で
は
ま
っ
た
く
、
落
ち
着

い
て
い
な
い
。
会
社
員
で
あ
れ
ば
、

仕
事
は
現
場
と
管
理
の
両
方
を
担

う
時
期
で
「
超
」
多
忙
。
子
供
だ
っ

て
ま
だ
手
の
か
か
る
時
期
、
と
い
う

人
も
多
い
。

　

気
に
な
っ
て
調
べ
て
み
る
と
―
、

50
周
年
記
念
誌
に
は
、こ
ん
な
一
節

が
あ
る
。「
昭
和
54
年
第
15
回
同
窓

会
は
、
正
式
に
『
幹
事
学
年
制
』が

実
施
さ
れ
た
記
念
す
べ
き
年
に
な
っ

た
」
と
。
ち
な
み
に
こ
の
と
き
は
昭

和
17
年
卒
が
担
当
、55
才
が
幹
事
学

思
わ
な
か
っ
た
。

　

も
し
あ
な
た
が
、
ま
だ
幹
事
学
年

を
経
験
し
て
い
な
い
の
な
ら
、
そ
の

と
き
が
巡
っ
て
き
た
と
き
は
騙
さ
れ

た
と
思
っ
て
積
極
的
に
参
加
し
た

方
が
い
い
。
一
文
の
得
に
も
な
ら
な

い
の
は
間
違
い
な
い
が
、
人
生
の
巡

り
合
わ
せ
の
不
思
議
さ
を
知
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

で
も
や
っ
ぱ
り
、
こ
ん
な
経
験
は

一
度
き
り
で
い
い
。

2015年の引継ぎ式の様子。45才で最年少という、稀有な
世界に足を踏み入れることになる
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理
事
会
、評
議
員
会
…
…

そ
の
役
割
は
何
な
の
か
？

　

幹
事
学
年
と
し
て
活
動
を
開
始

す
る
と
、
多
く
の
人
は
、
総
明
会
と

い
う
組
織
に
つ
い
て
、
何
も
理
解
し

て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
。

　

総
会
、
評
議
員
会
、
理
事
会
―
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
が
、
ど
ん
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
か
、
理
解
し
な
が

ら
活
動
し
て
い
る
人
が
、
幹
事
学
年

に
ど
の
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
？

　

と
く
に
評
議
員
会
と
理
事
会
の

関
係
に
つ
い
て
は
難
し
い
。
会
則
を

確
認
す
る
と
、
評
議
員
会
は「
会
則

に
定
め
る
事
項
や
そ
の
他
重
要
な

事
項
を
議
決
す
る
」
と
役
割
に
つ
い

て
説
明
書
き
は
あ
る
が
、
理
事
会
に

つ
い
て
の
説
明
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
「
理
事
会
は
理
事
を
も
っ
て
構
成

さ
れ
、
会
長
が
招
集
す
る
」
と
い
う

文
か
ら
は
、
ど
ん
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
か
、わ
か
り
づ
ら
い
。

　

2
0
0
4
～
2
0
0
9
年
、
3

期
6
年
に
わ
た
っ
て
会
長
を
務
め
、

評
議
員
制
度
の
整
備
に
尽
力
さ
れ

議
員
会
を
覗
い
て
み
た
が
、「
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
会
議
」と
は
程
遠
い
、
非
常
に

熱
気
に
包
ま
れ
た
会
議
だ
っ
た
。

　

と
く
に
質
疑
応
答
で
は
、会
則
の

一
字
一
句
に
ま
で
質
問
が
飛
ぶ
ほ

ど
で
、
退
屈
な
会
議
に
慣
れ
た
者
で

あ
れ
ば
、
驚
く
こ
と
間
違
い
な
し
だ

ろ
う
。

我
々
の
声
は
総
会
で
。

今
年
は
11
月
20
日
！

　

総
明
会
に
意
見
し
た
い
、
と
い
う

場
合
は
理
事
や
評
議
員
に
な
っ
て

参
加
す
る
の
が
早
い
が
、
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
。
し
か
し
年
に
1
回
行

わ
れ
る「
総
会
」は
、会
員
だ
れ
も
が

参
加
で
き
、意
見
で
き
る
場
所
だ
。

　

も
し
現
在
の
総
明
会
へ
提
案
し

た
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
日

に
向
け
て
準
備
し
て
お
き
た
い
。
こ

ち
ら
も
、
例
年
「
会
議
は
踊
る
」
状

態
と
な
る
の
で
、
参
加
し
て
損
は
な

い
だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
今
年
は
、
11
月
20
日

（
日
）、
渋
谷
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
東

た
、
弁
護
士
の
佐
久
間
洋
一
氏
は
、

そ
の
関
係
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
る
。

　
「
い
わ
ば
ア
メ
リ
カ
の
議
会
と
大

統
領
の
関
係
の
よ
う
な
も
の
。
大
統

領
が
理
事
会
、議
会
が
評
議
員
会
と

考
え
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
」と
。

　

つ
ま
り
政
策
の
実
行
と
立
案
が

理
事
会
で
、評
議
員
会
で
は
そ
の
政

策
の
承
認
が
主
た
る
役
割
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
相
互
依
存
関
係
で
あ

り
な
が
ら
、
対
立
要
素
も
入
っ
て
い

る
の
が
、理
事
会
と
評
議
員
会
の
関

係
だ
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
評
議
会
で

話
し
合
わ
れ
る
議
題
は
？

　

評
議
員
会
の
構
成
は
、
現
在
で

は
各
学
年（
同
期
会
）か
ら
2
名
と
、

班
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
G
会
か
ら
1

名
で
構
成
さ
れ
、
年
間
3
回
開
催

さ
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
評
議
員
会
で

は
、
毎
回
、
熱
気
に
満
ち
た
議
論
が

飛
び
交
っ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
？

　

2
0
1
6
年
3
月
に
行
わ
れ
た
評

急
ホ
テ
ル
で
、
午
後
４
時
30
分
か
ら

開
催
と
な
る
の
で
、
し
っ
か
り
予
定

を
空
け
て
お
こ
う
！

2016年第2回評議員会の様子。最後列で立っているのが幹事学年の面々。
評議員会の雰囲気に面食らってしまっていた
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活
発
な
議
論
も
ほ
ど
ほ
ど
に

過
去
に
は
分
裂
も
あ
り
!?

　

幹
事
学
年
を
引
き
受
け
る
に
あ

た
り
、
各
先
輩
方
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
中
で
共
通
し
て
い
た
だ
い

た
言
葉
が
「
な
る
べ
く
多
く
の
同
期

を
集
め
な
さ
い
。
一
人
一
人
に
必
ず

意
見
を
出
さ
せ
な
さ
い
。
そ
し
て
み

ん
な
で
作
り
上
げ
た
も
の
に
し
な
さ

い
」と
い
う
も
の
だ
。

　

不
思
議
な
も
の
で
、
意
見
を
出
さ

旧
友
が
一
堂
に
会
す
る
と

ど
う
し
て
血
が
騒
ぐ
の
か
？

　

何
故
な
の
だ
ろ
う
。
個
々
で
会
え

ば
年
相
応
の
落
ち
着
い
た
会
話
が

で
る
の
に
、
一
堂
に
会
す
る
と
、
ハ

イ
テ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
、
は
し
ゃ

い
で
し
ま
う
人
が
い
る
。
い
や
、
正

確
に
は
み
ん
な
が
理
性
を
失
っ
て
い

る
。も
ち
ろ
ん
、ア
ル
コ
ー
ル
が
入
っ

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
―
。

　

こ
の
不
思
議
な
現
象
は
、
何
も

我
々
の
学
年
だ
け
で
は
な
い
。
伝
統

的
に
、
幹
事
学
年
に
引
き
継
が
れ
て

い
る
と
い
う
の
だ
。

　

会
社
に
戻
れ
ば
社
長
と
い
う
人

も
い
れ
ば
、1
0
0
人
以
上
の
組
織

を
纏
め
上
げ
る
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
人

も
い
る
。
冷
静
に
議
事
を
進
行
さ
せ

る
技
術
に
長
け
て
い
る
は
ず
だ
。

　

し
か
し
こ
こ
で
は
、み
な
が
18
才
に

戻
っ
て
し
ま
う
の
だ
。あ
の
頃
の
学
級

委
員
会
の
よ
う
に
、小
さ
な
話
題
に
一

喜
一
憂
し
、熱
く
な
っ
て
し
ま
う
。「
ノ

ス
タ
ル
ジ
ー
」と
い
う
空
気
は
、
実
に

危
険
な
要
素
を
は
ら
ん
で
い
る
。

せ
る
と
18
才
の
時
の
人
間
性
は
、
今

も
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

昔
か
ら
仕
切
る
タ
イ
プ
の
人
は
、
会

議
を
大
い
に
仕
切
る
。
保
守
的
な

考
え
だ
っ
た
人
は
や
は
り
今
も
保
守

的
、革
新
的
な
人
の
意
見
は
今
も
大

胆
。
保
守
と
革
新
の
対
立
は
、
や
は

り
昔
の
ま
ま
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
す
っ
か
り
キ
ャ
ラ
が

変
わ
っ
て
い
て
、
当
時
で
は
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
よ
う
な
活
躍
を
す
る
者

も
い
る（
そ
の
逆
も
あ
る
）。し
か
し
、

当
時
と
関
係
性
は
変
わ
ら
な
い
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
人
間
と
い
う
の

は
、
そ
う
簡
単
に
変
わ
れ
る
も
の
で

は
な
い
と
理
解
す
る
瞬
間
だ
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
当
時
の
ノ
リ

の
ま
ま
意
見
を
対
立
さ
せ
る
の
は
、

決
し
て
賢
い
方
法
で
は
な
い
。
27
年

間
で
寛
容
さ
を
身
に
つ
け
て
い
る

反
面
、
思
考
の
柔
軟
さ
も
欠
け
て
し

ま
っ
て
い
る
。
過
去
に
は
幹
事
学
年

が
分
裂
・
仲
間
割
れ
し
た
例
も
あ
る

と
い
う
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
平
和
に

議
事
を
進
め
た
い
も
の
だ
。

同期会が内紛した理由は？

　議論が紛糾しすぎて、同期会が混乱・
内紛状態になってしまった、そんな例が
過去にはあるという。
　偶然にも、その学年の方に話を伺う
ことができたので、名前も顔も出さない
ことを条件に取材したが……。なぜ議
論が紛糾して対立してしまったのか、分
裂の原因は何だったのか、詳しいことは
わからずじまいだった。
　ただ、そもそもの原因は実に些細な
ことだったようで、精一杯対立するよう
な内容ではなかった、ということだけは
理解できた。
　ここは同窓会であって、会社でも政
治団体でもない。喧嘩も大いに結構だ
が、楽しくやらないと意味がないよね？
俺らには、そんなこと起きてないよね？

酒の席でも資料を出して超マジな会議やってます
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What is総明会？
嗚呼45歳、

なぜ今、幹事学年特集2

母
校
の
た
め
な
ら

家
族
も
捨
て
る
？

　

準
備
期
間
1
年
以
上
、
予
算
規

模
1
0
0
0
万
円
超
―
。
こ
の
幹

事
学
年
に
か
か
る
労
力
は
半
端
な

も
の
で
は
な
い
。
熱
心
に
活
動
し
た

者
は
、
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
時
間
を

費
や
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

　

人
間
に
与
え
ら
れ
て
い
る
時
間

は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
日
々
の
生

活
の
中
か
ら
何
ら
か
を
犠
牲
に
し
て

活
動
を
進
め
て
い
る
。仕
事
、睡
眠
、

趣
味
に
か
け
る
時
間
…
…
、
そ
れ
ぞ

れ
少
し
ず
つ
削
っ
て
捻
出
し
て
い
る

が
、
最
大
の
犠
牲
は「
家
族
と
の
時

間
」
と
答
え
る
人
が
最
も
多
い
だ
ろ

う
。

　

も
ち
ろ
ん
独
身
者
も
い
る
の
で
当

て
は
ま
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、

活
動
し
て
い
る
者
の
多
く
は
妻
帯

者
で
子
供
は
ま
だ
小
さ
い
と
い
う
家

庭
は
多
い
。

　

に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
る
者
は
毎
週

末
の
よ
う
に
寄
付
活
動
に
出
か
け
、

ま
た
あ
る
者
は
取
材
活
動
に
励
む
。

会
で
再
会
し
て
浮
気
に
発
展
す
る

シ
ー
ン
を
よ
く
見
か
け
る
。
我
々
の

場
合
は
男
子
校
な
の
で
、
こ
う
し
た

淡
い
シ
ー
ン
は
起
き
る
こ
と
は
な
い

（
は
ず
だ
）。

　

泥
臭
く
脂
っ
こ
い
オ
ッ
サ
ン
ば
か

り
の
写
真
と
な
っ
て
も
、
し
っ
か
り

と
証
拠
と
し
て
写
し
て
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
に
で
も
貼
り
付
け
て
お
く
の

は
、
家
庭
崩
壊
を
招
か
な
い
た
め
の

必
須
の
行
動
だ
。

何
度
も
会
合
を
開
き
、
そ
の
後
は
飲

み
に
行
く
も
の
だ
か
ら
午
前
様
。
そ

れ
が
月
に
何
度
も
行
わ
れ
る
。
は
っ

き
り
言
っ
て
、
こ
の
行
動
を
家
族

（
と
い
う
よ
り
嫁
）が
理
解
で
き
る
は

ず
が
な
い
。

　
総
明
会
と
い
う
女
は
い
な
い

の
は
今
の
う
ち
？

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
で
は
、
同
窓

　

か
つ
て
文
化
祭
や
ク
ラ
ブ
活
動

に
熱
心
に
な
り
す
ぎ
て
、
成
績
急
降

下
・
落
第
と
い
う
人
も
い
た
。
こ
れ

は
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
行
動
だ
が
、
ア

ホ
そ
の
も
の
だ
。
く
れ
ぐ
れ
も
、
こ

の
総
明
会
＆
幹
事
学
年
活
動
で
家

庭
崩
壊
＆
離
婚
と
い
う
末
路
は
た

ど
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
尊

敬
も
さ
れ
な
い
う
え
に
、
ア
ホ
そ
の

も
の
で
す
。

夫の行動がまったく理解できません
～T氏の奥さんの場合～

　主人の友人といえば高校時代の同級生ばか
りで、繋がりが深いことは独身時代から知って
いましたが、まさかここまでとは思いませんで
した。
　今年に入って同窓会の幹事になったと聞い
てから、もう夫婦の会話は、高校時代の思い出
と友人の話と今の高校の話ばかりです。
　しかも毎週のように「会合だ、OB会だ、学
校訪問だ」と出かけていき、帰りは午前様。男
ばかりの集まり、30年以上前からいつも集ま
る人は一緒というのに、よく飽きないなと思い
ます。
　最近、小学生の息子を「明治に入れたい」と
言い始めています。これは危険な兆候です。家
族の会話がますます学校の話題ばかりとなり、
疎外されそうなので反対です。
　それに、私の友人では女子校出身者は変わっ
た人が多いです。だから男子校に入れるのは、
息子の人生を狂わせてしまいそうです。
　そういえば、主人の友人も変わり者ばかりで
す。男子校出身者と結婚したのは、つくづく失
敗だと（笑）。
　え、今は共学なんですか？　でも、やっぱり
拒否反応ばかりです。

77



78



What is総明会？
嗚呼45歳、

なぜ今、幹事学年特集2

総
明
会
の
顔
は
会
長

ど
う
や
っ
た
ら
な
れ
る
？

　

総
明
会
は
1
万
人
を
優
に
超
え

る
会
員
を
有
す
る
、
巨
大
な
組
織

だ
。
会
員
数
、組
織
力
、資
金
力
、ど

の
点
に
お
い
て
も
日
本
で
も
随
一

の
同
窓
会
組
織
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

そ
の
組
織
を
ま
と
め
る
た
め
に
、

本
部
、理
事
、委
員
、評
議
員
な
ど
が

組
織
さ
れ
活
動
。
そ
の
頂
点
に
立
つ

の
が
会
長
で
あ
る
。

　

こ
の
大
組
織
の
リ
ー
ダ
で
あ
る
会

長
に
な
る
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か
？　

ど
の
よ
う
に
選
出

さ
れ
て
い
る
の
か
？ 

　

詳
細
は
会
則
を
見
て
ほ
し
い
が

（
コ
ラ
ム
も
参
照
）、
も
の
す
ご
く
簡

潔
に
言
え
ば
「
候
補
者
か
ら
任
命
」

と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

「
民
主
的
に
選
挙
」

で
は
な
い
深
～
い
理
由

　

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
取
っ

る
と
―
―
、

　
「
同
窓
会
は
仲
良
し
団
体
で
あ

り
、
政
治
団
体
で
は
な
い
。
派
閥
を

作
っ
た
り
喧
嘩
を
し
た
り
す
る
場
所

で
は
な
い
。
選
挙
と
い
う
発
想
も
あ

る
だ
ろ
う
が
、選
挙
を
す
れ
ば“
し
こ

り
”
が
残
る
。
そ
れ
は
同
窓
会
に
は

な
じ
ま
な
い
と
思
う
。
こ
こ
は
仲
良

し
ク
ラ
ブ
で
い
い
。
な
ぁ
な
ぁ
は
い

て
い
る
か
。
ま
た
、
い
つ
こ
の
方
法

に
な
っ
た
の
か
？

　

50
周
年
記
念
誌
を
開
い
て
み
る

と
、「
2
0
0
6
年
に
会
長
及
び
副

会
長
の
選
出
方
法
を
規
定
」と
明
記

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
時
代
に
会
長
で
あ
り
、
会
長

選
出
方
法
の
透
明
化
に
尽
力
さ
れ

た
佐
久
間
洋
一
氏
は
、当
時
を
こ
う

振
り
返
る
。

　
「
そ
れ
ま
で
会
長
の
選
出
は
、
そ

れ
こ
そ
ク
ラ
ブ
の
部
長
を
選
ぶ
と
き

の
よ
う
に
、
先
輩
か
ら
の
指
名
で
、

制
度
自
体
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
不

満
を
持
っ
て
い
る
人
は
多
か
っ
た
。

そ
れ
で
私
が
会
長
を
引
き
受
け
る

際
の
公
約
に
、『
会
長
選
出
の
透
明

化
』を
掲
げ
た
」

　

当
時
、会
長
選
出
方
法
な
ど
で
総

明
会
は
内
紛
の
危
機
も
あ
っ
た
と

い
う
。
そ
の
解
消
の
た
め
に
、
現
在

の
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。

　

ち
な
み
に
、
会
長
を
選
挙
で
選
ば

な
い
の
は
何
故
な
の
か
？ 

こ
れ
に

は
実
に
深
い
理
由
が
存
在
す
る
。
佐

久
間
氏
の
言
葉
を
簡
潔
に
ま
と
め

け
な
い
と
言
う
人
も
い
る
が
、
総
明

会
は
、そ
れ
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。

対
立
す
る
と
い
う
発
想
は
違
う
と

思
う
」
と
い
う
実
に
深
い
言
葉
を
い

た
だ
い
た
。

　

民
主
的
で
あ
る
こ
と
が
正
し
い
と

は
限
ら
な
い
。
そ
れ
は
馴
染
ま
な
い

場
所
が
あ
る
と
い
う
知
恵
と
発
想

に
は
、目
か
ら
ウ
ロ
コ
だ
っ
た
。

会長選について知っておこう！

　詳しくは会則の末尾にある「総明会会長及び副会

長選出規定」に目を通して欲しいが、以下の流れで行

われる。

①選出委員会を設置。委員会の構成は7人で、3人が

評議員会から、3人が理事会から任命。もう1人は

会長が指名する。

②委員会は立候補および推薦を受け付ける。

③委員会では候補者を原則全会一致、一致しない場

合は複数候補のまま理事会へ。

④理事会では1人の場合は過半数の信任で承認、複数

の場合は投票で1名の会長候補を承認する。

⑤評議員会で過半数の信任をもって承認とする。

⑥総会の決議をもって選任となる。
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What is総明会？
嗚呼45歳、

なぜ今、幹事学年特集2

母
校
の
た
め
な
ら
命
ま
で

高
校
明
治
の
名
は
残
る

　

校
歌
を
1
番
し
か
歌
え
な
い
明

大
生
が
許
せ
な
い
、
そ
も
そ
も
キ
チ

ン
と
歌
え
て
い
な
い（
と
く
に
2
回

目
の
「
そ
の
名
ぞ
我
ら
が
母
校
の
部

分
」）の
が
も
っ
と
許
せ
な
い
。

　

第
一
応
援
歌
・
紫
紺
の
歌
を
キ

チ
ン
と
覚
え
て
い
な
い（「
神
技
の

精
華
」あ
た
り
が
怪
し
い
）う
え
に
、

学
生
歌
「
都
に
匂
ふ
花
の
雲
」
の
存

在
を
知
ら
な
い
の
が
腹
立
た
し
い
。

　

明
大
卒
の
後
輩
に
会
っ
て
も
ピ

ン
と
来
な
い
が
、明
大
明
治
出
身
と

聞
く
と
、
何
故
だ
か
親
近
感
が
わ
い

て
可
愛
が
っ
て
し
ま
う
―
。

　

も
し
、
そ
ん
な
経
験
を
持
っ
て
い

る
人
が
い
た
ら
、
母
校
愛
が
、
か
な

り
強
い
人
に
間
違
い
な
い
。

　

し
か
し
、こ
の
程
度
で「
愛
校
心
」

を
語
る
の
は
、
少
な
く
て
も
総
明
会

の
会
合
で
は
や
め
て
お
い
た
ほ
う
が

い
い
。こ
こ
で
会
う
方
々
の
そ
れ
は
、

半
端
な
も
の
で
は
な
い
。「
我
々
に

は
紫
紺
の
血
が
流
れ
て
い
る
」
と
公

　

今
で
は
娘（
女
子
）
で
も
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、門
戸
は
広
が
っ
た
も
の
の
、昨
今

の
明
大
明
治
の
受
験
の
難
易
度
は
、

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
中
学
か

ら
入
れ
る
と
な
る
と
、
通
常
は
小
学

4
年
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
経
済
的
負
担
も
大
き
い

う
え
に
、
受
験
の
意
味
を
子
供
に
伝

え
る
だ
け
で
も
至
難
の

業
だ
。

　

ち
な
み
に
現
幹
事
学

年
で
は
、
筆
者
を
は
じ

め
、
委
員
長
の
村
嶋
健

児
、
副
委
員
長
の
瀧
慎

一
郎
の
父
親
な
ど
が
、

愛
校
心
に
溢
れ
た
行
動

に
成
功
し
て
い
る
が
、

我
々
は
代
を
次
ぐ
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

　

安
藏
校
長
の
お
話

で
は
、「
も
し
子
ど
も

を
明
大
明
治
に
入
れ

た
ら
、
も
れ
な
く
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
に
な
っ
て
も

ら
い
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
。

言
し
、
そ
の
心
意
気
は
、
な
か
な
か

太
刀
打
ち
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

明
大
節
の
一
節
に
あ
る
「
母
校
の
た

め
な
ら
命
ま
で
」
を
地
で
行
く
人
ば

か
り
の
集
ま
り
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
関
係
O
B
会
に
参
加

す
る
人
、
何
十
年
も
所
属
ク
ラ
ブ
の

面
倒
を
見
て
い
る
人
、
欠
か
さ
ず
野

球
応
援
に
掛
け
つ
け
る
人
、
息
子
や

娘
に
「
明
治
」
や
「
紫
紺
」
の
文
字

を
入
れ
る
人
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

m
e
i
j
i
を
入
れ
る
人
な
ど
、母

校
へ
の
献
身
的
か
つ
無
償
の
愛
が

あ
ふ
れ
て
い
る
人
の
集
ま
り
が
、
総

明
会
な
の
で
あ
る
。

息
子
・
娘
を
母
校
へ
―

こ
れ
が
愛
校
心
の
頂
点
!?

　

愛
校
心
を
口
で
語
る
は
易
し
い

が
、
行
動
で
示
す
の
は
か
な
り
難
し

い
。
そ
ん
な
中
で
、「
自
分
の
子
供

を
母
校
に
入
れ
る
」
こ
と
は
、
か
な

り
計
画
的
・
献
身
的
な
母
校
愛
が

必
要
で
、
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。

ち
な
み
に
昭
和
58
年
卒
の
遠
藤
憲

治
氏
は
、
こ
の
偉
業
を
実
現
。
娘
さ

ん
を
入
学
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

（
2
0
1
0
年
の
会
報
誌
参
照
）、

2
0
1
5
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を

務
め
て
い
る
。

　

ま
だ
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る
人
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
の
座
を
目
指
し
て
頑
張
ろ

う
ぜ
！

2016年度の入試倍率。倍率だけでは見えない難易度だ（PTA
会報より）

第1回 第2回
男子 女子 計 男子 女子 計

志願者数 356（0） 294（3） 650（3） 324（0） 294（3） 618（3）
受験者数 325（0） 269（3） 594（3） 176（0） 181（1） 357（1）
合格者数 139（0） 66（2） 205（2） 44（0） 40（1） 84（1）
実質倍率 2.3 4.1 2.9 4.0 4.5 4.3

中学

第1回 第2回
男子 女子 計 男子 女子 計

志願者数 275 300 575 41 64 105
受験者数 250 284 534 41 64 105
合格者数 121 91 212 18 17 35
実質倍率 2.1 3.1 2.5 2.3 3.8 3.0

高校

（　）…帰国出生願者（内数）
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何
も
か
も
が
わ
か
ら
な
い

そ
の
疑
問
が
企
画
に
！

　

実
家
に
送
ら
れ
て
く
る
総
明
会

の
会
報
誌
、
こ
れ
が
一
体
何
な
の

か
、
実
は
昨
年
ま
で
ま
っ
た
く
知
ら

な
か
っ
た
。

　

誰
が
何
の
目
的
で
作
っ
て
い
る

の
か
、
そ
も
そ
も
明
治
大
学
の
も
の

な
の
か
、
明
治
高
校
の
も
の
な
の
か

も
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
開
け
て

読
ん
だ
記
憶
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。

実
家
を
離
れ
て
か
ら
は
、
手
に
す
る

機
会
も
失
わ
れ
て
い
た
。
大
半
の
同

期
が
同
じ
状
態
に
あ
っ
た
。

　

総
明
会
の
存
在
を
、
は
じ
め
て
知

る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
昨
年
。
そ
し

て
「
幹
事
学
年
」と
言
わ
れ
て
、
何

も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
活
動
を
始
め
て
驚

10
年
後
の
こ
と
は

10
年
後
の
幹
事
学
年
で
！

　

幹
事
学
年
制
度
と
い
う
の
は
、実

に
ユ
ニ
ー
ク
で
建
設
的
な
ア
イ
デ

ア
だ
と
思
う
。
こ
う
し
た
キ
ッ
カ

ケ
が
な
け
れ
ば
、
永
久
に
再
会
す

る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
同
期

が
た
く
さ
ん
い
る
。
ま
た
、
親
子

ほ
ど
離
れ
た
先
輩
や
後
輩
に
会

う
機
会
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
機
会
に
巡
り
合
え
た
こ

と
は
、素
直
に
感
謝
し
た
い
。

　

我
々
の
同
期
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、

何
と
か
ゴ
ー
ル
が
見
え
て
き
た
。
た

く
さ
ん
の
無
理
を
重
ね
た
が
、

こ
れ
ま
で
順
調
に
準
備
は
進

ん
で
い
る
。

　

そ
ん
な
日
々
を
送
り
な
が

ら
、
少
し
だ
け
来
年
以
降
の

こ
と
を
考
え
る
余
裕
が
で
き

て
い
る
。
そ
し
て
胸
に
去

来
す
る
思
い
は
、「
こ
の

制
度
は
未
来
永
劫
、
続
け

ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

き
の
連
続
。

さ
ま
ざ
ま
な

謎
に
も
ぶ
つ

か
っ
た
。
資

金
源
、
活
動
内

容
、人
間
関
係
、

各
種
制
度
な

ど
、疑
問
点
は
多

岐
に
わ
た
っ
た
。

　

そ
ん
な
疑
問
に
つ
い
て
、
簡
潔
に

触
れ
て
み
た
の
が
今
回
の
企
画
だ
。

す
で
に
幹
事
学
年
を
経
験
さ
れ
た

方
々
は
、
懐
か
し
く
思
う
こ
と
だ
ろ

う
。
こ
れ
か
ら
の
後
輩
た
ち
は
、
何

の
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
点
も
多
い
だ

ろ
う
が
、
き
っ
と
理
解
す
る
日
が
来

る
は
ず
だ
。

と
い
う
こ
と
だ
。
10
年
後
、
20
年
後

に
、
こ
れ
だ
け
の
人
と
金
と
労
力
を

結
集
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

当
初
は
「
今
年
を
ど
う
す
る
」
こ

と
だ
け
が
話
題
だ
っ
た
が
、
気
が
付

け
ば
、総
明
会
の
存
続
や
あ
り
方
に

つ
い
て
語
る
こ
と
も
増
え
て
き
た
。

こ
れ
が「
紫
紺
の
血
が
流
れ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？

　

だ
が
、
先
の
こ
と
を
心
配
す
る
の

は
お
節
介
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
10

年
後
の
こ
と
は
10
年
後
の
幹
事
学

年
が
決
め
れ
ば
い
い
。
そ
の
と
き
ど

ん
な
決
断
が
あ
る
の
か
、
そ
の
と
き

我
々
は
何
が
で
き
る
の
か
を
楽
し
み

に
待
ち
た
い
。

　

ひ
と
つ
言
え

る
こ
と
は
、
こ

ん
な
経
験
は
一

度
き
り
で
い
い
、

と
い
う
こ
と
だ
。

や
り
切
れ
な
か
っ

た
こ
と
も
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
、一

度
き
り
だ
か
ら
燃

え
る
の
だ
！

嗚
呼
、人
生
一
度
き
り
の

幹
事
学
年

Editor's Sum
m

ary
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私達は明治高校を応援しています！
明治高校卒明治大学職員有志一同

玉田　英明 昭和53年卒
石川　恵資 昭和58年卒
髙橋　　浩 昭和58年卒
服部　裕之 昭和59年卒
廣田　晃一 昭和59年卒
増岡　　寿 昭和60年卒
松尾　智己 昭和60年卒
松嶋　俊行 昭和61年卒
菅　　和禎 昭和63年卒
山本　幸一 平成 2 年卒
滝　　晋敏 平成 4 年卒
寺土　博昭 平成 4 年卒
阿部康一郎 平成 5 年卒
高橋　建太 平成 5 年卒
木村　　允 平成 8 年卒
佐藤　　潤 平成 9 年卒

玉田　英明 昭和53年卒
石川　恵資 昭和58年卒
髙橋　　浩 昭和58年卒
服部　裕之 昭和59年卒
廣田　晃一 昭和59年卒
増岡　　寿 昭和60年卒
松尾　智己 昭和60年卒
松嶋　俊行 昭和61年卒
菅　　和禎 昭和63年卒
山本　幸一 平成 2 年卒
滝　　晋敏 平成 4 年卒
寺土　博昭 平成 4 年卒
阿部康一郎 平成 5 年卒
高橋　建太 平成 5 年卒
木村　　允 平成 8 年卒
佐藤　　潤 平成 9 年卒

林　　泰三 平成12年卒
角　祐二郎 平成13年卒
鈴木　亮輔 平成13年卒
寺田　雄太 平成13年卒
瓜生　泰三 平成14年卒
土方　博史 平成14年卒
高井　　洋 平成15年卒
川原　　健 平成17年卒
小堀　良樹 平成17年卒
山本　康太 平成19年卒
櫻井　　亮 平成20年卒
平野　　慎 平成21年卒
田中　拓樹 平成23年卒

林　　泰三 平成12年卒
角　祐二郎 平成13年卒
鈴木　亮輔 平成13年卒
寺田　雄太 平成13年卒
瓜生　泰三 平成14年卒
土方　博史 平成14年卒
高井　　洋 平成15年卒
川原　　健 平成17年卒
小堀　良樹 平成17年卒
山本　康太 平成19年卒
櫻井　　亮 平成20年卒
平野　　慎 平成21年卒
田中　拓樹 平成23年卒

首都圏第一支社 支社長 深谷　　剣 （S62年卒）
横浜西支社 ライフプランナー 光岡　孝之 （S63年卒）
首都圏第一支社 ライフプランナー 川口　貴之 （H元年卒）
銀座支社 ライフプランナー 髙山　　剛 （H2年卒）
銀座支社 営業所長 冨樫　展広 （H4年卒）
本　　社 営業教育開発チーム 八巻　隆洋 （H10年卒）
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静
か
な
秋
の
調
布
。週
末
の
昼
下
が
り
に
、

校
門
を
く
ぐ
る
と
、
す
で
に
体
育
館
の
前
に

は
生
徒
と
保
護
者
が
作
る
長
蛇
の
列
が
あ
っ

た
。

　

応
援
指
導
班
に
よ
る
エ
ー
ル
の
披
露
を
待

つ
人
で
賑
わ
う
。
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
華

や
か
な
舞
台
。
紫
紺
祭
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

と
も
言
え
、
並
ぶ
人
み
な
、
相
当
な
時
間
を

待
た
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、た
か
ぶ

る
気
持
ち
で
全
く
苦
を
感
じ
て
い
な
い
様
子
。

よ
く
見
れ
ば
、
そ
の
列
に
は
先
生
方
も
…
師

弟
が
と
も
に
そ
の
時
を
待
っ
て
い
る
。

　

会
場
が
開
く
と
、
少
し
で
も
良
い
席
を
確

保
し
よ
う
と
、
み
な
足
早
に
急
ぐ
。
演
目
開

始
ま
で
は
や
や
時
間
が
あ
る
が
、
こ
の
期
待

感
が
高
ま
る
時
間
も
楽
し
い
。
し
ば
ら
く
す

る
と
司
会
を
務
め
る
団
員
が
緊
張
し
た
面
持

ち
で
登
場
し
て
挨
拶
。
そ
し
て
い
つ
も
の
通

り
の
演
目
が
始
ま
っ
て
い
く
。

　

紙
テ
ー
プ
が
飛
び
交
う
応
援
歌
、
チ
ア
た

ち
の
数
に
圧
倒
さ
れ
る
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ー

チ
、
明
治
の
祭
り
に
は
欠
か
せ
な
い
勝
利
の

拍
手
、最
後
の
締
め
く
く
り
は
校
歌
。

　

女
子
の
団
長
が
男
子
の
団
員
を
従
え
て

堂
々
と
エ
ー
ル
を
切
る
姿
は
圧
巻
で
、
惚
れ

惚
れ
す
る
ば
か
り
。
そ
の
爽
や
か
さ
は
、明
治

の
新
た
な
形
を
印
象
付
け
る
も
の
だ
っ
た
。

　

紫
紺
祭
は
、
部
活
動
な
ど
を
中
心
に
生
徒

た
ち
が
日
頃
の
活
動
を
披
露
す
る
場
だ
。
校

舎
を
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
み
る
と
、
応
援
指
導

班
の
み
な
ら
ず
、
生
徒
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の

場
で
、明
る
く
、ひ
た
む
き
に
振
舞
い
、青
春

を
謳
歌
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
た
。
校
舎
の

廊
下
に
は
、
数
々
の
表
彰
の
垂
れ
幕
が
掲
げ

ら
れ
、
沢
山
の
人
が
笑
顔
で
行
き
交
う
。
広

い
廊
下
が
心
な
し
か
狭
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

久
々
に
明
治
の
躍
動
感
を
感
じ
、
Ｏ
Ｂ
と

し
て
誇
ら
し
げ
な
気
持
ち
で
、
校
舎
を
後
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
（
平
成
元
年
卒
）

文	

瀧  

慎
一
郎

紫紺祭
平成27年9月26～27日
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第
57
回
定
期
演
奏
会
の
会
場
は
、
調
布
駅

か
ら
徒
歩
5
分
の
調
布
市
文
化
会
館
た
づ

く
り
・
く
す
の
き
ホ
ー
ル
。
以
前
と
異
な
り
、

学
生
服
の
男
子
部
員
の
み
の
黒
づ
く
め
の
ス

テ
ー
ジ
で
は
な
く
女
子
部
員
が
多
い
と
い
う

こ
と
で
、ど
の
よ
う
な
演
奏
が
聴
け
る
の
か
期

待
と
不
安
を
感
じ
つ
つ
会
場
に
向
か
い
ま
し

た
。

  

第
1
部
は
学
生
指
揮
者
に
よ
る
演
奏
で
、

マ
ン
ド
リ
ン
で
は
定
番
曲
と
言
え
る「
メ
リ
ア

の
平
原
に
て
」で
ス
タ
ー
ト
。
全
国
高
等
学
校

ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
振

興
会
特
別
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
何
度
も
聴

い
た
曲
で
す
が
非
常
に
完
成
度
の
高
い
演
奏

で
し
た
。

  

第
2
部
の
1
曲
目
は
高
校
3
年
生
に
よ
る

卒
業
演
奏
で
、
長
年
一
緒
に
弾
い
て
き
た
仲

間
に
よ
る
抜
群
の
安
定
感
の
演
奏
で
楽
し
め

ま
し
た
。
2
曲
目
は
協
奏
曲
で
、
か
な
り
練

習
を
積
ん
だ
と
思
い
ま
す
が
、ソ
リ
ス
ト
が
難

し
い
フ
レ
ー
ズ
も
さ
ら
り
と
弾
き
こ
な
す
姿

に
感
動
し
ま
し
た
。

  

第
3
部
は
音
楽
監
督
の
久
保
田
孝
先
生

（
昭
和
36
年
卒
）の
指
揮
で
、
学
生
達
の
演
奏

も
気
合
が
入
り
さ
ら
に
迫
力
を
増
し
て
い
ま

し
た
。
タ
イ
プ
の
異
な
る
3
曲
で
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
魅
力
が
十
分
に
表
現
さ
れ
て
い
て
、

大
き
な
拍
手
の
中
、
演
奏
会
は
終
演
と
な
り

ま
し
た
。

  

女
子
部
員
が
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め

て
い
ま
す
が
、
マ
ン
ド
リ
ン
部
ら
し
い
音
は
引

き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
。
次
の
定
期

演
奏
会
は
、
平
成
29
年
2
月
5
日
に
練
馬
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、是
非
沢
山

の
方
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
マ
ン
ド
リ
ン
部
の
演

奏
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
（
平
成
元
年
卒
）

文	

横
島 

高
之

マンドリンクラブ
第57回

定期演奏会
平成28年2月7日
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ま
ま
で
自
分
た

ち
が
た
く
さ
ん

の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
き
た
分
、

後
輩
を
し
っ
か

り
と
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

結
び
と
な
り

ま
す
が
、
吹
奏

楽
班
の
活
動

を
支
え
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
保

護
者
の
皆
様
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

先
輩
方
、
関
係

者
の
皆
様
、そ
し

て
吹
奏
楽
班
に

関
わ
る
す
べ
て
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
明
治

中
学
・
高
校
吹
奏
楽
班
を
温
か
く
見
守
っ
て

い
た
だ
け
る
と
、
吹
奏
楽
班
の
卒
業
生
と
し
て

こ
れ
ほ
ど
光
栄
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

先
日
、私
は
Ｏ
Ｇ
と
し
て
吹
奏
楽
班
の
夏
合

宿
に
顔
を
出
し
ま
し
た
。つ
い
一
年
前
に
は
自

分
も
班
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
合
宿
に
、
Ｏ

Ｇ
と
し
て
参
加
す
る
の
は
と
て
も
不
思
議
な
感

覚
で
し
た
。

　

ご
報
告
が
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、吹
奏
楽
班

は
去
る
２
０
１
６
年
1
月
24
日
、
昭
和
女
子

大
学
人
見
記
念
講
堂
に
て
第
57
回
定
期
演
奏

会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。お
忙
し
い
中
、
た
く

さ
ん
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
私
た
ち
高

校
３
年
生
は
最
高
の
舞
台
で
引
退
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
先
輩
方
に
は
た
く
さ
ん
の
ご
尽
力
を
賜
り
、

卒
業
生
を
代
表
し
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

引
退
か
ら
約
半
年
が
経
っ
た
今
で
は
、何
年

間
も
毎
日
同
じ
時
間
を
共
に
過
ご
し
て
き
た

吹
奏
楽
班
の
同
輩
も
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
み
、

半
年
前
ま
で
同
じ
部
活
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
、少
し
寂

し
さ
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

大
学
生
に
な
っ
て
、
高
校
生
の
頃
ま
で
は

「
吹
奏
楽
班
」
と
し
て
当
た
り
前
に
過
ご
し
て

い
た
こ
と
が
当
た
り
前
で
は
な
く
な
り
、
中
学

高
校
時
代
の
自
分
が
ど
れ
だ
け
恵
ま
れ
て
い
た

か
、身
に
染
み
て
感
じ
ま
す
。

　

合
宿
で
朝
か
ら
晩
ま
で
ひ
た
む
き
に
練
習

す
る
後
輩
の
姿
を
見
て
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
純

粋
に
ひ
と
つ
の
こ
と
だ
け
に
専
念
で
き
る
幸
せ

を
知
り
、
そ
ん
な
後
輩
た
ち
が
本
当
に
う
ら
や

ま
し
く
思
え
ま
し
た
。
そ
し
て
Ｏ
Ｇ
の
立
場

に
な
っ
た
こ
と
で
、
現
役
が
ど
れ
だ
け
多
く
の

方
々
、保
護
者
の
方
で
あ
っ
た
り
、Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
先
輩
方
で
あ
っ
た
り
、吹
奏
楽
班
の
活
動
に

携
わ
っ
て
く
だ
さ
る
関
係
者
の
方
と
い
っ
た
、

本
当
に
多
く
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、い

　
（
平
成
28
年
卒
）

文	

太
田 

千
裕

吹奏楽班
第57回

定期演奏会
平成28年1月24日
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卒
業
し
て
か
ら
母
校
を
訪
ね
た
こ
と
は
何
度

か
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
20
年
以
上
も
前
。
少
な

く
て
も
調
布
に
移
転
し
て
か
ら
は
、
一
度
も
訪

れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
。そ
し
て
、
こ
の「
紫
紺

の
下
に
」が
、
自
分
に
と
っ
て
初
め
て
の
調
布
・

明
大
明
治
の
体
験
と
な
っ
た
。

　

訪
れ
た
我
が
母
校
は
、
ま
る
で
ア
メ
リ
カ
の

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
、
猿

楽
町
校
舎
と
の
違
い
に
、た
だ
驚
く
ば
か
り
。

　

開
演
前
、
ホ
ー
ル
の
入
口
で
生
徒
た
ち
の
様

子
を
伺
っ
て
い
る
と
、よ
う
や
く
か
つ
て
の
明
大

明
治
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
。
明

る
く
礼
儀
正
し
い
生
徒
た
ち
を
見
て
い
る
と
、

「
こ
の
伝
統
は
ず
っ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
ん
だ

な
ぁ
」と
、懐
か
し
さ
が
蘇
っ
て
き
た
。

　

第
1
部
は
吹
奏
楽
班
ス
テ
ー
ジ
。
3
週
前

に
行
わ
れ
て
い
た
定
期
演
奏
会
に
お
邪
魔
し
た

際
に
も
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
堪
能
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
た
が
、こ
こ
で
も
力
の
入
っ
た
演
奏

に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

続
く
第
2
部
は
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
。
男
子
校

だ
っ
た
我
々
に
と
っ
て
は
、ま
っ

た
く
未
知
の
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た

が
、い
ざ
始
ま
る
と
、た
だ
た
だ

驚
き
の
連
続
。ま
っ
た
く
新
し

い
明
大
明
治
を
見
せ
つ
け
ら

れ
る
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
。

　

そ
し
て
第
3
部
は
応
援
団

の
登
場
。こ
と
あ
る
ご
と
に
何

度
も
歌
っ
た
応
援
歌
を
、久
し

ぶ
り
に
堪
能
で
き
て
自
然
と

気
持
ち
が
高
ぶ
る
。
そ
し
て
、

待
ち
に
待
っ
た
「
明
高
節
」の

登
場
だ
。

　

安
藏
校
長
か
ら
は
、「
今

年
は
女
子
初
の
明
高
節
が
見
ら
れ
る
」と
事
前

に
聞
い
て
い
た
。
女
子
が
団
長
に
な
る
時
代
と

な
っ
た
の
は
、
数
年
前
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番

組
で
知
っ
て
い
た
が
、
つ
い
に
明
高
節
も
女
子

が
行
う
時
代
な
の
か
と
―
。
最
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た
。

　

大
学
時
代
の
明
大
節
を
含
め
て
、久
し
ぶ
り

に
見
た
明
高
節
。
そ
の
感
想
は
、

た
だ「
グ
レ
ー
ト
」の
一
言
。瞬
き

す
る
の
が
も
っ
た
い
な
い
ほ
ど
、素

晴
ら
し
い
舞
に
は
、
熱
い
も
の
が

込
み
上
げ
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
終
了
後
、団
長
の
音

頭
で
、観
客
席
の
み
ん
な
で
応
援

歌
「
紫
紺
の
歌
」と
校
歌
を
合
唱

し
た
。見
ず
知
ら
ず
の
人
と
肩
を

組
み
、
声
を
張
り
上
げ
る
。こ
ん

な
経
験
、
い
っ
た
い
何
年
ぶ
り
だ

ろ
う
。

　

明
大
明
治
に
行
っ
て
本
当
に

良
か
っ
た
、ま
た
来
年
も
来
よ
う
。

そ
ん
な
思
い
が
湧
き
上
が
る
、
感

慨
深
い
も
の
だ
っ
た

　
（
平
成
元
年
卒
）

文	

田
中 

潤
二

応援団
第6回

紫紺の下に
平成28年2月14日（日）
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1
月
26
日（
火
）に
中
学

３
年
生
と
高
校
１
年
生
に

よ
る
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
が
開
催
さ
れ
た
。
本
コ

ン
テ
ス
ト
は
、
２
０
１
２

年
３
月
に
１
０
０
周
年
を

迎
え
た
我
ら
が
母
校
が
、

「
世
界
へ
―
世
界
に
飛
び

出
し
『
己
』
を
知
ろ
う
―
」

を
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
に「
鵜

澤
総
明
教
育
振
興
・
奨
学

金
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
創
設
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
も
の
だ
。
今
回
で
5
回
目
の
開

催
と
な
る
。

　

審
査
員
と
し
て
明
治
大
学
よ
り
3
名
の

先
生
方
が
来
場
。コ
ン
テ
ス
ト
で
は
２
学
年
・

合
計
４
５
１
名
よ
り
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き

た
10
名
が
、
各
自
で
考
え
た
テ
ー
マ
で
3
分

～
5
分
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。

　

見
事
1
位
と
な
っ
た
の
は
、
中
学
3
年
生

のR.O
.

さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
「H

ow
 to m

ake 
our school sm

arter

」だ
。

　

そ
の
内
容
に
少
し
だ
け
触
れ
る
と
―
―
、

R.O
.

さ
ん
は
勉
強
を
し
て
い
る
と
き
に
集
中

力
が
切
れ
て
眠
く
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

そ
ん
な
と
き
に
、
家
で
は
ち
ょ
っ
と
昼
寝
を

し
た
り
、
体
を
動
か
し
た
り
す
る
こ
と
で
集

中
力
を
回
復
さ
せ
て
い
る
と
い
う
。
そ
ん
な

経
験
か
らR.O

.
さ
ん
が
、
集
中
力
に
つ
い
て

調
査
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
学
校
に

提
案
し
た
こ
と
は
？ 

　

左
ペ
ー
ジ
の
英
文
を
、
ぜ
ひ
じ
っ
く
り
と

読
ん
で
ほ
し
い
。
中
学
生
の
英
語
な
の
で
、

も
ち
ろ
ん
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
で
あ
る
読
者
の
み
な

さ
ん
は
、簡
単
に
読
め
る
よ
ね
？　

も
し
、途

中
で
眠
く
な
っ
た
場
合
は
、
な
お
さ
ら
熟
読

す
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、そ
れ

を
解
消
す
る
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら

だ
。
そ
し
て
、
直
ち
に
書
か
れ
て
い
る
内
容

を
実
践
す
べ
き
で
あ
る
。

　

R.O
.

さ
ん
の
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
ス
ピ
ー

チ
は
、
ま
さ
に
、「I believe this speech 

w
ill help you in the future!

」
と
な
る

だ
ろ
う
。

　

な
お
、「
鵜
澤
総
明
教
育
振
興
・
奨
学
金

プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
は
、新
た
な
１
０
０
年
を
見

据
え
た
教
育
振
興
・
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

１
０
０
周
年
記
念
事
業
募
金
に
よ
る
寄
付

金（
積
立
金
）
を
原
資
と
す
る
奨
学
金
を
活

用
し
て
い
る
。最
大
の
ね
ら
い
は
海
外
留
学
・

体
験
学
習
・
受
け
入
れ
留
学
生
と
の
交
流
な

ど
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
選
出
場
者
の
10
人
全
員
に
は
、副
賞
と

し
て
英
語
圏
へ
の
海
外
研
修
奨
学
金
が
支

給
さ
れ
る
。

　
（
平
成
元
年
卒
）

文	

田
中 

潤
二

English
スピーチコンテスト

2015

平成28年1月26日
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中
で
眠
く
な
っ
た
場
合
は
、
な
お
さ
ら
熟
読

す
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、そ
れ

を
解
消
す
る
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら

だ
。
そ
し
て
、
直
ち
に
書
か
れ
て
い
る
内
容

を
実
践
す
べ
き
で
あ
る
。

　

R.O
.

さ
ん
の
ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
だ
ス
ピ
ー

チ
は
、
ま
さ
に
、「I believe this speech 

w
ill help you in the future!

」
と
な
る

だ
ろ
う
。

　

な
お
、「
鵜
澤
総
明
教
育
振
興
・
奨
学
金

プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
は
、新
た
な
１
０
０
年
を
見

据
え
た
教
育
振
興
・
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

１
０
０
周
年
記
念
事
業
募
金
に
よ
る
寄
付

金（
積
立
金
）
を
原
資
と
す
る
奨
学
金
を
活

用
し
て
い
る
。最
大
の
ね
ら
い
は
海
外
留
学
・

体
験
学
習
・
受
け
入
れ
留
学
生
と
の
交
流
な

ど
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
選
出
場
者
の
10
人
全
員
に
は
、副
賞
と

し
て
英
語
圏
へ
の
海
外
研
修
奨
学
金
が
支

給
さ
れ
る
。

結果・発表テーマ
第１位　“How to make our school smarter” by R.O （中3）
第２位　“A generation's duty” by T. S （中3）
第３位　“Take a chance to grow up by encounters” by H.F （中3））

How to make our school smarter

Jr3-E(3) R.O.
I'm the last speaker. So, many of you must be tired. A little nap will help you to concentrate, but please listen to me to 
the end. I believe this speech will help you in the future!
I’m a student. I know I have to study, but I always feel sleepy during class, such as math, English, science, and so on! 
It means every class makes me sleepy! When I lose my concentration, I always try to do some relaxation exercise and 
take a short nap. Then, surprisingly my concentration goes up a lot! I wondered, “Why?”  I was interested in that, so I 
researched it. 
First, I will talk about exercise. Based on a research by the University of Illinois it was found that the student’s test scores 
increased a lot after twenty minutes’ exercise. And it was also found that children who exercise very much have good 
memories. Even more, the brain waves of children who joined in sport camps are more active during tests, compared to 
other children. These results prove that exercise increases concentration. 
Second, I will talk about taking a nap. Elementary school in the United States where I lived had a long nap time at noon. 
I think that it made students more concentrated. I also found some junior high schools and high schools in Fukuoka that 
have a nap time to concentrate in the afternoon classes. One student says, “Taking a nap made my motivation up, and 
my grades went up too.” “It’s excellent!”  I thought when I read the article. 
By the way, I belong to the basketball club, so I exercise a lot. But students who don’t belong to sports clubs don’t exercise 
so much. I think the lack of concentration in my class is from lack of exercise. As mentioned above, it’s good for our 
brain to get some exercise for about twenty minutes. So, to active our brain, I think we should do it before homeroom. 
For example, radio gymnastic, jogging, yoga, and so on! Of course I want to take a nap too, but unfortunately I think it’s 
difficult in our school. But don’t you think it’s a good idea, principle Anzo?  I hope that my ideas will come true in the 
future!
If my idea comes true, I believe that we are able to become anyone we want. Keisuke Hada who graduated from this 
school won the Akutagawa Prize. This is a good example for us to follow. We can be an outstanding person like him. 
Maybe we can be more than him. For example, we can be the winner of the Nobel Prize, become an astronaut, a CEO or 
the president of the United States…Oh, that’s impossible sorry. 
  Now, you know what you should do. Yes! Getting exercise and taking a nap! Thank you for listening.
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本
校
は
、創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
ひ

と
つで
あ
る
鵜
澤
総
明
教
育
振
興
・
奨
学
金
プ

ロ
グ
ラ
ムの一環
と
し
て
、
平
成
28
年
1
月
9
日

か
ら
1
月
11
日
の
日
程
で
、東
日
本
大
震
災
の

被
災
地（
宮
城
県
女
川
町
）の
支
援
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
支
援
活
動
は
明
治
大
学
出
身
で
あ
る

須
田
善
明
氏（
女
川
町
長
）の
ご
提
案
よ
り
、

石
巻
日
日
新
聞
が
開
催
し
て
い
る
小
学
6
年

生
の
サッ
カ
ー
大
会
を
本
校
が
5
年
間
を
め
ど

に
共
催
を
す
る
と
い
う
も
の
で
、
今
年
は
4
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

　

1
月
9
日
か
ら
女
川
町
に
行
った
の
は
、
支

援
事
業
参
加
生
徒
の
中
か
ら
17
名
と
サッカ
ー

部
員
、教
員
、サッカ
ー
部
監
督
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

で
す
。
石
巻
市
や
女
川
町
や
大
川
小
学
校
の

被
災
地
を
訪
問
し
、
仮
設
住
宅
の
方
々
や
サッ

カ
ー
大
会
を
通
じ
て
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の

交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
方
か
ら
お
話
を
聞
き
、
一同
そ

れ
ぞ
れ
被
災
地
に
何
か
し
ら
の
思
い
を
い
だ
き

ま
し
た
。
私
は
、テ
レ
ビ
や
新
聞
だ
け
に
頼
る
だ

け
で
は
な
く
、
実
際
に
被
災
地
を
見
に
行
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
支
援
事
業
で
は
被
災
地
に
出
発
す

る
前
に
も
様
々
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
募
金

活
動
で
は
多
く
の
総
明
会
会
員
の
方
々
、本
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
や
多
く
の
生
徒
、
先
生
方
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
浄
財
が
集
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
募
金
は
、
支
援
事
業
の
お
金

と
し
て
使
う
だ
け
で
な
く
、一部
を
被
災
地
で
お

世
話
に
なった
方
々
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
、
被
災
地
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
私
に
とって
と
て
も

価
値
あ
る
いい
経
験
に
なった
と
思
い
ま
す
。

　
（
高
Ⅲ
Ｂ
）

文	

岩
浪　

舞

創立100周年記念事業
ＰＴＡ協賛

東日本大震災
被災地支援
平成28年1月9日～11日
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「
法
曹
入
門
講
座
」模
擬
裁
判
を

Ｏ
Ｂ
と
し
て
傍
聴
す
る

　

去
る
８
月
１
日
、
明
治
大
学
法
学
部
主
催

「
法
曹
入
門
講
座
」と
し
て
、
模
擬
裁
判
が
行

わ
れ
ま
し
た（
講
師
：
明
治
大
学
法
学
部
上

野
正
雄
教
授
）。

　

こ
の
講
座
は
、
明
治
大
学
と
明
治
高
等
学

校
連
携
の
「
サマ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」14
講
座
の
う
ち

の
１つで
、
法
学
部
進
学
を
希
望
す
る
明
高
生

を
対
象
に
、法
曹
や
法
律
への
関
心
を
持
って
も

ら
う
た
め
、
毎
年
夏
休
み
中
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
、３
年
生
を
中
心
に
、17
名（
男

子
９
名
、
女
子
８
名
）が
参
加
し
ま
し
た
。
総

明
会
法
曹
部
会
か
ら
は
５
名
が
傍
聴
し
、
模

擬
裁
判
終
了
後
は
、
生
徒
た
ち
と
座
談
会
も

行
い
ま
し
た
。

　

模
擬
裁
判
で
は
、い
わ
ゆ
る
裁
判
員
裁
判
を

体
験
し
ま
す
。
生
徒
が
、
裁
判
官
・
検
察
官
・

弁
護
人
な
ど
に
分
か
れ
、
役
割
を
演
じ
な
が
ら

刑
事
裁
判
の
仕
組
み
を
学
び
ま
す
。

　

明
高
生
た
ち
は
、
法
廷
の
雰
囲
気
に
の
ま
れ

た
の
か
、
最
初
は
声
が
小
さ
かった
も
の
の
、
時

間
が
経
つ
につ
れ
て
落
ち
着
い
て
発
言
し
て
い
ま

し
た
。
証
人
に

鋭
い
質
問
を
発

す
る
生
徒
も
お

り
、
後
で
聞
け

ば
法
曹
志
望
で

あ
る
こ
と
が
分

か
る
な
ど
、
法

曹
部
会
と
し
て

も
収
穫
を
感
じ

る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

想
い
出
の
猿
楽
町
校
舎
で

次
世
代
の
明
高
法
曹
を
育
て
る

　

さ
て
、模
擬
裁
判
は
、明
治
大
学
猿
楽
町
第

二
校
舎
の
法
廷
教
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

校
舎
は
、わ
が
母
校
の
旧
校
舎
を
改
装
し
て
誕

生
し
た
も
の
で
す
。

　

か
つ
て
の
教
員
室
や
事
務
室
の
あ
っ
た
２
号

館
４
階
は
、法
科
大
学
院
の
模
擬
法
廷（
法
廷

教
室
）に
、立
派
に
生
ま
れ
変
わって
い
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
司
法
研
修
所
の
合
議
法
廷
を
モ
デ
ル

に
し
て
お
り
、
模
擬
法
廷（
傍
聴
人
席
約
80
）

に
隣
接
し
た
合
議
室
、
調
停
室
、
証
人
待
合

室
、接
見
室
な
ど
も
付
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
校
舎
に
は
、ほ
か
に
も
司
法
試
験
等
の
指

導
を
す
る
国
家
試
験
指
導
セン
タ
ー
や
、
自
習

室
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
調
布
に
通

う
現
在
の
明
高
生
が
、
猿
楽
町
の
旧
校
舎
で
学

ぶ
姿
を
観
て
、大
変
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
かつて
の
学
び
舎
が
、
次
世
代
の
法
曹
を
育

む
場
所
と
し
て
再
生
し
た
こ
と
に
縁
を
感
じ
る

と
共
に
、明
高
法
曹
と
し
て
、明
高
生
を
支
え
て

い
く
決
意
を
新
た
に
し
た一日
で
し
た
。

　
（
平
成
14
年
卒
）

　
		

総
明
会
法
曹
部
会

文	
服
部
啓
一
郎

法曹部会

模擬裁判
平成28年8月1日
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New Teacher
新任先生紹介

　

2
0
1
6
年
は
3
名
の
先
生
が
着
任
し

た
。
今
年
の
新
任
の
先
生
の
キ
ャ
リ
ア
は
、

な
か
な
か
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
。
他
の
学
校
か

ら
の
転
任
、
博
物
館
か
ら
、
一
般
企
業
か
ら

と
、
ま
さ
に
三
人
三
様
。
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生

の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
抱
負
を
ご
紹
介
す
る
。

津
久
井 

薫 

先
生

学
問
の
力
で
未
来
を
切
り
拓
く

◎
津
久
井
薫（
つ
く
い　

か
お
る
）

◎	

1
9
8
6
年
3
月
7
日

◎	

群
馬
県
出
身

◎	

群
馬
大
学
教
育
学
部
学
校
教
育
教
員
養

成
課
程

　

群
馬
大
学
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程

◎	

群
馬
県
み
ど
り
市
教
育
委
員
会
文
化
財

課
岩
宿
博
物
館

◎	

社
会
科
系
科
目（
特
に
世
界
史
）

◎
陸
上
競
技
部
副
顧
問
、歴
史
研
究
部
顧
問

代
行
、応
援
指
導
班
顧
問
代
行

　

教
員
経
験
は
通
算
5
年
目
、昨
年
度
は
岩

宿
博
物
館
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
岩
宿
博

物
館
と
は
、「
日
本
の
歴
史
に
は
旧
石
器
時

代
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
定
説
を
覆
し
た

岩
宿
遺
跡
に
併
設
さ
れ
た
博
物
館
で
す
。
岩

宿
は
時
代
の
変
化
や
社
会
の
要
請
を
先
取

り
し
、
日
本
の
考
古
学
の
将
来
を
切
り
拓
い

た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

学
問
の
力
で
未
来
を
切
り
拓
く
こ
と
は
、

明
治
大
学
の
建
学
の
使
命
に
あ
る
「
未
来
に

羽
ば
た
く
優
れ
た
人
材
を
育
成
す
る
」
こ
と

に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
博
物
館
で
の
経
験

を
活
か
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
能
力
の
向

上
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
に
は
学
校
生
活
を
通
し
て
、
知

的
水
準
を
向
上
さ
せ
て
欲
し
い
。
目
先
の
利

益
や
自
己
の
欲
求
を
満
た
す
こ
と
だ
け
で
な

く
、
多
角
的
な
思
考
と
俯
瞰
的
な
視
野
を
持

て
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
科
、特
に
世
界
史
の
教
員
と
し
て
は
、

社
会
科
学
的
な
能
力
を
育
成
し
て
い
き
た

い
。
具
体
的
に
は
世
界
を
分
析
す
る
た
め
の

「
も
の
の
見
方
や
考
え
方
」の
育
成
で
す
。
現

代
世
界
を
生
き
抜
く
に
は
、
国
際
体
制
の
形

成
プ
ロ
セ
ス
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
枠

組
み
の
中
で
漠
然
と
生
か
さ
れ
る
人
間
で
は

な
く
、
自
ら
の
将
来
を
切
り
拓
け
る
人
材
の

育
成
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
藤 

亮 

先
生

自
ら
が
よ
い
手
本
と
な
る

◎
後
藤
亮（
ご
と
う　

り
ょ
う
）

◎	

1
9
8
6
年
8
月
20
日

◎	

東
京
都
出
身

◎	

法
政
大
学
文
学
部
英
文
科（
在
学
中
に
イ

ギ
リ
ス
・
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
大
学
に
1
年

※プロフィールは、名前、生年月日、出身地、出身校、
　前職、担当教科、担当クラブの順

左から津久井薫先生、小平朝子先生、後藤亮先生
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間
留
学
）

　

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
研
究
科
英
語
教

育
専
攻
修
士
課
程　

◎	
麗
澤
中
学
・
高
等
学
校

◎	

英
語

◎
ス
キ
ー
部
副
顧
問

　

以
前
は
東
京
・
千
葉
の
中
学
・
高
校
で
英

語
を
教
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
の
学
部
在
籍
中
に
は
イ
ギ
リ
ス

の
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
大
学
に
１
年
間
留
学

し
、
異
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

海
外
の
学
生
た
ち
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
学
習

に
対
す
る
意
欲
の
高
さ
に
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
総
合
力
の
向
上
と
同
時
に
考
え
る
力
、

発
表
す
る
力
を
鍛
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知

り
ま
し
た
。

　

明
治
の
生
徒
は
自
立
の
精
神
が
あ
り
、
自

ら
考
え
て
行
動
し
よ
う
と
す
る
意
思
の
あ
る

生
徒
た
ち
が
多
く
、感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
。
暗
記
や
ド
リ
ル
ワ
ー
ク
な
ど
の
基
礎
学

習
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、そ
れ
ら
は
活
用
・
応

用
さ
れ
て
初
め
て
活
き
ま
す
。
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
て
学
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

英
語
教
員
と
し
て
は
、
総
合
力
の
向
上
と
同

時
に
考
え
る
力
・
発
表
す
る
力
を
鍛
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。「
英
語
を
」教
え
る
だ
け

で
な
く
、「
英
語
で
」何
か
を
教
え
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

小
平 

朝
子 

先
生

進
路
を
考
え
ら
れ
る
教
師
に

◎
小
平
朝
子（
お
だ
い
ら	

あ
さ
こ
）

◎	
1
9
8
5
年
7
月
25
日

◎	
福
島
県
郡
山
市
出
身

◎	

早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部

　

早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
日
本
語
日
本

文
学
コ
ー
ス

◎	

広
告
制
作
会
社（
株
式
会
社
揚
羽
）

◎	

国
語

◎
水
泳
部

　

以
前
は
広
告
制
作
会
社
で
映
像
や

W
E
B
サ
イ
ト
の
制
作
に
従
事
し
て
い
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
の
広
告
を
制
作
す
る

こ
と
で
、
色
々
な
仕
事
の
や
り
が
い
に
触
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
生
か
し
、
生
徒

の
進
路
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
教
員
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

明
治
中
学
・
高
校
は
施
設
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
、
生
徒
た
ち
の
大
半
が
部
活
動
に
所

属
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
放
課
後

の
校
内
は
練
習
の
掛
け
声
や
、
楽
器
の
音
色

が
混
ざ
り
合
っ
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
周
波
数

を
感
じ
る
の
が
好
き
で
す
。

　

生
徒
た
ち
に
は
、た
く
さ
ん
の
本
を
読
み
、

色
々
な
人
の
考
え
方
を
知
る
こ
と
を
通
し
て
、

自
分
の
意
見
を
確
立
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

国
語
の
教
師
と
し
て
は
、
授
業
を
通
し
て

自
分
の
意
見
を
持
ち
、
そ
の
意
見
を
言
語
化

し
て
他
者
と
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
よ
う
に
な
れ
る
よ
う
、ア
シ
ス
ト
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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ご退任

ご
挨
拶

坂
口
泰
通 

先
生

病
気
を
機
に

生
き
る
感
謝
を
心
で
語
っ
た

　

先
日
、
本
校
紫
紺
ホ
ー
ル
に
お
い
て
生
徒

や
先
生
方
の
前
で
、
盛
大
に
退
任
式
を
開
催

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
1
0
0
0
人
を
超

え
る
方
々
の
前
で
お
話
を
す
る
こ
と
は
も
う

私
の
人
生
に
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

退
任
式
で
は
、
私
の
授
業
を
振
り
返
り
お

話
し
い
た
し
ま
し
た
。
話
が
終
わ
っ
た
後
に

は
驚
く
ほ
ど
の
拍
手
が
お
こ
り
ま
し
た
。
実

に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

今
と
な
る
と
37
年
は
本
当
に
短
い
も
の
で

し
た
。
し
か
し
実
は
、
厳
し
い
時
期
も
あ
り

ま
し
た
。

　

も
う
、30
年
も
昔
の
こ
と
で
す
が
、夏
休
み

を
終
わ
り
二
学
期
が
始
ま
っ
た
そ
の
時
、
私

の
身
体
は
突
如
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
何

が
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
起
き
上

が
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
下
半
身
の
感
覚

が
全
く
な
く
な
り
動
か
す
こ
と
も
、
触
れ
て

も
感
触
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
一
年
、
わ
た
し
は
闘
病
生
活
に

入
り
ま
し
た
。
に
わ
か
に
身
障
者
と
な
っ
た

の
で
す
。
病
名
は
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー
症
候
群
で

し
た
。
ウ
ィ
ル
ス
が
脊
髄
に
入
っ
た
ら
し
い

…
…
。
医
者
も
ま
だ
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
よ

う
で
、
回
復
は
不
可
能
な
ど
と
言
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

病
気
は
少
し
ず
つ
薄
皮
を
は
が
す
よ
う
に

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
と
回
復
し
ま
し
た
。
本

当
に
つ
ら
か
っ
た
で
す
。
日
本
は
バ
ブ
ル
全

盛
の
頃
で
人
々
は
浮
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。

お
よ
そ
一
年
が
経
っ
た
こ
ろ
か
ら
再
び
学
校

に
通
い
だ
し
ま
し
た
。

は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
こ
と
は
、
復
帰
初

の
日
、
横
山
先
生
が
御
茶
ノ
水
駅
の
ホ
ー
ム

に
来
ら
れ
て
私
を
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ
て

い
た
こ
と
で
す
。

　

ま
だ
思
っ
た
よ
う
に
立
っ
て
歩
け
ず
に
何

度
も
途
中
の
駅
で
降
り
て
ホ
ー
ム
の
ベ
ン
チ

に
座
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
杖
も
つ

い
て
い
ま
し
た
。
横
山
先
生
に
は
今
で
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
経
験
は
、そ
の
後
、尊
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
恐
ら
く
、あ
の
病
気
以
降
、私
の

授
業
は
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
う

ま
く
説
明
が
で
き
な
い
の
で
す
が
、
自
分
が

生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
そ
の

思
い
を
授
業
に
込
め
て
い
く
よ
う
に
な
り
、

心
で
語
り
始
め
た
よ
う
で
す
。

　

明
治
に
就
職
が
決
ま
っ
た
と
き
、
私
は
一

枚
の
レ
コ
ー
ド
を
購
入
し
ま
し
た
。
明
大
明

治
の
校
歌
の
レ
コ
ー
ド
で
し
た
。
何
度
も
何

度
も
か
け
て
校
歌
を
覚
え
ま
し
た
。
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
今
、
も
う
カ
ラ
オ
ケ
で
し
か
校
歌

を
歌
え
な
い
境
遇
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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総
明
会
で
ご
招
待
を
受
け
た
ら
大
声
で
校
歌

を
歌
い
た
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
島
　
萌 
先
生

挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
か
ら

真
の
愛
し
さ
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

　

退
任
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
欄
を

設
け
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
た

い
こ
と
を
２
つ
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ひ

と
つ
は
、「
真
の
楽
し
さ
は
、楽
を
し
て
味
わ

う
こ
と
は
で
き
な
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。
み

な
さ
ん
が
今
ま
で
を
振
り
返
っ
て
、「
楽
し

か
っ
た
」
と
思
い
起
こ
す
こ
と
は
何
で
し
ょ

う
か
？

　

昨
年
度
担
任
を
持
っ
た
ク
ラ
ス
の
生
徒
達

に
1
年
間
の
感
想
を
聞
く
と
、「
体
育
祭
や

合
唱
祭
が
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
大

多
数
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
、「
そ
の
場
の

楽
し
い
雰
囲
気
を
味
わ
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、

そ
れ
ら
の
行
事
に
向
け
た
準
備
や
練
習
を
す

る
中
で
、
仲
間
達
と
と
も
に
協
力
し
、
切
磋

琢
磨
し
た
、
そ
ん
な
過
程
が
あ
っ
た
か
ら
だ
」

と
彼
ら
は
言
い
ま
す
。

　

自
分
が
真
剣
に
向
き
合
っ
た
も
の
こ
そ
、

た
と
え
そ
の
結
果
が
ど
う
で
あ
れ
、振
り
返
っ

た
時
に
心
の
底
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
」
と
言

え
る
の
だ
、
と
私
は
生
徒
達
に
教
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
真
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
経
験

を
、こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
積
ん
で
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切

さ
」
で
す
。
自
分
の
限
界
を
自
分
で
決
め
て

は
い
け
な
い
し
、人
か
ら
決
め
ら
れ
る
も
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
先
少
し
で
も
や
り
た
い
こ
と
や
、自
分

が
心
動
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
、「
自
分

に
は
無
理
」な
ん
て
思
う
前
に
、
ま
ず
は
や
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
無
理
な
の
か
ど
う
か
も
、

や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
の
だ
か
ら
。

　

自
分
の
一
度
き
り
の
人
生
、
何
事
に
も
本

気
で
取
り
組
ん
で
、真
の
楽
し
さ
を
存
分
に
味

わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
み
な
さ
ん
が
挑
戦

す
る
強
い
気
持
ち
を
も
っ
て
、自
身
の
道
を
切

り
拓
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Pickup CLUB

書道部
　

平
成
27
年
度
書
道
部
部
長
を
務
め
た
松

井
萌
々
子
で
す
。
書
道
部
に
は
中
学
1
年
か

ら
6
年
間
所
属
し
、
そ
の
際
、
顧
問
で
あ
る

鈴
木
康
巳
先
生
と
大
迫
宏
美
先
生
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

書
道
部
の
活
動
は
主
に
3
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
、
文
化
祭
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

と
い
っ
た
行
事
に
向
け
た
準
備
で
す
。
特
に

文
化
祭
準
備
に
は
注
力
し
て
い
ま
す
。
と

い
う
の
も
、
書
道
部
は
学
校
か
ら
許
可
を
頂

い
た
上
で
、
例
年
第
一
体
育
館
で
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
か
ら
で
す
。

　

通
常
の
「
座
っ
て
1
人
で
の
書
道
」
と
は

大
き
く
異
な
り
、
部
員
が
一
丸
と
な
っ
て
特

大
サ
イ
ズ
の
紙
に
堂
々
と
身
体
を
使
っ
て
字

を
書
き
ま
す
。

　

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
1
人

で
は
な
く
、
み
ん
な
で
し
か
味
わ
え
な
い
充

実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

２
つ
目
に
挙
げ
ら
れ
る
活
動
は
、
大
会
練

習
で
す
。
大
会
で
優
秀
と
認
め
ら
れ
表
彰
さ

れ
る
よ
う
な
作
品
を
仕
上
げ
る
に
は
、
や
は

り
大
量
に
書
く
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
も
闇
雲
に
書
く
訳
で
は
な
く
て
、
1

字
1
字
を
美
し
く
書
く
の
で
、
部
員
た
ち
は

大
会
出
品
を
通
じ
、
相
当
の
集
中
力
を
涵
養

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
集
中
力
と
字

の
上
達
は
生
涯
の
宝
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

３
つ
目
は
、
校
舎
の
一
階
の
書
道
室
の
傍

ら
に
あ
る
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
飾
る
た
め
の
作

品
づ
く
り
で
す
。
こ
こ
は
季
節
ご
と
に
作
品

が
貼
り
替
え
ら
れ
ま
す
。
部
員
は
そ
れ
ぞ
れ

の
感
性
で
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
作
品
を
作
る

の
で
、
大
変
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま

す
。
自
由
な
創
作
作
品
で
す
の
で
、
創
造
力

や
セ
ン
ス
を
磨
く
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　

書
道
部
は
、
先
述
の
3
つ
の
活
動
を
軸
に

し
て
日
々
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
練
習
は
、
協
力
す
る
力
や
集
中
力
や

創
造
力
諸
々
を
培
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

書
道
部
の
活
動
が
大
変
活
発
で
楽
し
く
、
か

つ
有
意
義
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

で
し
ょ
う
。

　
（
平
成
27
年
度	

部
長
）

文	
松
井 

萌
々
子

▲部員一丸となって行う、文化祭での書道パフォーマンスの様子
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学 校 報 告

明治中学
・高校報告
（PTA会報誌より）

●班･部活動の報告

国語科
　第 27回俳句大賞
　佳作特別賞　中 2　松田

ダンス部　
　第 4回 ISOGOダンスまつり
　MEET THE HIPHOP 高校生以上の部　最優秀賞

硬式野球部
　平成 28年度春期東京都高等学校野球大会
　　　ブロック予選　優勝
　　　東京都大会　　ベスト 32

剣道部
　東京都高等学校新人剣道大会
　　　女子団体　ベスト 32
　東京都高等学校春期剣道大会
　　　女子団体　ベスト 64
　平成 28年度千代田区剣道大会
　　　弐段の部　第 3位　高Ⅰ　前田

柔道部
　第 27回東京都中学校第 9ブロック体重別大会
　　　女子個人　第 5位　都大会進出　中 3　勝山
　第 64回関東高等学校柔道大会　第 4支部予選会
　　　女子個人　敢闘賞　都大会進出
　　　　　　　　　　　　　 高Ⅲ　久保
　　　　　　　　　　　　　 高Ⅱ　鈴木
　第 64回関東高等学校柔道大会　東京都大会
　　　女子個人　ベスト 16　高Ⅱ　鈴木
　第 48回東京都ジュニア体重別選手権大会
　東京都第 4支部予選会
　　　男子個人　第 5位　都大会進出　高Ⅰ　竹道
　第 65回全国高校総合体育大会
　東京都第 4支部予選会
　　　女子個人　第 5位　都大会進出　高Ⅱ　渡辺
　　　男子個人　第 5位　都大会進出　高Ⅰ　永澤

硬式テニス部
＜高校女子＞
　平成 28年度東京都高等学校テニス選手権大会
　（個人の部）シングルス　本戦出場　高Ⅱ　林
＜中学男子＞
　平成 27年度第 9ブロック研修大会
　　　中学 1年の部　　優勝
　　　中学 2年の部　　優勝　　　　　　　　　↗

↘
　平成 28年度東京都中学校テニス選手権大会
　（個人の部）第 9ブロック予選
　シングルス　第 5位　都大会出場 中 3　田坂
　　　　　　　第 5位　都大会出場 中 3　新井
　　　　　　　第 5位　都大会出場 中 2　星川
　　　　　　　本戦出場　　　　　 中 3　猪飼
　ダブルス　　第 2位　都大会出場 中 3　相川
　　　　　　　　　　　　　　　　 中 3　田坂
　　　　　　　第 3位　都大会出場 中 3　新井
　　　　　　　　　　　　　　　　 中 2　星川
　平成 28年度東京都中学校テニス選手権大会
　（個人の部）シングルス　ベスト 32　中 3　田坂
＜中学女子＞
　第 60回調布市民駅伝大会　中学生女子の部
　　　第 5位　　　Aチーム
　平成 27年度第 9ブロック研修大会
　　　中学 1年の部　第 3位
　平成 28年度東京都中学校テニス選手権大会
　（個人の部）第 9ブロック予選　ダブルス
　　　　　　　第 9位　都大会出場 中 3　荒木
　　　　　　　　　　　　　　　　 中 3　鈴木
　　　　　　　本戦出場　　　　　 中 3　田村
　　　　　　　　　　　　　　　　 中 3　小堀
　平成 28年度東京都中学校テニス選手権大会
　（個人の部）ダブルス　ベスト 32 中 3　荒木
　　　　　　　　　　　　　　　　 中 3　鈴木
　中学生チャレンジジュニア
　ゆうぽうと世田谷大会　シングルス　Aブロック
　　　　　　　　　　　　　優勝　 中 2　小島

バドミントン部
　　武蔵野市市民バドミントン大会
　　　　　　　　　　　　　準優勝 高Ⅲ　宮田

陸上競技部
　　第 67回東京都中学校地域別陸上競技大会
　　女子東部共通走幅跳
　　　　　第 7位　記録 4m56㎝ 中 3　小川
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明治中学
・高校報告
（PTA会報誌より）

●明治高等学校卒業生
　特別顕彰者および
　卒業生の活躍
第153回　芥川賞受賞
　羽田　圭介　平成 15年度卒（商学部）

日本免震構造協会　2015年（第8回）
免震構造･制振（震）構造に関わる優秀修士論文賞
　小町　祐介（平成 28年理工研博士前期課程修了）
　受賞修士論文
　「多種のダンパーを併用した免震建物の
　地震応答予測－－応答スペクトル法による
　免震層の応答予測と設計用地震荷重分布－」

医師国家試験合格
　　　林田　迪剛　平成 21年度卒（東京医科大学）

司法試験合格
　　　古川　　翔　平成 20年度卒（法学部）

公認会計士合格
　　　古谷　千夏　平成 23年度卒（商学部）
　　　田口　　諒　平成 25年度卒（商学部）

法学部　学部長表彰　司法試験予備試験合格
　　　山崎　龍介　平成 23年度卒

法学部　学部長表彰　国家公務員採用総合職試験合格
　　　仙北谷　陽　平成 23年度卒

法学部　成績優秀者表彰
　　　町野　曜生　平成 23年度卒

商学部　学部長特別賞　学業成績優秀
　　　大嶋　祐介　平成 23年度卒　　　　　　　↗

↘
政治経済学部　学生顕彰者
　　　高橋　亨輔　平成 23年度卒（経済）

理工学部　堀口賞
　　　大谷　　剛　平成 23年度卒（建築）

経営学部　グローバル人材育成　トラック修了者
　　　高野　真生　平成 23年度卒（経営）

連合父母会　学部長奨励賞
　　　　　　法学部　土屋　　弦　平成 25年度卒

連合父母会　学部長奨励賞
　　　　　　商学部　武津　和孝　平成 25年度卒

連合父母会　学部長奨励賞
　　　　　　商学部　柴田加菜子　平成 25年度卒

連合父母会　学部長奨励賞
　　　政治経済学部　野口　陽一　平成 25年度卒（経済）

連合父母会　学部長奨励賞
　　　政治経済学部　神山真利絵　平成 25年度卒（地域）

連合父母会　学部長奨励賞
　　　国際日本学部　小和瀬夏葉　平成 25年度卒

連合父母会　学部長奨励賞
　　　総合数理学部　鈴木孝太郎　平成 25年度卒（現象）

連合父母会　学部長奨励賞
　　　総合数理学部　栗原　一貴　平成 25年度卒（現象）
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O
B
・
O
G
活
動
報
告
　
　

明高一期会の近況
　明高一期会のメンバーは、85才又は86才になります。現在、連絡の取れている人数
は36人で、毎年一回、神田神保町で総会を開いています。幹事は大西新二、金谷栄一、
遠山影忠、森田 満、内藤 功です。
　今年も6月に6人が集まり、愉快に懇談いたしました。我々が入学したのは戦争の最
中で、3年生（昭和20年）の夏・8月15日までは米軍機による空襲があり、終戦後は食糧
難、住宅難で、生きていくこと自体大変でした。その中で、子どもながらにいろいろな
体験をしたので、集まると話題は、健康のこと、入院とか手術とかを乗り越えた体験談、
それに戦争中の苦労話、明治中学の先生たちの事などで、話は尽きませんね。

　瑞江小学校より明治中学に、私のほか小林利雄と和田喜久治の3人で願書を出した。
男坂に吃驚し、錦糸町で昼食に50銭のカレーライスを食べた。そして3人とも晴れて合
格した。
　まだ占領下で食料も衣類もなく、クラス全員がマチマチの服装･履物であった。米の
配給は白米ではない上に量も少なく、かさを増すため薩摩芋を入れるのだが、これが実
に不味い。母が私の茶碗には白米だけをよそって微笑む。いま思いだしても涙する。
　苦労は通学にも。当時の自宅は江戸川6丁目。錦糸町駅行きバスが出発する停留所
だったが、始発前から既に100人以上並んでいる。しかも当時は木炭で動く非力なバ
スで、定員はいまの半分ほど。その上次のバスはいつ来るかわからない。当然毎日のよ
うに遅刻した。
　いつも1限目は担任の原先生。毎日のように「バスで遅れました」というのが辛かっ
た。だが、そのうち先生から「バスか？」と問われるようになり、「ハイ」と答えるだけ
なので気持ちが楽になった。私についたあだ名は「バス」になった。

めいこういっきかい

明高一期会

めいじかい

明二会

昭和24年卒 内藤　功

昭和25年卒 小田川 玉城
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O
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・
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　私共二九会も早や80、81才と年を重ね、いよいよ最後の会をと神楽坂「志満金」で
最終会を昨年11月10日に30余人の同期を集め中高大の昔話で大盛り上り。思えば第
一回58年に90余人で始めた会でしたが、16〜17回の開催で77才、80才と記念会もでき、
そのたびに多くの旅び立った友を知り、懐かしさや寂しさを知りました。
　足音高く近づく己の番も感じつつ出席できる幸せを話す同期。これで終わりという
ホットした気持ちと何とも言えぬ寂しさに浸る自分、つい飲む量も酔いのまわりと共
に忘れ、はしゃぐ我でした。食べるのも飲むのも少量になり、やはり老いている自分を
それぞれ感じている所でした。
　思い返せば10年の永い間「明治精神」を自分の主柱として生きつづけ、強く自分を
作ってこれた良き学校、先生、同期、先輩と明治の校名。多感な時の10年間書いている
だけで頭の中は次々と巡るめく事で一杯。有難とう明治。益々の発展と教職員、そし
て同窓の皆様の健康を祈っています。万歳明治。

人生の節目は自分で決めれば生き方が変わってくる
　年号が平成になり今年で１万日が過ぎ去った。45才に成った頃、これから訪れる還
暦、古希、喜寿、傘寿、白寿とは別に人生の節目は自分で決めたいと考えるようになっ
た。先ず最初の節目は人生三万日を人生の通過点とした、三万日は奇しくも82.19才、
日本人の男性平均寿命と一致している。何故！そんなことを…。漠然と過程が好きだ
からで、その時は大したことでなかったが80才を目の前にして達成感を感じている。
　達成感とは、節目ごとに振り返る習慣が付き、そのうち・うちが無くなり迅速な行動
と勇気ある決断が大切だと気が付き、特に「ノー」が言えるようになったことが一番大
きな収穫でした。後輩に自分人生の通過点（節目）を何段階に分けて決めることを進
めている閑老兵はまだまだ自分の定めた通過点手前で次なる節目を模索している今
日この頃です。

昭和29年卒 山本 峰司

昭和30年卒　宇田川雄弘

にいきゅうかい

二九会

昭和30年卒同期会
連絡先
03-5999-4880

ライオンズクラブ国際協会
駿河台ライオンズクラブは
交友の皆様の入会申し込み
をお待ち致して居ります

明治高等学校昭和 30年卒業
同期会（30会）

会長　宇田川雄広
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もうすぐ傘寿！
　第52回総明会開催おめでとうございます。
　昨年の明楽会は約35名が集いお茶の水 ホテルジュラクにて開催しました。年々歯
が抜けるように欠けていく仲間に一抹の淋しさも感じさせられますが、それでも我々の
年代で35名という大世帯で催されることは元気である証拠！話をするだけで活力が
漲って来て、昔を懐かしみ再会することの楽しみを味わっております。
　来年の傘寿を控えた本年もお茶の水 ホテルジュラクにて、11月4日(金)4時より同期
会を開催することが決定いたしました。1人でも多くの方々の御参加を幹事一同お待
ちしております。年波に負け体調を崩す者も多くなり、足元の明るいうちに開催を！
という声もあり、本年は昼間の開催になりました。どうか奮って御参加をお願いする
次第です。
　最後になりましたが総明会総会の成功と総明会のますますのご発展を御祈念申し
上げます。

めいらくかい

明楽会
昭和31年卒 佐藤 健一

取締役会長 土田 　饒（昭和31年卒 明楽会）

代表取締役 土田 正昭（昭和61年卒 新世輝）

祝 第 52回 総明会
昭和 31年卒

明 楽 会
会長 佐藤健一

片山幸弘（昭和29年卒）片山幸弘（昭和29年卒）
レストランカタヤマレストランカタヤマ

営業時間（年中無休）
平日　11：00～14：30
　　　16：30～20：45
土・日・祝　11：00～20：45
スカイツリー線 東向島駅 徒歩10分余
浅草駅からタクシーで約1000円余
東京メトロ日比谷線
南千住駅よりタクシーワンメーター
  http://dabintyo.jp/

営業時間（年中無休）
平日　11：00～14：30
　　　16：30～20：45
土・日・祝　11：00～20：45
スカイツリー線 東向島駅 徒歩10分余
浅草駅からタクシーで約1000円余
東京メトロ日比谷線
南千住駅よりタクシーワンメーター
  http://dabintyo.jp/

東京都墨田区東向島4-2-6
TEL. 03-3610-1500

東京都墨田区東向島4-2-6
TEL. 03-3610-1500

260グラムステーキ税込み1720円
ライスサラダ味噌汁付き
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　私達が学んだ神田猿楽町校舎は、高さ13メートル･73段の男坂を下りた所にありま
した。左側に中学1年生の木造校舎があり、隣に2･3年生の鉄筋コンクリート3階建て
の校舎･そして道を隔てたところには、塀に囲まれた高校の4階建ての校舎が建ってま
した。昭和30年頃はまだ高い建物が少なく、教室の窓からの見晴らしは格別でした。
左からテレビ東京･NHK･日本テレビの3本のテレビ塔が見え、北の丸･靖国神社の森
が見渡せ、その木々の間に靖国神社の大鳥居も見えました。晴れた日には富士山も見
え、太陽が富士山の後ろに落ちると山がシルエットとなり、とても綺麗でした。
　それから60年が経ち、男坂からの風景がどう変わったのか、先日見に行きました。正
面に大きなビルが建ち、道路をまたぎ校舎をつなぐ空中廊下も出来ていて、空は一部
が見えるだけになっていました。
　今では全てが楽しい思い出です。当時を話せる友が大勢いるという幸せを感謝して
います。

　今年 76才を迎える昭和 34年卒の同期会 「旧雨会」では、4月 に新たな執行部の呼
びかけで数年ぶりに集う事が出来た。41名の老いた面々が若き日の追憶に母校への
誇りを語り大いに盛り上がうた。
　当時アイスホッケー部は活動を公認されておらず、先
輩の指導を得て自主運営で活動していた。昭和 33年第
13回冬季国民体育大会の盛岡大会では暖冬異変で競技
場が結氷せず、暖冬との対戦となった。翌14回 の帯広大
会ではさすが北海道、競技場が小学校の校庭であったの
には驚いた。この国体には本校から六人が東京都代表に
選抜され参加し、第3位の栄光に輝き凱旋した誇りある思
い出と、充実した高校生活を過ごせた事に感謝している。

昭和32年卒 太田 喜久

めいじかい

明治会

きゅううかい

旧雨会
昭和34年卒 武藤　仁

（絵：太田喜久）
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株式会社 宮本卯之助商店

宮本卯之助
（昭和35年卒業）

〒111-0035
(西浅草店)東京都台東区西浅草2-1-1

TEL 03-3844-2141
FAX 03-3844-6730

代表取締役会長

（昭和35年卒／珊瑚の会）

株式会社 本所工研
代表取締役島村幸男
（昭和35年卒 珊瑚の会）

〒130-0003
東京都墨田区横川2-19-10
TEL：03-3625-2431
FAX：03-3625-2433

　我々昭和36年3月卒（ほとんど
が午年生まれの駿馬です）の明駿
会は、2年に一度の開催ですが、今
年は記念すべき20回目の総会で、

2016年6月24日に駿河台キャンパスの紫紺館に50名の同期が集いました。
　生バンドの懐かしく、そして心温まるミュージックをバックにして、積もる懐かしい
話に花か咲きました。懐かしき明治高校の思い出は遠くになりにけりですが、73〜74
才まで生き延びている（？）現在の幸せと最近の境遇と亡くなった友の話、そして孫と
病気の話、その中にも夢のある趣味と生きがいの話、尽きることはありませんでした。
　最後は、加藤眞義代表幹事の指揮の下、声高らかに明治高校校歌“白雲なびく”を
歌って、次回の2年後の再開を皆で誓いました。

めいしゅんかい

明駿会
昭和36年卒 向殿 政男
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成28年5月21日紫紺館で開催しました。
　40名の参加で大いに懇親を深めることがで
きました。72〜3才のジジイが集まったわけですが、みな高校生気分で意気軒昂に応
援団の指揮の下、校歌を高らかに歌い、久しぶりに酸素を大量摂取したようにすっき
りしたものです。総明会からは関谷副会長においでいただき感謝します。
　今回は会報担当者のご了解を得、写真と共に参加者全員の名前を載せてもらうこと
にしました。存在の証明です。

相川勝／井川洋平／石井嘉一郎／上田秀男／大澤忠夫／大塚功夫／大出宏／小川裕行／金子剛一／久我舜
亮／工藤訓弘／小林敏朗／小林久剛／小山雅司／三枝秀之／佐々木英文／佐藤信雄／澤田輝夫／島村宏和／
関島輝和／関泰忠／千崎忠成／染谷秀夫／高石秀雄／宅見貞夫／潤岡久昭／中田貢弘／中村彰／中村哲士／
長棟良元／夏目元一／西川芳充／林貞利／福島啓充／堀之内彬／矢野邦明／山田勲／横谷昌明／吉田信行／
依田豊隆　

次回は2年後。元気に集まりましょう。

山田ゴム工業株式会社

山田和孝
（昭和36年卒 スキー部）

台東区浅草橋3-17-7
y-kazu@yamada.gomu.gr.jp

三和繊維株式会社

http : / /sanwasl ipper .com
オリジナルの名入りスリッパを簡単にご注文いただけます。

スリッパ・サンダルのSANWA

代表取締役  小林久剛
（昭和37年卒 三七会）

〒306-0112 茨城県古河市東山田３８６
TEL. 0280-75-2305  FAX. 0280-75-2306

昭和37年卒 福島 啓充

さんななかい

三七会

107



 

O
B
・
O
G
活
動
報
告
　
　

　七十路を過ぎ、時の経つ早さをしみじみと感ずる今日この頃。昭和35年明治中学、
昭和38年明治高校を卒業、またその6年間に1日でも一緒に学んだすべての学友の同期
会「二年に一会」(会長・三浦昭生)です。
　会名のとおり卒業の翌年に第1回がスタート、以来2年に1回一度も欠かさずに総会・
懇親会を開いています。総明会のテーマの“誇り”といえるでしょう。昨年は第30回記
念を横浜・中華街で開催。（写真）
　これからも三浦会長、高橋正侑幹事長中心に新しい試みに挑戦し楽しい集いにして
いきます。70過ぎても意気軒高。最後に連絡先を記し、第52回総明会の成功を祈念し
同期会報告とします。（文責・服部紀夫）

　〒135-0005  東京都江東区高橋14-20　関戸淳一
　TEL 03-3631-2008    FAX03-3631-2548　PCメール　sekido-f@amber.plala.or.jp
　

にねんにいっかい

二年に一会
昭和38年卒 三浦 昭生

祝 第52回総明会総会
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スコッチのシングルモルトと
カクテル中心のお店です。 赤坂 オールドタイム

東京都港区赤坂5-1-37 SDビル1F TEL. 03-5563-9606東京都港区赤坂5-1-37 SDビル1F TEL. 03-5563-9606
横瀬 昭夫 （昭和42年卒  M41）横瀬 昭夫 （昭和42年卒  M41）

糀谷本店・京急蒲田店・蒲田東口店・蒲田西口店・大森駅前店・大森店・大井町店・雪が谷店

昭和38年卒　二年に一会

03-6264-8253
東京都中央区東日本橋 3-9-2

サンクビル 1F

水泳部OB

イタリアン

トラットリア リンシエメ
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よんいちめいゆうかい

四一明友会
昭和41年卒 廣瀬　準

　我々昭和 41年卒の「四一明友会」が総明会の幹事学年になる42・43才の同期会育
成の為に、菊池君が中心になり山崎・三浦両先輩の尽力により同期会を作り幹事学年
が出来るまで御指導頂いて今になっています。
　現在年1回4月第3土曜日に開催しています。「新たな試み」としては、「昔を顧みない。
前に向かつて行け」です。誇りとしては、「団塊の世代に生き、和を大切に」です。

〒101-0025　千代田区神田佐久間町 4-22
TEL 03-3865-9577  FAX 03-3865-1162

代表取締役専務

大塚清和

昭和40年卒　明優会
マンドリンクラブ

ＪＲＣ

浦安市猫実4-6-28 ヨーラタワー
TEL. 047-355-6633（代）

株式会社

祝52回総明会総会・懇親会
昭和41年卒

四一明友会
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紫讃会
川口明高会

石井次男
http://www.ts-horiuchi.jp/

52
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おとこざかくらぶ

男坂倶楽部
昭和44年卒 

寺田 康夫

　昭和44年卒業の同期会男坂倶楽部です。総明会幹事学年として明治中学・高校校
舎を会場とした総会以来、毎年定期的に定例会を開催しています。今年は7月1日に恩
師の村野、山脇先生を迎え、会場を山の上ホテルとして総勢56名が参加して盛大に開
催しました。懐かしいスライドショウの企画があり数十年ぶりに顔を見せた会員もい
て、昔に戻って楽しいひと時を過ごしました。
　私事になりますが、この6月のサラリーマン退任挨拶で、職場が男坂階段の上にあっ
た関係で明治中学入学から53年間の駿河台への思いを話すことになりました。
　最後に寺田さんにとって駿河台は故郷みたいなものですね、の言葉があった時には
ジンとくるものがありました。
新しいOB・OGの皆さんには調布の街が故郷になるのでしょうか?
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割烹・小料理 魚㐂代
うお       き      よ

昭和45年卒  獅子の会

中野 和博
（バスケ部）

03-3619-0585
東京都墨田区東向島5-26-2住

ランチ11:30～13:30（平日のみ）
     夜17:00～22:00（水曜定休）

炭遊酒菜
旅籠（はたご） 東京都新宿区西新宿1-23-1 かどやホテルB1F  TEL. 03-3344-3144

竹川観光株式会社
竹川　茂（昭和47年卒）新宿で一番美味しい炭火鶏焼きのお店

大小7個の個室完備。新宿駅西口徒歩3分
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　獅子の会では、毎年何回か企画行事を行っています。今年はオリンピックの年恒例
の同期会を10月1日(土)14時より、御茶ノ水・東京ガーデンパレスで開催します。記念
講演として、①同期吉田亮一浴風会病院長の「70才を如何にして迎えるか？パート2」、
②同期吉田茂夫公認会計士の「遺産相続について」を予定しています。掲載写真は、6
月19日(日)に三宅裕司君の熱海五郎一座「熱闘老舗旅館・ヒミツの中居と曲者たち」
を同期と奥さんとの観劇記念ですが、5月29日(日)のフジテレビ「ウチくる！?」では、
三宅裕司君がゲストということで、比留間君、根本君、中野君が出演しました。「獅子
の会」のホームページを是非ご覧ください。

ししのかい

獅子の会
昭和45年卒 平田 幸彦

祝 第52回総明会総会

東京都中央区東日本橋3-10-13
TEL   03-3661-8536

昭和45年卒  獅子の会
硬式野球部

河 田  勇

夫婦二人でサービス精神と
元気さを売りにしています。

蛇の目寿司
平沼孝之
昭和45年卒　獅子の会

バスケ部OB

蕎上人
（そばしょうにん）

そば教室も兼ねて江戸蕎麦の
真骨頂に迫ります。

03-3841-7856
東京都台東区駒形 2-7-3
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祝 第52回 総明会 総会
昭和46年卒

窪寺弘匡（昭和50年卒 明紫会）
東京都中野区新井1-23-21

プルメリア1F
TEL. 03-5345-5086

昭和46年卒 小島　隆

めいちょうかい

明潮会

「誇り」-＜心の安全基地＞
　現代は悩み多き時代である。
　人間は概ね、生後十か月の間に、母親に抱かれお乳をもらうことで、揺るぎない安心
感を得て、愛着が形成されるという。心の安全基地である。
　同じように多感な13才から18才の間を、私たちは日本の中心東京の千代田区御茶
ノ水にある明大明治に集い、学び、青春を過ごした。人一倍の愛校心と、かけがえのな
い友達。自分が明大明治出身であることへの意味と、限りない「誇り」が根付いている
ことに気付く。
　その誇りがあるからこそ、他者を認め、許し、分かりあっていける自分が何者である
かを考えたとき、今更ながらその存在の大きさに驚き只々、感謝するのである。
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祝 第 52 回 総明会

昭和47年卒　   平成8年卒

古庄一夫税理士事務所
四七四七同志酔会

古庄一夫
（昭和47年卒／吹奏楽班）
東京都墨田区菊川2-5-12
菊川ジョイタワー301号
TEL:03-3635-7070
FAX:03-3635-7081
kazuo.f.ao.2003@fancy.ocn.ne.jp

　1999年に帝国ホテルでの総会で幹事学年を務めました、昭和47年卒業の四七四七
同志酔会です。それからはや17年、『駟の隙を過ぐるが如し』の感があります。
　我々は幹事学年に向けて『40才を過ぎてからの人間関係の再構築』と『同級生同志、
人生にエールを贈り合おう』を合言葉に邁進しました。今でもこのイズムを忘れる事
なく交流は続き、先日も還暦記念の祝いの会を紫紺館にて開催しました。湯島天神本
殿へも参拝し厄除けのご祈祷を受け、約70名が参集し賑やかな一夜を過ごしました。
　『人生は邂逅である』同級生との良き出逢いをくれた明治中学・高校に感謝し、また
良き学び舎に学ばせてくれた両親に感謝しつつ、『減っても増えない同級生』と今宵
も夜な夜な(会名の由来です)また一献。もう一軒。
　幹事学年・平成改元会の皆さん、準備お疲れさまでした。盛大な総会・懇親会とな
ることを祈っております。四七四七同志酔会の皆さん、セルリアンタワー東急ホテル
に集まりましょう。我々幹事も出席します。ミニ同窓会を催しましょう。

よなよなどうしようかい

四七四七同志酔会
昭和47年卒 廣野 宏士
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祝 第 52 回 総明会

昭和47年卒　   平成8年卒

古庄一夫税理士事務所
四七四七同志酔会

古庄一夫
（昭和47年卒／吹奏楽班）
東京都墨田区菊川2-5-12
菊川ジョイタワー301号
TEL:03-3635-7070
FAX:03-3635-7081
kazuo.f.ao.2003@fancy.ocn.ne.jp

52

52

浅草の隠れた名店
スペシャルヒレカツサンド

キングステーブル
昭和48年卒 波の会 剣道部OB

大澤 保男
TEL. 03-5825-4129
東京都台東区浅草 5-71-9

〒134-0083 東京都江戸川区中葛西 3-14-4
TEL 03-3675-9955  FAX 03-3675-9922

携帯 090-3200-6139  E-mail : takezawa123@yahoo.co.jp
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めいしかい

明紫会
昭和50年卒 世古 俊之

新たな村作りへ
　「明紫会」の面々は、今年、60才の還暦を迎えました。卒業後42年、明紫会の今後の
同期会がどうあるべきか？考えたいと思います。
　同じ学舎で過ごした仲間が、第2の「ふるさと」として帰郷できる「明治郡・明紫会
村」、村に帰れば友と昔を懐かしみ、酒を酌み交わし、また気持ち良く元の生活に帰っ
て行ける、そんな場所が理想です。
　これからも会員の声を聞き、絆を大事にし、理想の「ふるさと」造りを目指して行こ
うと思います。
　この会報が届く頃の10月1日（土）には還暦記念の総会を機に新たな会員の参加が
増え「明紫会村」の新たな村造りのスタートが切られていることでしょう。

52
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割烹 魚きく

Tel. 03-3386-6128
東京都中野区沼袋3-26-12

（昭和50年卒  明紫会）
山岳部OB

亀井利一
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めいめいかい

明々会
昭和51年卒 

井家上 哲史

　昭和51年卒、明々会では、毎年、7月の第二土曜日にゴルフ会と清水紀夫先生をお招
きして総会を開催しています。
　今年は、7月9日、紫あやめカントリーにてゴルフ、その後、明治大学紫紺館にて総会
を開催しました。いつもお元気な清水先生を我々も見習いたいものです。
　連絡の取れない同期がまだ40名ほどいますが、少しでも減らすことができるように
呼びかけ中です。
　なお、来年、還暦を迎えることから、2〜3月頃に神社での厄祓いのイベントを実施
することが決まりました。

52

（昭和５１年卒  明々会）
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パートナーズ総合事務所
司法書士
行政書士菅原　誠
（S52年卒 男子校根性組）

〒110-0008
東京都台東区池之端1-1-1

池之端ビル8階
TEL. 03-3835-8041
FAX. 03-3835-8042

E-mail : ZVC00312@nifty.ne.jp

ENJOY! SKI LIFE
www.facebook.com/v3kadoya/

角谷幹夫
Mｉｋｉｏ Kａｄｏｙａ

〒101-0052
東京都千代田区神田小川町３－２
TEL : ０３－３２９５－２５２５
FAX : ０３－３２９１－３５６４

中華麺専門工場
株式会社 浅草開化楼
中華麺専門工場
株式会社 浅草開化楼

昭和50年 明紫会　坂上　進
〒111-0041 東京都台東区元浅草4-8-4
Tel 03-3844-0637　Fax 03-3841-4551
〒111-0041 東京都台東区元浅草4-8-4
Tel 03-3844-0637　Fax 03-3841-4551

祝 ５２回 総明会総会・懇親会
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だんしこうこんじょうぐみ

男子校根性組
昭和52年卒 

大西 静士郎

　今年度の同期会は、5月21日（土）に本所吾妻橋の「割烹とんぼ」で行ないました。今
年は同期に声がけしてくれた方々のおかげで、初参加の方を含め例年より多くの方に
ご参加いただきました。ご尽力してくださった皆さん、ありがとうございました。
　今年は、還暦を2年後に控えた年齢のせいでしょうか、健康の話題で盛りあがりまし
た。癌の手術を終え退院してきたばかりの者、これから入院する者、生死の境を彷徨っ
て無事生還した者からいろいろな話を聞くことができました。そこからは、身贔屓も多
少はあるかもしれませんが、自らの病気と冷静に向かい合い人生を楽しもうとする姿
勢を教えられたように思います。

52

如月 徳（きさらぎ とく）

昭和 52 年卒　男子校根性組
 石黒 理樹

℡ 03-3801-9001荒川区荒川 7-26-9

大西静士郎
〒101-0032
東京都千代田区岩本町2-2-13
TEL.  0 3 - 3 8 6 6 - 6 0 9 7  
FAX.  0 3 - 3 8 6 6 - 6 0 9 8
http://www.rakuten.co.jp/osparty/
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行政書士
税 理 士

つね    ずみ

常住事務所

代表 常住　豊 （昭和54年卒 明誠会）
〒115-0055  東京都北区赤羽西1-5-1-606 
アビレ・赤羽アボードIビル内  FAX : 03-5963-7430
E-mail : yutaka@tokyo.email.ne.jp

日本行政書士会連合会 副会長／東京都行政書士会 会長
公益社団法人成年後見支援センター ヒルフェ 理事長

☎03-3905-6981相続
遺言

昭和53年卒（バスケット部）

株式会社テーブルカンパニー
東京都渋谷区神宮前1-15-4

東郷ビル1F
http://www.tablecompany.jp

取締役 開業ビジネス推進部 本部長

岩佐 浩之
（昭和54年卒 明誠会 テニス部OB）
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めいせいかい

明誠会
昭和54年卒 

佐藤 浩一郎

　6月12日（日）に第14回明誠会の同期会を開催致しました。
　会場は日本橋にあるAlice Tokyo Nihonbashi。私の大学時代、スキー・サークルの
先輩が経営されているお店です。その先輩も明大中野のご出身で、付属校の誼みと言
う事で、食べきれない程の豪華な料理とお酒を始め、大変勉強して下さいました。熊倉
会長が忙しい時間を割いて製作して下さった中学・高校時代の懐かしいスライドの上
映、各自の近況報告等、和気藹々とした楽しい会と相成りました。
　今年、総会・懇親会が行われる会場はちょうど10年前に我々明誠会が幹事学年を務
めさせて頂いた時のセルリアン・タワーと聞いております。明誠会からも多数参加さ
せて頂き、盛り上げられればと思っております。

52

昭和54年卒

明誠会

木村　誠
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昭
和
五
六
年
卒（
硬
式
野
球
部
）

代表取締役 伊東正明
有限会社 オフィス ダン

本　　社：〒132-0031 東京都江戸川区松島３－３２－１
銀座支店：〒104-0061 東京都中央区銀座7-13-2
 ティアラグレイス銀座タワー
TEL:03 3653 1366  E-mail:bellito@softbank.ne.jp

テ
ィ
ア
ラ
グ
レ
イ
ス
銀
座
タ
ワ
ー

昭和55年卒
紫魂会
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http://www.ac.auone-net.jp/~s56meiji/

総合建設・不動産

正宗産業株式会社
青
少
年
へ
の
健
全
な
育
成

めいしょうかい

明翔会
昭和56年卒 

吉田 英晃

　平成28年6月25日（土）、昭和56年卒「明翔会」の総会・懇親会が紫紺館「椿
山荘」で開催されました。
　総会では、新会長に蓬田君が承認され役員8名体制が固まり、その後の懇親会
では、蓬田新会長より「同期が気楽に集まれる会を目指したい」との挨拶に続
き、石井敬次郎君の乾杯の音頭でスタートしました。参加者全員が、近況報告を
行い、自分の健康状態・家族の事・昔の思い出話や失敗話で、大いに盛り上がり
ました。最後は、蓬田新会長の音頭で校歌斉唱、中締めは山下役員の挨拶で閉会
となりました。
　二次会は明翔会御用達の「龍盛菜館」に場所を移し、いつものように大いに盛り上
がり、来年の新年会集合を約束。土曜の夜の街に三々五々散って行きました。
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http://www.ac.auone-net.jp/~s56meiji/

総合建設・不動産

正宗産業株式会社
青
少
年
へ
の
健
全
な
育
成

昭和57年卒 

池田 賢一

めいこんかい

明魂会

　2016年度の同期会は、5月21日午後5時から、JR品川駅の藤寿司様で、開催です。
当日の出席者は、26名。明魂会メンバー20名、幹事4名、幹事学年 平成改元会から2名。
当初の予定などお構い無し！実際に会が始まったら、“おおらかな”進行で、盛り上が
りました。
・いつの間にか開始、メンバー登場の度に、“乾杯”連発。
・1時間後に、会長挨拶。「そろそろ良い？」で、菊池正純会長登場。
・グッズ売上最高！by 幹事学年。告知・宣伝の成果あり?
・最後はビシッと、校歌斉唱。とはいえ、「頼むから1番だけにして…」で、短くな〜
い？！賑やかで、笑いにあふれた、楽しい会でした。来年も楽しくやりましょう！

BDO 東陽監査法人
代 表 社 員
公認会計士 岡田基宏

〒101-0053
東京都千代田区神田美土代町7番地

TEL. 03-3295-1040
FAX. 03-3295-1993

（昭和57年卒　明魂会）
吹奏楽班OB

祝　第52回総明会総会・懇親会祝　第52回総明会総会・懇親会
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昭和 57年卒 明 魂 会　岩崎広人

 “生産量全国二位”のうどん県
埼玉・蓮田名物 島田造りうどん

埼玉県蓮田市大字閏戸 280

お電話での御注文はこちらから

0120-8733-07
営業時間 9:00～18:00/ 火曜定休

株式
会社

乾麺「島田造り」は、一般小売店では

お求めになれません。製造元と直結した

直販・通販で販売しています。

ゆで時間が早く、生めんのように滑らかな

のど越しが特徴の美味しい乾麺です。
品
ド
ン
ラ
ブ
良
優
国
の
彩

品
商
定
認
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昭和58年卒 

根元 辰治

めいわかい

明輪会

　私は入学学年と卒業学年が違うため、入学学年の明輪会や卒業学年の明心会にも、
ちょっと気が引けて参加することはありませんでした。ましてや総明会など縁がない
ものと考えてました。しかし明心会が総明会の幹事学年の時、このチャンスを逃した
ら二度とないだろうと、初めて総明会に一人で参加してみました。
　すると準備など一切関わっていないのに、幹事学年の明心会メンバーが次々とあい
さつに来てくれたのです。また入学学年の明輪会メンバーも声をかけてくれ、昔話に
花が咲きました。今まで気後れしていた自分が馬鹿らしく思えました。
　今では、明輪会の同窓会にも参加していますし、明心会からの連絡もいただいてま
す。人の二倍友人に恵まれていることを、改めてよかったと感じています。
　今まで同期の集まりや総明会に関心のなかった先輩、同輩、後輩の皆様、是非今年
の総明会に参加してください。
　ちなみに明輪会は、会員だけがアクセスできるページを通じて、各種行事の連絡や
日々のつぶやきを交換しています。まずはFacebookに登録してみませんか？

昭和 57年卒 明 魂 会　岩崎広人

 “生産量全国二位”のうどん県
埼玉・蓮田名物 島田造りうどん

埼玉県蓮田市大字閏戸 280

お電話での御注文はこちらから

0120-8733-07
営業時間 9:00～18:00/ 火曜定休

株式
会社

乾麺「島田造り」は、一般小売店では

お求めになれません。製造元と直結した

直販・通販で販売しています。

ゆで時間が早く、生めんのように滑らかな

のど越しが特徴の美味しい乾麺です。
品
ド
ン
ラ
ブ
良
優
国
の
彩

品
商
定
認

祝 第52回 総明会 総会・懇親会

昭和５８年卒

明輪会

遠藤憲治

有限会社 遠藤印刷
www.eqp.jp
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めいしんかい

明心会
昭和59年卒 

石井 雅之

　昭和59年卒業の「明心会」です。メンバーは今年、51才になります。今年の同期会は、
6月に日本橋茅場町の老舗「鳥徳」（店主は闘紺会の鍋島君、マンドリン部OB）での開
催でした。一同、美味い料理と酒に酔いしれました。また、幹事がマンドリン部という
ことで同部の先輩方にもご協力を賜り、マンドリン・ギターの演奏に合わせ、校歌や応
援歌の大合唱で宴は最高潮のまま2次会に突入しました。
　明心会の活動としましては、4月にゴルフコンペが開催され、10月には台湾旅行が企
画されています。来年の同期会でも多くの同期メンバーにお会いできることを楽しみ
にしています。ぜひご参集ください！

52
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ホームページ・パンフレット制作

一般社団法人 相続を考える会
あなたの相続に関するお悩み、
弁護士・税理士らの専門家集団が一緒に考えます。

昭和59年卒  税理士 田中重幸
〒279-0004 浦安市猫実3-5-14-104 

TEL 047-323-6322　

SL 16-4290-0018

株式会社 エヌエスビー
ウェブシステム開発／
サーバ保守・運用管理

根津 光弘
代表取締役社長／公認会計士

昭和59年卒　明心会

http://www.nsb.ne.jp/

宮沢孝昌
（S59年卒・水泳部）

〒143-0016
東京都大田区大森北1-36-2
  Tel: 03-3761-6077
平    日　7：00～20：00（オーダーストップ）
日・祭日　7：30～18：00（オーダーストップ）

木曜定休

珈琲亭 ルアン

細金 治彦
（昭和60年卒　闘紺会）

硬式野球部

白口上煮干、ちりめんじゃこ、しらす、
昆布、するめ、帆立貝柱、わかめ、
スモークサーモン、かずのこ・いくら

03-3541-1531
東京都中央区築地4-10-16
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とうこんかい

闘紺会
昭和60年卒 

織田 晴彦

　本年度、我々は50才を迎える。4年前に幹事学年を務め、多くが28年ぶりに再会。それ
を契機に、年3回の同期会。集えば30数年前の中学高校時代へタイムスリップ。仲間との
酒が、こんなに楽しく美味しいものかと、ついつい飲み過ぎ二日酔い…
　昨年11月、総明会懇親会後に御茶ノ水「ラーメン青」で実施。ハイボールを飲み過ぎ、
店のウイスキーが無くなるほどの大盛況。2月、会報前号別冊『せっかく行くなら総明会
のお店』を利用し、１年後輩・氏家君の店、両国「ふぐ・ちゃんこ鳥義」で開催。山田先生
もご臨席、美味しい料理と懐かしい思い出話とで楽しい集いに。7月には、同期の的場君
が経営する新小岩「もつ真路」にて開催！
　会を重ねる度に新たな顔ぶれも。釣り・ラーメン・サーフィン・ゴルフなど分科会も充実。
まだ参加していない同期の皆さん、是非とも一緒に楽しい時間を過ごしましょう！

祝　第52回 総明会 総会・懇親会

和食
東京シティ信用金庫新小岩支店前・定休日木曜日、第三水曜日

http://www.tamazushi.jp
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祝　第52回 総明会 総会・懇親会

和食
東京シティ信用金庫新小岩支店前・定休日木曜日、第三水曜日

http://www.tamazushi.jp

服部高一

昭和60年卒

吹奏楽班OB

理化学器械製造販売
株式会社 矢沢科学　矢澤　徹

著作権契約書なら

駒沢公園行政書士事務所
行政書士　大塚　大
（昭和60年卒　闘紺会）

柔道部OB
世田谷区駒沢5-12-7
www.ootsuka-houmu.com

代表取締役  大 園 正 純（昭和60年卒  闘紺会）
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しんせいき

新世輝
昭和61年卒 

土田 正昭

　新世輝同期会も、今年で８回目となりました。
7/9（土）の夕暮れ時、梅雨空の日本橋に同期がわらわらと集まり始めます。会場は同
期長谷川氏が営む「ラコルタ」。そこに26名の同期が集いました。また前半は桜井先
生と篠島先生。後半は山田先生と柴田先生がいらしてくれました。
　雨が上がると椅子を外に出し、呑むは呑むは。６時間呑み通しました。
　料理は持ち寄り。同期、氏家氏の焼鳥。池田氏のカツサンド。鵜飼氏の海苔を使っ
た手巻寿司。そして長谷川氏のパスタ。などなど、なかなか豪華です。
　いつも出入り自由でゆる〜い同期会。なんとな〜く集まってくれる同期に感謝感謝
です！これからも多くの同期が顔を出してくれることを望みます！

52

今年も新世輝は、
幹事学年 平成改元会を
応援致します。
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今年も新世輝は、
幹事学年 平成改元会を
応援致します。

〒132-0021
東京都江戸川区中央1-6-21
   TEL 03-3651-0080
   FAX 03-3651-2661

代表取締役社長

秋元健一郎
（昭和60年卒　闘紺会）

有限会社 秋元鉛工所

上野アメ横店 台東区上野4-4-12 TEL. 03-5812-2326
新小岩南口店 葛飾区新小岩1-29-8-3F TEL. 03-5661-9255

総明会10％OFF!!
的場　尚 （S60年卒・闘紺会）
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ホームページ　http://shoei.tokyo/

水泳部OB
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昭和62年卒 

田中 健大朗

めいえんかい

明猿会

　一昨年50回の節目の幹事学年の役目を終え、当日はもちろんですが、事前準備等に
微力ながら同期の一員として関われた事に嬉しく思っておりました。
　そして先日、久しぶりに明猿会に参加させていただきました。皆の顔を見てパワー
をもらいたい･楽しく過ごしたいというのが一番ですが、実は今年の幹事学年の役員と
して私の弟が参加することを知ったからです。
　今年は「昭和」が終焉を迎え、新たに「平成」がスタートした卒業年。彼らにはそれ
故の新しさ・チャレンジ精神を感じさせてくれ、頼もしさすら感じました。男兄弟は皆
そうなのか？年に1回言葉を交わす程度で、あまりこういう事に積極的に参加するタ
イプではないと思っていましたが、思い込みだったようです。
　過去に執着するのは良くないですが、伝統・良き慣習を引き継ぐ事は大切です。そ
して時代の変化に対応していく、或いは自らが進化をしていくことはもっと大事。今
年の幹事年度の皆様、平成年度卒スタートとして頑張ってください。
　そして明猿会も、もっと新しい顔ぶれを増やすべく盛上げていきましょう！

はんなり浅草店
東京都台東区浅草1-39-15
Tel. 03-5830-0155

HP:http://www.han-nari.jp/

中瀬 若明
（昭和62年卒  明猿会）
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東京都中央区日本橋小伝馬町3-10
上嘉ビル2階

TEL 03-3662-5180

男子校根性組（S52年卒）
江原正俊

日比谷線小伝馬町駅より徒歩1分の
居酒屋です。ランチもやってます！

〒116-0012　東京都荒川区東尾久1-1-6
電話 03-3895-9494　FAX 03-3809-7779
http://www.yamashitashoji.jp

昭和63年卒
昭和戊辰乃会
歴史研究部

ポータルサイト未掲載の当社物件を多数掲載！！

神奈川県横浜市 保土ヶ谷区天王町1-22-10

代表取締役　石井 義洋
（昭和62年卒　明猿会）

お車に関することは、まずはご相談下さい。

保土ヶ谷車輌整備株式会社
車検、点検、板金塗装、一般整備、各種保険など

TEL: 045-331-5111  FAX: 045-331-5116 
http://www.h-carseibi.co.jp/

昭和63年卒 

尾崎 博之
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昭和63年卒 

尾崎 博之

しょうわぼしんのかい

昭和戊辰乃会

　昨年度幹事学年を務めました昭和63年卒昭和戊辰乃会です。
　第51回総明会総会・懇親会に多くの方々にご来場頂き、誠にありがとうございます。
　幹事学年の大役を終え、1月に有志20名で鬼怒川温泉へ慰安旅行に行ってきました。
貸し切りバスにて東京を出発。勿論、バスの中から宴会は始まり、飲みながらの観光。
到着時には既に酔っ払いです。現地直行組と合流し、夕食前にみんなで風呂。みんな
で風呂に入るのは高Ⅲの九州への修学旅行以来です。その後の宴会はご想像にお任
せします。
　このような楽しい旅行ができるのも、総明会の幹事学年があったおかげです。幹事
学年の楽しみは、幹事が終わった後にあることを実感した旅行でした。

 

祝 第 52会総明会 総会・懇親会祝 第 52会総明会 総会・懇親会
昭和63年卒同期会昭和63年卒同期会

しょうわぼしんのかい

TEL. 0294-76-1711

明高優待あります !! 常磐道三郷 ICから 1時間半
泊まって飲み＆ゴルフに来てください‼

スパ久慈 検　索

ご予約 044-788-5757
神奈川県川崎市高津区久末 402

ピッツェリア ロベルティーノ

昭和63年卒  昭和戊辰乃会
安齋　聡
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SHIP INC.
森田浩章

（昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

www.ship.co.jp

クロップオザキ
検　索

アパレル・ファッションの資材サポーター 「ふぞくやのブログ」毎日更新中！

 本社 〒101-0031　東京都千代田区東神田 2-9-16　アクト 21ビル
 ショールーム 〒101-0031　東京都千代田区東神田 2-10-7　セックオフコムビル 1F
電話  03-5820-0741（代表）　FAX 03-5820-0742　http://www.cropozaki.com

代表取締役社長　尾﨑博之  （昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

岡崎正和
昭和63年卒
昭和戊辰乃会
マンドリン部OB

東京都墨田区横川2-2-10
岡崎ビル2階   〒130-0003
TEL：03-6240-4262
FAX：03-6240-4263
okazaki@setsu-zeirishi.com

岡崎正和税理士事務所
弁護士 三神光滋 （水泳部OB）

〒102-0084 東京都千代田区二番町４番地３
 二番町カシュービル7階

TEL 03-3511-1111　FAX 03-3511-0222
mikami@nomotolaw.com

野本・吉葉法律事務所
（麹町　日テレビル前）

昭
和
63
年
卒
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SHIP INC.
森田浩章

（昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

www.ship.co.jp

クロップオザキ
検　索

アパレル・ファッションの資材サポーター 「ふぞくやのブログ」毎日更新中！

 本社 〒101-0031　東京都千代田区東神田 2-9-16　アクト 21ビル
 ショールーム 〒101-0031　東京都千代田区東神田 2-10-7　セックオフコムビル 1F
電話  03-5820-0741（代表）　FAX 03-5820-0742　http://www.cropozaki.com

代表取締役社長　尾﨑博之  （昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

岡崎正和
昭和63年卒
昭和戊辰乃会
マンドリン部OB

東京都墨田区横川2-2-10
岡崎ビル2階   〒130-0003
TEL：03-6240-4262
FAX：03-6240-4263
okazaki@setsu-zeirishi.com

岡崎正和税理士事務所
弁護士 三神光滋 （水泳部OB）

〒102-0084 東京都千代田区二番町４番地３
 二番町カシュービル7階

TEL 03-3511-1111　FAX 03-3511-0222
mikami@nomotolaw.com

野本・吉葉法律事務所
（麹町　日テレビル前）

昭
和
63
年
卒

大衆酒場

正木屋

京急鶴見市場駅下車一分

横浜市鶴見区市場大和町3-17
Tel: 045-511-0573

営業時間16：00から23：00
（10時以降入店可・日曜定休）

和装小物

有限会社 滝兵商店
代表取締役　滝沢　修
昭和63年卒 昭和戊辰乃会

TEL. 03-3876-2527
東京都台東区今戸 2-23-15

感性豊かで高品質なカットソー製品を新しい切り口でご提供致します。

株式会社ティアンドティ

代表取締役　安川琢哉  （昭和63年卒　昭和戊辰乃会）
顧客満足度を高める事を基本に
メイドインジャパンにあえてこ
だわり続け、それを理解、納得
して選んでいただける企業を目
指しております。

○自社工場：江戸川サンプル工場、秋田比内工場 
　　　　　　秋田鹿角工場、千葉東金工場

〒133-0053  東京都江戸川区北篠崎2-3-23 
電話 03-3677-1801   FAX 03-3678-7162

川口市・蕨市のお部屋さがしは八光商事へ

代表取締役 田中一任
（昭和63年卒　昭和戊辰乃会）

（硬式野球部OB）
〒335-0002

埼玉県蕨市塚越２－３－１
電 話　０４８－４４１－８５８３
ＦAX　０４８－４４４－３９２８

株式会社 八光商事

平成元年卒
平成改元会

硬式野球部ＯＢ
村嶋 健児

祝 第52回 総明会総会・懇親会
昭和34年卒
旧雨会
水泳部ＯＢ
村嶋 大三郎

明高出身 明治大学体育会
アメリカンフットボール部ＯＢ有志

祝５２回 総明会 総会・懇親会

蓑田 克己 （Ｓ５５卒 「紫魂会」 バスケ部）

諸井 右一 （Ｓ６３卒 「昭和戊辰の会」 バスケ部）
村嶋 健児 （Ｈ元年卒 「平成改元会」 硬式野球部）
嶋田 剛久 （Ｈ元年卒 「平成改元会」 吹奏楽班）
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へいせいかいげんかい

平成改元会
平成元年卒 

杉山 純也 

　2016年総明会総会・懇親会の幹事学年を担当致します平成改元会です。明治中学・
高校を過ごした6年間は学校生活や部活動で毎年様々な経験をし何才の頃に何をして
いたか？鮮明に記憶が残っています。しかし、社会人になると各年齢で何をしていた
か？就職・結婚や子供の誕生など大きな出来事は記憶に残りますが年齢毎の記憶は
薄いものです。しかし、幹事学年の今年46才は恐らく一生涯忘れることはないでしょ
う。28年ぶりに同期の仲間に再会し、会報を創り上げ、寄付広告を先輩方にお願いし、
総会・懇親会を取り仕切る。一生に一回の幹事学年です。昨年12月に昭和戊辰乃会
の先輩から幹事を引継ぎ準備を進めてきました。仕事などの都合で一度も参加出来
なかった同期の皆さんもまだ遅くはありません。1人でも多くの仲間と11月20日にセ
ルリアンタワー東急ホテルで一緒に校歌を歌うことを楽しみにしています。

株式会社 西原不動産鑑定
代表取締役　不動産鑑定士

西原　崇  （平成元年卒・改元会）

東京都中央区銀座2-12-3 ライトビル5階
TEL 03-3524-1715  FAX 03-3524-1716
E-mail: takashi.nishihara@n-rea.com
http://www.n-rea.com

出演中

株式会社 西原不動産鑑定は、鑑定評価
により高度な専門知識をクライアント様
に提供することを通じ、社会に貢献できる
会社を目指しています。

代表取締役社長 古谷裕彦
（平成元年卒 平成改元会 剣道部OB）

本社　千葉市中央区千葉港7番1号
Tel. 043-241-0331 Fax. 043-246-7061 www.furuya-milk.co.jp
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株式会社 西原不動産鑑定
代表取締役　不動産鑑定士

西原　崇  （平成元年卒・改元会）

東京都中央区銀座2-12-3 ライトビル5階
TEL 03-3524-1715  FAX 03-3524-1716
E-mail: takashi.nishihara@n-rea.com
http://www.n-rea.com

出演中

株式会社 西原不動産鑑定は、鑑定評価
により高度な専門知識をクライアント様
に提供することを通じ、社会に貢献できる
会社を目指しています。

代表取締役社長 古谷裕彦
（平成元年卒 平成改元会 剣道部OB）

本社　千葉市中央区千葉港7番1号
Tel. 043-241-0331 Fax. 043-246-7061 www.furuya-milk.co.jp

平成2年卒 

今泉　仁

めいあいかい

明愛会

　昭和と平成という二つの元号を「明治」で過ごした私達は、平成2年に明治高校を無
事？に卒業しました。先輩からの「次年度総明会幹事だぞ〜」の一言により、連絡が
取れる仲間に招集を掛け、やっと同期の50人程と連絡が取れるようになりました。
　いろいろ昔話をしていると、20年以上ぶりに再会した仲間は、もしかしたら家族よ
りも密度の濃い人生を共に過ごした同志である事に気が付きました。
　そんな人生を共にした同志の輪を広げ、来年度の総明会総会・懇親会の幹事学年と
して楽しく取り組みたいと思います。この記事を読んで「あれっ？俺も平成2年卒じゃ
ん！」と気がついた方、連絡お待ちしております。

祝 ５２回 総明会総会・懇親会

平成２年卒 明 愛 会
連絡先 今泉　仁（090-2213-7590）
 jin.imaizumi@toppan.co.jp

同期諸君！
連絡請う！➡

紫紺館帰りに是非お立寄りください！

TEL. 03-358-9441
神田駿河台3-7百瀬ビル1-1F

〒361-0037 埼玉県行田市下忍2203

Tel.048-554-9760（代表） Fax.048-554-9772

e-mail  t-imai@surpassindustry.co.jp

サーパス工業株式会社
代表取締役社長　今 井 高 志 （平成5年卒）
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きょうがくかい

共楽会
平成23年卒 

三浦 直人 

　同級生や後輩と顔を合わせるたび、「いま総明会でこんなことをやっているんだけど、
手伝ってくれない？」と声をかけまくり、非常に面倒臭がられている（に違いない）三浦
です。ただ、中には誘いに乗ってくれる「酔狂」な方々もいます。本会報に同封されて
いる（はずの）『Ｍ』は、そんなメンバーと一緒に作った「オトナの『過程』」です。
　昨年12月には、調布新校舎卒業生の集い「若手の会」も開催（写真）。6月18日の進
路相談会では、一学年後輩の朝倉さん、清野さんがメンバー集めに奔走してくれまし
た。総明会に関わる若手が「酔狂」だと言われなくなる日を目指して、今後もしばらく、
面倒臭いヤツでいようかなと思います。

専務取締役

倉持法律事務所

〒103-0025
東京都中央区日本橋茅場町3-13-3
興和日本橋ビル2階
電話： 03-5614-1420
FAX： 03-5614-1421
http://www.kuramochi-law.jp

弁護士  倉持政勝
（平成3年卒・硬式野球部）

株式会社SAKURA-TRUST
SAKURA Group

〒105-0012
東京都港区芝大門1-5-2須田ビル3F
TEL 03-5472-7400  FAX 03-5472-3500

関連会社　株式会社さくら航産
　　　　　株式会社さくら管財

代表取締役  熊木達朗
（平成6年卒）
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専務取締役

倉持法律事務所

〒103-0025
東京都中央区日本橋茅場町3-13-3
興和日本橋ビル2階
電話： 03-5614-1420
FAX： 03-5614-1421
http://www.kuramochi-law.jp

弁護士  倉持政勝
（平成3年卒・硬式野球部）

株式会社SAKURA-TRUST
SAKURA Group

〒105-0012
東京都港区芝大門1-5-2須田ビル3F
TEL 03-5472-7400  FAX 03-5472-3500

関連会社　株式会社さくら航産
　　　　　株式会社さくら管財

代表取締役  熊木達朗
（平成6年卒）

平成25年卒

押田華穂

　平成25年卒の押田華
穂です。先日、我が母校
の明治高校に就職活動

の報告を・・・と、思いつつ足を運びましたが、テスト期間中ということで、非常に残
念ながら、ほとんどの先生にお会いすることが出来ませんでした。
　さて、現在、私たちは大学4年生となり、既に就職活動を終えた者や大学院への進学
を決めた者なども出てきており、来年度以降の自分の姿が、少しずつですが、具体的に
見えてきている状況にあります。まだ学年全体で集まることは出来ていませんが、それ
ぞれが新天地に旅立った来年に、各々の近況を知るために集まれたら良いのではない
かと思っております。

監督  榎 本 剛 之
（平成 2 年卒）

有限会社サンウッド
TEL. ０４４－５５５－７０１６

明治大学体育会ゴルフ部

MEIJI
  UNIVERSITY GOLF CLUB

〒101-0041
東京都千代田区神田須田町1-28  フォーラス神田3F
TEL: 03-3255-0551　FAX: 03-3255-0552

税理士法人 タックス・アイズ
代表社員 五十嵐明彦（平成6年卒）　

〒104-0061 東京都中央区銀座8-8-15 青柳ビル5Ｆ
TEL 03-3571-0655 FAX 03-3571-0615

e-mail : asakura@taimeijisho.jp

〒104-0061 東京都中央区銀座8-8-15 青柳ビル5Ｆ
TEL 03-3571-0655 FAX 03-3571-0615

e-mail : asakura@taimeijisho.jp

不動産売買・仲介・管理不動産売買・仲介・管理

太明地所株式会社太明地所株式会社
代表取締役 浅倉太明 （平成4年卒）　代表取締役 浅倉太明 （平成4年卒）　
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平成27年卒 

赤坂 菜摘

　こんにちは。私たち平成27年卒業生は今年成人を迎えます。1月に控える成人式に
向けて、同期会を開く予定です。現在、幹事の全員で話し合いを重ね、企画を練ってい
るところです。高校を卒業して2年が経ちましたが、多くは明治大学にそのまま進学し
ているので、あまり懐かしみを感じないかもしれませんが、3年間、ないしは6年間をと
もに過ごしたメンバーで人生の節目である成人を祝い合うことでこれからも長く続く
関係でいられるようなきっかけづくりにしたいと考えています。
　まだまだ人生においてのビッグイベントは多くありますが、いつ再会しても高校生の
頃のピュアな気持ちを忘れないでいられるようなそんな学年になりたいと考えていま
す。

セメント・生コン・エクステリアを通じ、快適な住まい造り、美しい街造りを目指します。60thAniversary

東京都練馬区早宮2-17-47平和台STビル2F

専務取締役

内田竜太郎
（平成6年卒）

ウチダ商事株式会社
http://www.uchida-shoji.co.jp/

本　　社  〒101-0023 東京都千代田区神田松永町18番
 TEL 03-3253-9411　FAX 03-3253-9418
営業本部 〒135-0053 東京都江東区辰巳2丁目3番1号
 TEL 03-5534-7700　FAX 03-5534-7708

大正13年創業。 ご要望の建築資材を、ご要望どおりに。
オオモリ・マテリクスは、お客様に「信頼」をお届けしています。

株式会社オオモリ・マテリクス
代表取締役 大森清嗣（長男 大森貴之 平成21年卒 野球部ＯＢ）
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セメント・生コン・エクステリアを通じ、快適な住まい造り、美しい街造りを目指します。60thAniversary

東京都練馬区早宮2-17-47平和台STビル2F

専務取締役

内田竜太郎
（平成6年卒）

ウチダ商事株式会社
http://www.uchida-shoji.co.jp/

本　　社  〒101-0023 東京都千代田区神田松永町18番
 TEL 03-3253-9411　FAX 03-3253-9418
営業本部 〒135-0053 東京都江東区辰巳2丁目3番1号
 TEL 03-5534-7700　FAX 03-5534-7708

大正13年創業。 ご要望の建築資材を、ご要望どおりに。
オオモリ・マテリクスは、お客様に「信頼」をお届けしています。

株式会社オオモリ・マテリクス
代表取締役 大森清嗣（長男 大森貴之 平成21年卒 野球部ＯＢ）

祝 第52回 総明会総会

昭和63年卒（昭和戊辰乃会）

光岡 孝之

應援團ＯＢ会

　第52回総明会総会・懇親会の開催おめでとうございます。
昨年度の懇親会も応援団OB・OGが多く集まり、ご列席の皆様と楽しい時間を過ごす
ことができました。本年も全面的に総明会にご協力させていただきます。
　さて、このようなご要請に対しお応えできるのも、近年卒業した若い世代のOB・OG
が全国から集まってくれるおかげです。いつも、本当にありがとう！
　6月のOB総会には、卒業一年目の大学生から何十年ぶりに出席された先輩もおら
れ、出席者の世代間が60年の益々充実したOB会となっております。また、吉田先輩が
総明会の会長にご就任され、披露式典と記念品の贈呈も行いました。

　新規事業としては、
皆様からのご要望も
ありました『応援団
OB会ホームページ』
をアップいたしまし
た。フェイスブックと
の連動により試合経
過などタイムリーな
情報が閲覧できます。
また卒業各代の幹部
写真が掲載されてい
ます。ぜひ一度ご覧
になってください。
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　毎年この時期になると前期班長や顧問の鈴木先生への原稿依頼、そして自分自身
も原稿を度々書かせて頂いてます。そんな自分も来年は幹事学年、吹奏楽班だけでな
く多くの先輩後輩そして何より大変ご無沙汰な同期達に会えることを本当に楽しみ
にしております。例年通り、吹奏楽班OB・OG会も校歌・応援歌の演奏で式典に花を
添えさせて頂きたく存じます。
　吹奏楽班の後輩達は、昨年
度から新 開 催の全 国ポピュ
ラーステージ吹奏楽コンクー
ル全国大会に於いて、準優勝
ならびにセイコーホールディ
ングス賞を受賞するという快
挙を成し遂げてくれました。
OB・OG会は基本理念である

「現役中心主義」を貫き、後輩
から依頼されれば楽器運搬で
も定期演奏会の裏方でも何で
も手伝いますが、しかし、成功
も失敗も笑いも涙も全て後輩達のもの。卒業生は温かく見守るだけです。
　明けて1月には第58回目となる定期演奏会が開催されますので、会報ご覧の皆様方
も是非お運びを頂ければと存じます。そして60周年の記念行事に向けて準備も進めて
参ります。

吹奏楽班
OB・OG会

平成2年卒 深井 重男

52
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昭和57年卒（明魂会）

宮田　健

放送班ＯＢ会

　放送班OB会のうち、昭和53年から昭和61年卒業生を中心とした有志で、当時の放
送班顧問の恩師・田村晴彦先生の命日（5月17日）にあわせ毎年5月の第3土曜日に先
生の眠る港区三田の長久寺へ墓参りと懇親会を行っています。
　今年の第3土曜日は5月21日で、計8名が参加。天気も程々で散歩日和。長久寺に到
着すれば手慣れたもの、清掃道具を手に取る者、水を汲む者など打ち合わせも不要。各
自手を合わせて先生に近況を報告、門前で写真を撮り恒例の墓参を終えました。
今後も、放送班OBに限らず、故 田村先生にゆかりのある方には気軽に参加して頂き、
ともに楽しい時間を過ごしたいと思います。間違いなく先生も喜んで下さるはずです。
来年は、5月20日です。皆さんお忘れなく。

　2月・3月に開催された幹事会・総会の懇親会も年代を超えた素晴らしい会となりま
した。しかしながら、豊富な人材の明球会ではありますが、更なる発展の為、一層の若
返りを図ろうと思っております。多くの方々のご参加をお待ち致しております。
　明球会会報をご希望の方は明球会事務局迄ご連絡下さい。
　尚、明球会会報への広告掲載（ご寄付）を頂ける方がいらっしゃいましたら併せて是
非ご連絡頂けるようお願い
致します。
　最後になりますが、会員
並びに関係者の皆様から、
今期も毎回の会費納入に
加えまして、多くのご寄付・
明球会会報への広告掲載
を頂きました事を、ここに
深く感謝申し上げます。

硬式野球部OB会
明球会 昭和51年卒  一泉 二郎

52祝 第５２回総明会総会・懇親会開催 

平成元年卒（平成改元会）
硬式野球部ＯＢ一同

田中博樹、村嶋健児、澤村大樹、篠田守建
美濃部健太郎、筧崇彦、吉井昭、四手宏尚
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『創部100年に向けた新たな試み』

　明水会は、昨年創部90周年記念式典を盛大に開催したところです。更に本会を盛り
上げるため年代別親睦会を新たに開催しました。
　銘打って『明水会　60's生まれ以降の懇親会』時は5月26日、場所はこの年代の御用
達、日本橋ラコルタ。明水会OBのお店です！急な案内にも拘らず初参加も含め17名
が集まりました。乾杯の前には既に青春時代にタイムトリップしている仲間達。この
年代が集まると話題は猪苗代の夏合宿。プールの無い水泳部は夏休みと合宿で多く
の泳ぎこみを行います。その距離1日2万メートル超。辛かった練習も今となっては素
晴らしい経験談。皆で楽しい時間を過ごせました。大先輩から現役まで縦・横の絆こ
そが明水会の誇り。創部100年に向け全員で邁進します。

水泳部OB会
明水会

昭和58年卒 佐藤 敏雄

　スキー熱が過熱しはじめた昭和後期、当時のイメージは、「スキーが上手ければ女に
もてる」。不純な動機ともいえるが真剣に考えていたことである。
　しかし、クラブ訪問で目にした部室には、汗まみれのシャツやジャージが無造作に置
かれ、鼻を突く、すっぱい臭いが漂っていた。その空間は「私をスキーに連れてって」の
映画とはかけ離れた場所であり、自分の妄想は音を立てて崩れていった。
　また、合宿はもちろんのこと、試合も必ず宿泊。しかもOB付き。そんなスキー部と出
会い、ちょっと怖い、いや、かなり怖い先輩たちに鍛えられて人間形成が出来たと思っ
ている。

スキー部OB会
明雪会

昭和62年卒 深谷　剣
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明高出身 明治大学体育会スキー部
一般部「らいちょう」ＯＢ有志

祝 第５２回総明会総会・懇親会開催 

澤村大樹 （平成元年卒　硬式野球部ＯＢ） 
天久哲郎 （平成元年卒　水泳部ＯＢ） 
坂巻勝裕 （平成元年卒　スキー部ＯＢ） 
桜井　敦 （平成２年卒　硬式野球部ＯＢ）
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会長 中村  明彦（S46年卒）

張　春頴
平成８年卒  水泳部ＯＢ

北京料理 東興樓
中央区銀座７-4-13
TEL 03-3571-2223

銀座と歩んで６９年

姉妹店 蓬莱閣
台東区上野2-14-29
TEL 03-3831-1763

事務局　染谷貴男　090-3205-9735
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　昨年度のバレー部OB会は、1月に総会とバレーボール大会を開催したことと、
3月の卒業を祝う会を開催したことが主な活動となりました。
　ちなみに、どちらの会合も、毎年開催しているところです。
　バレーボール大会は、上は70才くらいから、下は大学生まで26人のOBが参加し、
OB同士や、現役高校生、中学生らとバレーボールに興じました。写真をご覧下さい。
　卒業を祝う会は、大学4年生と高校3年生を招待し、新たな門出をOB会として祝っ
てあげるものです。大学4年生は6人、高校3年生は9人が集まり、顧問3先生、OB 8人が
出席し、大学リバティタワーのサロン燦で開催しました。
　なお当OB会では、約80人のOBが年会費を納めていただき、現役中高生へ、合宿時
の氷代やバレー大会時の図書カードの寄贈をし、クラブ活動援助をしています。
　OB皆様のご健康を祈念し、ご協力を感謝いたします。ありがとうございます。

バレー部OB会
事務局 樋田 哲次

52
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フェンシング部
OB会

　2012年のロンドンオリンピックでフェンシング団体が銀メダルを獲得した8月に時
期を同じくして、OB会が発足、それから4年が経過しました。この間、母校へ復活の要
望書提出、学生へのデモンストレーション開催等の機会をいただいた結果、昨年は5名
の高校生が活動を開始、さらに有志「フェンシング同好会」として認可され、顧問には
田中副校長先生に就任していただきました。母校の関係者の皆様には大変感謝して
おります。
　更に今年は新入生が6名加わり、現在9名の学生が活動、5月には高校2年生が公式
戦にデビューを果たしました。オリンピックイヤーで始まった活動もインターハイ出場
を目指し、いよいよ第2ステージの始まりです。

　歴史研究部OB会は、実に60年以
上という歴史を持つ伝統あるOB会
です。
　私が当OB会に初参加したのは、
昨年2月の事でした。在学中、一緒
に部活動した先輩・後輩やお会い
したことの無かった大先輩たちと一

堂に会する事ができ、懐かしい再会と新たな出会いを得ることが出来ました。
　OB会では活発な意見交換が行われ、先輩・後輩ともに、今も昔と変わらぬ歴史研究
に対する熱心で真摯な姿勢を保ちつつ、世代を超えてひとつになる事ができる素晴ら
しさを改めて感じることが出来ました。
　歴史研究部出身の方で、まだOB会に参加されていない方は、当OB会に参加してみ
て下さい。きっと忘れ得ぬひとときが過ごせると思います。

歴史研究部OB会
昭和63年卒  山下 征隆

52
祝  第52回総明会総会

がんばれ平成改元会

事 務 局 山下  征隆（昭和63年卒）

昭和45年卒 中村信也
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「長い歴史」
　初代顧問矢口清先生の記録で
は、歴研顧問伊藤好一先生の勧め
で1948年創部されたそうです。
1951年の夏、一人一升のお米持参
で研究旅行として檜枝岐村まで山
歩きに行きました。小休止の際、一
人で持参の駄菓子を食べていると伊藤先生が私に「お菓子は他の人にも分けて食べよ
うね」と御注意があり、当時先生や先輩の語る社会主義とはこれかな？などと素朴な

感想を持ちました。
60年以上の時を経た今も、
矢口先生の教えは私の生
き方に根付いており、旅行
に行く際には、出来るだけ
地形図を用意します。ま
た、今でもユーモアのある
伊藤先生と静かで優しい
矢口先生を懐かしく思い
浮べます。

地理研究部OB会
昭和32年卒 大塚 和哉

『ごとう会』について
　1995年に退職された後藤朋智先生（化学）を囲んで毎年5月10日に行われている、恒
例の『ごとう会』が、今年も5月10日（火）に学士会館で開催されました。
昨年は20回目の節目の年で、しかも日曜日だったこともあり、多くの参加者に恵まれ
ましたが、今年は平日でもあり、どれだけの方がご参加くださるか心配しておりました
が、それでも30名を超える方々がお集まりくださいました。
　後藤先生は相変わらずお元気で、今年も楽しく盛り上がることができました。
先生よりも元生徒の方がくたびれてきているように思えますので、健康に注意し、来年
も5月10日に『ごとう会』を開催する予定です。

ごとう会
幹事 大西静士郎

52
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ヤマダ大感謝祭

第６回ヤマダ大感謝祭開催
　去る平成28年4月23日（土）、築地場外市場にある「北海番屋」（鵜飼実行委員長が経
営する鳩屋海苔店本店のお隣）にて、第6回ヤマダ大感謝祭が執り行われました。
山田伸夫先生が退職されてから早5年、毎回大勢の教え子や応援団OBが参加し盛り
上げてきたヤマダ大感謝祭ですが、第6回にして初めて教え子たちの保護者も参加され
ました。
　マグロの中落ちを自らすくい鳩屋の海苔で巻いて食べるという築地ならではイベン
トや、恒例の山田先生によるプチ講義が行われました。また、開催日当日は山田先生
の「御令室」悦子様の誕生日ということで、サプライズでロールケーキタワーをご用意
し（山田先生にもマグロの海苔巻きタワーをご用意しました）、山田先生から感謝の言
葉と花束の贈呈も行われました。
　最後は、押田元団長のリードのもと、参加者全員による明治高校校歌の大合唱で大
盛況のうちに幕を閉めました。

平成18年卒 秋山　俊

第7回は平成29（2017）年4月22日（土）開催予定
楽しい企画を用意して皆様のお越しをお待ちしております。

山下　征隆（昭和63年卒 昭和戊辰乃会） masa1998@pop16.odn.ne.jp
田中　一任（昭和63年卒 昭和戊辰乃会） BCF00101@nifty.com
三保谷健介（平成６年卒） mihoya@mtb.biglobe.ne.jp

私たちは総明会の記録を撮りつづけております。
写真部ＯＢの皆さん、これからも一緒に総明会の記録を
撮りつづけていきましょう！ご連絡お待ちしております

写真部OB会発足委員 栗田 茂（昭和44年卒）
連絡先：携帯 090-3138-5692  FAX 03-3677-2425

E-mail: kurishige@pop12.odn.ne.jp
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　明治中学高校剣道部は、総勢33名（男子12名、女子21名）の部員で構成されており
ます。辞める部員も少なくこの位の人数を維持できているのは、ひとえに顧問の北村
先生、副顧問の神崎先生、内田先生のご尽力のお陰と、感謝しております。
　さて見心会は今年も２月にOB・OG合宿を行いました。今年は「新たな試み」として、
見心会員のみの合宿を秩父の「宮本の湯」で行いました。稽古はきつかったですが、懇
親会では近先生を囲んで剣道談義で花を咲かせ、充実した合宿を終えることができま
した。
　今年の総明会のサブテーマである「伝承と革新」は今まさに見心会がかかえている
テーマでもあります。20〜40才代のOB・OGは是非、見心会の行事にも参加してもら
いたいと願っております。

剣道部OB・OG会
見心会

昭和52年卒 羽田 郁雄

　バスケット部OB・OG会はOB・OGとのネットワークを強固にする為、毎年、様々な
取組みを行っております。
　バスケットをやりたい若手に対しては、年に1度、OB・OGによる試合を明治高校体
育館にて実施しています。髪の毛が薄い50才過ぎのおじさん達チームが、若手チーム
と対戦する事もあります。また、昨年は新たな試みとして、総会を明高ではなく別会場
で行ったところ、18才〜70才代までの幅広いメンバーが参加し、OB・OGの交流を更
に深めることができました。
　今後もバスケット部OB会は良き伝統を維持し、創意工夫しながらOB・OGの結束
力を更に高めて、現役支援を行ってまいります。

バスケット
ボール部OB OG会
昭和57年卒 木戸 基満
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（平成元年卒）

会　長　矢光　善美　　幹事長　木村　　茂
副会長　中島　健一　　監　督　小川　雅之
副会長　鈴木　幸男　　会　計　羽田　郁雄

祝 第五十二回総明会総会・懇親会

〈明卓OB会〉

明治中学校・高等学校卓球部OB会
祝  第52回総明会総会
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52

祝 第 52回 総明会 総会・懇親会祝 第 52回 総明会 総会・懇親会
昭和 63年卒（昭和戊辰乃会）田嶋慎治昭和 63年卒（昭和戊辰乃会）田嶋慎治
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有限会社 三 友 金 型
バスケット部OB
改元会（平成元年卒）

代表取締役

小柳貴裕
東京都墨田区東向島6-25-13
TEL. 03-3617-6683
FAX. 03-3610-1299
E-mail sannyuu@tj9.so-net.ne.jp

マシニングセンター加工
NCフライス加工
NC放電加工
V33.V56.高速加工
U-GRAPH3次元コンピュータ

ゴム金型 設計・製作 短納期対応

業 　種

有限会社コムロ電子サービス

東京都墨田区吾妻橋２丁目６－６
TEL. 03-3625-2775

昭和36年卒　明　駿　会　小室雅夫
平成元年卒　平成改元会　小室毅郎
昭和36年卒　明　駿　会　小室雅夫
平成元年卒　平成改元会　小室毅郎

PCトラブル相談のります

資産活用コンサルティング
池上センター
所長　篠田　守建
平成元年卒（硬式野球部）　

〒146-0082 大田区池上6丁目8番5号第二小木ビル２F
TEL　03-3752-1109
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祝 総明会第52回総会・懇親会

物理部OB会 明 物 会
会長　井家上 哲史  （昭和51年卒 明々会）

meibutsukaiinfo@gmail.com物理部OBの皆さん、ご連絡を

祝 第52回総明会総会・懇親会

明治高校庭球部OB・OG会
会長 鈴木信夫（昭和47年卒）

チャレンジ平成改元会
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総明会
平
成
28
年
度 活

動
報
告

平成28年度	総明会	理事・役員一覧

平成28年度	総明会	評議員一覧

平成28年度	活動報告

平成28年度	会計報告

総会委員会	 活動報告

会報委員会	 活動報告

総務委員会	 活動報告

組織委員会	 活動報告

企画委員会	 活動報告

広報委員会	 活動報告

名簿委員会	 活動報告

ゴルフ委員会	活動報告

前年度幹事学年挨拶

次年度幹事学年挨拶

本年度幹事学年挨拶

第52回総明会	御寄付者一覧

幹事学年	寄付者一覧

祝 総明会第52回総会・懇親会

物理部OB会 明 物 会
会長　井家上 哲史  （昭和51年卒 明々会）

meibutsukaiinfo@gmail.com物理部OBの皆さん、ご連絡を

祝 第52回総明会総会・懇親会

明治高校庭球部OB・OG会
会長 鈴木信夫（昭和47年卒）

チャレンジ平成改元会

161



平成28年度	総明会	理事・役員一覧 （敬称略）
　　   　 委員会・役職    卒　年     氏　名
名誉会長  昭和36年 向殿　　政男
顧問   昭和21年 小林　　昭雄
顧問   昭和29年 山浦　　晟暉
顧問   昭和32年 山崎　　敬生
顧問   昭和41年 尾島　育四郎
顧問   昭和43年 佐久間　洋一
顧問   昭和44年 服部　　雄二
顧問  明治高校校長  安蔵　　伸治

  
会長  昭和45年 吉田　耕太郎
副会長  昭和44年 関谷　　芳久
副会長  昭和51年 井家上　哲史
専務理事  昭和50年 山崎　　秀樹
常務理事  昭和54年 熊倉　　章雄
事務局長  昭和59年 平野　　一哉
会計  昭和50年 吉武　　孝生

総会委員会 委員長 昭和57年 染谷　　貴男
 副委員長 昭和59年 大山　　輝芳
 副委員長 昭和59年 藤原　　輝夫
 副委員長 昭和60年 町側　　尚則
 副委員長 昭和61年 栗本　　宣長
会報委員会 委員長 昭和57年 関川　　一浩
 副委員長 昭和57年 小林　　謙之
 副委員長 昭和59年 田中　　重幸
 副委員長 昭和60年 山本　　伸幸
ゴルフ委員会 委員長 昭和54年 志村　　和哉
 副委員長 昭和58年 苅部　　　大
 副委員長 昭和59年 渡邉　　文夫
 副委員長 昭和60年 山口　　達明
 副委員長 昭和61年 清水　　孝浩
企画委員会 委員長 昭和61年 土田　　正昭
 副委員長 昭和61年 横山　　一実
 副委員長 昭和63年 尾崎　　博之
組織委員会 委員長 昭和50年 近藤　　敏彦
 副委員長 昭和58年 高橋　　　浩
 副委員長 昭和60年 渡辺　　智郎
 副委員長 昭和61年 鵜飼　　友義
総務委員会 委員長 昭和56年 須藤　　貢一
 副委員長 昭和52年 大西　静士郎
 副委員長 昭和61年 野津　　真男
 副委員長 昭和63年 光岡　　孝之
広報委員会 委員長 昭和56年 衛藤　　雅一
 副委員長 昭和59年 島村　　武史
名簿委員会 委員長 昭和56年 鴨下　　裕彦

監事  昭和44年 中河　　孝樹
監事  昭和56年 狩野　　智雄

162



卒 業 年 名　　称 氏　　名 氏　　名 卒 業 年 名　　称 氏　　名 氏　　名

名　　称 氏　　名 名　　称 氏　　名

平成28年度	総明会	評議員一覧
同期会 （敬称略）

班・クラブOB会

昨年1年間ご連絡を取れなかった評議員の方はお名前を記載できませんでした。
お気づきの方は、総明会事務局までご連絡を頂けますようお願いいたします。

平成28年度 総明会 活動報告

応 援 指 導 班
新 聞 班
吹 奏 楽 班
図 書 班
放 送 班
剣 　 道 　 部 （ 見 心 会 ）
硬 式 野 球 部 （ 明 球 会 ）
サ ッ カ ー 部
柔 道 部
水 　 泳 　 部 （ 明 水 会 ）
ス キ ー 部 （ 明 雪 会 ）
卓 　 球 　 部 （ 明 卓 会 ）
庭 球 部

廣 野 宏 士
西 山 光 彦
斉 木 麻 州 男
平 田 幸 彦
宮 田 　 健
鈴 木 幸 男
世 古 俊 之
大 室 　 智
小 川 洋 一
中 村 　 明 彦
岡 本 雅 仁
高 橋 正 侑
奈 良 部 利 昭

樋 田 哲 次
岩 重 哲 雄
櫻 井 勝 也
吉 田 博
田 島 弘 資
森 　 八 一
礒 部 　 進
赤 岩 大 輔
大 塚 和 哉
山 下 征 隆
武 藤 　 仁
横 谷 昌 明

バ レ ー 部
フ ェ ン シ ン グ 部
陸 上 競 技 部
バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 部
囲 碁 部
化 学 部
物 　 理 　 部 （ 明 物 会 ）
マ ン ド リ ン 部
地 理 研 究 部
歴 史 研 究 部
アイスホッケー愛 好 会（ 明 氷 会 ）
Ｊ  Ｒ  Ｃ

 昭和 12 年  中富　光国 
 昭和 15 年 明中 26 会 三笠　光人 
 昭和 21 年 午巳の会 小林　昭雄 斉藤　久也
 昭和 24 年 明高一期会 内藤　　功 
 昭和 25 年 明二会 小田川玉城 高橋　信雄
 昭和 26 年 猿楽会 熊井　　実 
 昭和 27 年 明高会 米山　耕右 渡邉　幹夫
 昭和 28 年 明窓会 戸田　一郎 佐藤　欣生
 八丈島高校 八明会 持丸　孝雄 高橋　和夫
 昭和 29 年 29 会 山本　峰司 橋崎　正義
 昭和 30 年  宇田川雄弘 
 昭和 31 年 明楽会 佐藤　健一 大出　育男
 昭和 32 年 明治会 長野　敏樹 太田　喜久
 昭和 33 年 三三会 鈴木　寿雄 藤田　義茂
 昭和 34 年 旧雨会 秋山　義昭 希代　　章
 昭和 35 年 珊瑚の会 倉林　貞夫 天野　洋一
 昭和 36 年 明駿会 加藤　眞義 谷　　正之
 昭和 37 年 37 会 戸谷　誠樹 中村　哲士
 昭和 38 年 二年に一会 三浦　昭生 服部　紀夫
 昭和 39 年 三九会 佐藤 　　仁 堺　　健一
 昭和 40 年 明優会 阿部　正行 大関　清人
 昭和 41 年 41 明友会 廣瀬　　準 菊本　哲也
 昭和 42 年 M41 結城　康郎 新村　秀男
 昭和 43 年 紫讃会 志村　一夫 小田嶋保男
 昭和 44 年 男坂倶楽部 寺田　康夫 藁谷　　豊
 昭和 45 年 獅子の会 比留間竹郎 山形　英明
 昭和 46 年 明潮会 木村　　茂 金子　敏一
 昭和 47 年 四七四七同志酔会 戸張　　毅 内田　　茂
 昭和 48 年 波の会 海老根一介 雨海　重明
 昭和 49 年 翼明会 佐藤　眞弘 大前　実之
 昭和 50 年 明紫会 三森　　勲 雨宮　弘典
 昭和 51 年 明々会 前田稲一朗 山田　眞也
 昭和 52 年 男子校根性組 佐藤　大英 角谷　幹夫
 昭和 53 年 紫友会 加藤　裕之 竹越　利之
 昭和 54 年 明誠会 代田　真司 矢ノ目　忠
 昭和 55 年 紫魂会 大迫　好孝 渡辺　裕之

 昭和 56 年 明翔会 寺村　一義 蓬田　裕一
 昭和 57 年 明魂会 岩崎　広人 田中　幹浩
 昭和 58 年 明輪会 大塚　達宏 高橋　　浩
 昭和 59 年 明心会 田中　重幸 渡邉　文夫
 昭和 60 年 闘紺会 矢澤　　徹 和田　直弘
 昭和 61 年 新世輝 鵜飼　友義 栗本　宜長
 昭和 62 年 明猿会 赤岩　大輔 中澤彰次郎
 昭和 63 年 昭和戊辰乃会 平野　由朗 安川　琢哉
 平成元年 平成改元会 村嶋　健児 杉山　純也
 平成 2 年 明愛会 今泉　　仁 神保桂一郎
 平成 3 年 明仁会 山口　一郎 斎藤　直宏
 平成 4 年 快汗、どすこい塾 小畑　　啓 福田　浩茂
 平成 5 年  安藤　高利 長野　吉克
 平成 6 年  河村　健一 新村　哲也
 平成 7 年  石田　頼央 金子　敦史
 平成 8 年  青木　大樹 三村　具永
 平成 9 年 紫雲会 小谷　健志 香川　満洋
 平成 10 年 紫 98 倶 秋山　光億 平田　　健
 平成 11 年 明哲会 石川　一仁 戸邊　　寛
 平成 12 年 明瀑会 玉木万理夫 保科　大輔
 平成 13 年 明治２１ 大橋　弘頌 岡庭　朋威
 平成 14 年  上原　康仁 下田　良征
 平成 15 年  大川　康介 武　雄一郎
 平成 16 年  杉田　将平 徳竹　正憲
 平成 17 年  室井　　純 荒川　佳史
 平成 18 年 白雲会 山崎　裕貴 角田　隆悟
 平成 19 年  横倉　光輝 大竹　　惇
 平成 20 年  渡辺　　圭 早川　慎吾
 平成 21 年  加藤　　敦 大森　貴之
 平成 22 年 明雄会 亀屋　将紀 佐藤亨太郎
 平成 23 年  平田　裕貴 三浦　直人
 平成 24 年  三浦　　彩 市川　　陸
 平成 25 年  師岡　忠寛 押田　華穂
 平成 26 年 ゆいまーる 岡田　尚也 柴田加菜子
 平成 27 年  赤坂　菜摘 渡邉　直人
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に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
明
治
高

校
の
建
学
の
精
神
に
の
っ
と
り
、
伝
統
あ
る

校
風
の
も
と
に
、
有
意
義
か
つ
立
派
な
活
動

を
し
た
５
人
の
卒
業
生
に
総
明
会
賞
を
授
与

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
年
度
卒
業
生
2
8
0
名
を
加

え
、
明
治
高
校
の
卒
業
生
は
1
6
，6
9
1

名
と
な
り
、
こ
れ
に
旧
制
中
学
校
卒
業
者
を

加
え
る
と
1
9
，9
2
3
名
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
３
月
の
卒
業
生
を
加
え
る
と
、
旧
制
明

治
中
学
以
来
の
卒
業
生
が
２
万
名
を
超
え

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

５
月
29
日
に
は
第
22
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
が
、
千
葉
県
の
ム
ー
ン
レ
イ
ク
Ｃ

Ｃ
・
茂
原
コ
ー
ス
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
明
会
史
上
最
多
の
1
6
7
名

が
参
加
す
る
こ
と
で
ゴ
ル
フ
場
を
貸
し
切
る

こ
と
が
で
き
、
青
空
の
下
、
オ
ー
ル
明
治
の
コ

ン
ペ
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
白
駿
会
や
明
大
中
野
校
友
会

「
武
陵
会
」
の
総
会
に
も
出
席
し
、
親
睦
を
深

め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
な
お
、
９
月
の
明
朗

会
は
、こ
れ
ま
で
の
相
撲
観
戦
や
落
語
会
と
は

趣
を
変
え
て
、フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
り
な
が
ら
の
ハ

ワ
イ
ア
ン
な
一
日
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
11
月
7
日
、
明
治
大
学
大
学
会

館
３
F
第
１
会
議
室
に
て
総
明
会
第
51
回

総
会
が
開
催
さ
れ
、
新
会
長
に
吉
田
耕
太
郎

氏（
昭
和
45
年
卒
）、副
会
長
に
関
谷
芳
久
氏

（
昭
和
44
年
卒
）
と
井
家
上
哲
史
氏（
昭
和

51
年
卒
）を
選
任
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場

を
明
治
大
学
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
２
F
に
移

し
、懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

来
賓
、
明
治
高
校
・
中
学
校
関
係
者
、
総
明

会
会
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、「
51
年
目
の
挑
戦
～
総
明
会
の

財
産
～
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
「
昭
和
戊
辰

乃
会
」（
昭
和
63
年
卒
）
が
幹
事
学
年
を
担

当
致
し
ま
し
た
が
、１
年
間
に
わ
た
り
、そ
の

準
備
・
運
営
に
御
尽
力
頂
き
ま
し
た
。
特
に
、

今
回
は
「
若
手
の
総
明
会
会
員
に
多
く
参
加

し
て
ほ
し
い
！
」と
の
幹
事
学
年
の
熱
い
思
い

が
実
を
結
ん
だ
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
成
果
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
幹
事
学
年
の
頑
張
り

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
も
総
明
会
は
別
表
の
よ
う

な
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
組
織
委

員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
12
月
６
日
に
「
総

明
会　

若
手
の
会
」
を
明
治
高
校
に
お
い
て

開
催
致
し
ま
し
た
。
こ
の
「
若
手
の
会
」
は

調
布
新
校
舎
を
卒
業
し
た
７
学
年
を
対
象

と
し
た
懇
親
会
で
あ
り
、
安
藏
校
長
の
「
調

布
校
舎
を
卒
業
生
の
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
拠
り
所
と
し
た
い
」と
の
思
い
に
組
織

委
員
会
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
若
手
を
中
心
に

企
画
運
営
す
る
と
い
う
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、安
藏
校
長
を
は
じ
め
、先
生
方

に
も
出
席
頂
き
、
若
い
力
が
漲
る
懇
親
会
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
、

ま
さ
に
総
明
会
の
財
産
の
ひ
と
つ
と
な
る
よ

う
に
育
て
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

３
月
10
日
に
は
本
部
役
員
が
母
校
の
卒

業
式
に
出
席
し
、
吉
田
新
会
長
よ
り
卒
業
生

平
成
28
年
度 

活
動
報
告

総
明
会  

専
務
理
事

山
崎  

秀
樹
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平成28年度 総明会 活動報告

　

総
明
会
50
周
年
の
行
事
も
完
結
し
、本
年

度
の
総
明
会
活
動
は
吉
田
新
会
長
の
も
と

で
、
落
ち
着
き
を
持
っ
て
活
動
の
内
容
充
実

に
努
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
会
員
皆
様
の
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
総
明
会
活

動
に
ご
理
解
頂
け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平成２７（2015）年
１１月　７日　　総会・懇親会（明治大学アカデミーコモン２F）
１２月　５日　　役員忘年会
１２月　６日　　総明会　若手の会

平成２８（2016）年
　１月１５日　　第一回理事会
　２月　５日　　第一回評議員会
　２月１６日　　高校３年生対象総明会説明会
　２月１９日　　総明会　顧問会
　２月２６日　　武陵会との懇親会
　３月１０日　　明治高校卒業式
　　　　　　　　明治高校卒業謝恩パーティー
　３月１１日　　第二回理事会
　３月１２日　　新卒業クラス委員との昼食会
　　　　　　　　大学４年生第１回同期会
　３月２５日　　第二回評議員会
　４月　６日　　明治高校入学式
　４月２２日　　第三回理事会
　５月２８日　　武陵会総会（明大中野高等学校　櫻山ホール）
　５月２９日　　第２２回総明会チャリティーゴルフ
　６月１８日　　白駿会総会（京王プラザホテル）
　７月　２日　　評議員・班クラブOB／OG会懇親会
　７月１５日　　第四回理事会
　９月１０日　　明朗会
１０月　７日　　第五回理事会
１０月２１日　　第三回評議員会

組織委員会による「総明会 若手の会」
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合 計 9,565,639 円 合 計 9,565,639 円

預金利息 639 円 次年度繰越金（保管発送料） 1,315,929 円

企業広告収入 3,000,000 円 保管料 102,019 円

チャリティゴルフ寄付金 150,000 円 事務通信費 88,376 円

個人寄付金 4,663,000 円 消耗品費 211,857 円

総明会設立50周年事業会計報告

（自）平成２５年１１月１０日～（至）平成２８年３月３１日

収 入 の 部 支 出 の 部

学年・班・クラブ寄付金 1,752,000 円 会報作成費用 7,847,458 円

総明会　平成２７年度　一般会計報告

（自）平成２７年４月１日～（至）平成２８年３月３１日

収 入 の 部 支 出 の 部

円

2,800,000 円

前年度繰越金

新入会員入会金 交流費（学校、他）

10,952,676

2,516,000

新入会員永久会費 会報発送費用

学年会費 事務通信費

2,800,000

820,000

雑入（会議費、他） 各委員会活動費

雑入（寄付金・ゴルフ委員会） 基金へ組入れ

704,000

53,059

101,369

会議費

516,000

円

2,000,000 円

14,347,206 円 14,347,206

円

787,444

円

円

円

593,373 円

1,274,305 円

1,576,663

円

円

18,133,683

次年度繰越金

円

円

2,000,000 円

11,800,529 円3,948

円

総明会　平成２７年度　基金会計報告

（自）平成２７年４月１日～（至）平成２８年３月３１日

18,133,683

円

預金利息

事業遂行基金

基 金 区 分 平成２６年度末残金 平成２７年度増減額 摘 要 平成２７年度末残金

円合 計 合 計

円

会　長　　吉　田　耕太郎

監　事　　中　河　孝　樹

会　計　　吉　武　孝　生

監　事　　狩　野　智　雄

上記のとおり報告致します。

平成28年3月31日

監査の結果相違ありません。

平成28年6月8日

財政基盤基金 一般会計から繰入円

総明会　平成２８年度　一般会計予算（案）

（自）平成２８年４月１日～（至）平成２９年３月３１日

収 入 の 部 支 出 の 部

前年度繰越金 11,800,529 円 会議費 600,000 円

新入会員入会金 2,500,000 円 交流費（学校、他） 1,360,000 円

新入会員永久会費 2,500,000 円 会報発送費用 1,100,000 円

学年会費 700,000 円 事務通信費 200,000 円

雑入（会議費、他） 800,000 円 各委員会活動費 1,375,200 円

雑入（寄付金・利息） 90,000 円 基金へ組入れ 2,000,000 円

円 次年度繰越金 11,755,329 円

合 計 18,390,529 円 合 計 18,390,529 円

総明会　平成２８年度　基金会計予算（案）

（自）平成２８年４月１日～（至）平成２９年３月３１日

基 金 区 分 平成２７年度末残金 平成２８年度増減額 摘 要 平成２８年度末残金

事業遂行基金 14,347,206 円 円 14,347,206 円

財政基盤基金 2,516,000 円 2,000,000 円 一般会計から繰入 4,516,000 円

第５１回　総明会　特別会計報告

（自）平成２７年４月１日～（至）平成２８年３月３１日

収 入 の 部 支 出 の 部

総会会費収入 2,708,000 円 総会関係費 4,835,169 円

総明会より助成金 1,576,663 円 会報関係費 5,029,481 円

寄付・広告 8,070,873 円 運営関係費 2,490,886 円

合 計 12,355,536 円 合 計 12,355,536 円

　第５２回　総明会　特別会計予算（案）

（自）平成２８年４月１日～（至）平成２９年３月３１日

収 入 の 部 支 出 の 部

総会会費収入 2,400,000 円 総会関係費 6,000,000 円

総明会より助成金 1,080,000 円 会報関係費 3,800,000 円

寄付・広告 7,400,000 円 運営関係費 1,080,000 円

合 計 10,880,000 円 合 計 10,880,000 円

平成28年度	会計報告
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平成28年度 総明会 活動報告

　

昨
年
度
の
幹
事
学
年
、「
昭
和
戊
辰
乃
会
」

に
よ
る
第
51
回
総
会
・
懇
親
会
が
平
成
27
年

11
月
7
日（
土
）
に
明
治
大
学
ア
カ
デ
ミ
ー

コ
モ
ン
に
て
、
大
盛
況
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ

と
、
総
会
委
員
会
と
致
し
ま
し
て
、
ご
参
会

頂
き
ま
し
た
総
明
会
会
員
の
皆
様
方
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
幹
事
学
年
の

企
画
運
営
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

安
川
実
行
委
員
長
を
は
じ
め
、各
委
員
長

の
統
率
で
、
同
期
が
一
丸
と
な
り
手
作
り
感

で
の
諸
先
輩
方
へ
の
お
も
て
な
し
が
功
を
奏

し
た
結
果
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

我
々
総
会
委
員
会
も
本
年
度
、
染
谷
貴

男
委
員
長（
昭
和
57
年
卒
明
魂
会
）・
大
山

輝
芳
育
成
担
当
副
委
員
長（
昭
和
59
年
卒

明
心
会
）・
藤
原
輝
夫
動
員
担
当
副
委
員

長（
昭
和
59
年
卒
明
心
会
）・
栗
本
宜
長
懇

親
会
担
当
副
委
員
長（
昭
和
61
年
卒
新
世

輝
）・
町
側
尚
則（
昭
和
60
年
卒
闘
紺
会
）総

会
担
当
副
委
員
長
の
4
名
と
多
く
の
委
員

会
メ
ン
バ
ー
で
、
定
例
会
や
式
典
分
科
会
で

の
幹
事
学
年
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
幹
事
学
年
、
平
成
改
元
会
は
昨

年
よ
り
積
極
的
な
活
動
を
し
て
お
り
、
本
年

の
総
会
・
懇
親
会
は
11
月
20
日（
日
）セ
ル
リ

ア
ン
タ
ワ
ー
東
急
ホ
テ
ル
に
て
開
催
致
し
ま

す
。
若
手
会
員
も
参
加
し
や
す
い
内
容
と
、

皆
様
方
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
様
に
昨
年
に
負

け
な
い
企
画
を
練
っ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、1
名
で
も
多
く
の
ご
同
期
の
方
を
お

誘
い
頂
き
ご
参
会
頂
け
ま
す
よ
う
、幹
事
学
年

共
々
、心
よ
り
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

総
会
委
員
会 

活
動
報
告

総
会
委
員
会　

副
委
員
長

町
側
　
尚
則
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会
報
委
員
会 

活
動
報
告

会
報
委
員
会  

委
員
長

関
川
　
一
浩

が
ら
、会
報
の
編
纂
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

総
明
会
は
50
年
を
経
て
新
た
な
時
代
に

入
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
会
報
誌

「
紫
紺
の
詩
」と
「
M
」を
通
し
て
、
皆
様
へ
学

校
や
総
明
会
の
情
報
を
お
届
け
し
た
く
、
幹

事
学
年
と
共
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。
今
後

と
も
会
報
委
員
会
の
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
程
、宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

総
明
会
会
員
の
皆
様
、
本
年
も
会
報
誌

『
紫
紺
の
詩
』
を
お
読
み
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
よ
り
、
会
報
委
員
会
委
員
長
を

務
め
ま
す
昭
和
57
年
卒 
関
川
一
浩
で
す
。

　

会
報
委
員
会
は
こ
こ
数
年
、会
報
誌
発
刊

の
ほ
か
総
明
会
50
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、

記
念
誌
刊
行
、
会
報
誌
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
制
定

等
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、新
た
な
時
代
を
迎
え

た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
幹
事
学
年
は
「B

rand-N
ew

 

Pride 

と
も
に
つ
く
れ
！
あ
ら
た
な
誇
り
～

「
伝
承
と
革
新
」
～
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
進

め
て
参
り
ま
し
た
。
皆
様
、
表
紙
を
ご
覧
に

な
っ
て
、「
あ
れ
？
い
つ
も
と
違
う
！
」
と
思

わ
れ
ま
し
た
か
。
ま
た
、
特
集
を
ご
覧
に
な
っ

て「
お
や
、
今
年
の
会
報
は
違
う
ぞ
！
」と
驚

か
れ
た
方
々
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

か
。
実
は
、
こ
こ
に
本
年
の
幹
事
学
年
の
想

い
が
詰
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
と
に
か
く
、会
報
誌
を
よ
り
多

く
の
方
に
目
を
通
し
て
頂
く
こ
と
」。
そ
の
た

め
に
は
、「
届
い
た
会
報
を
ま
ず
開
い
て
も
ら

う
」「
視
覚
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
増
や
し
、
読

み
易
く
す
る
」
と
い
う
発
想
が
あ
り
ま
し
た
。

会
報
誌
は
毎
年
、幹
事
学
年
の
創
意
工
夫
と

努
力
奮
闘
の
結
晶
だ
と
思
い
ま
す
。

　

是
非
、こ
の
こ
と
を
頭
の
片
隅
に
置
い
て
い

た
だ
い
て
、
目
を
通
し
て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。

　

50
年
の
伝
統
の
あ
る
同
窓
会
の
会
報
誌
と

し
て
、新
た
な
ス
タ
イ
ル
を
目
に
さ
れ
た
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
御
理
解
を
い
た
だ
き
、ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま

た
、今
ま
で
ご
覧
頂
け
な
か
っ
た
方
々
も
こ
れ

を
機
会
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
総
明
会
に
少
し

で
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
彼
ら
の

努
力
が
報
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
広
報
委
員
会
か
ら
復
刊
さ

れ
た
機
関
誌
「
M
」
も
同
封
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
広
報
委
員
会
活
動
と
も
連
携
を
と
り
な
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平成28年度 総明会 活動報告

　

総
明
会
会
員
の
皆
様
、
い
つ
も
総
明
会
活

動
に
御
協
力
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
総
務
委
員
会
と
し
て
は
、
微
力
な

が
ら
総
明
会
の
お
手
伝
い
出
来
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、皆
様
の
中
に
は
、総
務
委
員
会

が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
会
員
の
方
々
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。

　

大
変
簡
単
な
説
明
で
恐
縮
で
す
が
、
現
在

は
以
下
の
役
割
を
総
務
委
員
会
が
担
っ
て
お

り
ま
す
。

①
年
3
回（
1
月
、3
月
、10
月
）の

　

総
明
会
評
議
員
会
の
準
備
及
び
運
営

〈
具
体
的
業
務
〉

　

評
議
員
会
開
催
の
た
め
の
会
場
の
予
約

　

及
び
受
付
業
務
並
び
に
評
議
員
会
で
の

　

議
事
録
作
成
を
行
い
ま
す
。

②
評
議
員
・
班
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

　

懇
親
会（
7
月
）の
準
備
及
び
運
営

〈
具
体
的
業
務
〉

　

評
議
員
会
開
催
の
た
め
の
会
場
の
予
約

　

及
び
受
付
業
務
を
行
い
ま
す
。

③
総
会（
11
月
）で
の
議
事
録
作
成

④
忘
年
会（
12
月
）の
準
備
及
び
運
営

　

忘
年
会
開
催
の
た
め
の
会
場
の
予
約
及
び

　

受
付
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

以
上
で
す
が
、会
社
の
総
務
部
の
部
署
を
想

像
し
て
頂
く
と
、
身
近
に
感
じ
て
頂
く
こ
と
が

出
来
る
と
思
い
ま
す
。
常
日
頃
、総
明
会
会
員

の
皆
様
の
前
に
出
て
様
々
な
業
務
を
行
う
こ

と
も
な
く
、
縁
の
下
で
総
明
会
を
支
え
て
い
く

地
味
な
委
員
会
で
す
が
、
議
事
録
の
作
成
や

各
委
員
会
と
の
打
合
せ
等
、
管
理
運
営
に
関

し
大
変
重
要
な
委
員
会
で
す
の
で
、
総
務
委

員
全
員
誇
り
を
持
っ
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
委
員
会 

活
動
報
告

総
務
委
員
会　

委
員
長

須
藤
　
貢
一

平成 27 年度忘年会　お茶の水ホテルジュラクにて
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解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

る
行
事
で
す
。
卒
業
生
6
名
と
総
明
会
側
か

ら
7
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

④
5
月
23
日（
土
）
よ
う
こ
そ
先
輩　

明
治

高
校
鵜
澤
總
明
ホ
ー
ル

　

明
治
高
校
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し

て
、毎
年
開
催
し
て
い
る
行
事
で
す
。
こ
れ
は

明
治
高
等
学
校
の
卒
業
生
で
、現
在
社
会
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
お
招
き
し
、
現
職
に

対
す
る
取
り
組
み
や
姿
勢
、
高
校
時
代
に
進

路
で
悩
ん
だ
こ
と
な
ど
を
高
校
Ⅱ
年
生
を
対

象
に
お
話
し
し
、
生
徒
の
将
来
の
生
き
方
や

進
路
選
択
の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

　

組
織
委
員
会
副
委
員
長
の
昭
和
58
年
卒

明
輪
会
の
高
橋
浩
で
す
。
組
織
委
員
会
に
は

幹
事
学
年
を
務
め
た
2
0
1
0
年
の
翌
年

よ
り
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
大
学
法
学
部
を
卒
業
し
た
後
、明
治

大
学
職
員
と
し
て
働
い
て
お
り
、
現
在
は
中

野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
国
際
日
本
学
部
と
総
合
数

理
学
部
の
学
生
の
就
職
相
談
を
主
た
る
業
務

と
し
て
い
ま
す
。
明
治
高
校
を
卒
業
し
た
大

学
3
・
4
年
生
の
相
談
に
の
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

2
0
1
5
年
は
組
織
委
員
会
と
し
て
、

「
O
B
・
O
G
進
路
相
談
会
」な
ど
の
明
治
高

校
学
校
行
事
へ
の
支
援
や
安
藏
伸
治
校
長

と
と
も
に
「
若
手
の
会
」
の
拡
大
を
図
る
な

ど
、い
く
つ
か
の
新
し
い
試
み
を
行
い
ま
し
た
。

会
報
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
、
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

平
成
27（
2
0
1
5
） 

年

①
2
月
17
日（
火
）
総
明
会
説
明
会　

明
治

高
校
鵜
澤
總
明
ホ
ー
ル

　

高
校
卒
業
を
控
え
た
高
校
Ⅲ
年
生
を
対

象
に
総
明
会
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

②
3
月
3
日（
火
）
大
学
4
年
生　

第
1
回

同
期
会 

明
治
高
校
多
目
的
ホ
ー
ル

　

大
学
卒
業
を
控
え
た
大
学
4
年
生（
平
成

23
年
卒
）
の
同
期
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
恩
師
の
先
生
方
4
名
の
出
席
も

あ
り
、
17
名
の
出
席
者
の
多
数
決
に
よ
り
5

つ
の
候
補
の
中
か
ら
、同
期
会
の
名
前
は「
共

楽
会（
き
ょ
う
が
く
か
い
）」
に
決
定
し
ま
し

た
。

③
3
月
14
日（
土
）
高
校
Ⅲ
年
生
ク
ラ
ス
幹

事
と
の
食
事
会　

万
世
橋　

フ
ク
モ
リ

　

明
治
高
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
学
年
の

各
ク
ラ
ス
か
ら
2
名
を
招
待
し
て
総
明
会
役

員
・
組
織
委
員
と
の
昼
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

学
年
で
の
横
の
つ
な
が
り
や
総
明
会
へ
の
理

組
織
委
員
会 

活
動
報
告

組
織
委
員
会  

副
委
員
長

高
橋
　 

浩
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た
も
の
で
す
。
組
織
委
員
会
か
ら
講
師
の
候

補
と
し
て
、
明
治
高
校
出
身
の
明
治
大
学
職

員
を
2
名
推
薦
し
ま
し
た
。

⑤
6
月
13
日（
土
）
高
校
Ⅲ
年
生
対
象

O
B
・
O
G
進
路
相
談
会

　

明
治
高
校
で
進
路
指
導
の
一
環
と
し
て
、

毎
年
6
月
に
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
進
路
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
例
年
は
大
学
4
年

生
が
講
師
役
と
な
り
、
持
ち
回
り
で
明
治
高

校
高
大
連
携
主
任
の
関
根
正
人
先
生
が
、
一

人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
て
集
め
て
い
た
そ
う

で
す
。
今
回
は
、
就
職
活
動
の
後
ろ
倒
し
の

影
響
を
考
え
て
、
講
師
の
学
年
を
変
更
し
ま

し
た
。
社
会
人
1
年
目
と
2
年
目
の
三
浦
直

人
委
員（
平
成
23
卒

：

共
楽
会
）
と
亀
屋
将

紀
組
織
委
員（
平
成
23
卒

：
明
雄
会
）
が
中

心
と
な
り
、同
期
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し

て
、講
師
を
11
名
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
講
師
の
対
象
を
社
会

人
1
年
目
で
行
う
場
合
、地
方
転
勤
の
場
合

も
あ
り
、各
学
部
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
人
集

め
の
困
難
さ
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

⑥
7
月
1
日（
水
）
組
織
委
員
会
法
曹
部
会

旗
揚
げ　

紫
紺
館
2
階
校
友
会
会
長
室

　

法
曹（
弁
護
士
）
有
志
を
中
心
に
総
明
会

及
び
母
校
明
治
高
校
の
一
層
の
発
展
に
助
力

す
る
趣
旨
の
も
と
、
組
織
委
員
会
の
下
部
組

織
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。  

⑦
8
月
27
日（
木
）
第
3
回
明
治
大
学
教
職

員
明
高
会　

新
宿
西
口　

旅
籠

　

明
治
大
学
で
は
明
治
高
校
卒
業
生
の
教

員
職
員
が
52
名
勤
務
し
て
い
ま
す
。
向
殿
政

男
総
明
会
名
誉
会
長
の
ご
意
向
も
あ
り
、
3

回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
安
藏
伸
治
校
長
、

遠
藤
憲
治
P
T
A
会
長
の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。
当
日
の
参
加
さ
れ
た
方
々
に
は
「
大
学

4
年
生
卒
業
前
の
同
期
会
」「
若
手
の
会
の

今
後
」
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
学
教
員
・
高
校
教
員
・
大
学

職
員
な
ど
異
な
る
立
場
か
ら
、
総
明
会
の
若

い
世
代
の
方
々
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
お
考
え
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑧
9
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）　

紫
紺
祭

　

明
治
中
学
校
・
高
等
学
校
の
文
化
祭
に

お
い
て
、
総
明
会
の
広
報
活
動
の
一
環
と
し

て
ブ
ー
ス
を
1
階
に
設
置
し
ま
し
た
。

⑨
12
月
6
日（
日
）
若
手
の
会　

明
治
高
校

多
目
的
教
室

　

組
織
委
員
会
で
は
、大
学
在
学
年
次
の
4

学
年
の
総
明
会
会
員
が
集
う
「
若
手
の
会
」

を
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
の
方
々
と
共
に
開
催
し

て
お
り
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
は
、
明
治
高

等
学
校 

安
藏
伸
治
校
長
か
ら
「
母
校
で
の

開
催
」の
ご
提
案
も
あ
り
、規
模
を
拡
大
し
て

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
対
象
と
し
た
の
は
、
調

布
キ
ャ
ン
パ
ス
で
卒
業
を
迎
え
た
平
成
21
年

卒
業
か
ら
平
成
27
年
卒
業
の
7
つ
の
学
年
の

ク
ラ
ス
委
員
で
す
。
明
治
高
校
の
安
蔵
校
長

先
生
を
は
じ
め
と
し
た
先
生
方
の
ご
参
加
も

あ
り
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
幅
の
あ
る
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
社
会
人
と

大
学
在
学
生
が
、
進
路
や
学
生
生
活
に
つ
い

て
語
り
合
う
場
と
し
て
、
今
後
も
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

今
後
の
方
針

　

若
手
の
会
の
周
知
と
広
報
の
方
法
の
工

夫
、
大
学
在
学
生
に
は
大
学
を
卒
業
す
る
ま

で
に
同
期
会
の
名
前
を
決
め
て
も
ら
う
こ
と

へ
の
働
き
か
け
、
明
治
中
学
・
明
治
高
校
在

学
生
へ
の
支
援
と
広
報
、
O
B
・
O
G
進
路

相
談
会
の
進
め
方
な
ど
試
行
錯
誤
を
し
な
が

ら
、で
き
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
行
う
支
援

を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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き
、
昭
和
31
年
卒
の
佐
藤
氏
の
乾
杯
の
ご
発

声
で
楽
し
い
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
出
演
者

の
皆
様
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
噺
家
さ
ん

色
紙
＆
明
治
グ
ッ
ズ
争
奪
戦
「
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
」
を
催
し
、
大
盛
況
の
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
総
明
会
幹
事
学
年
か
ら
の
挨

拶
も
あ
り
、
大
先
輩
よ
り
温
か
い
お
言
葉
と

励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
詰
め
は
恒
例
の
明
治
高
校
校
歌
を
昭

和
45
年
卒
・
応
援
指
導
班
の
比
留
間
氏
の

指
揮
の
も
と
、
全
員
で
声
高
ら
か
に
斉
唱
い

た
し
ま
し
た
。

　

散
会
後
は
全
員
で
鳥
徳
さ
ん
を
バ
ッ
ク
に

笑
顔
の
記
念
撮
影
。

　

今
回
の
「
明
朗
会
」
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

幹
事
学
年
を
は
じ
め
、
ご
寄
付
等
を
賜
り

ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
「
明
朗
会
」
を
さ
ら
に
諸
先
輩
方
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
り
良
い
企

画
を
考
え
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
御
参
加
頂
け
ま
す
様
、
何
卒
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
９
月
５
日（
土
）
午
後
2
時
よ

り
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
明
朗
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
明
朗
寄
席
」
と
題
し
、
日
本

橋
茅
場
町
の
老
舗
「
鳥
徳
」さ
ん
に
て
、明
高

平
成
７
年
卒
の
立
川
志
獅
丸
さ
ん
、
女
性
落

語
家
の
立
川
志
ら
鈴
さ
ん
、
そ
し
て
女
流
三

味
線
漫
談
の
三
遊
亭
小
円
歌
師
匠
を
お
招

き
し
、
伝
統
芸
能
と
名
物
鶏
鍋
を
ご
堪
能
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
、
ま
ず
は
と
て
も
可
愛
ら
し
い
立
川

志
ら
鈴
さ
ん
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
き
ま
し
て
テ
レ
ビ
や
寄
席
で
ご
活
躍
中
の

女
流
三
味
線
漫
談
の
三
遊
亭
小
円
歌
師
匠

の
ご
登
場
。
中
入
り
の
お
菓
子
タ
イ
ム
を
は

さ
み
、
と
り
は
立
川
志
獅
丸
さ
ん
に
ご
登
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
演
者
の
皆
様
に
は
い

ろ
い
ろ
と
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ま
た

先
輩
方
か
ら
は
出
演
者
の
方
へ
た
く
さ
ん
の

ご
祝
儀
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
先
輩
方
も
終
始
大
笑
い
、
大
変
お
楽
し

み
い
た
だ
け
た
ご
様
子
で
し
た
。

　

寄
席
が
ハ
ネ
た
後
は
、
同
会
場
に
て
懇
親

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
尾
島
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ

企
画
委
員
会 

活
動
報
告

企
画
委
員
会  

副
委
員
長

横
山
　
一
実

卒年 氏名 卒年 氏名

25 明二会 牛久　 順之 39 三九会 若松　 弘昌

27 明高会 目崎 　裕昭 40 明優会 小原 　義久

28 八明会 持丸 　孝雄 41 四一明友会 尾島育四郎

ご同伴 八明会 持丸令夫人 41 四一明友会 菊池 　博道

29 ２９会 山本 　峰司 41 四一明友会 広瀬　　　準

31 明楽会 大出 　育男 42 Ｍ４１ 結城 　康郎

31 明楽会 佐藤 　健一 43 紫讃会 中村　 正容

31 明楽会 土田 　 　饒 44 男坂倶楽部 中河   孝樹

31 明楽会 斉藤 　 　弘 44 男坂倶楽部 栗田　　　茂

31 明楽会 柴田 　信治 44 男坂倶楽部 佐伯　　　正

32 明治会 大塚 　和哉 44 男坂倶楽部 藁谷　　　豊

33 三三会 米山 　武男 45 獅子の会 桜井　 久昭

35 珊瑚の会 丞村 　裕次 45 獅子の会 笹本 　和義

36 明駿会 加藤 　眞義 45 獅子の会 比留間竹郎

36 明駿会 神野 　武美 47 四七四七同志酔会 内田　　  茂

36 明駿会 山田 　和孝 51 明々会 岡本 　雅仁

36 明駿会 坪井 　 　弘 52 男子校根性組 大西静士郎

36 明駿会 長井 　義正 52 男子校根性組 齋藤 　弘幸

36 明駿会 前田 　正彦 54 明誠会 志村　 和哉

36 明駿会 高橋　 孜典 54 明誠会 熊倉 　章雄

36 明駿会 秦　　  秀行 57 明魂会 小林 　謙之

36 明駿会 吉田　 光夫 61 新世輝 土田 　正昭

38 二年に一会 井上　 進治 61 新世輝 横山 　一実

38 二年に一会 関戸　 淳一 63 昭和戊辰の会 川角　 光太

ご同伴 二年に一会 関戸令夫人 63 昭和戊辰の会 諸井　 右一

38 二年に一会 辰口 　秀雄
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28 八明会 持丸 　孝雄 41 四一明友会 尾島育四郎

ご同伴 八明会 持丸令夫人 41 四一明友会 菊池 　博道

29 ２９会 山本 　峰司 41 四一明友会 広瀬　　　準

31 明楽会 大出 　育男 42 Ｍ４１ 結城 　康郎

31 明楽会 佐藤 　健一 43 紫讃会 中村　 正容

31 明楽会 土田 　 　饒 44 男坂倶楽部 中河   孝樹

31 明楽会 斉藤 　 　弘 44 男坂倶楽部 栗田　　　茂

31 明楽会 柴田 　信治 44 男坂倶楽部 佐伯　　　正

32 明治会 大塚 　和哉 44 男坂倶楽部 藁谷　　　豊

33 三三会 米山 　武男 45 獅子の会 桜井　 久昭

35 珊瑚の会 丞村 　裕次 45 獅子の会 笹本 　和義

36 明駿会 加藤 　眞義 45 獅子の会 比留間竹郎

36 明駿会 神野 　武美 47 四七四七同志酔会 内田　　  茂

36 明駿会 山田 　和孝 51 明々会 岡本 　雅仁

36 明駿会 坪井 　 　弘 52 男子校根性組 大西静士郎

36 明駿会 長井 　義正 52 男子校根性組 齋藤 　弘幸

36 明駿会 前田 　正彦 54 明誠会 志村　 和哉

36 明駿会 高橋　 孜典 54 明誠会 熊倉 　章雄

36 明駿会 秦　　  秀行 57 明魂会 小林 　謙之

36 明駿会 吉田　 光夫 61 新世輝 土田 　正昭

38 二年に一会 井上　 進治 61 新世輝 横山 　一実

38 二年に一会 関戸　 淳一 63 昭和戊辰の会 川角　 光太

ご同伴 二年に一会 関戸令夫人 63 昭和戊辰の会 諸井　 右一

38 二年に一会 辰口 　秀雄

卒年 氏名 卒年 氏名

25 明二会 牛久　 順之 39 三九会 若松　 弘昌

27 明高会 目崎 　裕昭 40 明優会 小原 　義久

28 八明会 持丸 　孝雄 41 四一明友会 尾島育四郎

ご同伴 八明会 持丸令夫人 41 四一明友会 菊池 　博道

29 ２９会 山本 　峰司 41 四一明友会 広瀬　　　準

31 明楽会 大出 　育男 42 Ｍ４１ 結城 　康郎

31 明楽会 佐藤 　健一 43 紫讃会 中村　 正容

31 明楽会 土田 　 　饒 44 男坂倶楽部 中河   孝樹

31 明楽会 斉藤 　 　弘 44 男坂倶楽部 栗田　　　茂

31 明楽会 柴田 　信治 44 男坂倶楽部 佐伯　　　正

32 明治会 大塚 　和哉 44 男坂倶楽部 藁谷　　　豊

33 三三会 米山 　武男 45 獅子の会 桜井　 久昭

35 珊瑚の会 丞村 　裕次 45 獅子の会 笹本 　和義

36 明駿会 加藤 　眞義 45 獅子の会 比留間竹郎

36 明駿会 神野 　武美 47 四七四七同志酔会 内田　　  茂

36 明駿会 山田 　和孝 51 明々会 岡本 　雅仁

36 明駿会 坪井 　 　弘 52 男子校根性組 大西静士郎

36 明駿会 長井 　義正 52 男子校根性組 齋藤 　弘幸

36 明駿会 前田 　正彦 54 明誠会 志村　 和哉

36 明駿会 高橋　 孜典 54 明誠会 熊倉 　章雄

36 明駿会 秦　　  秀行 57 明魂会 小林 　謙之

36 明駿会 吉田　 光夫 61 新世輝 土田 　正昭

38 二年に一会 井上　 進治 61 新世輝 横山 　一実

38 二年に一会 関戸　 淳一 63 昭和戊辰の会 川角　 光太

ご同伴 二年に一会 関戸令夫人 63 昭和戊辰の会 諸井　 右一

38 二年に一会 辰口 　秀雄

平成 27 年　明朗会出席者
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広
報
委
員
会 

活
動
報
告

広
報
委
員
会  

委
員
長

衛
藤
　
雅
一

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
は
こ
の
二
つ
の
活
動
を
中
心

に
、
関
係
す
る
各
委
員
会
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
タ
イ
ム
リ
ー
で
有
意
義
な
情
報
発
信
を

目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、昨
年
の
総
明
会
50
周
年
記
念
誌
の

発
行
を
機
に
過
去
の
会
報
と
号
外
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り

ま
す
の
で
ぜ
ひ
、お
時
間
の
あ
る
と
き
に
閲
覧

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
広
報
委
員
会
活
動
に
ご
理

解
い
た
だ
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
広
報
委
員
会
は
こ
れ

ま
で
総
明
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理

を
通
し
て
会
員
の
皆
様
へ
総
明
会
の
活
動
情

報
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
こ
れ
に
加
え
て
若
手
会
員

へ
の
情
報
発
信
も
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
総
明
会
会
員
に
な
ら
れ
る
方
々
に

向
け
た
総
明
会
の
紹
介
と
『
Ｍ
』
の
復
刊
で

す
。
前
者
の
総
明
会
の
紹
介
は
、
組
織
委
員

会
と
協
力
し
、「
若
手
の
会
」
開
催
時
に
総

明
会
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
を

お
知
ら
せ
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に
な

り
ま
す
。
後
者
は
、
平
成
5
年
か
ら
11
号
に

わ
た
り
発
行
さ
れ
て
い
た

『
Ｍ
』の
復
刊
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
発
行
物
を

作
成
す
る
た
め
に
平
成
23

年
卒
の
三
浦
直
人
さ
ん
を

中
心
に
林
田
こ
ず
え
さ
ん
、

高
橋
凌
士
さ
ん
、
平
成
24

年
卒
の
朝
倉
貴
紀
さ
ん
、

平
成
26
年
卒
の
土
屋
弦
さ

ん
、
平
成
27
年
卒
の
岩
田

澪
夏
さ
ん
、
平
成
28
年
卒

の
北
澤
日
菜
子
さ
ん
の
7

名
体
制
で
活
動
を
し
て
い
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平成28年度 総明会 活動報告

　

吉
武
委
員
長
の
後
任
と
し
て
会
員
名
簿

の
管
理
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
昭
和
56

年
卒
明
翔
会
の
鴨
下
で
す
。
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
よ
く
整
備
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
見

る
と
歴
代
の
委
員
長
の
ご
苦
労
が
ひ
し
ひ
し

と
伝
わ
り
、こ
れ
を
受
け
継
ぎ
、維
持
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
圧
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

名
簿
委
員
会
で
は
、
毎
年
会
員
の
皆
様
へ

お
届
け
し
て
お
り
ま
す
会
報
『
紫
紺
の
詩
』の

発
送
業
務
を
は
じ
め
、
評
議
員
会
や
ゴ
ル
フ
、

明
朗
会
等
へ
の
宛
名
シ
ー
ル
の
提
供
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
名
簿
自
体
は
デ
ー
タ
化
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
デ
ー
タ
で
の
や
り
取
り
は
、

個
人
情
報
流
出
事
故
の
危
険
性
も
高
く
、宛

名
シ
ー
ル
に
必
要
な
分
の
み
プ
リ
ン
ト
し
て
、

配
布
す
る
や
り
方
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
報『
紫
紺
の
詩
』は
、
住
所
の
登
録
が
あ

る
全
会
員
１
万
２
千
名
余
の
方
に
送
付
し
て

お
り
ま
す
が
、
毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、
多

く
の
会
報
が
返
送
さ
れ
て
参
り
ま
す
。
ち
な

み
に
昨
年
の
返
送
理
由
で
す
が
、
１
．
宛
先

不
明
４
２
２
通
、２
．不
在
期
限
切
れ
15
通
、

３
．
旧
住
所
表
示
の
為
、
配
達
不
能
6
通
、

４
．配
達
中
の
毀
損
に
よ
り
配
達
不
能
3
通
、

５
．
受
取
拒
否
5
通
、６
．
逝
去
に
よ
り
返
却

5
通
、全
部
で
４
５
６
通
あ
り
ま
し
た
。

　

幹
事
学
年
の
汗
と
涙
の
結
晶
で
あ
る
会
報

を
で
き
る
だ
け
多
く
の
会
員
の
皆
様
へ
お
届

け
し
た
い
と
思
い
、各
学
年
の
名
簿
委
員
や
評

議
員
の
方
に
同
期
の
方
の
名
簿
の
調
査
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
皆
様
ご
快
諾
頂
き
、
速
や

か
に
連
絡
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協

力
に
対
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

だ
ご
連
絡
頂
け
て
な
い
学
年
の
方
、ま
だ
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
是
非
、ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

同
窓
会
と
は
、
懐
か
し
い
顔
が
集
ま
り
昔

話
か
ら
近
況
を
語
り
合
い
、楽
し
い
時
間
が
流

れ
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
よ
り
多
く

の
懐
か
し
い
顔
に
集
ま
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
始

ま
り
ま
せ
ん
。
お
引
越
し
の
時
は
勿
論
、
同
期

の
方
の
転
居
の
ご
案
内
等
の
情
報
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
正
確
な
名

簿
は
、
同
窓
会
の
要
で
す
。
ま
た
、
同
期
会
の

ご
案
内
を
出
さ
れ
ま
す
幹
事
の
皆
様
、
ご
連

絡
頂
け
れ
ば
、御
依
頼
の
宛
名
シ
ー
ル
を
出
力

致
し
ま
す
の
で
、是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

名
簿
は
大
切
な
個
人
情
報
で
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
の
も
と
厳

格
な
管
理
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
致
し
ま
す
。

住
所
変
更
・
宛
名
シ
ー
ル
出
力
等
の
連
絡
先
：

総
明
会
事
務
局
長　

59
年
卒　

平
野
一
哉

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス k_hirano@

m
otoyuki.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
７

－

３
５
４

－

７
０
７
０

（
口
頭
で
の
誤
認
防

止
の
た
め
、恐
れ
入
り

ま
す
が
Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー

ル
で
の
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

同
期
会
の
宛
名
シ
ー

ル
出
力
は
、
１
回
千

円
と
な
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。）

名
簿
委
員
会 

活
動
報
告

名
簿
委
員
会　

委
員
長

鴨
下
　
裕
彦
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最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、母
校
へ
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
に
ご
協
力
頂
い
た
参
加
者
の
皆
さ
ま
、

ご
協
賛
、
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
皆
さ
ま
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
来
年
度
第
23

回
大
会
へ
の
ご
参
加
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
で
22
回
目
を
数
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
は
5
月
29

日（
日
）、
千
葉
県
の
ム
ー
ン
レ
イ
ク
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
茂
原
コ
ー
ス
に
て
、
快
晴
の
空
の
下
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
31
世
代
、
総
勢
史
上
最
多
の

1
6
7
名
に
ご
参
加
頂
き
、初
め
て「
オ
ー
ル

明
治
」
で
の
貸
切
り
開
催
を
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、貸
切
り
開
催
な
ら
で

は
の
、
4
つ
の
ホ
ー
ル
か
ら
同
時
に
ス
タ
ー
ト

す
る
「
ハ
ー
フ
・
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
ス
タ
ー
ト
」を

取
り
入
れ
、大
会
表
彰
式
時
間
短
縮
の
取
り

組
み
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、新
ぺ
リ
ア
方
式
で
行
わ
れ
、「
個

人
戦
」「
学
年
・
班
・
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
」「
大
名

人
戦
」「
名
人
戦
」に
加
え
、
平
成
卒
参
加
者

対
抗
の
「
平
成
ジ
ャ
ン
プ
賞
」、
ワ
ン
ダ
ー
コ

ア
、
ル
ン
バ
、
お
風
呂
テ
レ
ビ
な
ど
の「
特
別

賞
」
を
含
む
64
の
賞
品
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
平
成
卒
が
増
え
た
こ
と

も
あ
り
、
ド
ラ
コ
ン
賞
は
力
で
勝
る
平
成
卒

が
独
占
、
ニ
ア
ピ
ン
賞
は
技
で
勝
る
昭
和
卒

が
独
占
と
い
っ
た
世
代
の
幅
の
広
が
り
を
象

徴
す
る
表
彰
も
あ
り
、パ
ー
テ
ィ
ー
も
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
大
会
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
応

援
団
Ｏ
Ｂ
、
平
成
6
年
卒
大
掛
勇
人
氏
の

リ
ー
ド
に
よ
り
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
盛

況
の
中
、閉
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
委
員
会 

活
動
報
告

平
成
元
年
卒　

平
成
改
元
会

油
谷
　
敏
昌
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個人戦優勝　永井　建氏
（昭和 59 年卒　明心会）

学年対抗戦　優勝
昭和 54 年卒　明誠会 M チーム

個人
順位戦

学年
対抗戦

名人戦

優　勝

準優勝

３　位

ベスグロ

永井　　建

氏　名

渡辺　欣信

栗田　　茂

齊藤　公義

S59

卒業年

S54

S44

S46

39

OUT

42

41

40

38

IN

42

46

37

77

GROSS

84

87

77

7.2

HDCP

13.2

15.6

4.8

69.8

NET

卒業年

S54
明誠会
チームM

S46
明潮会

S60
闘魂会
チームＪ

代表選手名

木村　　誠

黒澤　　徹優　勝

渡辺　欣信

木村　　茂

齊藤　公義準優勝

渡辺　弘之

宮島　　賢

平林　康稔３　位

216.6

216.8

217.6

森田　聡一

NET

70.8

71.4

72.2

優　勝

準優勝

３　位

栗田　　茂

氏　名

中尾　恵則

木村　　茂

卒業年

S43

S46

OUT

39

38

IN

41

42

GROSS

80

80

HDCP

8.4

8.4

NET

71.6

71.6

S44 41 46 87 15.6 71.4

大名人戦
優　勝

準優勝

３　位

宇田川雄弘

氏　名

村嶋大三郎

高澤　年晴

卒業年

S34

S39

OUT

46

50

IN

45

48

GROSS

91

98

HDCP

18.0

24.0

NET

73.0

74.0

S30 50 47 97 24.0 73.0

全31学年、先生及び父母会による「個人戦」、各学年代表者3名または選抜チームによる「学
年・班・クラブ対抗戦」のほか、「大先輩名人戦」として昭和37年卒から昭和46年卒までの
先輩方による「名人戦」、昭和36年卒以前の先輩方による「大名人戦」が行われました。
4位以下の方は誌面の関係上省略させていただきました。

寄付ご報告（金一封）
吉田耕太郎 様 金壱萬円
尾島育四郎 様 金壱萬円 
関谷　芳久 様 金壱萬円
井家上哲史 様 金壱萬円
山崎　秀樹 様 金壱萬円
佐藤　健一 様 金壱萬円

下田　敬一 様 金壱萬四千円
吉武　孝生 様 金壱萬円
近藤　敏彦 様 金壱萬円
鴨下　裕彦 様 金壱萬円
平野　一哉 様 金壱萬円
田中　重幸 様 金壱萬円

賞品寄贈
山浦　晟輝 様 ディズニーランドペアチケット
明　楽　会 様 パター２本
栗田　　茂 様 バット５本
大野　太郎 様 ボストンバッグ
宮井　俊樹 様 アースモンダミンカップ観戦チケット
ムーンレイクゴルフクラブ茂原コース 様 キャディバッグ

学校チャリティー報告
寄付 11万 7千円

熊本地震義援金
日本赤十字寄付　5万円

※多大なご寄付とご協賛を賜り、誠に有難うございました。

177



前年度幹事学年挨拶
第51回総明会実行委員長
昭和63年卒  昭和戊辰乃会 安川 琢哉

こ
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、御
協
力

頂
き
ま
し
た
関
係
者
様
、
全
て
の
皆

様
に
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
の
未
来
あ
る
総
明
会
に
向

け
て
、
何
か
一
石
を
投
じ
る
こ
と
が

出
来
れ
ば
と
の
思
い
で
、同
期
一
同
、

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。先
輩
方
、

後
輩
は
も
と
よ
り
、
校
友
と
の
交
流

は
、か
け
が
え
の
な
い
最
高
の
財
産
。

そ
れ
は
、こ
の
一
年
間
、色
々
な
先
輩

同
期
会
や
O
B
会
に
お
邪
魔
し
て
、

感
じ
た
こ
と
！ 

　

そ
し
て
、こ
の
幹
事
学
年
で
経
験

し
た
一
年
は
、き
っ
と
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
何
十
年
ぶ
り
に
再

会
し
た
同
期
と
の
絆
、
先
輩
・
後
輩

と
の
繋
が
り
、こ
れ
も
ま
た
、総
明
会

が
あ
る
か
ら
こ
そ
。
普
段
の
し
が
ら

み
か
ら
解
放
さ
れ
、青
春
時
代
を
共

に
謳
歌
し
た
仲
間
と
の
語
ら
い
は
、

格
別
で
し
た
。
そ
の
気
持
ち
は
「
平

成
改
元
会
」へ
伝
え
ら
れ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

何
年
後
何
十
年
後
も
、こ
の
交
流

　

平
成
元
年
卒「
平
成
改
元
会
」の

皆
様
、総
明
会
第
52
回
総
会
・
懇
親

会
の
開
催
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
は
昭
和
最
後
の
卒
業
生
と

し
て
、我
「々
昭
和
戊
辰
乃
会
」が
幹

事
学
年
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。当
日
は
ご
多
忙
中
の
中
、
予
想

を
は
る
か
に
上
回
る
多
数
の
皆
様
に

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
事
、ま
た
、

が
よ
り
深
ま
り
、
こ
の
想
い
が
継
続

出
来
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

幹
事
学
年
も
「
昭
和
」か
ら
「
平

成
」
の
時
代
へ
‼　

世
の
中
同
様
、

様
々
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、後
輩
諸
君
に
は
、「
こ

れ
ま
で
」に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
ず
、
色
々

な
や
り
方
で
こ
の
総
明
会
を
盛
り
上

げ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
最
高
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
根
っ
こ
の
部
分

は
変
わ
ら
な
い
で
す
か
ら
ね
！

　
「
平
成
改
元
会
」の
皆
さ
ん
も
、自

分
達
の
信
念
の
も
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
る
様
子
が
随
所
に
見
受
け
ら

れ
、非
常
に
頼
も
し
か
っ
た
で
す
。総

会
・
懇
親
会
ま
で
あ
と
も
う
少
し
で

す
。
大
変
な
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、是
非
、同
期
皆

で
楽
し
ん
で
乗
り
越
え
て
下
さ
い
。

そ
の
先
に
は
、
必
ず
最
高
の
ス
テ
ー

ジ
が
待
っ
て
ま
す
！

　
「
平
成
卒
」
初
っ
端
の
第
52
回
総

会
・
懇
親
会
の
大
成
功
を
信
じ
て
お

り
ま
す
。
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お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
先
輩
方
か
ら
総
明
会
幹

事
学
年
の
準
備
の
お
声
を
掛
け

て
頂
い
た
の
は
、
今
年
の
二
月
の

事
で
し
た
。「
同
期
会
の
名
前
が

無
い
」「
同
窓
会
も
し
て
い
な
い
」

我
々
に
、
今
年
度
総
明
会
へ
向
け

た
準
備
の
真
っ
た
だ
中
に
、「
幹

事
学
年
の
役
割
」「
今
か
ら
や
る
べ

き
事
」等
を
丁
寧
に
教
え
て
頂
き
、

い
つ
の
間
に
か
同
期
内
の
輪
が
広

が
り
、
次
年
度
総
明
会
に
向
け
一

歩
ず
つ
で
す
が
、
先
輩
方
に
追
い

つ
く
べ
く
勉
強
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

先
輩
方
の
O
B
会
等
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
、
必
ず
最
後
に
声
高

ら
か
に
歌
う
校
歌
は
、
久
し
振
り

に
歌
う
の
に
も
関
わ
ら
ず
身
体
に

染
み
付
い
て
お
り
、
最
後
ま
で
先

輩
方
と
歌
い
切
れ
た
事
に
鳥
肌
が

立
つ
程
の
懐
か
し
さ
と
共
に
、「
こ

れ
が
明
治
の
力
だ
」
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。
明
治
の
繋
が
り
を
持
っ

て
「
オ
ー
明
治
」と
昔
の
よ
う
に
同

　

第
52
回
総
明
会
総
会
・
懇
親
会

の
開
催
に
際
し
ま
し
て
、
次
年
度

幹
事
学
年
一
同
、
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。
総
明
会
役
員
・

執
行
部
の
諸
先
輩
並
び
に
学
校

関
係
者
の
皆
様
の
多
大
な
る
母
校

愛
を
持
っ
た
ご
尽
力
に
大
変
感
謝

致
し
ま
す
。
ま
た
今
回
の
幹
事
学

年
の
「
平
成
改
元
会
」
の
先
輩
方

に
は
、伝
統
を
引
き
継
ぎ
、更
に
発

展
さ
せ
る
為
の
き
め
細
か
い
準
備

と
団
結
力
に
対
し
、
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。
更
に
「
明
治
魂
」「
明

治
愛
」を
目
の
当
た
り
に
拝
見
し
、

我
々
に
学
生
時
代
を
思
い
返
さ
せ

て
頂
く
事
に
繋
が
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
平
成
改
元
会
」
の
先
輩
方
は
、

卒
業
年
が
昭
和
か
ら
平
成
へ
元
号

が
変
わ
っ
た
年
で
し
た
。
一
学
年

後
輩
の
我
々
も
、
元
号
が
変
わ
る

と
い
う
時
代
の
節
目
を
明
治
の
学

び
舎
に
て
一
緒
に
過
ご
し
た
事
で
、

同
じ
よ
う
な
気
持
ち
を
持
っ
て
明

治
と
向
き
合
っ
て
い
る
と
感
じ
て

が
よ
り
深
ま
り
、
こ
の
想
い
が
継
続

出
来
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

幹
事
学
年
も
「
昭
和
」か
ら
「
平

成
」
の
時
代
へ
‼　

世
の
中
同
様
、

様
々
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
、後
輩
諸
君
に
は
、「
こ

れ
ま
で
」に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
ず
、
色
々

な
や
り
方
で
こ
の
総
明
会
を
盛
り
上

げ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
最
高
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
根
っ
こ
の
部
分

は
変
わ
ら
な
い
で
す
か
ら
ね
！

　
「
平
成
改
元
会
」の
皆
さ
ん
も
、自

分
達
の
信
念
の
も
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
る
様
子
が
随
所
に
見
受
け
ら

れ
、非
常
に
頼
も
し
か
っ
た
で
す
。総

会
・
懇
親
会
ま
で
あ
と
も
う
少
し
で

す
。
大
変
な
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、是
非
、同
期
皆

で
楽
し
ん
で
乗
り
越
え
て
下
さ
い
。

そ
の
先
に
は
、
必
ず
最
高
の
ス
テ
ー

ジ
が
待
っ
て
ま
す
！

　
「
平
成
卒
」
初
っ
端
の
第
52
回
総

会
・
懇
親
会
の
大
成
功
を
信
じ
て
お

り
ま
す
。

期
の
仲
間
と
肩
を
組
ん
で
歌
い
た

い
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
こ
れ
こ

そ
が「
明
治
愛
」な
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
諸
先
輩
方
の
背
中
を

追
い
か
け
、
次
年
度
の
幹
事
学
年

と
い
う
大
役
を
お
受
け
致
し
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
同
窓
の
仲
間
に

参
加
頂
き
、
総
明
会
の
更
な
る
発

展
の
為
に
微
力
な
が
ら
力
を
尽
く

し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
た
く
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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な
誇
り
の
創
出
、
平
成
改
元
会
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
そ
こ
に
注
ぎ
込
み
た
い

と
考
え
、こ
の
幹
事
年
度
の
1
年
を

過
ご
し
て
き
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
、

「B
rand-N

ew
 P

ride

と
も
に
つ
く
れ
！
あ
ら
た
な
誇
り
」

～
伝
承
と
革
新
～

と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

時
代
は
変
わ
る
。
明
治
維
新
が

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
元
号
が
変

わ
る
と
い
う
の
は
、
時
代
の
変
化
の

象
徴
と
な
る
こ
と
を
歴
史
は
教
え
て

く
れ
る
。そ
し
て
、そ
の
時
に
は
、「
伝

承
」を
重
ん
じ
な
が
ら
も
、変
わ
る
時

代
に
合
わ
せ
、
大
胆
な
「
革
新
」も

必
要
で
あ
る
こ
と
も
―
―
。
そ
の
道

理
を
形
に
し
、具
現
化
す
る
の
が
、元

号
の
改
ま
っ
た
年
に
卒
業
を
迎
え
た

我
々
平
成
改
元
会
の
役
割
で
は
な

い
か
。

　

ひ
と
つ
の
形
と
な
っ
た
の
が
こ
の

会
報
で
あ
る
。斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
、独

　

在
学
時
代
は
特
に
ワ
ン
パ
ク
だ
っ

た
平
成
元
年
卒
。
先
生
方
は
眉
間

に
少
し
し
わ
を
寄
せ
な
が
ら
、
今
で

も
そ
の
よ
う
に
語
る
。
い
う
こ
と
を

聞
か
な
い
、手
を
焼
く
連
中
、そ
れ
が

平
成
改
元
会
の
メ
ン
バ
ー
。

　

諸
先
生
・
諸
先
輩
の
皆
様
に
は
、

心
配
を
掛
け
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
自
ら
を
信
じ
て
考
え
て

行
動
に
移
す
。そ
の
力
強
さ
を
我
々

は
自
負
し
て
い
る
。
血
気
盛
ん
な
若

人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
い
わ
ば
『
健
児

の
意
気
』は
、
卒
業
し
て
30
年
近
く

経
っ
た
今
も
変
わ
ら
な
い
。

　

前
へ
―
―
。
そ
の
方
向
は
明
治

で
の
歩
み
が
あ
れ
ば
互
い
に
違
う
こ

と
は
な
い
。な
ぜ
な
ら
、振
り
返
れ
ば

我
々
の
後
ろ
に
は
、
明
治
で
共
に
刻

ん
だ
道
が
あ
る
か
ら
。
そ
の
道
の
延

長
に
、こ
れ
か
ら
の
道
が
あ
る
。そ
し

て
、
そ
れ
は
我
々
同
期
に
限
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
は
ず
だ
。

　

世
代
を
超
え
、明
治
の
皆
が
と
も

に
前
を
切
り
開
い
て
新
た
な
誇
り
を

築
く
、
伝
統
に
裏
打
ち
さ
れ
た
新
た

創
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、
こ
れ
ま
で
の

枠
に
捉
わ
れ
な
い
形
で
表
現
し
た
。

よ
り
沢
山
の
方
々
に
興
味
を
感
じ
て

い
た
だ
き
、手
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

そ
し
て
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
形
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
が
、総
会
・
懇

親
会
で
あ
る
。世
代
を
超
え
た
就
活

会
な
ど
を
同
時
に
企
画
し
て
い
る
。

先
輩
と
後
輩
、そ
し
て
伝
承
と
革
新

を
繋
ぐ
こ
と
を
実
現
し
た
い
。

　

会
報
も
式
典
も
、伝
統
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
も
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
職

業
な
ど
が
変
わ
り
始
め
て
い
る
平
成

の
次
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ
べ
く
、
新

た
な
風
を
吹
き
込
む
、
こ
れ
が
平
成

卒
の
初
代
幹
事
と
し
て
の
重
要
な

役
割
と
信
じ
て
い
る
。

　

紫
紺
の
旗
の
下
に
昭
和
も
平
成

も
集
う
。
伝
承
と
革
新
が
鼓
舞
し
、

明
治
の
新
た
な
誇
り
が
生
ま
れ
る
。

昭
和
の
風
に
平
成
の
風
が
吹
き
込

む
瞬
間
、
明
治
の
名
が
刻
ま
れ
た
そ

の
旗
は
、
新
た
な
誇
り
に
揺
り
動
か

さ
れ
、厳
か
な
音
を
立
て
な
が
ら
、大

き
な
弧
で
未
来
を
描
く
だ
ろ
う
。
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第
52
回
総
明
会 

御
寄
付
者
一
覧
（
敬
称
略
、八
月
末
現
在
）

学
校
関
係

白
駿
会	

	

金	

９
万
９
千
円

同
期
会・班
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

三
七
会	

昭
和
37
年
卒	
金	
８
万
４
千
円

明
優
会	

昭
和
40
年
卒	
金	
３
万
５
千
円

紫
讃
会	

昭
和
43
年
卒	

金	

２
万
５
千
円

男
坂
倶
楽
部	

昭
和
44
年
卒	

金	

８
万
４
千
円

獅
子
の
会	

昭
和
45
年
卒	

金	

５
万
７
千
円

明
潮
会	

昭
和
46
年
卒	

金	

２
万
６
千
円

翼
明
会	

昭
和
49
年
卒	

金	

６
万
５
千
円

明
々
会	

昭
和
51
年
卒	

金	

５
万
６
千
円

明
誠
会	

昭
和
54
年
卒	

金	

13
万
３
千
円

紫
魂
会	

昭
和
55
年
卒	

金	

５
万
４
千
円

明
翔
会	

昭
和
56
年
卒	

金	

９
万
８
千
円

明
魂
会	

昭
和
57
年
卒	

金	

８
万
８
千
円

明
輪
会	

昭
和
58
年
卒	

金	　
　

４
万
円

明
心
会	

昭
和
59
年
卒	

金	

10
万
４
千
円

闘
紺
会	

昭
和
60
年
卒	

金	

５
万
２
千
円

新
世
輝	

昭
和
61
年
卒	

金	　
　

９
万
円

明
猿
会	

昭
和
62
年
卒	

金	

４
万
９
千
円

昭
和
戊
辰
乃
会	

昭
和
63
年
卒	

金	　
　

15
万
円

	
	

軟
式
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会	

金	

２
万
７
千
円

明
雪
会	

	

金	

２
万
５
千
円

明
水
会	

	

金	

８
万
４
千
円

卯
の
木
会	

	

金	

５
万
８
千
円

吹
奏
楽
班
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会	

金	

６
万
５
千
円

應
援
團
Ｏ
Ｂ
会	

金	

５
万
７
千
円

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
Ｏ
Ｂ
会	

金	

２
万
７
千
円

ヤ
マ
ダ
大
感
謝
祭	

金	

９
万
８
千
円

ご
と
う
会	

	

金	

２
万
８
千
円

班
・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会	
金	

５
万
２
千
円

明
治
高
校
卒

明
治
大
学
職
員
有
志
一
同	

金	
１
万
６
千
円

個
人

平
野　

一
哉	

昭
和
59
年
卒	

金	　
　

10
万
円

渡
辺　

智
郎	

昭
和
60
年
卒	

金	

３
万
３
千
３
33
円

小
田
川
玉
城	

昭
和
25
年
卒	

金	　
　

３
万
円

狩
野　

智
雄	

昭
和
56
年
卒	

金	　
　

３
万
円

赤
岩　

大
輔	

昭
和
62
年
卒	

金	　
　

３
万
円

原　
　

健
治	

昭
和
60
年
卒	

金	　
　

２
万
円

比
留
間
竹
郎	

昭
和
45
年
卒	

金	　
　

１
万
円

石
山　

雅
範	

昭
和
45
年
卒	

金	　
　

１
万
円

廣
野　

宏
士	

昭
和
47
年
卒	

金	　
　

１
万
円

後
藤　

勇
三	

昭
和
50
年
卒	

金	　
　

１
万
円

染
谷　

貴
男	

昭
和
57
年
卒	

金	　
　

１
万
円

大
塚　

達
宏	

昭
和
58
年
卒	

金	　
　

１
万
円

阿
部　

伸
明	

昭
和
60
年
卒	

金	　
　

１
万
円

町
側　

尚
則	

昭
和
60
年
卒	

金	　
　

１
万
円

安
川　

琢
哉	

昭
和
63
年
卒	

金	　
　

１
万
円

181



幹
事
学
年	

寄
付
者
一
覧

御　

礼

　

こ
の
度
は
第
52
回
総
明
会
総
会
及
び
懇
親
会

開
催
、
並
び
に
会
報
誌「
紫
紺
の
詩
」の
発
行
に

あ
た
り
ま
し
て
、大
変
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付

及
び
広
告
掲
載
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
平
成
初
の
卒
業
生
で
あ
る
私
達
「
平

成
改
元
会
」
が
先
輩
方
の
ご
指
導
ご
支
援
を
頂

き
な
が
ら
総
明
会
の
幹
事
学
年
を
務
め
て
参
り

ま
し
た
。
早
い
も
の
で
平
成
も
今
年
で
28
年
の

年
月
を
重
ね
、
社
会
情
勢
・
経
済
状
況
も
大
き

く
変
化
し
、明
治
高
校
・
中
学
校
を
取
り
巻
く
環

境
も
同
様
に
大
き
く
変
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
変
化
を
繰
り
返
す
平
成
と
い
う
時
代

に
も
関
わ
ら
ず
、
先
輩
方
の
同
期
会
・
班
ク
ラ
ブ

Ｏ
Ｂ
会
に
お
邪
魔
さ
せ
て
頂
く
と
、
そ
こ
に
は
必

ず
明
治
を
愛
す
る
気
持
ち
と
後
輩
で
あ
る
幹
事

学
年
を
温
か
く
ご
支
援
頂
け
る
空
気
が
変
わ
ら

ず
満
ち
て
お
り
ま
し
た
。
他
校
の
同
窓
会
の
こ
と

を
知
る
機
会
は
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
や
っ
ぱ

り
明
治
が
ナ
ン
バ
ー
１
」
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認

識
す
る
こ
と
が
出
来
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
温

か
い
ご
支
援
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

11
月
20
日
の
総
明
会
総
会
・
懇
親
会
で
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
総

会
・
懇
親
会
の
場
で
改
め
て
御
礼
さ
せ
て
頂
く

所
存
で
す
が
、
ま
ず
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

総
明
会
も
少
し
ず
つ
革
新
を
重
ね
ス
タ
イ
ル

も
変
化
し
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

明
治
の
名
の
下
に
後
輩
で
あ
る
幹
事
学
年
を
支

援
し
続
け
る
伝
統
は
守
り
、
来
年
の
幹
事
学
年

「
明
愛
会
」
に
も
今
年
以
上
の
ご
支
援
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、明
治
高
校
・
中
学
校

並
び
に
総
明
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
簡
単

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
御
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。平

成
改
元
会　

寄
付
広
告
委
員
長　
　

美
濃
部　

健
太
郎

石
井　

一
光

伊
藤　

貴
淳

内
田　

雅
人

榎
本　

雄
峰

大
塚　

太
郎

大
宮　

美
行

小
川　

和
弘

尾
関　

伸
浩

片
山　

祐
司

川
上　

義
洋

川
口　

貴
之

菊
池　

源

木
村　

秀
生

木
本　

春
樹

小
林　

太

小
室　

毅
郎

小
柳　

貴
裕

佐
野　

崇

澤
村　

大
樹

四
手　

宏
尚

篠
田　

守
建

柴
山　

圭
一

嶋
田　

剛
久

清
水　

力

下　

真
一
郎

杉
山　

純
也

鈴
木　

篤
忠

鈴
木　

真
樹

瀧　

慎
一
郎

田
中　

潤
二

田
中　

博
樹

田
中　

康
成

田
原　

秀
範

中
西　

一
成

西
原　

崇

野
尻　

栄
一

野
房（
福
本
）恵

原　

康
史

福
井　

一
彦

福
島　

維
規

伏
見　

成
司

北
條　

勝
彦

水
野　

勇

美
濃
部　

健
太
郎

三
宅　

博
史

村
嶋　

健
児

山
下　

博
之

山
田　

健
人

横
島　

高
之

吉
井　

昭
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総明会会則

第
１
章	
総
則

（
名
称
）

第
１
条	

本
会
は
、総
明
会
と
称
す
る
。

（
目
的
）

第
２
条	

本
会
は
、会
員
相
互
の
結
束
と
親
睦
を
図

り
、且
つ
母
校
の
た
め
に
こ
れ
を
賛
助
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
及
び
会
計
処
理
）

第
３
条	

本
会
は
、前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
次
の
事
業
を
行
う
。

	

１
．	母
校
に
対
す
る
賛
助
活
動
を
推
進
す
る
こ

と
。

	

２
．	会
員
名
簿
を
整
備
、管
理
す
る
こ
と
。

	

３
．	会
報
な
ど
の
広
報
物
を
発
行
す
る
こ
と
。

	

４
．	同
期
会
の
結
成
を
助
成
し
、奨
励
す
る
こ
と
。

	

５
．	班
部
Ｏ
Ｂ
会
の
開
催
を
助
成
し
、奨
励
す
る

こ
と
。

	

６
．	そ
の
他
、本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
。

	

②	

前
項
に
定
め
る
事
業
は
す
べ
て
一
般
会

計
と
し
て
処
理
す
る
。た
だ
し
、会
長
は
、

理
事
会
の
議
決
と
評
議
員
会
の
承
認
を
得

て
、前
項
１
号
な
い
し
６
号
に
定
め
る
一
部

も
し
く
は
全
部
を
特
別
会
計
と
し
て
処
理

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
務
局
、所
在
地
）

第
４
条	

本
会
の
事
務
を
行
う
た
め
に
事
務
局
を
設

け
る
。

	

②	

事
務
局
は
、明
治
大
学
付
属
明
治
高
等

学
校
内
に
置
く
。

第
２
章	

会
員

（
会
員
資
格
）

第
５
条	

本
会
は
、旧
制
、新
制
明
治
中
学
校
、明
治

大
学
八
丈
高
等
学
校
も
し
く
は
明
治
高
等

学
校
の
卒
業
生
な
ら
び
に
同
校
に
在
籍
し

た
こ
と
の
あ
る
も
の
を
会
員
と
す
る
。

（
入
会
金
及
び
終
身
会
費
）

第
６
条	
会
員
は
、入
会
の
時
に
入
会
金
及
び
終
身

会
費
を
本
会
に
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。

入
会
費
及
び
終
身
会
費
の
額
な
ら
び
に
そ

の
徴
収
の
方
法
は
、理
事
会
が
明
治
大
学

付
属
明
治
高
等
学
校
校
長（
以
下「
校
長
」

と
い
う
）の
同
意
を
得
て
定
め
る
。

（
特
別
会
員
）

第
７
条	

母
校
の
教
職
員
で
あ
る
も
の
及
び
そ
の
職

に
あ
っ
た
も
の
を
特
別
会
員
と
す
る
。

	

②	

特
別
会
員
は
、本
会
が
行
う
事
業
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
３
章	

役
員

（
役
員
の
種
類
及
び
定
員
）

第
８
条	

本
会
に
理
事
10
人
以
上
20
人
以
内
及
び
監

事
２
人
を
置
く
。

	

②	

本
会
に
会
長
１
人
、副
会
長
３
人
以

内
、専
務
理
事
１
人
、事
務
局
長
１
人
、会

計
１
人
を
置
く
。

	

③	

必
要
で
あ
れ
ば
、本
会
に
常
務
理
事
を

若
干
名
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
役
員
の
選
任
）

第
９
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
選
任
は
、別
に
定
め
る

「
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定
」に
基
づ
い

て
選
定
し
、理
事
会
及
び
評
議
員
会
の
承

認
を
受
け
、総
会
の
決
議
を
も
っ
て
こ
れ
を

選
任
す
る
。会
長
及
び
副
会
長
は
そ
の
就

任
と
同
時
に
理
事
と
な
る
。但
し
、任
期
中

途
で
会
長
及
び
副
会
長
を
補
充
す
べ
き
場

合
は
、「
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定
」に

準
じ
て
選
定
し
、理
事
会
及
び
評
議
員
会

総
明
会（
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
同
窓
会
）	

会
則
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の
承
認
を
得
て
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
は
選
任
直
後
の
総
会
に
お
い
て

承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

	
②	

会
長
及
び
副
会
長
以
外
の
理
事
並
び

に
監
事（
以
下「
会
長
選
任
役
員
」と
い
う
）

は
、会
員
の
中
か
ら
、会
長
が
選
任
す
る
。

会
長
選
任
役
員
は
、選
任
後
最
初
の
評
議

員
会
の
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
き
は
、

選
任
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
す
。こ
れ

に
よ
り
会
長
選
任
役
員
に
欠
員
が
生
じ
た

と
き
は
、会
長
は
欠
員
の
な
い
よ
う
に
直
ち

に
役
員
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

	

③	

専
務
理
事
、常
務
理
事
及
び
事
務
局
長

並
び
に
会
計
は
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、

会
長
が
理
事
の
中
か
ら
選
任
す
る
。

	

④	

役
員
の
任
期
は
２
年
と
す
る
。た
だ
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。

	

⑤	

会
長
は
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、い
つ

で
も
会
長
選
任
役
員
を
解
任
す
る
こ
と
が

で
き
る
。こ
れ
に
よ
り
会
長
選
任
役
員
に

欠
員
が
生
じ
た
と
き
は
、会
長
は
欠
員
の
無

い
よ
う
に
直
ち
に
役
員
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

	

⑥	

理
事
は
評
議
員
を
兼
務
で
き
な
い
。

	

（
理
事
会
）

第
10
条	

本
会
の
会
務
の
執
行
は
、理
事
会
が
こ
れ
を

決
す
る
。

	

②	

理
事
会
は
理
事
を
も
って
構
成
す
る
。

	

③	

理
事
会
は
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

	

④	

理
事
会
の
議
長
は
、会
長
又
は
会
長
が

指
名
し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

	

⑤	

理
事
会
の
議
事
は
、出
席
理
事
の
過
半

数
で
こ
れ
を
決
し
、可
否
同
数
の
と
き
は
議

長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

	

⑥	

理
事
は
書
面
に
よ
り
理
事
会
の
決
議
に

加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

	

⑦	

監
事
は
、理
事
会
に
出
席
し
意
見
を
述

べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
長
等
の
職
務
）

第
11
条	

会
長
は
本
会
を
代
表
し
、会
務
を
総
理
、執

行
す
る
。

	

②	

副
会
長
は
、会
長
を
補
佐
し
、会
長
に

事
故
あ
る
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
会
長
が

指
名
し
た
順
位
に
し
た
が
い
会
長
の
職
務

を
代
行
す
る
。

	
③	
専
務
理
事
は
、会
長
の
指
揮
の
も
と
に

会
務
を
総
括
し
て
つ
か
さ
ど
り
、か
つ
事
務

局
を
総
括
す
る
。

	

④	

常
務
理
事
は
、専
務
理
事
を
補
佐
す

る
。

	

⑤	

事
務
局
長
は
、専
務
理
事
の
指
揮
の
も

と
に
事
務
局
を
統
括
す
る
。

	

⑥	

会
計
は
、本
会
の
会
計
及
び
財
産
の
状

況
並
び
に
会
務
の
執
行
を
行
う
。

	

⑦	

理
事
は
、会
務
を
分
担
す
る
。

（
監
事
の
職
務
）

第
12
条	

監
事
は
、本
会
の
会
計
及
び
財
産
の
状
況
並

び
に
会
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

	

②	

監
事
は
、監
査
の
結
果
を
定
時
総
会
に

報
告
す
る
。

（
名
誉
役
員
）

第
13
条	

本
会
に
名
誉
会
長
、名
誉
顧
問
及
び
顧
問
、

相
談
役
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

	

②	

名
誉
会
長
、名
誉
顧
問
及
び
顧
問
、相

談
役
は
、本
会
又
は
母
校
に
永
年
に
わ
た

り
特
別
に
功
労
の
あ
っ
た
も
の
の
内
か
ら
理

事
会
が
推
薦
し
、評
議
員
会
の
承
認
を
得

て
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

	

③	

学
校
法
人
明
治
大
学
の
総
長
、学
長

は
、そ
の
在
任
中
、名
誉
顧
問
と
し
て
こ
れ

を
推
戴
す
る
。

	

④	

明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
の
校

長
は
、そ
の
在
任
中
、顧
問
を
そ
れ
ぞ
れ
推

戴
す
る
。

	

⑤	

相
談
役
は
、会
務
に
永
年
に
わ
た
り
功

労
の
あ
っ
た
者
の
内
か
ら
理
事
会
が
推
薦

し
、評
議
員
会
の
承
認
を
得
て
会
長
が
こ
れ

を
委
嘱
す
る
。

第
４
章	

総
会
及
び
懇
親
会

（
総
会
の
招
集
）
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総明会会則

第
14
条	

定
時
総
会
は
毎
年
１
回
開
催
し
、臨
時
総

会
は
必
要
の
あ
る
と
き
に
開
催
す
る
。

	

②	

総
会
は
、会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
。

	
③	

総
会
の
招
集
は
、本
会
が
発
行
す
る
会

報
に
掲
載
し
、も
し
く
は
そ
の
他
の
方
法
で

会
員
に
通
知
し
て
行
う
。

（
総
会
の
議
事
）

第
15
条	

総
会
は
、こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項
及
び
そ

の
他
の
重
要
な
事
項
の
う
ち
理
事
会
が
提

案
し
、評
議
員
会
が
必
要
と
認
め
た
事
項

を
総
会
に
お
け
る
審
議
事
項
と
し
て
決
議

す
る
。

	

②	

総
会
の
議
長
は
、会
長
又
は
会
長
の
指

名
し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

	

③	

総
会
の
議
事
は
、出
席
会
員
の
過
半
数

で
こ
れ
を
決
し
、可
否
同
数
の
時
は
議
長
の

決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
懇
親
会
の
開
催
）

第
16
条	

懇
親
会
は
、会
員
の
懇
親
を
目
的
と
し
て

毎
年
１
回
開
催
す
る
。

	

②	

懇
親
会
の
開
催
に
関
す
る
事
項
は
、理

事
会
が
決
定
し
、評
議
員
会
の
承
認
を
得

て
、会
長
が
会
員
に
通
知
す
る
。こ
の
通
知

は
、総
会
の
召
集
通
知
に
準
じ
て
行
う
。

第
５
章	

委
員
会

（
委
員
会
の
設
置
）

第
17
条	

本
会
は
、第
２
条
の
目
的
の
達
成
及
び
第
３

条
の
規
定
に
掲
げ
る
事
業
の
遂
行
の
た
め

に
必
要
な
事
項
を
調
査
、研
究
、審
議
し
、

ま
た
は
実
施
す
る
機
関
と
し
て
委
員
会
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

	

②	

委
員
会
は
、会
則
に
定
め
る
ほ
か
理
事

会
の
決
議
に
よ
り
設
置
す
る
。

	

③	

委
員
会
は
、委
員
長
１
人
及
び
委
員
２

人
以
上
を
も
って
構
成
す
る
。

	

④	

委
員
会
は
、理
事
会
の
承
認
を
得
て
会

長
が
こ
れ
を
委
嘱
し
、委
員
は
、会
員
及
び

特
別
会
員
の
中
か
ら
会
長
の
同
意
を
得
て

委
員
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

	

⑤	

委
員
会
は
、委
員
長
が
こ
れ
を
主
宰
す
る
。

	

⑥	

委
員
長
は
、そ
の
就
任
と
同
時
に
理
事

と
な
る
。

第
６
章	
評
議
員
及
び
評
議
員
会

（
評
議
員
）

第
18
条	

本
会
に
、卒
業
学
年
毎
に
２
人
以
内
の
評
議

員
を
置
く
。同
期
会
は
、同
期
会
の
会
員
の

う
ち
か
ら
評
議
員
を
選
任
し
て
本
会
に
届

け
る
も
の
と
す
る
。ま
た
、総
明
会
に
登
録

し
た
班
部
Ｏ
Ｂ
会
毎
に
１
人
の
評
議
員
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。評
議
員
を
選
任
し
た

場
合
は
、本
会
に
届
け
る
も
の
と
す
る
。

	

②	

同
期
会
が
結
成
さ
れ
て
い
な
い
か
、も
し

く
は
同
期
会
に
お
い
て
評
議
員
を
選
任
で

き
な
い
事
情
が
あ
る
と
き
は
、会
長
は
、当

該
学
年
の
た
め
に
同
学
年
の
中
か
ら
仮
評

議
員
を
選
任
で
き
る
。

	

③	

総
明
会
に
登
録
す
べ
き
班
部
Ｏ
Ｂ
会
が

結
成
さ
れ
て
い
な
い
か
、も
し
く
は
班
部
Ｏ

Ｂ
会
に
評
議
員
を
選
任
で
き
な
い
事
情
が

あ
る
場
合
は
、評
議
員
を
置
く
こ
と
が
で

き
な
い
。

	

④	

同
期
会
の
評
議
員
と
班
部
Ｏ
Ｂ
会
の
評

議
員
は
兼
任
で
き
な
い
。

（
評
議
員
の
職
務
）

第
19
条	

評
議
員
及
び
仮
評
議
員
は
、評
議
員
会
に
出

席
す
る
ほ
か
、本
会
の
事
務
の
う
ち
そ
の
属

す
る
学
年
も
し
く
は
同
期
会
及
び
班
部
Ｏ

Ｂ
会
の
関
係
で
必
要
な
事
務
を
処
理
す
る
。

	

②	

評
議
員
及
び
仮
評
議
員
は
、適
宜
代
行

者
を
選
任
し
て
評
議
員
会
へ
の
出
席
、そ
の

他
の
事
務
処
理
を
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
評
議
員
会
）

第
20
条	

評
議
員
会
は
、こ
の
会
則
に
定
め
る
事
項
及
び

そ
の
他
の
重
要
な
事
項
に
つ
き
議
決
す
る
。

	

②	

評
議
員
会
は
、会
長
が
適
宜
こ
れ
を
招

集
す
る
。

	

③	

評
議
員
会
の
議
長
は
、会
長
も
し
く
は
評

議
員
の
中
か
ら
会
長
が
指
名
し
た
も
の
が
あ
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た
り
、そ
の
進
行
は
事
務
局
長
が
行
う
。

	

④	

評
議
員
会
の
議
事
は
、出
席
評
議
員
、

仮
評
議
員
の
過
半
数
で
こ
れ
を
決
し
、可

否
同
数
の
と
き
は
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

第
７
章	

同
期
会

（
同
期
会
）

第
21
条	

会
員
は
、学
年
ご
と
に
同
期
会
を
組
織
す

る
も
の
と
す
る
。

	

②	

同
期
会
は
、同
期
会
名
簿
を
整
備
し
、

運
営
に
関
す
る
準
則
を
定
め
る
も
の
と
す

る
。

	

③	

同
期
会
は
、そ
の
選
任
し
た
評
議
員
の

職
務
の
執
行
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

	

④	

同
期
会
は
、同
期
会
の
総
会
を
開
催
し
た

と
き
は
、本
会
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
８
章	

班
部
Ｏ
Ｂ
会

（
班
部
Ｏ
Ｂ
会
）

第
22
条	

会
員
は
、在
学
中
在
籍
し
た
班
部
ご
と
に

班
部
Ｏ
Ｂ
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

	

②	

班
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、Ｏ
Ｂ
会
名
簿
を
整
備

し
、運
営
に
関
す
る
準
則
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

	

③	

班
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、そ
の
選
任
し
た
評
議

員
の
職
務
の
執
行
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

	

④	

班
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、Ｏ
Ｂ
会
の
総
会
を
開

催
し
た
と
き
は
、本
会
に
報
告
す
る
も
の
と

す
る
。

第
９
章	

会
計

（
会
計
の
分
類
と
会
計
年
度
）

第
23
条	

本
会
の
会
計
処
理
は
、一般
会
計
と
特
別
会

計
に
区
分
し
て
行
い
、特
別
会
計
は
こ
の
会

則
に
定
め
の
あ
る
場
合
の
ほ
か
理
事
会
に
お

い
て
特
に
定
め
た
会
計
に
関
す
る
会
計
処

理
、一
般
会
計
は
特
別
会
計
を
除
い
た
す
べ

て
の
会
計
処
理
と
す
る
。

	

②	

本
会
の
会
計
年
度
は
、毎
年
４
月
１
日

に
始
ま
り
、翌
年
３
月
３
１
日
に
終
わ
る
。

（
基
金
）

第
24
条	

理
事
会
は
、本
会
の
財
政
基
盤
を
安
定
さ

せ
、ま
た
第
３
条
に
定
め
る
事
業
の
遂
行
資

金
を
形
成
す
る
た
め
基
金
を
積
立
て
る
努

力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

	

②	

基
金
は
、特
別
会
計（
以
下「
基
金
特
別

会
計
」と
い
う
）で
処
理
す
る
。

	

③	

入
会
費
、寄
付
金
の
う
ち
理
事
会
で
基

金
に
組
入
れ
る
こ
と
を
決
議
し
た
も
の
、並

び
に
基
金
へ
組
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
寄
付
金（
以
下「
特
別
基
金
」と
い
う
）

は
、基
金
と
し
て
基
金
特
別
会
計
に
計
上

し
、こ
の
会
則
に
定
め
の
あ
る
場
合
を
除
き

支
弁
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

	

④	

基
金
は
、財
政
基
盤
基
金
と
事
業
遂
行

基
金
を
も
って
構
成
す
る
。

	

⑤	

基
金
へ
の
組
入
金
は
、財
政
基
盤
基
金

の
総
額
に
満
つ
る
ま
で
優
先
し
て
こ
れ
に
充

当
す
る
。

	

⑥	

財
政
基
盤
基
金
の
総
額
は
、総
会
の
決

議
に
よ
り
決
定
し
も
し
く
は
変
更
す
る
。

こ
の
場
合
、第
２
６
条
の
定
め（
特
別
決
議
）

を
準
用
す
る
。

	

⑦	

財
政
基
盤
基
金
は
、原
則
と
し
て
取
崩

す
こ
と
が
で
き
な
い
。た
だ
し
、総
会
に
お
い

て
承
認
を
得
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
。こ
の
場
合
、第
２
８
条
の
定
め（
特
別
決

議
）を
準
用
す
る
。

	

⑧	

基
金
の
う
ち
、財
政
基
盤
基
金
の
総
額

を
超
え
る
額
を
事
業
遂
行
基
金
と
す
る
。

	

⑨	

事
業
遂
行
基
金
は
、第
３
条
１
項
１
号

に
定
め
る
事
業
も
し
く
は
理
事
会
で
決
議

し
た
事
業
に
支
弁
す
る
た
め
、理
事
会
及

び
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
り
こ
れ
を
取
崩

し
、当
該
事
業
の
た
め
に
支
弁
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

	

⑩	

会
長
は
、緊
急
に
対
処
を
要
す
る
と
認

め
た
事
項（
以
下「
緊
急
処
理
事
項
」と
い

う
）の
た
め
に
、副
会
長
の
同
意
を
得
て
、事
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業
遂
行
基
金
を
取
崩
し
緊
急
処
理
事
項
に

支
弁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
場
合
、会

長
は
、緊
急
処
理
事
項
が
生
じ
た
後
、最
初

に
開
催
さ
れ
る
総
会
に
お
い
て
、当
該
事
項

の
緊
急
性
及
び
事
業
遂
行
基
金
取
崩
し
の

必
要
性
を
説
明
し
、取
崩
し
に
つ
い
て
承
認

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

	

⑪	

事
業
遂
行
基
金
を
支
弁
し
て
行
う
事

業
を
検
討
す
る
た
め
、本
会
に
基
金
事
業

委
員
会
を
設
置
す
る
。第
１
７
条
４
項
の
定

め
に
か
か
わ
ら
ず
、こ
の
委
員
会
は
委
員
長

１
人
と
委
員
８
人
を
も
っ
て
構
成
し
委
員

は
理
事
の
中
か
ら
委
員
長
が
選
任
す
る
。

（
経
費
）

第
25
条	

本
会
の
経
費
は
、入
会
費（
た
だ
し
基
金
組

入
れ
分
を
除
く
）、終
身
会
費
及
び
寄
付
金

（
た
だ
し
基
金
組
入
れ
分
を
除
く
）並
び
に

一
般
会
計
に
属
す
る
財
産
か
ら
生
じ
る
果

実
そ
の
他
特
別
会
計
に
属
さ
な
い
収
入
を

も
って
支
弁
す
る
。

（
予
算
）

第
26
条	

会
長
は
、会
計
年
度
の
終
了
す
る
前
に
、理

事
会
の
承
認
を
得
て
翌
会
計
年
度
の
予
算

を
作
成
す
る
。翌
会
計
年
度
の
予
算
は
、評

議
員
会
の
承
認
を
得
て
、総
会
に
提
出
し
て

そ
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

	

②	

前
項
に
よ
り
、会
長
は
、そ
の
会
計
年
度

の
最
後
に
開
催
さ
れ
る
評
議
員
会
に
翌
会

計
年
度
の
予
算
を
提
出
し
、そ
の
承
認
を

得
た
場
合
は
、翌
会
計
年
度
の
初
め
か
ら

総
会
開
催
の
日
ま
で
の
間
、そ
の
予
算
を
執

行
で
き
る
も
の
と
す
る
。

（
決
算
）

第
27
条	

本
会
の
収
入
支
出
の
決
算
は
、監
事
が
こ
れ

を
監
査
し
、会
長
が
こ
れ
を
総
会
に
提
出

し
て
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

	

②	

基
金
特
別
会
計
の
決
算
報
告
に
お
い
て

は
、財
政
基
盤
基
金
と
事
業
遂
行
基
金
を

区
別
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
の
概
要
及
び
決

算
時
の
在
り
高
の
ほ
か
、特
別
基
金
の
累
計

額
を
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
10
章	

補
則

（
特
別
決
議
）

第
28
条	
本
会
の
会
則
の
改
正
は
、総
会
に
お
け
る
出

席
会
員
の
４
分
の
３
以
上
の
多
数
に
よ
る

決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
届
出
）

第
29
条	

会
員
は
、氏
名
、住
所
及
び
職
業
を
変
更
し

た
と
き
は
本
会
に
届
け
出
る
も
の
と
す
る
。

	

②	

同
期
会
は
、同
期
会
員
名
簿
及
び
役
員

名
簿
を
本
会
事
務
局
に
届
け
出
る
も
の
と

す
る
。

	

③	

班
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、Ｏ
Ｂ
会
名
簿
及
び
役

員
名
簿
を
本
会
事
務
局
に
届
け
出
る
も
の

と
す
る
。

附
則

（
経
過
措
置
１
）

第
１
条（
年
会
費
同
期
会
）

	

前
回
の
会
則
の
改
正
が
施
行
さ
れ
た
平
成

１
１
年
１
月
１
日
以
前
に
会
員
と
な
っ
た
者

で
構
成
さ
れ
る
同
期
会（
以
下「
年
会
費
同

期
会
」と
い
う
）が
納
入
す
る
年
会
費
に
つい

て
は
、次
に
会
則
改
正
の
あ
る
ま
で
改
正
前

の
第
７
条
の
定
め
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
２
条（
年
会
費
）

	

同
期
会
の
納
入
す
る
年
会
費
は
、第
２
５
条

の
定
め
る
経
費
に
支
弁
す
る
。

（
経
過
措
置
２
）

第
１
条（
年
会
費
班
部
Ｏ
Ｂ
会
）

	

班
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、本
会
を
運
営
す
る
費
用

に
充
て
る
た
め
の
年
会
費
を
納
入
す
る
も

の
と
す
る
。年
会
費
の
額
及
び
そ
の
納
入

方
法
は
、評
議
員
会
で
定
め
る
。

第
２
条（
年
会
費
）

	

班
部
Ｏ
Ｂ
会
の
納
入
す
る
年
会
費
は
、第

２
５
条
の
定
め
る
経
費
に
支
弁
す
る
。

（
施
行
期
日
）

	

こ
の
会
則
の
改
正
は
、平
成
１
８
年
１
２
月

３
日
よ
り
施
行
す
る
。

総明会会則
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（
参
考
）

改
正
前
第
７
条（
年
会
費
）

同
期
会
は
、本
会
を
運
営
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め

の
年
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と
す
る
。年

会
費
の
額
及
び
そ
の
納
入
方
法
は
、評
議

員
会
で
定
め
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

総
明
会
会
長
及
び
副
会
長
選
出
規
定

会
則
第
９
条
１
項
に
基
づ
き
、会
長
及
び
副
会
長
の

選
出
は
本
規
程
に
よ
り
行
う
。

（
選
出
委
員
会
の
設
置
、解
散
、委
員
の
選
出
）

第
１
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
を
行
う
場
合
は

「
選
出
委
員
会
」（
以
下
委
員
会
と
い
う
）

を
設
置
す
る
。

	

②	

委
員
会
は
役
員
改
選
又
は
補
充
の
時

期
に
合
わ
せ
て
、十
分
な
期
間
を
考
慮
し
、

理
事
会
が
設
置
す
る
。

	

③	

委
員
会
の
構
成
は
、委
員
長
１
人
、委
員

６
人
と
す
る
。委
員
の
選
出
は
理
事
会
及
び

評
議
員
会
で
各
々
３
人
と
す
る
。委
員
長
は

会
長
が
指
名
し
た
も
の
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

	

④	

委
員
会
の
解
散
は
、総
会
に
お
い
て
会
長

及
び
副
会
長
が
選
出
さ
れ
た
時
点
と
す
る
。

（
会
長
、副
会
長
の
選
出
、承
認
に
つい
て
）

第
２
条	

委
員
会
は
、会
長
及
び
副
会
長
の
選
出
に

あ
た
り
、推
薦
及
び
立
候
補
を
受
付
け
、そ

の
者
を
も
って
候
補
者
と
す
る
。

	

②	

候
補
者
の
中
よ
り
、会
長
及
び
副
会
長

候
補
者
を
選
出
す
る
。選
出
に
お
い
て
は
全

員
一
致
を
原
則
と
す
る
が
、定
員
に
絞
り
込

め
な
い
場
合
は
、そ
の
状
態
で
選
出
終
了
と

す
る
。

	

③	

理
事
会
は
、委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た

候
補
者
の
承
認
を
行
う
。

	

④	

評
議
員
会
は
、理
事
会
で
承
認
さ
れ
た

候
補
者
の
承
認
を
行
う
。

	

⑤	

評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
会

長
、副
会
長
は
、総
会
の
決
議
を
も
っ
て
、こ

れ
を
選
任
す
る
。

（
理
事
会
の
承
認
）

第
３
条	
委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
候
補
者
が

１
名
の
場
合
、理
事
会
に
お
い
て
過
半
数
の

信
任
を
も
って
承
認
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

	

②	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
候
補

者
が
２
名
以
上
の
場
合
、理
事
会
に
お
い
て

投
票
を
行
い
、最
も
得
票
数
の
多
い
候
補
者

を
会
長
候
補
者
と
し
て
承
認
す
る
。

	

③	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
副
会
長
候

補
者
が
３
名
の
場
合
、理
事
会
に
お
い
て
過

半
数
の
信
任
を
も
って
承
認
さ
れ
た
も
の
と

す
る
。

	

④	

委
員
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
副
会
長
候

補
者
が
４
名
以
上
の
場
合
、理
事
会
に
お
い

て
投
票
を
行
い
、得
票
数
の
多
い
順
に
３
名

を
副
会
長
候
補
者
と
し
て
承
認
す
る
。

（
評
議
員
会
の
承
認
）

第
４
条	

理
事
会
よ
り
選
出
さ
れ
た
会
長
及
び
副
会

長
候
補
者
は
、評
議
員
会
に
お
い
て
過
半
数

の
信
任
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
も
の
と
す

る
。

（
会
長
、副
会
長
の
資
格
）

第
５
条	

会
長
及
び
副
会
長
の
資
格
は
次
の
各
号
の

い
ず
れ
を
も
満
た
す
も
の
と
す
る
。

	

１
．総
明
会
会
員
と
し
て
２
０
年
以
上
在
籍

し
て
い
る
こ
と
。

	

２
．評
議
員
又
は
理
事
を
経
験
し
て
い
る
こ

と
。

	

３
．立
候
補
届
出
締
め
切
り
時
の
年
齢
が
70

歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。

	

こ
の
規
定
は
、平
成
26
年
11
月
16
日
よ
り

施
行
す
る
も
の
と
す
る
。

総明会会則編集後記

副
委
員
長
・
田
中
潤
二

創
造
は
狂
気
の
中
に
潜
む
。

退
屈
は
理
性
の
中
に
潜
む
。

委
員
長
・
水
野
勇

地
球
を
救
う
の
は
愛
か
も

し
れ
な
い
が
、
世
界
を
変
え

る
の
は
ア
イ
デ
ア
だ
け
だ
。

副
委
員
長
・
福
島
維
規

Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
、マ
ン
ガ
、詫
び
状
、

小
渕・て
へ
ぺ
ろ
、意
見
広
告
、

棟
朝
基
金
、Ｂ
Ｌ
。

大
宮
美
行

瀧
慎
一
郎

北
條
勝
彦

先生方はじめ、総明会会報委員の先輩方、諸所ご協力くださった先輩方、
まことにありがとうございました。厚く御礼申し上げます。
そして我が平成改元会の同輩よ、ありがとう。永遠の友情をここに誓う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成改元会会報委員一同

平成元年卒
平成改元会
会報委員会
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住
所
変
更
時
の
お
願
い

　

総
明
会
で
は
、
総
明
会
会
報
・

総
明
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
皆

様
の
お
手
元
に
、
一
通
で
も
多

く
届
く
よ
う
各
学
年
の
評
議
委

員
を
通
じ
て
総
明
会
会
員
名
簿

の
管
理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

お
引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ

ら
れ
た
方
は
、
お
手
数
で
す
が

左
記
総
明
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

お
礼
・
お
詫
び
・
お
願
い

　

本
会
報
誌
の
発
行
に
あ
た
り
、多
く
の

総
明
会
の
皆
様
か
ら
、
取
材
へ
の
協
力
、

寄
稿
お
よ
び
貴
重
な
写
真
の
提
供
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
報
委
員
会
一
同
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

誌
面
の
都
合
上
、す
べ
て
を
掲
載
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、
文
章
中
に

不
適
切
と
思
わ
れ
る
表
現
や
、
誤
解
を

招
く
こ
と
ば
、不
快
と
思
わ
れ
る
表
現
な

ど
に
つ
い
て
は
、
割
愛
・
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い

て
は
最
大
限
の
配
慮
を
払
い
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、記
事
内
の
文
章
に
つ
い
て
は
会

報
委
員
全
員
で
校
正
い
た
し
ま
し
た
が
、

至
ら
ぬ
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
何
卒

ご
理
解
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
誌
の
企
画
内
容
や
記
事

に
つ
い
て
は
、
平
成
改
元
会
の
水
野
勇

ま
た
は
田
中
潤
二
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

実
行
委
員
長 

村
嶋　

健
児

実
行
副
委
員
長 

瀧　

慎
一
郎

事
務
局
長 

杉
山　

純
也

会
計
委
員 

横
島　

高
之

ゴ
ル
フ
委
員 

油
谷　

敏
昌

 

小
柳　

貴
裕

式
典
委
員 

嶋
田　

剛
久

 

和
氣　

眞
悟

 

田
中　
　

淳

 

福
井　

一
彦

 

鈴
木　

信
宏

寄
付
広
告
委
員 

美
濃
部
健
太
郎

 

篠
田　

守
建

 

川
口　

貴
之

 

菊
池　
　

源

 

鈴
木　

真
樹

 

小
室　

毅
郎

会
報
委
員 

水
野　
　

勇

 

福
島　

維
規

 

田
中　

潤
二

 

北
條　

勝
彦

 

伊
藤　

貴
淳

 

大
宮　

美
行

 

小
林　
　

太

第
52
回 

総
明
会
実
行
委
員
会

連絡先：	総明会	事務局長

	 平野 一哉
電 話　047-351-1511
FAX　047-354-7070

（勤務先：株式会社もとゆき 代表取締役）

E-mail　k_hirano@motoyuki.jp

編
集
長

　

水
野　

勇
／
田
中
潤
二

編
集

　

福
島
維
規
／
北
條
勝
彦

　

大
宮
美
行
／
瀧
慎
一
郎

ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　

島
村
武
史
（
昭
和
59
年
卒
）

制
作
進
行

　

田
嶋
慎
治
（
昭
和
63
年
卒
）

表
紙
デ
ザ
イ
ン

　

水
野　

勇

印
刷

　

ふ
じ
・
プ
リ
ン
ト

２
０
１
６
年
10
月
１
日
発
行

※
本
誌
掲
載
の
記
事
、
写
真
、

イ
ラ
ス
ト
、
図
表
の
無
断
転
載

は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

乱
丁
・
落
丁
本
は
お
取
り
替
え

い
た
し
ま
す
。
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と
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